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道徳の礎（いしずえ）の使い方
 「道徳の礎（いしずえ）」は、「ふくしまの道徳教育」の実現に向けて必要な理論や実践を集録し、

ふくしまの先生方の悩みに寄り添う一冊です。

　ふくしまの道徳教育の実現に向けて、

　以上の３編構成で作成しています。さらに、先生方の悩みに合わせて、すぐに頁を開くことができ

るよう、色別の５つのインデックスを付けています。御自身の問題意識に合わせて御活用ください。

○【理論編】道徳科の授業の充実に向けて
○【実践編】令和７年度道徳教育推進校実践報告
○【Ｑ＆Ａ】教育課程Ｑ＆Ａ

インデックス

おさえる１

すすめる2

はぐくむ3

いかす4

さぐる5

１頁
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２７頁
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５６頁
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７１頁
～８５頁

８７頁
～９３頁

道徳科の授業の充実に向けて
道徳教育や道徳科の理論が
分からない…

ふくしま道徳教育資料集を
より効果的に活用したい…

多様な指導方法は大切だけれど、ど
のように授業を構想すればよいの…

道徳教育の学校の基本方針
が大切とは言うけれど…

道徳科の教育課程で分から
ないことがあります…

　「道徳のとびら」や「道徳のかけ橋」及び「特別の教科
道徳」の実施に向けた地区別推進協議会で発信してきた内
容をまとめてあります。「道徳科の指導と評価の一体化」
等について詳しく解説しています。

道徳教育推進校の実施計画書等
　令和７年度道徳教育推進校の道徳教育推進の視点、道
徳教育全体計画及び別葉等を掲載しています。学校の道
徳教育の方針を明確にしたい時に御活用ください。

多様な指導方法に基づいた授業実践
　令和７年度道徳教育推進校の実践と考察を掲載してい
ます。授業実践の際の参考にしてください。

ふくしま道徳教育資料集等
　　　　　　　を活用した授業実践
　令和７年度道徳教育推進校が活用したふくしま道徳教
育資料集等の実践と考察を掲載しています。「ふくしま
ならでは」の道徳教育の実現に向けて参考になります。

新教育課程Ｑ＆Ａ（道徳科編）
　既に学校に周知している新教育課程Ｑ＆Ａから道徳科の
部分を抜粋しました。教育課程の編成に向けて悩んだとき
に開いて確認してください。
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道徳教育の疑問や迷いから

推進する立場になって「どうしよう…」と思ったら
～道徳教育推進教師～

推進する校内体制を整えたい︕と思ったら
～管理職、教務主任、道徳教育推進教師等～

道徳教育を
先生方お一人お一人のよさを生かし、

みんなで推進していきましょう。

　このページを開いたあなたは、子ども達のために、道徳教育や道徳科授業の指導を工夫されていることでしょう。
もしかすると「目の前の子ども達に合わせて工夫したのに上手くいかない…」と感じているではないでしょうか。
それは、日々努力されているからこそです。御自身の取組に自信をもって、この道徳の礎から、「さらにパワー
アップ」の手がかりを探してみましょう。

ひとりでパワーアップしたい︕と思ったら ～自己研修～

授業

指導方法

づくり
（指導と評価）

板書･発問
ICT活用等

子どもの
実態

任命
されたら

年度始め
等

学期末
・

学年末

子どもの実態を把握する方法は︖どう生かせばよい︖

みんなで共に学びたい︕と思ったら ～校内研修～

始め
年度

年間

どう指導をすればいいの︖ 授業案はどう書けばいいの︖ 板書の工夫は︖

どんな指導方法があるの︖ 発問や学習活動の工夫は︖ ICT活用のポイントは︖

「１おさえる」には、理論と実
践事例が掲載されています。
研修動画を視聴してイメージ
をもつことも大切です。

小・中学校の教科書や「ふくし
ま道徳教育資料集」を活用した
授業の指導案が掲載されてい
ます。

全ての指導案には、実際の板書
が掲載されています。内容項目
やねらい、学年等を考えた工夫
を参考にしてください。

何をしたらよいのかな︖ どんな取組があるの︖ 掲示物等はどうすれば︖

「はじめの一歩」「アイデア
ノート」を参考に、取組を考
えてみましょう。

「研究推進にあたって」「資
料」には、実態を踏まえた取
組が掲載されています。

「アイデアノート」や、各推進
校の取組が写真で掲載されて
います。できそうな取組を探し
てみましょう。

年度始めに、全職員で確認すべきことは何ですか︖ 別葉ってどう使うの︖
目標や内容項目、質的転換の
ポイント、評価の視点及び想
定される児童生徒の姿等を確
認しましょう。

「学習上の困難さを伴う子ども」
等への配慮について、授業でど
のように見取るかを話し合いま
しょう。

チームで授業を行う際の配慮すべきことは︖ 全体計画や別葉の作成は
どのように進めるのかな︖担任が授業をすることを原則

としながら、チームで取り組む
目的を確認しましょう。取り組
むことは手段です。

チームでの取組は「情報交換」
「共通認識」を行うことで、教
師の指導力向上にもつながり
ます。

家庭や地域とどのように連携すればよいのかな︖
「学校、家庭、地域が連携した
道徳科の授業」の頁を参考に、
学校の実態に照らして取組を
考えましょう。

全体計画や別葉を作成する
際の配慮する点を参考に、
特に「自校の別葉の活用状
況」を把握した上で作成し
ましょう。

別葉の目的を踏まえ、「自分
たちが活用しやすい別葉と
は︖」を話し合い、形式を考
えることもできます。

「家庭・地域との連携」「全体
計画」「資料」を参考に、学校
のよさを生かした取組を考え
てみましょう。

「研究推進にあたって」に別葉
の活用上の工夫点等を参考に、
「どうすれば活用しやすくなる
か」を話し合いましょう。

通知表に書く文章とは︖ 評価の質の高め方は︖
自分が書いた通知表の文章と掲載
されている評価文を読み比べなが
ら、子ども一人一人を「認め励ま
す」文章を考えてみましょう。

評価を記入する上での留意点や
望ましい評価文等を確認し、先
行事例の例文をみんなで考えて
みましょう。

「子ども一人一人を受け止めて、
認め励ます評価の視点から」
を読んで、チャレンジしたい取
組を見つけてみましょう。

評価を記入する上での留意点
や望ましい評価文等を確認し、
先行事例の例文をみんなで考
えてみましょう。

「道徳科ならではの学習活動」
を位置付け、一人一人の道徳性
を育むために、発問を工夫して
います。

実践事例から、ICTを手段とし
てどのように活用すればよい
かを確認しましょう。

「研究推進にあたって」「資料」
には、各推進校の実態把握の方
法等が掲載されています。

どんな研修内容があるの︖
推進校は学校の実態に合わせた
研修に取り組んでいます。自分
の学校でもできる内容を探して
みましょう。

「把握した実態をどのように
生かして授業を行うのか」に
ついて、学習過程や考察を参
考に考えてみましょう。

　それぞれの付箋の色は、その内容がどのインデックスに
掲載されているかを色で表しています。複数の色がある場
合は、それぞれのインデックスの頁に掲載されています。

って、どんな意味?

学習指導要領解説
特別の教科道徳編
（文部科学省）

小学校 中学校

「疑問や迷い」の実態把握で研修効果UP︕

高校(総則編)

　教科書の指導書等は、想定された
子どもを基に書かれています。「目
の前の子どもだったら」という視点
が欠かせません。

５分コース「ワンポイント研修」
「これが知りたい︕」

を学ぶ
学ぶ内容を

選ぶ

３０分コース「ミニ研修」
指導方法の工夫

を学ぶ

６０分コース「たっぷり研修」

Letʼs 実践︕教職員が集まる会議等で、５分だけチャレンジしてみませんか︖

授業案から学ぶ

あなたの指導を支える資料等

道徳教育アーカイブ
(文部科学省)

学校教育指導の重点
（福島県教育庁義務教育課）

県版「道徳教育アーカイブ」
（福島県教育庁義務教育課）

授業を見て学ぶチャンスは、「アーカイブ」にもあります! 

実態を踏まえた工夫が大切

　授業者が、子どもの実態と教材、
ねらいを踏まえ、どのように授業を
つくっているか、教師の明確な意図
を学ぶことができますね。

逆引き
「さらにパワーアップ」の手がかりを探そう︕

（どのように）だけでなく、 Know-Why（なぜするのか︖）がキーワードKｎow-How
　年度始めや学期末などに、先生方から「どんな疑問や
迷いがあるか」アンケートを行って、その状況から校内
研修の内容を決めることもできますね。みんなで学ぶ
からこそ、自分の指導のよさや課題が明らかになります。

おすすめ

礎を読み
意見交流

試したいこと
を決める

実施から
の気付きを共有

自分の指導
を振り返る

理論
を学ぶ

授業づくり
を学ぶ

主題名、教材、ねらい
から、授業を考える

（各自）
どんな指導の工夫が
できるかを話し合う

授業イメージ
を高める

研修動画や対談動画
を視聴する

自分の指導を振り返り、
気づきを共有する

おすすめ

　校内研修等で道徳科授業を参観すると「こんな授業をすればいいんだな」「そう発問すると、こんな考えが引き出せる
んだな」と学ぶことができます。文部科学省や福島県教育庁義務教育課の「道徳教育アーカイブ」にも、研修動画が掲
載されています。ぜひ御活用ください。

計画

家庭地域
との連携

(年度始め・
 教育課程
 編成時)

　実践にチャレンジ
したあなたに拍手︕
実践に、失敗はあり
ませんよ。
 「実践にチャレンジ
した意欲」「小さくて
もできたこと」を自
分で認め、「次は○
○を試してみよう」
という気付きを大切
にしましょう。
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質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践
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８０～８２

５１～５５

６８～７０

８３～８５

異学年交流「わかあゆタイム」

令和７年度道徳教育推進校及び掲載頁一覧

　伊達小学校は、「わかあゆファミリー」と

いう縦割り班で清掃活動を行っています。

　月に一度の「わかあゆタイム」では、ファ

ミリーごとにどんなことをして遊ぶのかに

ついて話し合い、１年生から６年生までの

子ども達が楽しく交流しています。交流を

通して、お互いのよさに気付いたり、理解

し合ったりして、子ども同士のつながりが

強くなっていると感じています。

【理論編】

道徳科の授業の充実に向けて
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【第１部　理論編】道徳科の授業の充実に向けて

　学習指導要領において、学校の教育活動全体を
通じて行う「道徳教育」については「総則」の章
に、授業については「特別の教科　道徳」の章に、
別の章立てとなって記載されています。両方の目
標や内容、関係をとらえることが大切です。
　特に「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教
育」「特別の教科　道徳」いずれの目標において
も、育むものは「道徳性」に統一され、以前の学
習指導要領にあった「道徳的実践力」という記述
がなくなり、育むものが異なるというねじれが解
消されました。授業のねらいも、どんな道徳性の
諸様相（道徳的判断力、心情、実践意欲と態度）
を育みたいのか、しっかりと精査することが大切
です。

「道徳教育の目標」「道徳科の目標」について詳しく教えてください。

各学年で取り上げる内容項目について、詳しく教えてください。

　朱字で記述された「○○学習を通して」の部
分が特に大切です。
　具体的には、道徳科の特質として、道徳的諸
価値の理解を基にしながら、
○　自己を見つめること
○　物事を多面的・多角的に考えること
　以上の2つを押さえることがとりわけ大切です。
　この特質に根ざして授業を構想・展開し、一
人一人の子どもの学習状況や道徳性の成長の様
子を見取って、評価することになるのです。

　小学校低学年は19項目（３項目追加）、中学年
は20項目（２項目追加）、高学年・中学校は22
項目（高学年は１項目追加）です。学習指導要領
では「各学年の内容項目について、相当する学年
において全て取り上げること」とされていますの
で、年間指導計画作成の際には、全ての内容項
目について漏れのないよう留意してください。
　なお、それぞれの内容項目に「公正、公平、
社会正義」などの手掛かりとなる言葉（キーワー
ド）を付記することで、指導のしやすさに配慮
しています。

道徳教育の目標

（小（中）学校学習指導要領第１章総則 第１ 教育課程編成の基本方針 ２ 抜粋）
　学校における道徳教育は，特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）
を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，
各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に
応じて，児童の発達の段階を考慮して，適切な指導を行わなければならない。
　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基
づき，自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として
他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする。

載記に編」則総「‥述記の」育教徳道「う行てじ通を体全動活育教の校学　 ○
載記に編」徳道　科教の別特「‥述記の」徳道　科教の別特「　 ○

いならわ変と来従はけ付置位の」科徳道「てしと」要「の」育教徳道「　 ○
○　育むものは，内面的資質としての道徳性に統一

内容項目の追加

「特別の教科　道徳」の内容の学年段階・学校段階の一覧表参
照。
【小・低学年】19項目

親際国，解理際国「」義正会社，平公，正公「」長伸の性個「 　
善」追加

【小・中学年】20項目
　「相互理解，寛容」「公正，公平，社会正義」追加
【小・高学年】22項目
　「よりよく生きる喜び」追加
【中学校】22項目

体系的なもの
への改善

手掛かりとなる
言葉の付記

　記述の仕方について，各学年毎の記述を改め，内容項目毎
の記載に変更して，系統性と発展性を意識して指導できるよ
うに配慮した。また，「公正，公平，社会正義」などの手掛か
りとなる言葉を付記し，指導のしやすさに配慮した。

道徳科の目標と特質

（小（中）学校学習指導要領第３章「特別の教科　道徳」の「第１　目標」）
　第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自
己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方
についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と
態度を育てる。

【本時のねらいは…】
　○○○を通して，（道徳的な判断力or心情or実践意欲or態度）を育てる。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した
人間として
他者と共に
よりよく生きる

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方に

ついての考え

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

― 1 ―
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　｢学校ならでは｣の別葉（Ｄ）について紹介し
ます。左に掲載した伊達市立伊達小学校の事例
です。この別葉の特徴は、自校が重点的に取り
組む内容項目を基に、授業や学校行事等との関
連を明示し、｢ねらい」｢振り返り｣を記入する
形式となっているところです。31頁以降に
は、道徳教育推進校の別葉を掲載しています。
多くの推進校が、自校の重点内容項目を校内で
しっかりと共有し、道徳教育の軸として教育活
動をつないでいます。また、家庭や地域とも共
有している学校もあります。
　　　　　自校の教育課題の解決に向けた取組
　　　　として参考にしてください。

や請要の会社や代時、定規の規法係関育教□
課題、教育行政の重点施策（本県では、いじ
め防止対策推進法の明記を強調）

保や員職教、題課と態実の会社域地や校学□
護者の願い

題課と態実の徒生童児□

２　具体的計画事項について

各、標目点重の育教徳道、標目育教の校学□
学年の重点目標

針方の導指の科徳道□
目点重や点観の際るす成作を画計導指間年□

標に関わる内容の工夫、校長や教頭の参加、
他の教師との協力的な指導

間時の習学な的合総、動活語国外、科教各□
及び特別活動における道徳教育の指導の方
針、内容及び時期

けおに動活験体なか豊や動活育教るあ色特□
る指導の方針、内容及び時期

活生や備整の境環、係関間人の校学、級学□
全般における指導の方針

のと関機係関や校学の他、会社域地、庭家□
連携の方法

制体進推の育教徳道□
価評のめたすか生に画計の度年次（他のそ□

の記入欄、研修計画や重点的指導に関する添
付資料等）

３　「別葉」について

の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各□
内容及び時期を整理したもの

時の動活践実や動活験体るわ関に育教徳道□
期等が一覧できるもの

と等会社域地、庭家や制体進推の育教徳道□
の連携のための活動等が分かるもの

道徳教育全体計画を作成する際、配慮する点を教えてください。

小（中）学校学習指導要領第１章総則
第６　道徳教育に関する配慮事項　1　抜粋

小・中
共　通

□　道徳教育の全体計画の作成
　⇒　重点目標の設定

と会社域地や庭家にび並期時び及容内の導指るけおに等科教各⇒
の連携の方法の明示

活用しやすい工夫（小（中）学習指導要領解説・総則編131頁）
期時び及容内の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各，ばえ例

を整理したもの，道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が
一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携
のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を
通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられる。

□ 校長の方針の下に，道徳教育推進教師を中心に，全教師が協力し
て道徳教育を展開すること。
道徳教育推進教師の役割（小（中）学習指導要領解説・総則編128頁）
　○　道徳教育の指導計画の作成に関すること
　○　全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること
　○　道徳科の充実と指導体制に関すること
　○　道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
　○　道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
　○　道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
　○　道徳教育の研修の充実に関すること
　○　道徳教育における評価に関すること　など

【道徳教育全体計画の内容】

道徳教育全体計画例「郡山市立大槻中学校」（36頁に掲載）
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　道徳のかけ橋第４号では、「別葉」の特集を組み、
左のＡ～Ｄの形式に大別しています。別葉は、今現
在求められているカリキュラム・マネジメントを具
現化する有効なツールです。より実効性のある別
葉こそが、道徳教育の充実への近道です。ぜひ、全
教員が共通認識に立ち、作成してください。Ａ～Ｄ
の４つの形式の利点と課題、工夫したい点を列記し
ます。自校の別葉を見直す参考にしてください。

 道徳教育全体計画の別葉を作成する際、配慮する点を教えてください。

全体計画の別葉の充実と工夫

Ａの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

年で形の覧一、めたるいてし理整で列系時○
間の見通しがもてる。

分が目項点重。いくにい使てぎす多が報情▲
からず、共通理解が図りにくい。

つを色に分部の目項容内るすと点重で校自□
け、分かりやすくする。指導後に、記録や改
善策を書き加える。

Ｂの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

学、めたるいてし成作に心中を目項容内点重〇
校全体で重点を意識して教育活動を進めるこ
とができる。

分がし通見の間年、めたいないてっなに列系時▲
かりにくい。また、他の内容項目について、どのよ
うな場面で取り組んでいくのか分からない。

き書つずし少てし通を践実、は外以目項点重□
込みを加えていく。

Ｃの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

。るか分が連関の目項容内のてべす〇
活めたるいてれま込り盛く多が報情な要必▲

用に向けた共通理解が必要である。
成作で員職全に心中を師教進推育教徳道□

し、一人一人の意見を生かし少しずつ改善し
ていくことで活用に向けた意識を高める。

Ｄの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

が方生先の校自、そこらかだ葉別いなが式形○
日常的に使いやすいものが最良です。形式にこ
だわらず、今ある計画を少し工夫・改善しながら、
「学校ならでは」の別葉を作成したいものです。

（道徳のかけ橋第４号（平成26年12月15日）より抜粋）

Ａ　時系列で，内容項目と教育活動全体との関連を明らかにした別葉

Ｂ　自校の重点を中心に，内容項目の系統性を明確にした別葉

Ｃ　全ての内容項目と学校の教育活動全体の関連を明らかにした別葉

Ｄ　学校オリジナルで使いやすい別葉

【別葉作成上で大切なこと】
るか分，かくいてし践実にうよのどで体全動活育教を点重や色特の校自①

こと
②　道徳科の授業以外の指導内容や時期が明確になること
※　今求められている「カリキュラム・マネジメント」の具現化
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Ｄの別葉例「伊達市立伊達小学校より」（31頁に掲載）

本 校 の 教 育 目 標

明るく ねばり強く 深く考える

≪目指す生徒の姿≫ 
明るい生徒 ねばり強い生徒 深く考える生徒 

○楽しく前向きに物事
を捉える生徒 

○良好な人間関係の構築に努
力する生徒 

○相手の立場で物事を考える生徒 
○感謝、敬意を表出できる生徒 

 

生 徒 の 実 態 
・素直に話を聞くことができる。 
・友達の話や発表をよく聞き、友達の考え
に共感し前向きに取り組む。 
・より高い目標を目指し、努力できる。 

地 域 の 実 態 
・本校卒業の保護者や祖父母の割合が多
く、幼少から地域愛が育まれている。 
・地域の協力が得られやすい。 
・新興住宅地や市営アパートへの転居者
も多く、多様な生活環境で育っている。 
 

家庭の協力・地域社会との連携 
・「職場体験活動」による地域貢献 
・学校だよりへの記載 
・学校運営協議会での話題提供 
・地域における小中学校の連携と協力
（授業参観の互見） 
 

道徳科の授業づくり 
道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的
に考え、人間としての生き方についての考えを深められるよう、次のことを大切にする。 
① 目の前の生徒の実態に合わせた授業構想・・・ねらい（テーマ）の熟考 
② 自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫 
③ 多様な思いを生み、考えを深めるための対話のさせかたの工夫 
④ 学びの自覚化を生む十分な振り返り（記載）の時間の提供 

道徳教育の重点目標 
A 希望と勇気，克己と強い意志 

基本的生活習慣を身につけ、より高い目標に向かって努力する生徒を育てる。 
B 思いやり，感謝 

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めながら、まわりの人々に対して感謝と思
いやりの心を持って接することのできる生徒を育てる。                               

D 生命の尊さ 
生命の尊さを理解し、美しいものに素直に感動する心豊かな生徒を育てる。 

C よりよい学校生活，集団生活の充実   
集団の意義についての理解を深め、自己の役割と責任を自覚し、協力し合って集団
生活の向上に努める生徒を育てる。 

C 公正，公平，社会正義                                     
いじめについて自分自身のこととして捉え、いじめを許さない気持ちを持って行動
することのできる生徒を育てる。                                  

＋ 

各学年の指導の重点 

第 一 学 年 第 二 学 年 第 三 学 年 
A 
 自主，自律，自由と責任 
望ましい生活習慣を身に

つけることの大切さを自覚
し，自らを律し、生活を正す
態度を育てる。               

B 
 相互理解，寛容 
相手の立場に立ってお互

いのよさを認め、励まし合い
高め合おうとする態度を育
てる。                        

C 
 社会参画，公共の精神 
人間としての最低限の規範
意識を身につけ、積極的な社会
参画の自覚を深めようとする
心情を育てる。             

 
 

日本国憲法 教育基本法
学校教育法 教育関係法規

学習指導要領
いじめ防止対策推進法

郡山市いじめ防止基本方針

道 徳 教 育 全 体 計 画 

道 徳 的 実 践 へ 

各  教  科 
国 
語 

他者の心情を理解し、思いやりある
表現を身につける 

社 
会 

公共心を養い、社会の一員として責
任を果たす態度を養う 

数 
学 

論理的に考え、誠実に課題へ取り組
む姿勢を培う 

理 
科 

自然や生命の尊さを理解し、環境を
大切にする心を育てる 

音 
楽 

協調性を育み、互いの感性を尊重す
る態度を養う 

美 
術 

活動を通じて自己を表現し、他者の
多様な表現を尊重する心を育てる 

保 
体 

スポーツを通じて規律やフェアプレ
ー精神を身につける 

技 
・ 
家 

生活に必要な知識や技能を学び、勤
労や協力の大切さを理解する 

英
語 

異文化理解を深め、国際社会で共生
する姿勢を育てる 

  

総合的な学習の時間 
自己理解と自己実現 
・自ら課題を設定し、主体的に探究する
ことで、自分の可能性を認識し、自己
を尊重する態度を育てる。 

他者理解と協働の心  
・調査や体験活動を通じて多様な人々と
関わり、協力し合いながら課題を解決
する姿勢を養う。 

 

特別活動 
〈学級活動〉 
学級の一員として互いを尊重し、協力して
よりよい集団を築く態度を育てる 
〈生徒会活動〉 
自治的活動を通じて公共心を養い、学校全
体のために責任ある行動を取る姿勢を培う 
〈学校行事〉 
行事への参加を通じて協調性や連帯感を深
め、思い出を共有する喜びを大切にする 

 

生徒指導 
自分を大切にする力 
・自己理解を深め、自己肯定感を育てる 
・健康や生命を尊重し、主体的に生活する 
他者を思いやる力 
・相手の立場や気持ちを尊重し、協力する。 
・いじめや差別を許さず、互いに尊重し合う 
社会の一員としての責任 
・ルールやきまりを守って行動する 
・地域に貢献する 
正しく判断し行動する力 
・考えなくても正しい判断のもとに行動する 
・自律的に考え、実践する姿勢を身につける 

評価計画 
・生徒が考え、議論し、自己の生き
方を深める過程をみとり累積する 
・学習状況や成長の様子を認め励ま
す表現を工夫する 

・教師の授業改善に役立てる 
 

郡山市立大槻中学校 
令和７年度 道徳教育全体計画 別葉 （重点内容項目） 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

道徳科 

４月   主題名「やさしい こころの あたたかさ」 
教材名「くまくんのたからもの」  

［ねらい］  
  心が通い合うことの心地よさを感じ、身近にいる人に
温かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育て
る。 
［振り返り］ 
 
 
 
 

［全体の振り返り］ 

教科等 家庭・地域とのつながり・行事等 

５月 １年生を迎える会 

９月 遠足 

１０月 運動会 

２月 ６年生を送る会 

２月 生活科 
 「『おもちゃ祭り』をしよう」 

４月 生活科 
 「１年生と学校たんけん」 

第２学年  B 親切、思いやり 
身近にいる人に温かい心で接し、親切にする姿 

 

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム 

 
 

異
学
年
交
流(

登
校
班
・
わ
か
あ
ゆ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
一
斉
清
掃)

 

１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「ぐみの木と 小とり」 
［ねらい］  
   相手のことを考えて行動することの難しさとよさが分かり、身近にいる人に温
かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

２月 生活科（学習発表） 
「ありがとうの気もちをつたえよう」 

３月 通学班会 

４月 通学班会 

２月 国語科 
 「スーホの白い馬」 

９月 国語科 
 「どうぶつ園のじゅうい」 

５月 学活 
「友達のよさをみ
つけよう」 

１０月 学活 
「もっと仲よし集会をしよう」 

２月 学活 
「お世話になった６年生に感謝の気持ちを伝
えよう」 

１１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「学きゅうえんの さつまいも」            
［ねらい］  
   親切にすることの大切さが分かり、身近にいる人に温かい心で接し、進んで親
切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

　道徳教育全体計画の作成を含め、学校の教育
活動全体で行う道徳教育については、学習指導
要領「総則」に記述されています。全体計画は、
校長のリーダーシップの基、道徳教育推進教師
が要となり、全教職員で作成することが大切で
す。なお、全体計画等の具備すべき内容につい
ては、総則解説編に記述されていますが、参考
までに列記します。
　また、「別葉」についても、作成に係るロード
マップを作成し、全教員の願いのこもった内容
で計画的・組織的に作成したいもの
です。

１　基本的把握事項について

お
さ
え
る

１



　｢学校ならでは｣の別葉（Ｄ）について紹介し
ます。左に掲載した伊達市立伊達小学校の事例
です。この別葉の特徴は、自校が重点的に取り
組む内容項目を基に、授業や学校行事等との関
連を明示し、｢ねらい」｢振り返り｣を記入する
形式となっているところです。31頁以降に
は、道徳教育推進校の別葉を掲載しています。
多くの推進校が、自校の重点内容項目を校内で
しっかりと共有し、道徳教育の軸として教育活
動をつないでいます。また、家庭や地域とも共
有している学校もあります。
　　　　　自校の教育課題の解決に向けた取組
　　　　として参考にしてください。

や請要の会社や代時、定規の規法係関育教□
課題、教育行政の重点施策（本県では、いじ
め防止対策推進法の明記を強調）

保や員職教、題課と態実の会社域地や校学□
護者の願い

題課と態実の徒生童児□

２　具体的計画事項について

各、標目点重の育教徳道、標目育教の校学□
学年の重点目標

針方の導指の科徳道□
目点重や点観の際るす成作を画計導指間年□

標に関わる内容の工夫、校長や教頭の参加、
他の教師との協力的な指導

間時の習学な的合総、動活語国外、科教各□
及び特別活動における道徳教育の指導の方
針、内容及び時期

けおに動活験体なか豊や動活育教るあ色特□
る指導の方針、内容及び時期

活生や備整の境環、係関間人の校学、級学□
全般における指導の方針

のと関機係関や校学の他、会社域地、庭家□
連携の方法

制体進推の育教徳道□
価評のめたすか生に画計の度年次（他のそ□

の記入欄、研修計画や重点的指導に関する添
付資料等）

３　「別葉」について

の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各□
内容及び時期を整理したもの

時の動活践実や動活験体るわ関に育教徳道□
期等が一覧できるもの

と等会社域地、庭家や制体進推の育教徳道□
の連携のための活動等が分かるもの

道徳教育全体計画を作成する際、配慮する点を教えてください。

小（中）学校学習指導要領第１章総則
第６　道徳教育に関する配慮事項　1　抜粋

小・中
共　通

□　道徳教育の全体計画の作成
　⇒　重点目標の設定

と会社域地や庭家にび並期時び及容内の導指るけおに等科教各⇒
の連携の方法の明示

活用しやすい工夫（小（中）学習指導要領解説・総則編131頁）
期時び及容内の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各，ばえ例

を整理したもの，道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が
一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携
のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を
通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられる。

□ 校長の方針の下に，道徳教育推進教師を中心に，全教師が協力し
て道徳教育を展開すること。
道徳教育推進教師の役割（小（中）学習指導要領解説・総則編128頁）
　○　道徳教育の指導計画の作成に関すること
　○　全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること
　○　道徳科の充実と指導体制に関すること
　○　道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
　○　道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
　○　道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
　○　道徳教育の研修の充実に関すること
　○　道徳教育における評価に関すること　など

【道徳教育全体計画の内容】

道徳教育全体計画例「郡山市立大槻中学校」（36頁に掲載）
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　道徳のかけ橋第４号では、「別葉」の特集を組み、
左のＡ～Ｄの形式に大別しています。別葉は、今現
在求められているカリキュラム・マネジメントを具
現化する有効なツールです。より実効性のある別
葉こそが、道徳教育の充実への近道です。ぜひ、全
教員が共通認識に立ち、作成してください。Ａ～Ｄ
の４つの形式の利点と課題、工夫したい点を列記し
ます。自校の別葉を見直す参考にしてください。

 道徳教育全体計画の別葉を作成する際、配慮する点を教えてください。

全体計画の別葉の充実と工夫

Ａの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

年で形の覧一、めたるいてし理整で列系時○
間の見通しがもてる。

分が目項点重。いくにい使てぎす多が報情▲
からず、共通理解が図りにくい。

つを色に分部の目項容内るすと点重で校自□
け、分かりやすくする。指導後に、記録や改
善策を書き加える。

Ｂの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

学、めたるいてし成作に心中を目項容内点重〇
校全体で重点を意識して教育活動を進めるこ
とができる。

分がし通見の間年、めたいないてっなに列系時▲
かりにくい。また、他の内容項目について、どのよ
うな場面で取り組んでいくのか分からない。

き書つずし少てし通を践実、は外以目項点重□
込みを加えていく。

Ｃの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

。るか分が連関の目項容内のてべす〇
活めたるいてれま込り盛く多が報情な要必▲

用に向けた共通理解が必要である。
成作で員職全に心中を師教進推育教徳道□

し、一人一人の意見を生かし少しずつ改善し
ていくことで活用に向けた意識を高める。

Ｄの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

が方生先の校自、そこらかだ葉別いなが式形○
日常的に使いやすいものが最良です。形式にこ
だわらず、今ある計画を少し工夫・改善しながら、
「学校ならでは」の別葉を作成したいものです。

（道徳のかけ橋第４号（平成26年12月15日）より抜粋）

Ａ　時系列で，内容項目と教育活動全体との関連を明らかにした別葉

Ｂ　自校の重点を中心に，内容項目の系統性を明確にした別葉

Ｃ　全ての内容項目と学校の教育活動全体の関連を明らかにした別葉

Ｄ　学校オリジナルで使いやすい別葉

【別葉作成上で大切なこと】
るか分，かくいてし践実にうよのどで体全動活育教を点重や色特の校自①

こと
②　道徳科の授業以外の指導内容や時期が明確になること
※　今求められている「カリキュラム・マネジメント」の具現化
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Ｄの別葉例「伊達市立伊達小学校より」（31頁に掲載）

本 校 の 教 育 目 標

明るく ねばり強く 深く考える

≪目指す生徒の姿≫ 
明るい生徒 ねばり強い生徒 深く考える生徒 

○楽しく前向きに物事
を捉える生徒 

○良好な人間関係の構築に努
力する生徒 

○相手の立場で物事を考える生徒 
○感謝、敬意を表出できる生徒 

 

生 徒 の 実 態 
・素直に話を聞くことができる。 
・友達の話や発表をよく聞き、友達の考え
に共感し前向きに取り組む。 
・より高い目標を目指し、努力できる。 

地 域 の 実 態 
・本校卒業の保護者や祖父母の割合が多
く、幼少から地域愛が育まれている。 
・地域の協力が得られやすい。 
・新興住宅地や市営アパートへの転居者
も多く、多様な生活環境で育っている。 
 

家庭の協力・地域社会との連携 
・「職場体験活動」による地域貢献 
・学校だよりへの記載 
・学校運営協議会での話題提供 
・地域における小中学校の連携と協力
（授業参観の互見） 
 

道徳科の授業づくり 
道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的
に考え、人間としての生き方についての考えを深められるよう、次のことを大切にする。 
① 目の前の生徒の実態に合わせた授業構想・・・ねらい（テーマ）の熟考 
② 自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫 
③ 多様な思いを生み、考えを深めるための対話のさせかたの工夫 
④ 学びの自覚化を生む十分な振り返り（記載）の時間の提供 

道徳教育の重点目標 
A 希望と勇気，克己と強い意志 

基本的生活習慣を身につけ、より高い目標に向かって努力する生徒を育てる。 
B 思いやり，感謝 

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めながら、まわりの人々に対して感謝と思
いやりの心を持って接することのできる生徒を育てる。                               

D 生命の尊さ 
生命の尊さを理解し、美しいものに素直に感動する心豊かな生徒を育てる。 

C よりよい学校生活，集団生活の充実   
集団の意義についての理解を深め、自己の役割と責任を自覚し、協力し合って集団
生活の向上に努める生徒を育てる。 

C 公正，公平，社会正義                                     
いじめについて自分自身のこととして捉え、いじめを許さない気持ちを持って行動
することのできる生徒を育てる。                                  

＋ 

各学年の指導の重点 

第 一 学 年 第 二 学 年 第 三 学 年 
A 
 自主，自律，自由と責任 
望ましい生活習慣を身に

つけることの大切さを自覚
し，自らを律し、生活を正す
態度を育てる。               

B 
 相互理解，寛容 
相手の立場に立ってお互
いのよさを認め、励まし合い
高め合おうとする態度を育
てる。                        

C 
 社会参画，公共の精神 
人間としての最低限の規範
意識を身につけ、積極的な社会
参画の自覚を深めようとする
心情を育てる。             

 
 

日本国憲法 教育基本法
学校教育法 教育関係法規

学習指導要領
いじめ防止対策推進法

郡山市いじめ防止基本方針

道 徳 教 育 全 体 計 画 

道 徳 的 実 践 へ 

各  教  科 
国 
語 

他者の心情を理解し、思いやりある
表現を身につける 

社 
会 

公共心を養い、社会の一員として責
任を果たす態度を養う 

数 
学 

論理的に考え、誠実に課題へ取り組
む姿勢を培う 

理 
科 

自然や生命の尊さを理解し、環境を
大切にする心を育てる 

音 
楽 

協調性を育み、互いの感性を尊重す
る態度を養う 

美 
術 

活動を通じて自己を表現し、他者の
多様な表現を尊重する心を育てる 

保 
体 

スポーツを通じて規律やフェアプレ
ー精神を身につける 

技 
・ 
家 

生活に必要な知識や技能を学び、勤
労や協力の大切さを理解する 

英
語 

異文化理解を深め、国際社会で共生
する姿勢を育てる 

  

総合的な学習の時間 
自己理解と自己実現 
・自ら課題を設定し、主体的に探究する
ことで、自分の可能性を認識し、自己
を尊重する態度を育てる。 

他者理解と協働の心  
・調査や体験活動を通じて多様な人々と
関わり、協力し合いながら課題を解決
する姿勢を養う。 

 

特別活動 
〈学級活動〉 
学級の一員として互いを尊重し、協力して
よりよい集団を築く態度を育てる 
〈生徒会活動〉 
自治的活動を通じて公共心を養い、学校全
体のために責任ある行動を取る姿勢を培う 
〈学校行事〉 
行事への参加を通じて協調性や連帯感を深
め、思い出を共有する喜びを大切にする 

 

生徒指導 
自分を大切にする力 
・自己理解を深め、自己肯定感を育てる 
・健康や生命を尊重し、主体的に生活する 
他者を思いやる力 
・相手の立場や気持ちを尊重し、協力する。 
・いじめや差別を許さず、互いに尊重し合う 
社会の一員としての責任 
・ルールやきまりを守って行動する 
・地域に貢献する 
正しく判断し行動する力 
・考えなくても正しい判断のもとに行動する 
・自律的に考え、実践する姿勢を身につける 

評価計画 
・生徒が考え、議論し、自己の生き
方を深める過程をみとり累積する 
・学習状況や成長の様子を認め励ま
す表現を工夫する 

・教師の授業改善に役立てる 
 

郡山市立大槻中学校 
令和７年度 道徳教育全体計画 別葉 （重点内容項目） 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

道徳科 

４月   主題名「やさしい こころの あたたかさ」 
教材名「くまくんのたからもの」  

［ねらい］  
  心が通い合うことの心地よさを感じ、身近にいる人に
温かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育て
る。 
［振り返り］ 
 
 
 
 

［全体の振り返り］ 

教科等 家庭・地域とのつながり・行事等 

５月 １年生を迎える会 

９月 遠足 

１０月 運動会 

２月 ６年生を送る会 

２月 生活科 
 「『おもちゃ祭り』をしよう」 

４月 生活科 
 「１年生と学校たんけん」 

第２学年  B 親切、思いやり 
身近にいる人に温かい心で接し、親切にする姿 

 

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム 

 
 

異
学
年
交
流(

登
校
班
・
わ
か
あ
ゆ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
一
斉
清
掃)

 

１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「ぐみの木と 小とり」 
［ねらい］  
   相手のことを考えて行動することの難しさとよさが分かり、身近にいる人に温
かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

２月 生活科（学習発表） 
「ありがとうの気もちをつたえよう」 

３月 通学班会 

４月 通学班会 

２月 国語科 
 「スーホの白い馬」 

９月 国語科 
 「どうぶつ園のじゅうい」 

５月 学活 
「友達のよさをみ
つけよう」 

１０月 学活 
「もっと仲よし集会をしよう」 

２月 学活 
「お世話になった６年生に感謝の気持ちを伝
えよう」 

１１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「学きゅうえんの さつまいも」            
［ねらい］  
   親切にすることの大切さが分かり、身近にいる人に温かい心で接し、進んで親
切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

　道徳教育全体計画の作成を含め、学校の教育
活動全体で行う道徳教育については、学習指導
要領「総則」に記述されています。全体計画は、
校長のリーダーシップの基、道徳教育推進教師
が要となり、全教職員で作成することが大切で
す。なお、全体計画等の具備すべき内容につい
ては、総則解説編に記述されていますが、参考
までに列記します。
　また、「別葉」についても、作成に係るロード
マップを作成し、全教員の願いのこもった内容
で計画的・組織的に作成したいもの
です。

１　基本的把握事項について

お
さ
え
る

１



道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ，22高小，02中小，91低小　 ○
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

面多「」るめつ見を己自「　 ○
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

面多「」姿るめつ見を己自「　 ○
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導

らなばれけなし用使を書図用科教てしと材教るた主，もていおに科徳道　 　
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
考や方見の定特，はに合場う扱り取を柄事るきでの方え考や方見な様多　 ⑶

え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　 なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要

育教徳道の行発村町市，めじはを集料資育教徳道ましくふ，てしと」材教副「　 ○
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。採択された教科書の教材を中心に、
年間指導計画を作成します。なお、教材の配列
は、今まで通り、各学校の特色や行事、各教科
等の関連に応じて工夫することが大切です。

「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね

み読「」い合話の験経活生るな単な分十不がいら
価的徳道「」業授のけだう追をじすらあの材教物

値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～18頁に掲載してい
ますので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること

，くなはで価評るよに較比のと徒生童児の他　 ○ 児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと

りよが徒生童児ていおに動活習学　 ○ 多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

92月７年82成平，ていつに式様考参の録要導指，方り在の価評習学の科徳道，きづ基に告報議会家門専　 ※
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
の）徒生（童児　 　 学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要

がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。
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科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
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定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
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の特質に根ざした活動の設定

面多「」姿るめつ見を己自「　 ○
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善
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目標と特質
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評　価

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
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人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
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が不可欠なのです。
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値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。
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（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導

らなばれけなし用使を書図用科教てしと材教るた主，もていおに科徳道　 　
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
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のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
考や方見の定特，はに合場う扱り取を柄事るきでの方え考や方見な様多　 ⑶

え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　 なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要

育教徳道の行発村町市，めじはを集料資育教徳道ましくふ，てしと」材教副「　 ○
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね

み読「」い合話の験経活生るな単な分十不がいら
価的徳道「」業授のけだう追をじすらあの材教物

値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～18頁に掲載してい
ますので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること

，くなはで価評るよに較比のと徒生童児の他　 ○ 児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと

りよが徒生童児ていおに動活習学　 ○ 多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

92月７年82成平，ていつに式様考参の録要導指，方り在の価評習学の科徳道，きづ基に告報議会家門専　 ※
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
の）徒生（童児　 　 学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要

がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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かたし長成にかいが徒生童児　 ○
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。

たし価評に的析分で別点観　 ○
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。

を己自「るあで質特の科徳道　 ○
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。

こ、は姿るれら見で活生校学　 ○
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性に係る成
長の記録」を見るものです。

　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催した「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取り
組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記します。
是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

み込り盛、ずせ躍飛 「
すぎず」

　記録しておいた「発言」「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記述
したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

別区と録記の動行 「
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

たい聞てし感共らがなきずなうに言発のちだ友、はで業授るえ考ていつに」護愛然自「や」りやい思・切親「　 ○
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
。とこるす握把を況状習学てし積集に等ルイァフに的画計を録記のどな果成や程過の習学の徒生童児　 ○

し記を等題課の後今、点達到や程過の長成のそ、し対に等者護保や徒生童児、てし用活を等ルイァフたし録記　 ○
て伝えること。 

ピエの身自徒生童児ので程過くいてせさ達発を性徳道が徒生童児、をどな述記や録記るれさ話発に間時業授　 ○
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。

や況状習学てじ通を程過の演実たっいと決解題問ので働協、ンョシーテンゼレプやチーピス、トーポレや文作　 ○
成長の様子を把握すること。

、めたるあで難困はとこるすとうろ取見を容変いよ、てし識意を価評ていつに徒生童児のて全で中の業授の回１回１　 ○
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。

にどなとこむ込り取を見意の人他やりま深のえ考、てし通をとこる見を等文想感ためたき書間年１が徒生童児　 ○
より、内面が変わってきていることを見取ること。

、りま深が解理の徒生童児、りよにとこむ組り取てしとムーチ、どなう合見てし換交を業授にい互で士同員教　 ○
変容を確実につかむことができるようになること。

校学、内年学めじからあていつにどな料資るめ集にめたの価評、法方や点視の価評、にめたるめ高を質の価評　 ○
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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かたし長成にかいが徒生童児　 ○
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。

たし価評に的析分で別点観　 ○
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。

を己自「るあで質特の科徳道　 ○
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。

こ、は姿るれら見で活生校学　 ○
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性に係る成
長の記録」を見るものです。

　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催した「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取り
組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記します。
是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

み込り盛、ずせ躍飛 「
すぎず」

　記録しておいた「発言」「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記述
したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

別区と録記の動行 「
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

たい聞てし感共らがなきずなうに言発のちだ友、はで業授るえ考ていつに」護愛然自「や」りやい思・切親「　 ○
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
。とこるす握把を況状習学てし積集に等ルイァフに的画計を録記のどな果成や程過の習学の徒生童児　 ○

し記を等題課の後今、点達到や程過の長成のそ、し対に等者護保や徒生童児、てし用活を等ルイァフたし録記　 ○
て伝えること。 

ピエの身自徒生童児ので程過くいてせさ達発を性徳道が徒生童児、をどな述記や録記るれさ話発に間時業授　 ○
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。

や況状習学てじ通を程過の演実たっいと決解題問ので働協、ンョシーテンゼレプやチーピス、トーポレや文作　 ○
成長の様子を把握すること。

、めたるあで難困はとこるすとうろ取見を容変いよ、てし識意を価評ていつに徒生童児のて全で中の業授の回１回１　 ○
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。

にどなとこむ込り取を見意の人他やりま深のえ考、てし通をとこる見を等文想感ためたき書間年１が徒生童児　 ○
より、内面が変わってきていることを見取ること。

、りま深が解理の徒生童児、りよにとこむ組り取てしとムーチ、どなう合見てし換交を業授にい互で士同員教　 ○
変容を確実につかむことができるようになること。

校学、内年学めじからあていつにどな料資るめ集にめたの価評、法方や点視の価評、にめたるめ高を質の価評　 ○
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。

ま後最。たしまし現表をさ切大のとこるす力努でま後最ずけじく、てっきりなに役の物人場登、はで」○○○「　 ○
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。

し通をい合し話。たしまれら見が姿るけ傾を耳に心熱、らがなきずなうに言発のちだ友、はで業授の」○○○「　 ○
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。

思の当本、てし通をい合し話のとちだ友。たしまえ考ていつにさ切大のりやい思・切親、はで業授の」○○○「　 ○
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。

いつに護愛然自、ちもを見意ういといならなはてれ忘をとこるあで員一の界然自も間人、はで業授の」○○○「　 ○
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。

なにうよるきで表発をえ考の分自、び学ていつにマーテな々様、どな解理際国、情友や則規、はで業授の徳道　 ○
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。

活動をるすりたえ考をかるすうどらたっだ分自、りたべ比をえ考のちだ友とえ考の分自、はで業授の」○○○「　 ○
通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

な々様を情心の時のそや拠根の断判るす対に題問るわ関に値価的徳道　 ・
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。

面多を為行る得り取ていおに面場るじ生が立対の値価的徳道の数複　 ・
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

に的体具にりな分自，え考てえ換き置に分自を物人場登の材教物み読　 ・
イメージして理解しようとしている。

がとこるいてし直見をえ考や動行のら自，り返り振を身自分自の在現　 ・
うかがえる部分に着目している。

道，で中るす論議と者他と動行る得り取の己自てし対に題問な的徳道　 ・
徳的価値の理解を更に深めている。

よえ考，え捉てしととこの分自をさし難のとこるす現実の値価的徳道　 ・
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

を値価的徳道「、はで業授の科徳道の後今　
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。
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望ましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

こくおてし討検で内校をかのくいてっ取見にうよのどで業授　 ・
とが必要である。

るきで価評、てしりたし名指、りたし察観に的図意、は者業授　 ・
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。

ま後最。たしまし現表をさ切大のとこるす力努でま後最ずけじく、てっきりなに役の物人場登、はで」○○○「　 ○
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。

し通をい合し話。たしまれら見が姿るけ傾を耳に心熱、らがなきずなうに言発のちだ友、はで業授の」○○○「　 ○
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。

思の当本、てし通をい合し話のとちだ友。たしまえ考ていつにさ切大のりやい思・切親、はで業授の」○○○「　 ○
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。

いつに護愛然自、ちもを見意ういといならなはてれ忘をとこるあで員一の界然自も間人、はで業授の」○○○「　 ○
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。

なにうよるきで表発をえ考の分自、び学ていつにマーテな々様、どな解理際国、情友や則規、はで業授の徳道　 ○
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。

活動をるすりたえ考をかるすうどらたっだ分自、りたべ比をえ考のちだ友とえ考の分自、はで業授の」○○○「　 ○
通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

な々様を情心の時のそや拠根の断判るす対に題問るわ関に値価的徳道　 ・
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。

面多を為行る得り取ていおに面場るじ生が立対の値価的徳道の数複　 ・
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

に的体具にりな分自，え考てえ換き置に分自を物人場登の材教物み読　 ・
イメージして理解しようとしている。

がとこるいてし直見をえ考や動行のら自，り返り振を身自分自の在現　 ・
うかがえる部分に着目している。

道，で中るす論議と者他と動行る得り取の己自てし対に題問な的徳道　 ・
徳的価値の理解を更に深めている。

よえ考，え捉てしととこの分自をさし難のとこるす現実の値価的徳道　 ・
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

を値価的徳道「、はで業授の科徳道の後今　
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。

― 8 ―

望ましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

こくおてし討検で内校をかのくいてっ取見にうよのどで業授　 ・
とが必要である。

るきで価評、てしりたし名指、りたし察観に的図意、は者業授　 ・
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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　道徳教育推進教師とは、一言で言うと「学校の道徳教育の中心的な役割を果たす教師」のことです。
　道徳教育推進教師を中心に、自校の実態や課題等に応じて、学校として推進すべき事項を明らかにした上で、
実効性のある指導体制を構築し、全ての教師の協力の下、組織的に道徳教育を推進することが大切です。

　「任された役割をしっかりと行いたい」という道徳教育推進への思いを胸に秘めながらも、道徳教育推進教
師の役割が広範囲で多岐にわたるため、「どうすればよいのか…」という悩みや迷いが生じている先生方は多い
のではないでしょうか。そこで提案です。あなたの得意なことや好きなことといった「自分の強み」を、道徳教育
推進教師としての取組に生かしてみませんか。『あなただからこそ』できる道徳教育の推進へのきっかけを次の
中から見つけてみましょう。

　道徳教育推進教師が役割を全て独りで担うには限界があります。ぜひ、皆さんがそれ
ぞれの立場から道徳教育推進教師をフォローして「チーム」で推進していきましょう。

『あなただからこそできる』道徳教育推進教師～自分の強みを生かす～

道徳教育推進教育とは？

こんな悩みや迷いはありませんか？

：そもそも、私にでき
るのでしょうか…

→

A-1：あなたの「強み」を生かして、『あなただからこそ』の推進をしていきましょう

集める・記録する【コレクター】
必要な教材・場面絵、ワークシート等の収集や累積

Q：どんな取組があり
ますか？

：何から手をつけたらよ
いか分かりません…

伝える・広げる【スポークスマン】
理解と協力を得るための資料や広報誌の発行、説明

同僚と一緒に考える【アドバイザー】
道徳科の効果的な指導法や指導案の検討、アドバイス

道すじを考え提案する【プランナー】
全体計画や年間指導計画の作成、授業研究会の企画

改善の方向を示す【ナビゲーター】
目標に向かっているか見届け、導き、評価して改善する

「自校ならでは」をつくる【デザイナー】
重点目標の設定、特色を生かした推進を構造的に描く

推進の雰囲気をつくる【ムードメーカー】
学校全体に推進への意気込みや雰囲気を醸成する

フォロアーのススメ

学習指導要領（第３章 第６節 １ (1) 道徳教育の指導体制）

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること
・ 全教育活動における道徳教育の推進、充実に関すること
・ 道徳科の充実と指導体制に関すること
・ 道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
・ 道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
・ 道徳教育の研修の充実に関すること
・ 道徳教育における評価に関すること など

道徳教育推進教師に関わる実践事例 
～令和５年度道徳教育推進校の取組～ 

【道徳のかけ橋第２９号（令和６年７月発行）より抜粋】 

「A-1」へ →「A-2」へ→「道徳の礎」p21へ

Q Q

～推進は 独り」よりも「教職員みんな」で～「
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師の役割が広範囲で多岐にわたるため、「どうすればよいのか…」という悩みや迷いが生じている先生方は多い
のではないでしょうか。そこで提案です。あなたの得意なことや好きなことといった「自分の強み」を、道徳教育
推進教師としての取組に生かしてみませんか。『あなただからこそ』できる道徳教育の推進へのきっかけを次の
中から見つけてみましょう。

　道徳教育推進教師が役割を全て独りで担うには限界があります。ぜひ、皆さんがそれ
ぞれの立場から道徳教育推進教師をフォローして「チーム」で推進していきましょう。

『あなただからこそできる』道徳教育推進教師～自分の強みを生かす～

道徳教育推進教育とは？

こんな悩みや迷いはありませんか？

：そもそも、私にでき
るのでしょうか…

→

A-1：あなたの「強み」を生かして、『あなただからこそ』の推進をしていきましょう

集める・記録する【コレクター】
必要な教材・場面絵、ワークシート等の収集や累積

Q：どんな取組があり
ますか？

：何から手をつけたらよ
いか分かりません…

伝える・広げる【スポークスマン】
理解と協力を得るための資料や広報誌の発行、説明

同僚と一緒に考える【アドバイザー】
道徳科の効果的な指導法や指導案の検討、アドバイス

道すじを考え提案する【プランナー】
全体計画や年間指導計画の作成、授業研究会の企画

改善の方向を示す【ナビゲーター】
目標に向かっているか見届け、導き、評価して改善する

「自校ならでは」をつくる【デザイナー】
重点目標の設定、特色を生かした推進を構造的に描く

推進の雰囲気をつくる【ムードメーカー】
学校全体に推進への意気込みや雰囲気を醸成する

フォロアーのススメ

学習指導要領（第３章 第６節 １ (1) 道徳教育の指導体制）

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること
・ 全教育活動における道徳教育の推進、充実に関すること
・ 道徳科の充実と指導体制に関すること
・ 道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
・ 道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
・ 道徳教育の研修の充実に関すること
・ 道徳教育における評価に関すること など

道徳教育推進教師に関わる実践事例 
～令和５年度道徳教育推進校の取組～ 

【道徳のかけ橋第２９号（令和６年７月発行）より抜粋】 

「A-1」へ →「A-2」へ→「道徳の礎」p21へ

Q Q

～推進は 独り」よりも「教職員みんな」で～「

お
さ
え
る

１

― 23 ―



�

������������������
���
	����
�� �����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�� ������

�����������������������
��
�	��
�����������
���	���� ��

�
�� �����������
� � ­����������������
��������������������

������­�����������
��¡¢£����¤¥ ¢��¦�§¨�
��������©�ª«¬����������
®
�¯°�	±²�
�³´µ
�¯¶�·¸��­���¡¹º�»¼¡½����¾��¯¶¿ÀÁ�ÂÃ��ÄÅ
��ÆÇ±²�È�ÉÊ�Ë����Ì¯Í�ÎÏ� �
��

Ð������Ì¯�ÆÇµ�¯¶�����Ê �
��ÆÇµ�����Ñ��
��¹Ò�Ó�Ô¥���ÕÖ�×Ø���
¯Ù��������Ú¥ �����
�����ÛÜ�ÝÞ��
�Ð���� �
�������©�ª«¬����

��ß�
à���¹á�à��â�ã
Ð������ ���äå�®
�æÐ��
ÕÖ�×Ø
�Ø���çË¹Ò�è�Ø
ÍÐ��éê�� ������

Ë����� è�Ø� ëìíÑî�Í�´ïð�ñ������
�ò�� �ËÕÖ
�����×Ø´��¹Ò�ó¥���è�Ø
Ð��ô� �������
�Ø�
ëì�íÑîæ���
��
Í�õö�÷ø¡ùúÖ������¡�������
����¹Ò�è�Ø�������
�Ø�ûü��
��ý�þ����ÿ~�}
¿ÀÁ�ÂÃ����

�

� �����

�

��
� |{[\­�]¯°�
	��� |{[­��^_`@?>=�
��
� <;� 	:�

�����
/ Æ µ � ¹ Ò � � . � - ,
��+��*Ø´�����
)(µ���
��
�	��

�����
���� �

¯� '� &� %$�
#� "� &� %!01�

­������ �������
23%24567�
03� %4587�

�
903=%45A7�

�
�

B!3C$45A7�
�
D�

E3%%4537�
�

E3%C45A7�
�

%$3%=4587�
�

%%3%$4567�
�
�

FG�	HÆIJKL>MN�OPQ�
R%S°>TUKLIJVW%X� Y6� Za�bQ�

�cdï� ef�	�gh� �c/�� i�� Zj�� �
R=S°>TUKLIJ=W� k{� lm�b�CW� no� p�bQ�
�cdï� ef�	�gh� /q�c/�� r8� s^� �
�cdï� |{[�	tuI�	Kvw� Kvx¦� y�� ��� ��
RCS°>TUKLIJ0W=X� <;� �¢��bQ�
� �� � ���\Z�é¯� �¯¦� �>� ��� ��
� �cdï� �}�[\��]¯°� °¦� ��� �� � ��
���	�
I�

��� ��
�	�����À� � �� � 4î�� ��
R2S°>TUKLIJ2W� n� � ����Q�

�cdï� |{[\�´]¯°� /��b� ]�� ��� ��
RVS°>TUKLIJ%W� �}� � �bQ�

�cdï� ef�	�gh� �c/�� i�� Zj�� �
���	�­�ÎÏ��IJef�­Q0¯'TU�� �

�
� � �� � ��À�����À� é�� � �� ��
�
� � �� � ���\Z�é¯� �¯¦� �>� �� � ��

― 22 ―

参考になる取組が満載！

より一層推進するた
めの、参考になる取
はあるかな？

道徳の礎

「思いをつなぐ」「教師も自分事として」～道徳教育推進教師の思い～
【玉川村立須釜小学校　道徳教育推進教師】

（令和５年度）

　令和５年度の道徳教育推進校では、様々な組織的取組が行われました。
道徳教育の推進を主に担当している教師や校長先生がどのような取組をどん
な思いで行なっていたのかをご紹介します。

A-2：令和５年度 道徳教育推進校は、こんな取組をしていました 詳細は「道徳の礎」を参照ください

組

　道徳教育推進教師として、年度初めは不安でいっぱいだったが、学校全体で道徳教育に取り組んでみて、その大切さ・奥深さを感
じた。推進教師として二つの思いがあった。一つは、「みんなと授業を共有したい」ということ。授業の資料や道徳的価値について、
みんなで考えて構想シートをつくったり、授業後の事後研究会で自由に話し合ったりすることを大切にしてきた。もう一つは、「子ど
もの実態を一番知る授業者の思いを大切にしたい」ということ。授業者の思いと先生方の考えをつなぐこと、経験年数に関係なく、
授業について自由に語り合う場をつくることを意識して取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　道徳教育推進教師】
　心がけたことは、組織的に道徳教育を推進することだ。そのために、先生方にどのように道徳教育に関わってもらうかを意識して
きた。道徳の授業はもちろん、ゲストティーチャーとしての役割を果たしたり、授業改善の視点を明確にして道徳の授業について話
し合ったりすることができるようにした。一人一人が担任、担任外に関わらず自分事として道徳の授業について考えることができるよ
うにしたいと考え、実践に取り組んだ。

【玉川村立須釜小学校　校長】

（令和５年度）

　先生方に、学校全体で取り組む道徳教育であることを伝え、特別なことを始めるのではなく、今まで取り組んできたことを振り返り、道徳
教育の視点から取組を価値付け、よりよい取組にしていく過程を紹介していこうと働きかけた。まず、管理職も一緒に、研究の取りかかりと
なるように「先生方の道徳の授業を撮影し、アーカイブにしての互見授業を進める」推進教師とともに、より使いやすく、これからも使い続
けられる別葉の形式を提案する」「授業の構想シートづくりに管理職も参加する」ことを行った。さらに、学校の道徳教育を地域や保護者に
知ってもらうために「参観日の全大会で保護者に道徳科の授業体験（校長が授業者）」「来校者に学校の道徳教育を知ってもらえるよう、
校長室・職員室付近に道徳コーナー設置」「学校だけよりを通して学校で推進しいる道徳教育の様子の発信」に取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　校長】
　心がけてきたことは、道徳教育推進教師をはじめとした先生方の主体性を大切にするということだ。教師が「やってみたい」と考え、提案して
きたものを受け止め、県の施策や学習指導要領を踏まえた指導助言をしつつ、どのようにすれば提案した教師の思いが実現できるかを考えて
きた。先生方が「できるかな」と感じている背中を「やってごらん」とポンと押してやり、その中で多くのことを学んでほしいと考えている。

「管理職も一緒に」「『やってごらん』と背中を押す」～校長の思い～

　目の前の子ども達の姿について、全教職員が集まる会議等の際に、「育てたい子ども
の姿」や重点内容項目に照らして、これまでの指導を振り返ってみましょう。
　その上で、別葉を活用して「いつ（授業や行動等）」「どのような」指導をすれば、子ど
も一人一人の道徳性を養うことにつながるかをみんなで考えてみましょう。

「指導を振り返る」のススメ ～２学期を見据えた組織的取組～

（令和５年度版）

道徳教育に関わる「校内研修」実践事例
～令和７年度道徳教育推進校の取組～ 

【道徳のかけ橋第３１号（令和７年１１月発行）より抜粋】
 

 

 

道徳だからこそできる校内研修のススメ 

参考として 

時期を捉える 

「『自分の学校ならでは』の機会」と「話題」を考える 

集まるところ 短い時間 声を集める 

Kｎow-How だけではなく、Know-Why を学ぶと『様々な工夫』が生まれる
（どのように） （なぜするのか？)

 
 

「だったら、こんな指導ができるのでは…」と

例えば、研修動画を教職員で視聴する研修はどうでしょう。「動画の授業者の指導のよさを見つける」という視点を
設定して視聴し、感想を交流すれば、先生方の着目点の違いから、多様な指導方法の工夫を学ぶことができます。 

「校内研修は何をしたらいいの…」「そんな時間は正直ない…、でも分からないこともある…」からはじめる

 
 

「学校の全ての教職員」が参画できる

チームで指導力を高める「自分の学校ならでは」の機会をつくる

 
 

「職員室での雑談」「日々の授業参観」も研修のチャンス

みんなで話す話題をつくる 

先生方の生の声を得た方が、
必要感と実効性が高まる

通知表所見を書く前等の
「迷い」が生じる時もチャンス

職員会議や学年打合せ等
のすきま時間で「少し」雑談

できることを考える
集中力も高まる

「福島県版『道徳教育アーカイブ』」「道徳の礎」をのぞいてみよう

でも、話題を一から考えるのは大変です… 福島県教育庁義務教育課 HP

話題を 

探しに 

「道徳の礎」には、『疑問や

迷いから逆引きできるペ

ージ』『道徳科研修動画』を

追加した他、学習指導案も

掲載されています。

道徳の礎
福島県版 

「道徳教育アーカイブ」      

 （福島県教育庁義務教育課）

　教育課題が山積し、簡単に増やせない校内研修。でも、日々悩みはつきません…。「時間を設
定」しないと研修はできないのでしょうか？日常に目を向けると、同僚との雑談にはざっくばらんに
話せるよさ、隣の学級の授業や板書を見て学べるよさ等があります。 

　道徳教育の要である道徳科の指導は「学級担任の教師が行うことが原則」ですが、管理職や他
の教職員が関わり合う指導体制が欠かせません。
　教科の分け隔てなく、全教職員が参画できる「道徳だからこそできる」よさがあります。 
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参考になる取組が満載！

より一層推進するた
めの、参考になる取
はあるかな？

道徳の礎

「思いをつなぐ」「教師も自分事として」～道徳教育推進教師の思い～
【玉川村立須釜小学校　道徳教育推進教師】

（令和５年度）

　令和５年度の道徳教育推進校では、様々な組織的取組が行われました。
道徳教育の推進を主に担当している教師や校長先生がどのような取組をどん
な思いで行なっていたのかをご紹介します。

A-2：令和５年度 道徳教育推進校は、こんな取組をしていました 詳細は「道徳の礎」を参照ください

組

　道徳教育推進教師として、年度初めは不安でいっぱいだったが、学校全体で道徳教育に取り組んでみて、その大切さ・奥深さを感
じた。推進教師として二つの思いがあった。一つは、「みんなと授業を共有したい」ということ。授業の資料や道徳的価値について、
みんなで考えて構想シートをつくったり、授業後の事後研究会で自由に話し合ったりすることを大切にしてきた。もう一つは、「子ど
もの実態を一番知る授業者の思いを大切にしたい」ということ。授業者の思いと先生方の考えをつなぐこと、経験年数に関係なく、
授業について自由に語り合う場をつくることを意識して取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　道徳教育推進教師】
　心がけたことは、組織的に道徳教育を推進することだ。そのために、先生方にどのように道徳教育に関わってもらうかを意識して
きた。道徳の授業はもちろん、ゲストティーチャーとしての役割を果たしたり、授業改善の視点を明確にして道徳の授業について話
し合ったりすることができるようにした。一人一人が担任、担任外に関わらず自分事として道徳の授業について考えることができるよ
うにしたいと考え、実践に取り組んだ。

【玉川村立須釜小学校　校長】

（令和５年度）

　先生方に、学校全体で取り組む道徳教育であることを伝え、特別なことを始めるのではなく、今まで取り組んできたことを振り返り、道徳
教育の視点から取組を価値付け、よりよい取組にしていく過程を紹介していこうと働きかけた。まず、管理職も一緒に、研究の取りかかりと
なるように「先生方の道徳の授業を撮影し、アーカイブにしての互見授業を進める」推進教師とともに、より使いやすく、これからも使い続
けられる別葉の形式を提案する」「授業の構想シートづくりに管理職も参加する」ことを行った。さらに、学校の道徳教育を地域や保護者に
知ってもらうために「参観日の全大会で保護者に道徳科の授業体験（校長が授業者）」「来校者に学校の道徳教育を知ってもらえるよう、
校長室・職員室付近に道徳コーナー設置」「学校だけよりを通して学校で推進しいる道徳教育の様子の発信」に取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　校長】
　心がけてきたことは、道徳教育推進教師をはじめとした先生方の主体性を大切にするということだ。教師が「やってみたい」と考え、提案して
きたものを受け止め、県の施策や学習指導要領を踏まえた指導助言をしつつ、どのようにすれば提案した教師の思いが実現できるかを考えて
きた。先生方が「できるかな」と感じている背中を「やってごらん」とポンと押してやり、その中で多くのことを学んでほしいと考えている。

「管理職も一緒に」「『やってごらん』と背中を押す」～校長の思い～

　目の前の子ども達の姿について、全教職員が集まる会議等の際に、「育てたい子ども
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　その上で、別葉を活用して「いつ（授業や行動等）」「どのような」指導をすれば、子ど
も一人一人の道徳性を養うことにつながるかをみんなで考えてみましょう。

「指導を振り返る」のススメ ～２学期を見据えた組織的取組～

（令和５年度版）

道徳教育に関わる「校内研修」実践事例
～令和７年度道徳教育推進校の取組～ 

【道徳のかけ橋第３１号（令和７年１１月発行）より抜粋】
 

 

 

道徳だからこそできる校内研修のススメ 

参考として 

時期を捉える 

「『自分の学校ならでは』の機会」と「話題」を考える 

集まるところ 短い時間 声を集める 

Kｎow-How だけではなく、Know-Why を学ぶと『様々な工夫』が生まれる
（どのように） （なぜするのか？)

 
 

「だったら、こんな指導ができるのでは…」と

例えば、研修動画を教職員で視聴する研修はどうでしょう。「動画の授業者の指導のよさを見つける」という視点を
設定して視聴し、感想を交流すれば、先生方の着目点の違いから、多様な指導方法の工夫を学ぶことができます。 

「校内研修は何をしたらいいの…」「そんな時間は正直ない…、でも分からないこともある…」からはじめる

 
 

「学校の全ての教職員」が参画できる

チームで指導力を高める「自分の学校ならでは」の機会をつくる

 
 

「職員室での雑談」「日々の授業参観」も研修のチャンス

みんなで話す話題をつくる 

先生方の生の声を得た方が、
必要感と実効性が高まる

通知表所見を書く前等の
「迷い」が生じる時もチャンス

職員会議や学年打合せ等
のすきま時間で「少し」雑談

できることを考える
集中力も高まる

「福島県版『道徳教育アーカイブ』」「道徳の礎」をのぞいてみよう

でも、話題を一から考えるのは大変です… 福島県教育庁義務教育課 HP

話題を 

探しに 

「道徳の礎」には、『疑問や

迷いから逆引きできるペ

ージ』『道徳科研修動画』を

追加した他、学習指導案も

掲載されています。

道徳の礎
福島県版 

「道徳教育アーカイブ」      

 （福島県教育庁義務教育課）

　教育課題が山積し、簡単に増やせない校内研修。でも、日々悩みはつきません…。「時間を設
定」しないと研修はできないのでしょうか？日常に目を向けると、同僚との雑談にはざっくばらんに
話せるよさ、隣の学級の授業や板書を見て学べるよさ等があります。 

　道徳教育の要である道徳科の指導は「学級担任の教師が行うことが原則」ですが、管理職や他
の教職員が関わり合う指導体制が欠かせません。
　教科の分け隔てなく、全教職員が参画できる「道徳だからこそできる」よさがあります。 
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令和７年度道徳教育推進校でも、校内研修を工夫して実施しています。 

 
 
実践事例から、校内研修の『機会』『話題』を考えるタネを見つけよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０分 

“短い時間で”教材研究キーワード 

研修の目的

方針・思い 

研修の流れ

様子や声

児童の実態に応じて授業を構想する 

校長「道徳科の授業づくりについて、みんなで検討し、日々の授

業力向上につなげたい」 

推進教師「事後研究会を、全ての先生方が自分の授業づくりにつ

いて考える場にしたい」 

「自学級で」同じ教材、同じ内容項目で授業を行う場合、どのよ

うなねらい、中心発問にするのかを考え交流する。 

「同じ内容項目で自分が授業を行うときに、どんな発問をすると

よいのか考えやすくなった」 

研修時間

研修時間

研修時間

研修時間

研修時間

 

伊達市立伊達小学校 

 

 

 

 

 

 

 

“意識して道徳の話”をする 

道徳の授業づくりについて考える 

示範授業やローテーション道徳の予定を週報で共有。授業の前後

で授業について授業者や先生方と「ちょっとした会話」を交わす。

「校長先生にアイディアや助言をいただけるのはありがたい」

「ちょっとした会話から授業づくりについての気付きがある」

５～５０分 

郡山市立大槻中学校 

 

 

 

 

 

 

 

“短時間で” “どんなことでも”

道徳科の授業作りや指導法について話して共に考える 

校長「チーム三神」の良さを生かし、指導力向上を図りたい」

推進教師「気軽に悩みを話せる場で、悩みを共有したい」 

道徳科の授業での素朴な疑問や悩みを共有する。 

道徳科の授業を振り返ることで成果と改善ポイントを共有する。

「先生方と話しているうちに、解決できることが多かった」 

「自分でも実践してみようと思った」

１０分 

矢吹町立三神小学校 

 

 

 

 

 

 

 

“全教員で考える”道徳科の授業法 
自己を見つめ、深い学びを実現させるための道徳
教育について考える。 

校長「相手の話をよく聴き自分の考えを深め、他者との関わりを
深めるようにしたい」 

推進教師「互いに認め合える関係性を構築したい」 

研究授業を全教員で参観し、自己を見つめるための工夫、他者の
考えに触れさせる活動の工夫、考えを深めるための発問の工夫に
ついて、検討・協議する。 

「道徳の授業での校内研究はありがたい」「ローテーション道徳
なので、みんなで授業参観・事後研究できるのは研修になる」 

3０分

喜多方市立塩川中学校 

 

 

 

 

 

 

 

“他校種”の道徳の授業づくりに学ぶ 
系統性を意識して道徳性を育むことができるよう

にする 

「教科指導や日々の教育活動の中で、子どもの道徳性の高まりを

どのように見取り、価値付けるか、共通理解を図りたい」 

小・中学校の「特別の教科道徳」を模擬授業で体験し、日々の教

科指導に生かせる働きかけについて、考えを交流する。

「小・中学校の道徳の授業を体験できて、指導の具体がイメージ

できた」「日々の教科指導にも意識して取り入れていきたい」

 

６０分 

福島県立相馬総合高等学校 

校長「先生方の強みを生かした道徳の授業づくりをしてほしい」 

推進教師「先生方が行っている生徒の心を育てるための工夫を共有したい」

キーワード

研修の目的

方針・思い

研修の流れ

様子や声

キーワード

研修の目的

方針・思い

研修の流れ

様子や声

キーワード

研修の目的

方針・思い

研修の流れ

様子や声

キーワード

研修の目的

方針・思い

研修の流れ

様子や声

小さな一歩でも、子どもと教師の笑顔につながる「着実な歩み」

【実践編】
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で授業について授業者や先生方と「ちょっとした会話」を交わす。
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「ちょっとした会話から授業づくりについての気付きがある」
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推進教師「気軽に悩みを話せる場で、悩みを共有したい」 
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道徳科の授業を振り返ることで成果と改善ポイントを共有する。

「先生方と話しているうちに、解決できることが多かった」 

「自分でも実践してみようと思った」

１０分 
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“全教員で考える”道徳科の授業法 
自己を見つめ、深い学びを実現させるための道徳
教育について考える。 

校長「相手の話をよく聴き自分の考えを深め、他者との関わりを
深めるようにしたい」 

推進教師「互いに認め合える関係性を構築したい」 

研究授業を全教員で参観し、自己を見つめるための工夫、他者の
考えに触れさせる活動の工夫、考えを深めるための発問の工夫に
ついて、検討・協議する。 

「道徳の授業での校内研究はありがたい」「ローテーション道徳
なので、みんなで授業参観・事後研究できるのは研修になる」 

3０分
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系統性を意識して道徳性を育むことができるよう

にする 

「教科指導や日々の教育活動の中で、子どもの道徳性の高まりを

どのように見取り、価値付けるか、共通理解を図りたい」 

小・中学校の「特別の教科道徳」を模擬授業で体験し、日々の教

科指導に生かせる働きかけについて、考えを交流する。

「小・中学校の道徳の授業を体験できて、指導の具体がイメージ

できた」「日々の教科指導にも意識して取り入れていきたい」

 

６０分 

福島県立相馬総合高等学校 

校長「先生方の強みを生かした道徳の授業づくりをしてほしい」 

推進教師「先生方が行っている生徒の心を育てるための工夫を共有したい」
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１ 学校紹介

２ 研究テーマ

主体的に学びに向かい、自己を見つめることのできる児童の育成 
～互いのよさを認め合いながら、多面的・多角的に考える道徳科の授業を通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由

本校は、伊達市の中心部に位置する児童５６１名の大規模校である。今年度の学校経
営の重点目標として、「自己マネジメント力を高め、自らの人生を切り拓く力の育成」（自
立と感謝）を掲げ、３つの努力目標を設定し、日々の教育活動に取り組んでいる。  

なかでも「自他のよさを認め合い、つながり合う子どもの育成」の実現に向けては、
児童同士、児童と教師の関係が希薄になっている現状を踏まえて、今年度から毎週水曜
日に「ふれあいタイム」を位置付け、学級ごとに全員で楽しむことができる活動を計画
し、児童が主体的につながり合う場を設定している。 

道徳科の授業においては、児童が他者とつながり、多様な感じ方や考え方に触れるこ
とを通してお互いのことを理解し、自分自身の考えを広げたり深めたりすることができ
る授業や、考えたことをもとに自己を見つめるための時間を確保した授業を積み重ねる
ことで、他者と関わることのよさを感じ、他者と共によりよく生きようとする児童を育
成したいと考え、本テーマを設定した。

４ 研究計画

学校名 伊達市立伊達小学校  

所在地 伊達市舘ノ内２０番地  

校長名 伊藤 栄 

教育目標
心豊かに たくましく 

生き生きと学ぶ 若あゆの子 

学級及び児童

生徒数

学 級 数   ２３ 

児 童 数  ５６１名 

月日（曜日） 主な研究内容

４月 ９日（水）

５月２８日（水）

６月３０日（月）

７月１６日（水）

８月 ９日（土）

９月 ２日（火）

１０月 ７日（火）  

１０月２１日（火）

１１月１０日（月）

１１月２８日（金）

全体協議会 

全体協議会

第１回校内授業研究会 ６年３組 秋葉 征典 教諭 
講 師 秋田公立美術大学 副 学 長 毛内 嘉威 様
指導助言 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花 洋介

第２回校内授業研究会 ３年３組 阿部 淳子 教諭
指導助言 伊達市教育委員会 主幹兼指導主事 上遠野 直人 様

道徳授業パワーアップセミナー 東京学芸大学参加（２名）

第３回校内授業研究会 １年１組 富田 彩 教諭
講 師 秋田公立美術大学 副 学 長 毛内 嘉威 様

第４回校内授業研究会 ４年１組 寺田 英司 教諭 
指導助言 伊達市教育委員会 主幹兼指導主事 上遠野 直人 様

道徳教育地区別推進協議会（県南）参加（２名）

第５回校内授業研究会 ５年３組 門馬 経宏 教諭
指導助言 福島県教育庁県北教育事務所 指導主事 甚野 美穂子

道徳教育地区別推進協議会 ６学級授業公開
講 師 秋田公立美術大学 副 学 長 毛内 嘉威 様
指導助言 伊達市立月舘学園小学校 教  頭 武澤 ひろみ 様

伊達市教育委員会 主幹兼指導主事 上遠野 直人 様
福島県教育庁県北教育事務所 指導主事 落合 和将
福島県教育庁県北教育事務所 指導主事 甚野 美穂子
福島県教育庁県北教育事務所 社会教育主事兼指導主事 伊藤 絵美
福島県教育センター 指導主事 猪俣 和弘

県北地区道徳教育推進校｢伊達市立伊達小学校｣実施報告書
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１ 学校紹介

２ 研究テーマ

主体的に学びに向かい、自己を見つめることのできる児童の育成 
～互いのよさを認め合いながら、多面的・多角的に考える道徳科の授業を通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由

本校は、伊達市の中心部に位置する児童５６１名の大規模校である。今年度の学校経
営の重点目標として、「自己マネジメント力を高め、自らの人生を切り拓く力の育成」（自
立と感謝）を掲げ、３つの努力目標を設定し、日々の教育活動に取り組んでいる。  

なかでも「自他のよさを認め合い、つながり合う子どもの育成」の実現に向けては、
児童同士、児童と教師の関係が希薄になっている現状を踏まえて、今年度から毎週水曜
日に「ふれあいタイム」を位置付け、学級ごとに全員で楽しむことができる活動を計画
し、児童が主体的につながり合う場を設定している。 

道徳科の授業においては、児童が他者とつながり、多様な感じ方や考え方に触れるこ
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ことで、他者と関わることのよさを感じ、他者と共によりよく生きようとする児童を育
成したいと考え、本テーマを設定した。
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５月２８日（水）

６月３０日（月）

７月１６日（水）

８月 ９日（土）

９月 ２日（火）

１０月 ７日（火）  

１０月２１日（火）

１１月１０日（月）

１１月２８日（金）

全体協議会 

全体協議会

第１回校内授業研究会 ６年３組 秋葉 征典 教諭 
講 師 秋田公立美術大学 副 学 長 毛内 嘉威 様
指導助言 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花 洋介

第２回校内授業研究会 ３年３組 阿部 淳子 教諭
指導助言 伊達市教育委員会 主幹兼指導主事 上遠野 直人 様

道徳授業パワーアップセミナー 東京学芸大学参加（２名）

第３回校内授業研究会 １年１組 富田 彩 教諭
講 師 秋田公立美術大学 副 学 長 毛内 嘉威 様

第４回校内授業研究会 ４年１組 寺田 英司 教諭 
指導助言 伊達市教育委員会 主幹兼指導主事 上遠野 直人 様

道徳教育地区別推進協議会（県南）参加（２名）

第５回校内授業研究会 ５年３組 門馬 経宏 教諭
指導助言 福島県教育庁県北教育事務所 指導主事 甚野 美穂子

道徳教育地区別推進協議会 ６学級授業公開
講 師 秋田公立美術大学 副 学 長 毛内 嘉威 様
指導助言 伊達市立月舘学園小学校 教  頭 武澤 ひろみ 様

伊達市教育委員会 主幹兼指導主事 上遠野 直人 様
福島県教育庁県北教育事務所 指導主事 落合 和将
福島県教育庁県北教育事務所 指導主事 甚野 美穂子
福島県教育庁県北教育事務所 社会教育主事兼指導主事 伊藤 絵美
福島県教育センター 指導主事 猪俣 和弘

県北地区道徳教育推進校｢伊達市立伊達小学校｣実施報告書
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〈ボランティアによる町探検引率〉

６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

学校で行っている道徳教育について家庭や地域と共有することで、三者が同じ方向を

向いて児童に関わることができるようにするとともに、道徳科の授業で考えたことを家

庭や地域での実践につなげることができるようにする。

【概要】

・ スクールコミュニティの機能を生かし、地域の学習ボラン

ティアの方々と学校がつながることで、道徳教育について知

っていただく機会とした。

・ 授業参観で道徳科の授業を参観していただいたり、保護者

からの手紙という形で道徳科の授業に参加していただいたり

することで、家庭と連携して道徳科の学習を推進することが

できるようにした。

・ 学校ホームページで道徳科の授業の様子を発信した。

【成果と課題】 

○

○

スクールコミュニティのコーディネーターと連携し、地域ボランティアを発掘し、

地域の方とのつながりを築くことができた。今年度は町探検の引率等にご協力をいた

だいたので、今後は更に連携を深め、道徳性に関わる児童のよさを見取り、価値付け

ながら、地域全体で児童を育てられるようにしていきたい。

保護者に手紙を書いていただくことは、家庭と連携して児

童に道徳性を育む上で大変有効であった。何度も繰り返して

読む児童や読みながら涙する児童も見られた。このような児

童の姿を家庭と共有することで、更なる連携につながってい

くと思われる。

● 道徳科の授業を参観していただいたり、一緒に参加してい

ただいたりすることで、家庭でも道徳教育についての話題が

増えていくと考える。本校では行事の見直しを行い授業参観

の回数を減らしたため、年間の授業参観予定の中に計画的に道徳科の授業を位置付け

る等の改善策を講じて、道徳科の授業の様子を家庭に伝えられるようにしたい。

● 学校ホームページで発信する内容について検討する必要がある。家庭と連携して児

童の道徳性を育むためには、児童の学ぶ姿を発信するだけでなく、授業のねらいや児

童の反応などを伝えることも必要である。

７ 成果と課題

○ 現職教育の研究教科に道徳科を位置付けたことで、全職員が同一歩調で道徳科の研

究に取り組むことができた。互いの授業を見合ったり、講師や指導助言者の方々から

いただいたご指導を共有したりすることを通して、道徳科の授業のつくり方や進め方

への理解が深まった。

○ 主題名を意識して授業を構想することで、導入から振り返り

まで授業のねらいがぶれることなく一貫した指導を行うこと

ができるようになった。

○ 自分の考えをハートメーターや心情スケールを用いて可視化

できるようにしたことで、児童同士が互いの考えを比較しなが

ら物事を多面的・多角的に考えることにつながった。また、

教師が意図的指名をしやすくなり、話合いをコーディネート

することにも有用な手立てであった。

● ノートやワークシート等の累積した学習記録をどのように活用していくかについて

や、どのように評価に生かしていくかについては更なる研究が必要である。

● 地域の方をゲストティーチャーに迎えて効果的な活用を図るためには、スクールコ

ミュニティとの連携を強化したり、教師が積極的に地域と関わって情報収集したりす

るなど、人材発掘に努めていく必要がある。

〈保護者からの手紙を真剣に読む姿〉

〈心情スケールで考えを可視化〉

５ 研究推進にあたって

【視点１】 道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉 

○ 教育活動全般で道徳教育を意識できるように、学校教育目標との関連を図り、道

徳教育全体計画を作成する。また、重点内容項目を一つにしぼり、各教科等や家庭・

地域とのつながり・行事等との関わりを意識することができる別葉を作成する。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

○ 実施状況の振り返りを別葉に記入することで、重点的で系統的な指導ができるよ

うにする。

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

○ 現職教育の研究教科に道徳科を位置付け、研修主任と道徳教育推進教師が連携し

て授業研究会を実施することで、授業改善と教師の授業力向上に取り組む。  

○ 校外で行われる研修会に道徳教育推進教師が参加し、全職員で情報を共有する。 

③ 「ふれあいタイム」の充実

○ 毎週水曜日に各学級の時間として「ふれあいタイム」を位置付け、学級の児童同

士がつながり、お互いのよさを認め合うことができるような活動を意図的、計画的

に実施する。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

① 主題の重視と中心発問の吟味

○ 主題を重視することで指導の意図を明確にし、授業の焦点化を図り、道徳的価値

について多様な感じ方や考え方を引き出すことができるような発問を吟味すると

ともに、児童一人一人が自分自身を振り返るための時間を確保する。

② 教師のコーディネートの工夫

○ 道徳的価値について多面的・多角的に考える場において、教師が揺さぶりや問い

返しを行い、児童の表情を見て考えをつなぐことを意識することで、児童一人一人

の考えを広げたり深めたりできるようにする。                       

③ 自己を見つめることができる発問の工夫

○ 児童が自己を振り返る場において、「今までの自分」「今の自分」「これからの自

分」を見つめられるような発問をすることで、自己の生き方について考えを深める

ことができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 評価の視点と方法、どのように記述するかについて、全職員で共通理解を図る。

② 道徳ノートやワークシートを累積し、年間を通して児童一人一人の学習状況や成長

の様子を捉える。

【視点４ 】｢ふくしま道徳教育資料集｣ 等の活用について

①  道徳科の年間指導計画の中に「ふくしま道徳教育資料集」の活用を位置付け、積極

的に活用する。

② 防災教育や放射線教育など各教育活動や震災関連施設への見学学習と関連させな

がら活用する。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① スクールコミュニティを生かして育成したい児童の姿を地域の方と共有し、地域

の人材をゲストティーチャーとして活用するなどして、地域と連携した道徳教育を

推進する。

② 保護者参加型の道徳科の授業を授業参観日に実施し、道徳的価値について児童と

保護者が一緒に考える機会を設定することで、学校で推進する道徳教育について保

護者の理解を深め、児童の道徳性を家庭と連携して育むことができるようにする。
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〈ボランティアによる町探検引率〉

６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

学校で行っている道徳教育について家庭や地域と共有することで、三者が同じ方向を

向いて児童に関わることができるようにするとともに、道徳科の授業で考えたことを家

庭や地域での実践につなげることができるようにする。

【概要】

・ スクールコミュニティの機能を生かし、地域の学習ボラン

ティアの方々と学校がつながることで、道徳教育について知

っていただく機会とした。

・ 授業参観で道徳科の授業を参観していただいたり、保護者

からの手紙という形で道徳科の授業に参加していただいたり

することで、家庭と連携して道徳科の学習を推進することが

できるようにした。

・ 学校ホームページで道徳科の授業の様子を発信した。

【成果と課題】 

○

○

スクールコミュニティのコーディネーターと連携し、地域ボランティアを発掘し、

地域の方とのつながりを築くことができた。今年度は町探検の引率等にご協力をいた

だいたので、今後は更に連携を深め、道徳性に関わる児童のよさを見取り、価値付け

ながら、地域全体で児童を育てられるようにしていきたい。

保護者に手紙を書いていただくことは、家庭と連携して児

童に道徳性を育む上で大変有効であった。何度も繰り返して

読む児童や読みながら涙する児童も見られた。このような児

童の姿を家庭と共有することで、更なる連携につながってい

くと思われる。

● 道徳科の授業を参観していただいたり、一緒に参加してい

ただいたりすることで、家庭でも道徳教育についての話題が

増えていくと考える。本校では行事の見直しを行い授業参観

の回数を減らしたため、年間の授業参観予定の中に計画的に道徳科の授業を位置付け

る等の改善策を講じて、道徳科の授業の様子を家庭に伝えられるようにしたい。

● 学校ホームページで発信する内容について検討する必要がある。家庭と連携して児

童の道徳性を育むためには、児童の学ぶ姿を発信するだけでなく、授業のねらいや児

童の反応などを伝えることも必要である。

７ 成果と課題

○ 現職教育の研究教科に道徳科を位置付けたことで、全職員が同一歩調で道徳科の研

究に取り組むことができた。互いの授業を見合ったり、講師や指導助言者の方々から

いただいたご指導を共有したりすることを通して、道徳科の授業のつくり方や進め方

への理解が深まった。

○ 主題名を意識して授業を構想することで、導入から振り返り

まで授業のねらいがぶれることなく一貫した指導を行うこと

ができるようになった。

○ 自分の考えをハートメーターや心情スケールを用いて可視化

できるようにしたことで、児童同士が互いの考えを比較しなが

ら物事を多面的・多角的に考えることにつながった。また、

教師が意図的指名をしやすくなり、話合いをコーディネート

することにも有用な手立てであった。

● ノートやワークシート等の累積した学習記録をどのように活用していくかについて

や、どのように評価に生かしていくかについては更なる研究が必要である。

● 地域の方をゲストティーチャーに迎えて効果的な活用を図るためには、スクールコ

ミュニティとの連携を強化したり、教師が積極的に地域と関わって情報収集したりす

るなど、人材発掘に努めていく必要がある。

〈保護者からの手紙を真剣に読む姿〉

〈心情スケールで考えを可視化〉

５ 研究推進にあたって

【視点１】 道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉  

○ 教育活動全般で道徳教育を意識できるように、学校教育目標との関連を図り、道

徳教育全体計画を作成する。また、重点内容項目を一つにしぼり、各教科等や家庭・

地域とのつながり・行事等との関わりを意識することができる別葉を作成する。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

○ 実施状況の振り返りを別葉に記入することで、重点的で系統的な指導ができるよ

うにする。

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

○ 現職教育の研究教科に道徳科を位置付け、研修主任と道徳教育推進教師が連携し

て授業研究会を実施することで、授業改善と教師の授業力向上に取り組む。  

○ 校外で行われる研修会に道徳教育推進教師が参加し、全職員で情報を共有する。 

③ 「ふれあいタイム」の充実

○ 毎週水曜日に各学級の時間として「ふれあいタイム」を位置付け、学級の児童同

士がつながり、お互いのよさを認め合うことができるような活動を意図的、計画的

に実施する。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

① 主題の重視と中心発問の吟味

○ 主題を重視することで指導の意図を明確にし、授業の焦点化を図り、道徳的価値

について多様な感じ方や考え方を引き出すことができるような発問を吟味すると

ともに、児童一人一人が自分自身を振り返るための時間を確保する。

② 教師のコーディネートの工夫

○ 道徳的価値について多面的・多角的に考える場において、教師が揺さぶりや問い

返しを行い、児童の表情を見て考えをつなぐことを意識することで、児童一人一人

の考えを広げたり深めたりできるようにする。                       

③ 自己を見つめることができる発問の工夫

○ 児童が自己を振り返る場において、「今までの自分」「今の自分」「これからの自

分」を見つめられるような発問をすることで、自己の生き方について考えを深める

ことができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 評価の視点と方法、どのように記述するかについて、全職員で共通理解を図る。

② 道徳ノートやワークシートを累積し、年間を通して児童一人一人の学習状況や成長

の様子を捉える。

【視点４ 】｢ふくしま道徳教育資料集｣ 等の活用について

①  道徳科の年間指導計画の中に「ふくしま道徳教育資料集」の活用を位置付け、積極

的に活用する。

② 防災教育や放射線教育など各教育活動や震災関連施設への見学学習と関連させな

がら活用する。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① スクールコミュニティを生かして育成したい児童の姿を地域の方と共有し、地域

の人材をゲストティーチャーとして活用するなどして、地域と連携した道徳教育を

推進する。

② 保護者参加型の道徳科の授業を授業参観日に実施し、道徳的価値について児童と

保護者が一緒に考える機会を設定することで、学校で推進する道徳教育について保

護者の理解を深め、児童の道徳性を家庭と連携して育むことができるようにする。
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令和７年度 道徳教育全体計画 別葉 （重点内容項目） 
 
 
                  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

道徳科 

４月   主題名「やさしい こころの あたたかさ」 
教材名「くまくんのたからもの」  

［ねらい］  
  心が通い合うことの心地よさを感じ、身近にいる人に
温かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育て
る。 
［振り返り］ 
 
 
 
 

［全体の振り返り］ 

教科等 家庭・地域とのつながり・行事等 

５月 １年生を迎える会 

９月 遠足 

１０月 運動会 

２月 ６年生を送る会 

２月 生活科 
 「『おもちゃ祭り』をしよう」 

４月 生活科 
 「１年生と学校たんけん」 

第２学年  B 親切、思いやり 
身近にいる人に温かい心で接し、親切にする姿 

 

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム 

 
 

異
学
年
交
流(

登
校
班
・
わ
か
あ
ゆ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
一
斉
清
掃)

 

１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「ぐみの木と 小とり」 
［ねらい］  
   相手のことを考えて行動することの難しさとよさが分かり、身近にいる人に温
かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

２月 生活科（学習発表） 
「ありがとうの気もちをつたえよう」 

３月 通学班会 

４月 通学班会 

２月 国語科 
 「スーホの白い馬」 

９月 国語科 
 「どうぶつ園のじゅうい」 

５月 学活 
「友達のよさをみ
つけよう」 

１０月 学活 
「もっと仲よし集会をしよう」 

２月 学活 
「お世話になった６年生に感謝の気持ちを伝
えよう」 

１１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「学きゅうえんの さつまいも」            
［ねらい］  
   親切にすることの大切さが分かり、身近にいる人に温かい心で接し、進んで親
切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

（２）（３）

令和７年度 道徳教育全体計画 伊達市立伊達小学校

 
 
 
 
 

 
 
 

   
学年 指導の重点 重点内容項目

低
学
年 

◎ 身近にいる人に温かい心で接し、親切にす

ること。

〇 約束やきまりを守り、みんなが使う物を大

切にすること。

〇 よいことと悪いこととの区別をし、よいと

思うことを進んで行うこと。

思い

やり

規則の尊重
 

善悪の判断、

自律、自由と

責任 

友情、信頼
 

中
学
年 

◎ 相手のことを思いやり進んで親切にすること。

〇 約束や社会のきまりの意義を理解し、それ

らを守ること。

〇 正しいと判断したことは自信をもって行う

こと。

高
学
年

◎ 誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に

立って親切にすること。

〇 法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを

守り、自他の権利を大切にし、義務を果たすこと。

〇 友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、異性

についても理解しながら人間関係を築いていくこと。 

 

 
 
 

 

 
 

 

児童の実態

○ 素直で、友達と協力しながら学習や
運動に一生懸命に取り組む児童が多
い。

● 話を聞いたり、自分でよく考えて正
しく行動したりすることができない
児童が多い。

● 思いやりのある言動をしようとす
る意識が低い。

教師の願い

・ 正しく判断し、よいと思うことを進ん
で行う姿を児童に期待している。 

・ 相手の気持ちを考え行動できる、思い
やりの心を育みたい。 

・ 違いを受け入れ、認め合う集団にした
い。

学校教育目標

心豊かに たくましく 生き生きと学ぶ 若あゆの子

○自ら考え 学びとる子ども

○思いやりがあり 共に生きる子ども

○健康で たくましい体をもつ子ども

道徳教育の目標 
自己の生き方を考え、主体的な判断のもとに行動し、自立し

た人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道

徳性を養う。 

道徳科の目標 
 道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤とな

る道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、

自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方

についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心

情、実践意欲と態度を育てる。 

教育関係法規

日本国憲法、教育基本法、学校教育法

学習指導要領、教育委員会の教育目標

いじめ防止対策推進法

各教科における道徳教育

国語

人と人との関係の中で、言葉を用いて伝え

合う力を高めるとともに、他人を思いやる

心情を育てる。

先人の地域に対する功績や工夫への理

解を通して、自分たちの生活を支える役

割に気付き集団をよりよくしようとする

心情を育てる。

互いの考えのよさを認め合いながら、よ

りよい考えを生み出す活動を通して互い

を尊重し合う態度を育てる。

飼育や栽培などの体験活動を通して、生命

を尊重する態度を育てる。 

自然体験や生活体験を通して自立への基

礎を養うとともに、自他のよさに気付く心

情を育てる。

音楽の美しさ、楽しさを感じ取る心を養

い、豊かな情操を培う中で、互いの感じ方

の違いに気付き、生かそうとする態度を育

てる。

多様な表現や鑑賞活動を通して、自分のよ

さに気付くとともに、互いの感じ方や発想

のよさを尊重しようとする態度を育てる。

家族の一員としての自覚をもち、協力しな

がら、よりよい生活を築こうとする実践的

な態度を育てる。 

健康安全について理解し、様々な運動に親

しむ中で、互いに協力し、よさを生かそう

とする態度を育てる。 

問題解決的な学習や探究活動を行う中で、

地域とのつながりを意識するとともに、社

会の新しい課題に気付き、自己の生き方に

ついて考える中で、よりよく生きようとす

る態度を育てる。 

 

○ 各教科や児童の体験活動との関連を図りながら、年間計画に
基づき、計画的・発展的な指導によって道徳的価値の補充・深
化・統合を図る。

○ 一人一人の児童が道徳的価値の自覚を深め、道徳的判断・心
情に関する学びを通して、態度や意欲の向上を図る。 
そのために、以下の指導上の姿勢を大切にする。 

・ 一人一人の感じ方を共感的に受け止める指導 
・ 価値に対する、多面的・多角的な思考を促す発問の工夫 
・ 自己の道徳的価値観を見つめたり、多様な感じ方や考え方 
に触れたりしながら考えを深めたりする学習過程 

・ 一人一人の道徳性に係る成長の様子や学習状況を評価し、 
指導の改善を図る 

家庭・地域との連携、

・家庭と協力して基本的生活習慣を身に付けさせる。

、郷土を愛する心を育て、好ましい人間関係を形成する。

・授業参観等で道徳科の授業を公開したり、 、家庭や地域と連携

して道徳性を養う機会を増やすとともに、児童の成長が認められるよう働きかける。

学級・学校の人間関係形成や学級経営、

生活指導、生活全般における指導方針

・Ｑ－Ｕテストや各種アンケートを活用

し、一人一人が受容され、自己有用感を

感じる学級経営に努める。 
・児童にめあてをもって取り組ませる活動

を充実し、達成感を味わわせ、価値付け

自己肯定感を高める指導を充実させる。 
・相手の立場を思いやる心を育て、望まし

い人間関係を育てる。

・基本的な生活習慣を確実に身につけさせ

る。 
・自ら課題を見つけ、自主的な学習態度を

養う。 

特別活動

集団や社会の形成者としての見
方・考え方を働かせ、様々な集団活
動に自主的、実践的に取り組み、互
いのよさや可能性を発揮しながら
集団や自己の生活上の課題を解決
することを通して、必要な資質・能
力を育成する。

（１）

よりよい学級・学校での生活を求
めた学級会や実践的な活動を通し
て、互いの考えを生かし、よりよく合
意形成を図る態度を育てる。
自己のよさを生かした係活動を展

開する中で、互いに協力し、よりよく
生活しようとする態度を育てる。

生活の中や自己の目標から課題を
見つけ、取り組みについて意思決定
し実践する活動を繰り返す中で、自
己指導能力を育成するとともに、正
しい葉と判断したことを進んで行う
態度を育てる。

異年齢による自主的・実践的な活
動を行う中で、お互いの考えを生か
して、よりよい学校生活をつくるた
め、合意形成し実践する態度を養う。

クラブ活動

共通の興味・関心を有する異学年
児童による自主的・実践的な活動を
行う中で、お互いのよさや考えの違
いを理解し合い、協力してよりよい
活動をつくろうとする態度を養う。

学校行事

よりよい学校生活を築くための体
験的な活動を通して、集団への所属
感を深めるとともに、一人一人のよ
さを生かして、よりよい生活を築こ
うとする態度を育てる。

現職教育・学力向上との関連

・ 自分の考えをもち、多様な感じ方
や考え方の他者とかかわり、交流・
共有を図りながら、自分とは異なる
考えのよさを認め、自分の考えや理
解を深める授業を充実する。

・ 自分の学びを価値付け、新たな課
題に向かうこと、多様な考えをも
とに理解を再構築することを目的
に、まとめふり返りを充実し、言
葉を用いて正しく伝えることがで
きるよう指導を工夫する。

本年度の重点目標

「自 を見つめ、他者を理解し、よりよい生活を 

求めることができる子どもの育成」

・相手意識をもち、相手に対する思いやりの心をもち、親切
にすることができる。

・よりよい学級や学校をつくるために、人間関係づくりに大
切なことを考え、集団生活の充実に努める。

現代社会の要請 
基本的生活習慣の確立、学力向上、個性の伸長

規範意識の醸成、豊かな人間関係の形成

情報モラルの醸成、いじめの未然防止

重点目標目標

自己マネジメント力を高め、自らの人生を切り拓く力の育成

○自分を知り、自ら学び、共に高め合う子どもの育成 
○自他のよさを認め合い、つながり合う子どもの育成 
○自分を見つめ、健康の増進と体力の向上に努める子どもの

育成

社会

算数

理科

生活

音楽

家庭

体育

総合的な学習の時間

図画工作

分

親切、

道徳科の指導方針

道徳的価値の自覚、補充・深化・統合、自己の生き方

他の学校や関連機関

・地域の自然・文化・人との交流学習を通して

保護者参加型の授業を行ったりすることで

学級活動

学級活動

児童会活動

各学 年の重 点 目標

す
す
め
る
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令和７年度 道徳教育全体計画 別葉 （重点内容項目） 
 
 
                  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

道徳科 

４月   主題名「やさしい こころの あたたかさ」 
教材名「くまくんのたからもの」  

［ねらい］  
  心が通い合うことの心地よさを感じ、身近にいる人に
温かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育て
る。 
［振り返り］ 
 
 
 
 

［全体の振り返り］ 

教科等 家庭・地域とのつながり・行事等 

５月 １年生を迎える会 

９月 遠足 

１０月 運動会 

２月 ６年生を送る会 

２月 生活科 
 「『おもちゃ祭り』をしよう」 

４月 生活科 
 「１年生と学校たんけん」 

第２学年  B 親切、思いやり 
身近にいる人に温かい心で接し、親切にする姿 

 

ふ
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異
学
年
交
流(

登
校
班
・
わ
か
あ
ゆ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
一
斉
清
掃)

 

１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「ぐみの木と 小とり」 
［ねらい］  
   相手のことを考えて行動することの難しさとよさが分かり、身近にいる人に温
かい心で接し、親切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

２月 生活科（学習発表） 
「ありがとうの気もちをつたえよう」 

３月 通学班会 

４月 通学班会 

２月 国語科 
 「スーホの白い馬」 

９月 国語科 
 「どうぶつ園のじゅうい」 

５月 学活 
「友達のよさをみ
つけよう」 

１０月 学活 
「もっと仲よし集会をしよう」 

２月 学活 
「お世話になった６年生に感謝の気持ちを伝
えよう」 

１１月  主題名「あたたかい こころで」  教材名「学きゅうえんの さつまいも」            
［ねらい］  
   親切にすることの大切さが分かり、身近にいる人に温かい心で接し、進んで親
切にしようとする道徳的心情を育てる。 
［振り返り］ 
 
 
 

（２）（３）

令和７年度 道徳教育全体計画 伊達市立伊達小学校

 
 
 
 
 

 
 
 

   
学年 指導の重点 重点内容項目

低
学
年 

◎ 身近にいる人に温かい心で接し、親切にす

ること。

〇 約束やきまりを守り、みんなが使う物を大

切にすること。

〇 よいことと悪いこととの区別をし、よいと

思うことを進んで行うこと。

思い

やり

規則の尊重
 

善悪の判断、

自律、自由と

責任 

友情、信頼
 

中
学
年 

◎ 相手のことを思いやり進んで親切にすること。

〇 約束や社会のきまりの意義を理解し、それ

らを守ること。

〇 正しいと判断したことは自信をもって行う

こと。

高
学
年

◎ 誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に

立って親切にすること。

〇 法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを

守り、自他の権利を大切にし、義務を果たすこと。

〇 友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、異性

についても理解しながら人間関係を築いていくこと。 

 

 
 
 

 

 
 

 

児童の実態

○ 素直で、友達と協力しながら学習や
運動に一生懸命に取り組む児童が多
い。

● 話を聞いたり、自分でよく考えて正
しく行動したりすることができない
児童が多い。

● 思いやりのある言動をしようとす
る意識が低い。

教師の願い

・ 正しく判断し、よいと思うことを進ん
で行う姿を児童に期待している。 

・ 相手の気持ちを考え行動できる、思い
やりの心を育みたい。 

・ 違いを受け入れ、認め合う集団にした
い。

学校教育目標

心豊かに たくましく 生き生きと学ぶ 若あゆの子

○自ら考え 学びとる子ども

○思いやりがあり 共に生きる子ども

○健康で たくましい体をもつ子ども

道徳教育の目標 
自己の生き方を考え、主体的な判断のもとに行動し、自立し

た人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道

徳性を養う。 

道徳科の目標 
 道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤とな

る道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、

自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方

についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心

情、実践意欲と態度を育てる。 

教育関係法規

日本国憲法、教育基本法、学校教育法

学習指導要領、教育委員会の教育目標

いじめ防止対策推進法

各教科における道徳教育

国語

人と人との関係の中で、言葉を用いて伝え

合う力を高めるとともに、他人を思いやる

心情を育てる。

先人の地域に対する功績や工夫への理

解を通して、自分たちの生活を支える役

割に気付き集団をよりよくしようとする

心情を育てる。

互いの考えのよさを認め合いながら、よ

りよい考えを生み出す活動を通して互い

を尊重し合う態度を育てる。

飼育や栽培などの体験活動を通して、生命

を尊重する態度を育てる。 

自然体験や生活体験を通して自立への基

礎を養うとともに、自他のよさに気付く心

情を育てる。

音楽の美しさ、楽しさを感じ取る心を養

い、豊かな情操を培う中で、互いの感じ方

の違いに気付き、生かそうとする態度を育

てる。

多様な表現や鑑賞活動を通して、自分のよ

さに気付くとともに、互いの感じ方や発想

のよさを尊重しようとする態度を育てる。

家族の一員としての自覚をもち、協力しな

がら、よりよい生活を築こうとする実践的

な態度を育てる。 

健康安全について理解し、様々な運動に親

しむ中で、互いに協力し、よさを生かそう

とする態度を育てる。 

問題解決的な学習や探究活動を行う中で、

地域とのつながりを意識するとともに、社

会の新しい課題に気付き、自己の生き方に

ついて考える中で、よりよく生きようとす

る態度を育てる。 

 

○ 各教科や児童の体験活動との関連を図りながら、年間計画に
基づき、計画的・発展的な指導によって道徳的価値の補充・深
化・統合を図る。

○ 一人一人の児童が道徳的価値の自覚を深め、道徳的判断・心
情に関する学びを通して、態度や意欲の向上を図る。 
そのために、以下の指導上の姿勢を大切にする。 

・ 一人一人の感じ方を共感的に受け止める指導 
・ 価値に対する、多面的・多角的な思考を促す発問の工夫 
・ 自己の道徳的価値観を見つめたり、多様な感じ方や考え方 
に触れたりしながら考えを深めたりする学習過程 

・ 一人一人の道徳性に係る成長の様子や学習状況を評価し、 
指導の改善を図る 

家庭・地域との連携、

・家庭と協力して基本的生活習慣を身に付けさせる。

、郷土を愛する心を育て、好ましい人間関係を形成する。

・授業参観等で道徳科の授業を公開したり、 、家庭や地域と連携

して道徳性を養う機会を増やすとともに、児童の成長が認められるよう働きかける。

学級・学校の人間関係形成や学級経営、

生活指導、生活全般における指導方針

・Ｑ－Ｕテストや各種アンケートを活用

し、一人一人が受容され、自己有用感を

感じる学級経営に努める。 
・児童にめあてをもって取り組ませる活動

を充実し、達成感を味わわせ、価値付け

自己肯定感を高める指導を充実させる。 
・相手の立場を思いやる心を育て、望まし

い人間関係を育てる。

・基本的な生活習慣を確実に身につけさせ

る。 
・自ら課題を見つけ、自主的な学習態度を

養う。 

特別活動

集団や社会の形成者としての見
方・考え方を働かせ、様々な集団活
動に自主的、実践的に取り組み、互
いのよさや可能性を発揮しながら
集団や自己の生活上の課題を解決
することを通して、必要な資質・能
力を育成する。

（１）

よりよい学級・学校での生活を求
めた学級会や実践的な活動を通し
て、互いの考えを生かし、よりよく合
意形成を図る態度を育てる。
自己のよさを生かした係活動を展

開する中で、互いに協力し、よりよく
生活しようとする態度を育てる。

生活の中や自己の目標から課題を
見つけ、取り組みについて意思決定
し実践する活動を繰り返す中で、自
己指導能力を育成するとともに、正
しい葉と判断したことを進んで行う
態度を育てる。

異年齢による自主的・実践的な活
動を行う中で、お互いの考えを生か
して、よりよい学校生活をつくるた
め、合意形成し実践する態度を養う。

クラブ活動

共通の興味・関心を有する異学年
児童による自主的・実践的な活動を
行う中で、お互いのよさや考えの違
いを理解し合い、協力してよりよい
活動をつくろうとする態度を養う。

学校行事

よりよい学校生活を築くための体
験的な活動を通して、集団への所属
感を深めるとともに、一人一人のよ
さを生かして、よりよい生活を築こ
うとする態度を育てる。

現職教育・学力向上との関連

・ 自分の考えをもち、多様な感じ方
や考え方の他者とかかわり、交流・
共有を図りながら、自分とは異なる
考えのよさを認め、自分の考えや理
解を深める授業を充実する。

・ 自分の学びを価値付け、新たな課
題に向かうこと、多様な考えをも
とに理解を再構築することを目的
に、まとめふり返りを充実し、言
葉を用いて正しく伝えることがで
きるよう指導を工夫する。

本年度の重点目標

「自 を見つめ、他者を理解し、よりよい生活を 

求めることができる子どもの育成」

・相手意識をもち、相手に対する思いやりの心をもち、親切
にすることができる。

・よりよい学級や学校をつくるために、人間関係づくりに大
切なことを考え、集団生活の充実に努める。

現代社会の要請 
基本的生活習慣の確立、学力向上、個性の伸長

規範意識の醸成、豊かな人間関係の形成

情報モラルの醸成、いじめの未然防止

重点目標目標

自己マネジメント力を高め、自らの人生を切り拓く力の育成

○自分を知り、自ら学び、共に高め合う子どもの育成 
○自他のよさを認め合い、つながり合う子どもの育成 
○自分を見つめ、健康の増進と体力の向上に努める子どもの

育成

社会

算数

理科

生活

音楽

家庭

体育

総合的な学習の時間

図画工作

分

親切、

道徳科の指導方針

道徳的価値の自覚、補充・深化・統合、自己の生き方

他の学校や関連機関

・地域の自然・文化・人との交流学習を通して

保護者参加型の授業を行ったりすることで

学級活動

学級活動

児童会活動

各学 年の重 点 目標

す
す
め
る
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【資料】 〈今年度の主な取組〉

【道徳教育の組織的取組について】・・・「他者理解に向けた取組」

 

 
 
「学級ふれあいタイム」

【自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫】

・・・「主題を重視し、一貫性をもたせた授業の取組」

改善前：「社会のきまり」

改善後：「社会のきまりの意義」

【家庭・地域との連携を生かした取組について】 

・・・「スクールコミュニティを生かした地域人材発掘の取組」

今年度の学校全体の取組として、学期ごとに「他者とつながり、

他者を理解し、深めていく」ためのテーマを設け、道徳教育との

関連を図った。

 この場合の「他者」は、友達にとどまらず、保護者や地域の方

々も含んだ上で「他者理解」と考えた。道徳科だけでなく教育活

動全体を通して「他者理解」を行うことで、相手を思いやる心を

育んできた。

１学期…「つながり」

２学期…「協力」

３学期…「深める・感謝」

児童同士、児童と担任、児童と保護者、保護者と担

任のつながりを深めるために、「学級ふれあいタイム」

を設定した。遊びを通して他者理解できるようにし

た。

主題名を

 

吟味した例

「主題名」は、「本時のねらいと教材で構成した主題

を、授業の内容が概観できるように端的に表したもの」

であることから、「主題名」を十分吟味することで、授

業の焦点化を図り、一貫性をもたせた授業が展開できる

ようにして、自己を見つめ、深い学びを実現する授業を

目指した。 

学期ごとの
テーマ

主題を重視し、指導の意図を明確にす

ることで、一貫した授業をすることがで

きた。

今年度は、スクールコミュニティのコーディネーターと連

携して、地域の人材発掘を行った。そして、多くの学年で、

学習活動に地域ボランティアとして協力してもらえる体制を

構築することができた。 
 今後は、この体制を生かし、家庭、地域と育成したい児童

の姿を共有し、地域と連携した道徳教育を推進していく。 

町探検などに地域のボランティアの方が

協力してくださった。そのつながりを道徳教

育に生かしていく。

 

 
何をした？ 
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県中地区道徳教育推進校｢郡山市立大槻中学校｣実施報告書

１　学校紹介

２　研究テーマ

日常にちりばめる道徳教育の推進

～自他との対話を通して自分を明らかにしていく生徒を支え導く～  

３　研究テーマ設定の理由

本校は、郡山市街の西部に広がるかつての大槻原を主な学区として、昭和２２年に開

校しまた学校創立７８周年を迎える歴史と伝統のある学校である。

学校教育目標の「明るく ねばり強く 深く考える」は開校以来変わることなく受け

継がれており、この目標の達成に向け、「豊かな心」「確かな学力」「健やかな体」の三つの

資質を育成することを念頭に、目指す生徒像として「明るい生徒」「ねばり強い生徒」「深

く考える生徒」というキーワードを掲げて教職員が一丸となって日々の教育活動に取り

組んでいる。

生徒は、素直で友達の話や発表をよく聞き、友達の考えに共感して前向きに取り組ん

でいる。地元出身の保護者が多く３世代同居の家庭も少なくないため、幼少から地域愛

が育まれている。

情報が錯綜し、めまぐるしく変化する時代を生き抜くためには、出来事に関心を持ち、

考えることを習慣化するとともに、一人の考えには限界や偏りがあることを知り、他と

の交流で学びを深めようとすることが必要と考える。道徳科の授業を要とする対話から、

自分を明らかにしていく生徒を支え導く教育活動を展開していく。

４　研究計画

学校名 福島県郡山市立大槻中学校

所在地 郡山市大槻町字西ノ宮４－１

校長名 積田 育子

教育目標 明るく ねばり強く 深く考える

学級及び

児童生徒数

学 級 数  １７ 

児童（生徒）数 ３７４名

月日（曜日） 主な研究内容

５月１４日（水）
５月２８日（水）
７月 ４日（金）
７月１１日（金）

８月２９日（金）

１０月 ６日（月）

１１月１０日（月）

１１月１８日（火）

１１月２８日（金）

研究テーマ、研究内容等の検討
道徳科校内授業研究会（第３学年 積田育子 校長）
先進校視察：岩手県盛岡市立上田中学校（２名）
第１回校内道徳教育研修会
講 師 日本大学工学部 教授 渡邉真魚 様
第２回校内道徳教育研修会
講 師 愛知県弥富市立十四山東部小学校 教諭 鈴木賢一 様
第３回校内道徳教育研修会（全日訪問）
指導助言 郡山市教育委員会 指導主事 佐藤真一 様

郡山市立安積第二中学校 教  諭 星 紀子 様
第４回校内道徳教育研修会 
指導助言 福島県教育庁県中教育事務所  指導主事 藤井千絵
道徳教育地区別推進協議会（県中地区）３学級授業公開  
講  師 日本大学工学部 教授 渡邉真魚 様
指導助言 福島県教育庁県中教育事務所 指導主事 藤井千絵

福島県教育庁県中教育事務所 指導主事 渡邉卓也
郡山市教育委員会 指導主事 伊藤 慧 様

研究のまとめ

す
す
め
る
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【ねらい】
学校で推進している道徳教育の取組を家庭や地域に広く理解していただき、協力と支

援を深める。さらに、生徒には家庭や地域に支えられていることを実感させ、社会の一
員としての自覚を育みながら道徳性の向上を図る。

【概要】
・ 授業参観時に道徳科の授業公開を行った。
・ 職場体験の活動場所の多くを地元または保護者の勤務先に設定した。
・ ローテーション道徳の様子や「道徳の根っこ」からの抜粋を「学年だより」や「学

校だより」に掲載した。 
・ 学校運営協議会で大槻中学校・大槻小学校での道徳教育の取組を伝えた。

【成果と課題】
○ 職場体験学習を通して、生徒は地元の支えを実感し、協働の意識が育まれた。
○ 「学年だより」「学校だより」への掲載や学校運営協議会での話題提供により、保護

者や地域の方に「温かな心を育む学校」という姿勢への理解が深まった。
○ 「道徳の根っこ  いいねでいい根」の掲示により、生徒相互の関心が深まり、些細

な“いいね”の 気付きが増えた。文化 祭で来場者に協力いただいたことで、活動へ
の理解が深まり、生徒の笑顔が増えた。

○ 学校運営協議会での「元気な挨拶や将来の地域を支える若者に力をもらっている」
という委員の発言を生徒に伝えたことで、生徒は、地域に見守られていることを実感し、
地域のために自分ができることをしようという思いが強まった。 

● 次年度は、地域行事との連携やオンライン発信なども取り入れ、家庭・地域と一体  
となった道徳教育を推進していきたい。

〈道徳の根っこ〉 〈職場体験学習〉

〈教員の学び〉
○ 第１回研修で「強みを生かすローテーション道徳」を具体的に理解し、自らの強み

を認識できた。
○  重点目標を踏まえたローテーション道徳計画表を作成した。「できることに無理を

せず取り組む」姿勢が定着し、実践の深化につながった。
○ 第２回研修で「教材のどこに着目し、子どもに何を考えさせるか」をテーマとした

プレ授業・示範授業を通して、授業のテーマやキーワードをイメージしながらの授業
構想の工夫や対話を生み出す時間設定について深い学びを得た。また、教材研究の視
点が広がり、子どもとの主体的な関わりを促す手立てを確認できた。

〈生徒の変化〉
○ ローテーション道徳の繰り返しの実践によって授業者が的確な指示と言葉選びを意

識したことで、「思考の変化」「発語の変化」が見られた。
○ 振り返りの型を示し、十分な記入時間を確保したことで、生徒が自分と向き合い、

多面的・多角的な考えに発展させ、生き方を深める一助となった。
○ 「道徳の根っこ」が楽しみ・励みとなり、日常にちりばめられた道徳への気付きが

増えた。誰かからの「ありがとう」を他の誰かに返そうとする「恩送り」の効果も見
え始めている。

〈学校文化への影響〉
○ 道徳的行為の可視化によって、生徒相互の関心が高まり、学校全体で温かな雰囲気

が醸成されている。
○ 研修や実践を通じて、教員間で「強みを生かす」「教材研究を深める」といった共通

理解が広がり、道徳教育の推進校としての文化が形成されつつある。
● 今後は、ローテーション道徳の評価方法を職員間で共有する研修を行うことで、学

校全体の教育文化をさらに豊かにしたい。

〈ローテーション道徳を

学年だよりに掲載〉

６「家庭・地域との連携」について

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

①  道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

 ○学校教育目標をうけ、目指す生徒像を「明るい生徒：楽しく前向きに物事を捉える

生徒」「ねばり強い生徒：良好な人間関係の構築に努力する生徒」「深く考える生徒：

相手の立場で物事を考える生徒、感謝、敬意を表出できる生徒」と示している。  

 ○「道徳科の授業づくり」「教育活動全般においての目標」「評価計画」等を明記する。 

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

○別葉は、重点目標を朱筆する。

○（特に１年生では）使用教科書の変更に伴う新たな教材との出会いを チャンスとし

て捉え、使用しながら朱書きで加除訂正し、学年で情報共有する。

○９月、１１月はローテーション道徳実施のため、教材を一枠にまとめて表記する。 

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

 ○各学年の道徳部員と協働して、ローテーション道徳を軌道に乗せる。テーマは、「強

みを生かすローテーション道徳」とする。

 ○校外研修で得られた情報を全職員で共有して授業の改善や指導力の向上に生かす。 

③ 組織的取組の具体策

 ○先生方の「強みを生かすローテーション道徳」を実施する。  

 ○道徳的行為が可視化できる「道徳の根っこ」を掲示し、校内外の“いいところ”を

貼りためる。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

①「生徒の自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫」として、ワークシ 

ートに記入したり、思考ツールを操作したりする時間を十分に確保する。  

②  授業の終末の振り返りで、「テーマについて、今日の授業を通して、誰のどんな発言

のおかげで、どのようなことを学べたのか」と問い、自身の学びをワークシートに記

入することを、毎時間積み重ねる。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

①  生徒が自分事として考え、さらに仲間の考えを知ることで、生徒がより多面的・多角

的な見方へと発展しているかを見取る。

ア  複数の道徳的価値の対立場面について自分事として捉え判断させる。（思考ツー

ル、心情メーター等の活用）

イ アの判断を基に「違う意見を聴く」対話活動を行う。

②  道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているかを見取る。

ア 自我関与の時間を十分に確保する。

イ 振り返りとして、ワークシートへの記載を促す。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

①  東日本大震災との関連を図る。

○３月１１日頃に「東日本大震災を語り継ぐ日」として全校道徳（集会）を行う。そ

して、３月の第２週に「ふくしま道徳資料集」の資料による道徳科の授業を行い、

「震災」への思いを将来に継承する機会とする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

①  授業参観時の授業公開を行う。

② 地域の支えを、職場体験活動を通じて理解し、協働の姿勢を育む。

③ ローテーション道徳の様子や振り返りからの抜粋を「学年だより」に掲載する。  

④「学校だより」に「大槻中の宝はやっぱり生徒」のコーナーを設け、素敵なエピソー

ドを発信する。

⑤  学校運営協議会で、大槻中学校・大槻小学校での道徳教育の取組を伝え、地域の方々

への支えに対する感謝を伝える機会とする。

５ 研究推進にあたって

す
す
め
る
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【ねらい】
学校で推進している道徳教育の取組を家庭や地域に広く理解していただき、協力と支

援を深める。さらに、生徒には家庭や地域に支えられていることを実感させ、社会の一
員としての自覚を育みながら道徳性の向上を図る。

【概要】
・ 授業参観時に道徳科の授業公開を行った。
・ 職場体験の活動場所の多くを地元または保護者の勤務先に設定した。
・ ローテーション道徳の様子や「道徳の根っこ」からの抜粋を「学年だより」や「学

校だより」に掲載した。 
・ 学校運営協議会で大槻中学校・大槻小学校での道徳教育の取組を伝えた。

【成果と課題】
○ 職場体験学習を通して、生徒は地元の支えを実感し、協働の意識が育まれた。
○ 「学年だより」「学校だより」への掲載や学校運営協議会での話題提供により、保護

者や地域の方に「温かな心を育む学校」という姿勢への理解が深まった。
○ 「道徳の根っこ  いいねでいい根」の掲示により、生徒相互の関心が深まり、些細

な“いいね”の 気付きが増えた。文化 祭で来場者に協力いただいたことで、活動へ
の理解が深まり、生徒の笑顔が増えた。

○ 学校運営協議会での「元気な挨拶や将来の地域を支える若者に力をもらっている」
という委員の発言を生徒に伝えたことで、生徒は、地域に見守られていることを実感し、
地域のために自分ができることをしようという思いが強まった。 

● 次年度は、地域行事との連携やオンライン発信なども取り入れ、家庭・地域と一体  
となった道徳教育を推進していきたい。

〈道徳の根っこ〉 〈職場体験学習〉

〈教員の学び〉
○ 第１回研修で「強みを生かすローテーション道徳」を具体的に理解し、自らの強み

を認識できた。
○  重点目標を踏まえたローテーション道徳計画表を作成した。「できることに無理を

せず取り組む」姿勢が定着し、実践の深化につながった。
○ 第２回研修で「教材のどこに着目し、子どもに何を考えさせるか」をテーマとした

プレ授業・示範授業を通して、授業のテーマやキーワードをイメージしながらの授業
構想の工夫や対話を生み出す時間設定について深い学びを得た。また、教材研究の視
点が広がり、子どもとの主体的な関わりを促す手立てを確認できた。

〈生徒の変化〉
○ ローテーション道徳の繰り返しの実践によって授業者が的確な指示と言葉選びを意

識したことで、「思考の変化」「発語の変化」が見られた。
○ 振り返りの型を示し、十分な記入時間を確保したことで、生徒が自分と向き合い、

多面的・多角的な考えに発展させ、生き方を深める一助となった。
○ 「道徳の根っこ」が楽しみ・励みとなり、日常にちりばめられた道徳への気付きが

増えた。誰かからの「ありがとう」を他の誰かに返そうとする「恩送り」の効果も見
え始めている。

〈学校文化への影響〉
○ 道徳的行為の可視化によって、生徒相互の関心が高まり、学校全体で温かな雰囲気

が醸成されている。
○ 研修や実践を通じて、教員間で「強みを生かす」「教材研究を深める」といった共通

理解が広がり、道徳教育の推進校としての文化が形成されつつある。
● 今後は、ローテーション道徳の評価方法を職員間で共有する研修を行うことで、学

校全体の教育文化をさらに豊かにしたい。

〈ローテーション道徳を

学年だよりに掲載〉

６「家庭・地域との連携」について

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

①  道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

 ○学校教育目標をうけ、目指す生徒像を「明るい生徒：楽しく前向きに物事を捉える

生徒」「ねばり強い生徒：良好な人間関係の構築に努力する生徒」「深く考える生徒：

相手の立場で物事を考える生徒、感謝、敬意を表出できる生徒」と示している。  

 ○「道徳科の授業づくり」「教育活動全般においての目標」「評価計画」等を明記する。 

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

○別葉は、重点目標を朱筆する。

○（特に１年生では）使用教科書の変更に伴う新たな教材との出会いを チャンスとし

て捉え、使用しながら朱書きで加除訂正し、学年で情報共有する。

○９月、１１月はローテーション道徳実施のため、教材を一枠にまとめて表記する。 

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

 ○各学年の道徳部員と協働して、ローテーション道徳を軌道に乗せる。テーマは、「強

みを生かすローテーション道徳」とする。

 ○校外研修で得られた情報を全職員で共有して授業の改善や指導力の向上に生かす。 

③ 組織的取組の具体策

 ○先生方の「強みを生かすローテーション道徳」を実施する。  

 ○道徳的行為が可視化できる「道徳の根っこ」を掲示し、校内外の“いいところ”を

貼りためる。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

①「生徒の自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫」として、ワークシ 

ートに記入したり、思考ツールを操作したりする時間を十分に確保する。  

②  授業の終末の振り返りで、「テーマについて、今日の授業を通して、誰のどんな発言

のおかげで、どのようなことを学べたのか」と問い、自身の学びをワークシートに記

入することを、毎時間積み重ねる。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

①  生徒が自分事として考え、さらに仲間の考えを知ることで、生徒がより多面的・多角

的な見方へと発展しているかを見取る。

ア  複数の道徳的価値の対立場面について自分事として捉え判断させる。（思考ツー

ル、心情メーター等の活用）

イ アの判断を基に「違う意見を聴く」対話活動を行う。

②  道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているかを見取る。

ア 自我関与の時間を十分に確保する。

イ 振り返りとして、ワークシートへの記載を促す。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

①  東日本大震災との関連を図る。

○３月１１日頃に「東日本大震災を語り継ぐ日」として全校道徳（集会）を行う。そ

して、３月の第２週に「ふくしま道徳資料集」の資料による道徳科の授業を行い、

「震災」への思いを将来に継承する機会とする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

①  授業参観時の授業公開を行う。

② 地域の支えを、職場体験活動を通じて理解し、協働の姿勢を育む。

③ ローテーション道徳の様子や振り返りからの抜粋を「学年だより」に掲載する。  

④「学校だより」に「大槻中の宝はやっぱり生徒」のコーナーを設け、素敵なエピソー

ドを発信する。

⑤  学校運営協議会で、大槻中学校・大槻小学校での道徳教育の取組を伝え、地域の方々

への支えに対する感謝を伝える機会とする。

５ 研究推進にあたって

す
す
め
る

２
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平
、社
会
正
義
】
C・

(1
1)

0
9
目
標
は
小
刻
み
に【
希
望
と

勇
気
、克
己
と
強
い
意
志
】
A・

( 4
)

0
0

16
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
作
戦【
郷
土

の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を

愛
す
る
態
度
】
C
・
(1
6)

20
銀
色
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
18
パ
ラ
リン
ピ
ック
を
駆
け
抜
け
た

「
き
ず
な
」̶
̶
道
下
美
里【
友
情
、

信
頼
】
B・
(8
)

21
時
速
二
八
五
キ
ロ
、千
三
百
人

0
0

10
釣
り
ざ
お
の
思
い
出【
節
度
、

節
制
】
A・
(2
)

0
0

33
美
し
い
母
の
顔【
家
族
愛
、家

庭
生
活
の
充
実
】
C
・
(1
4)

17
三
六
五
×
十
四
回
分
の
あ
り

が
と
う【
家
族
愛
、家
庭
生
活
の
充

実
】
C
・
(1
4)

入
学
式
 /
 B
(7
)

交
通
安
全
防
犯
教
室

大
掃
除

始
業
式

0
槻
の
木
祭
 /
 B
(8
)

三
者
面
談
 /
 A
(3
)

終
業
式

始
業
式

球
技
大
会

卒
業
式
 /
 C
(1
5)
　
D
(2
2)

道
徳

・ 
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
道
徳
の
計
画
作
成
に
あ
た
り
、
年
間
指
導
計
画
を
変
更
し
た
。
 

・ 
年
２
回
の
実
施
の
た
め
、
９
月
と
１
１
月
を
実
施
月
と
考
え
、
そ
の
月
の
道
徳
科
の
授
業
は
、
授
業
者
優
先

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
道
徳
を
実
施
し
て
い
る
。
 

よ
り
よ
い
学

校
生
活
、集
団
生
活
の
充
実
】

C
・
(1
5
)

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン

【

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
【

自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

0
8
裏
庭
で
の
出
来
事
【
自
主
、

自
律
、自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

0
9
目
標
は
小
刻
み
に【
希
望
と

勇
気
、克
己
と
強
い
意
志
】
A
・

( 4
)

0
2
バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・
( 6
)

0
1
道
徳
は
じ
ま
り
の
時
間
小

さ
な
勇
気
【
自
主
、自
律
、自
由

と
責
任
】A
・
( 1
)

0
1
道
徳
は
じ
ま
り
の
時
間
小

さ
な
勇
気
【
自
主
、自
律
、自
由

と
責
任
】
A・
( 1
)

0
2
バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・
( 6
)

2
5
ふ
た
り
の
子
ど
も
た
ち
へ

【
生
命
の
尊
さ
】D
・
( 1
9
)

0
8
裏
庭
で
の
出
来
事
【
自
主
、

自
律
、自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

2
7
夜
の
く
だ
も
の
屋
【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・
( 6
)

2
9
旗【
思
い
や
り
、感
謝
】
B
・

( 6
)

3
5
二
枚
の
写
真
【
よ
り
よ
い
学

校
生
活
、集
団
生
活
の
充
実
】

C・
( 1
5
)

2
8
語
り
か
け
る
目【
生
命
の
尊

さ
】D
・
( 1
9
)

【
遵
法
精
神
、
公
徳
心
】

【
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
】

C
・
(1
0)

D
・
(2
2)

を
乗
せ
て
。

【
勤
労
】
C
・
(1
3)

本 校 の 教 育 目 標

明るく ねばり強く 深く考える

≪目指す生徒の姿≫
明るい生徒 ねばり強い生徒 深く考える生徒

○楽しく前向きに物事
を捉える生徒

○良好な人間関係の構築に努
力する生徒

○相手の立場で物事を考える生徒
○感謝、敬意を表出できる生徒

・素直に話を聞くことができる。 
・友達の話や発表をよく聞き、友達の考え
に共感し前向きに取り組む。

・より高い目標を目指し、努力できる。

本校卒業の保護者や祖父母の割合が多
く、幼少から地域愛が育まれている。

・

・

地域の協力が得られやすい。
・新興住宅地や市営アパートへの転居者
も多く、多様な生活環境で育っている。

・「職場体験学習」による地域貢献
・学校だよりへの記載
・学校運営協議会での話題提供
・地域における小中学校の連携と協力
（授業参観の互見）

道徳科の授業づくり
道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的

に考え、人間としての生き方についての考えを深められるよう、次のことを大切にする。
① 目の前の生徒の実態に合わせた授業構想・・・ねらい（テーマ）の熟考
② 自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫
③ 多様な思いを生み、考えを深めるための対話のさせかたの工夫
④ 学びの自覚化を生む十分な振り返り（記載）の時間の提供

道徳教育の重点目標 
A 希望と勇気、克己と強い意志

基本的生活習慣を身につけ、より高い目標に向かって努力する生徒を育てる。
B 思いやり、感謝

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めながら、まわりの人々に対して感謝と思
いやりの心を持って接することのできる生徒を育てる。     

D 生命の尊さ
生命の尊さを理解し、美しいものに素直に感動する心豊かな生徒を育てる。

C よりよい学校生活、集団生活の充実 
集団の意義についての理解を深め、自己の役割と責任を自覚し、協力し合って集団
生活の向上に努める生徒を育てる。

C 公正、公平、社会正義
いじめについて自分自身のこととして捉え、いじめを許さない気持ちを持って行動
することのできる生徒を育てる。   

＋
各学年の指導の重点

第 一 学 年 第 二 学 年 第 三 学 年
A
自主、自律、自由と責任 
望ましい生活習慣を身に

つけることの大切さを自覚
し、自らを律し、生活を正す
態度を育てる。   

B
相互理解、寛容 
相手の立場に立ってお互
いのよさを認め、励まし合い
高め合おうとする態度を育
てる。   

C 
 社会参画、公共の精神
人間としての最低限の規範

意識を身につけ、積極的な社会
参画の自覚を深めようとする
心情を育てる。

日本国憲法 教育基本法
学校教育法 教育関係法規

学習指導要領
いじめ防止対策推進法

郡山市いじめ防止基本方針

道 徳 教 育 全 体 計 画

道 徳 的 実 践 へ 

各 教 科
国
語

他者の心情を理解し、思いやりある
表現を身につける

社
会

公共心を養い、社会の一員として責
任を果たす態度を養う

数
学

論理的に考え、誠実に課題へ取り組
む姿勢を培う

理
科

自然や生命の尊さを理解し、環境を
大切にする心を育てる

音
楽

協調性を育み、互いの感性を尊重す
る態度を養う

美
術

活動を通じて自己を表現し、他者の
多様な表現を尊重する心を育てる

保
体

スポーツを通じて規律やフェアプレ
ー精神を身につける

技
・ 家

生活に必要な知識や技能を学び、勤
労や協力の大切さを理解する

英
語

異文化理解を深め、国際社会で共生
する姿勢を育てる

特別活動

学級の一員として互いを尊重し、協力して
よりよい集団を築く態度を育てる
〈生徒会活動〉

〈学級活動〉

自治的活動を通じて公共心を養い、学校全
体のために責任ある行動を取る姿勢を培う
〈学校行事〉
行事への参加を通じて協調性や連帯感を深
め、思い出を共有する喜びを大切にする

生徒指導
自分を大切にする力
・自己理解を深め、自己肯定感を育てる
・健康や生命を尊重し、主体的に生活する
他者を思いやる力
・相手の立場や気持ちを尊重し、協力する
・いじめや差別を許さず、互いに尊重し合う
社会の一員としての責任 
・ルールやきまりを守って行動する 
・地域に貢献する 
正しく判断し行動する力 
・考えなくても正しい判断のもとに行動する
・自律的に考え、実践する姿勢を身につける

・生徒が考え、議論し、自己の生き
方を深める過程をみとり累積する
・学習状況や成長の様子を認め励ま
す表現を工夫する

・教師の授業改善に役立てる

郡山市立大槻中学校 

地 域 の 実 態 

生 徒 の 実 態

総合的な学習の時間

家庭の協力・地域社会との連携

評価計画

自己理解と自己実現
・自ら課題を設定し、主体的に探究する
ことで、自分の可能性を認識し、自己
を尊重する態度を育てる。

他者理解と協働の心  
・調査や体験活動を通じて多様な人々と
関わり、協力し合いながら課題を解決
する姿勢を養う。

す
す
め
る

２

― 37 ―― 36 ―



【

令
和
７
年
度
道
徳
教
育
 別
様
１
年
（
重
点
項
目
は
朱
筆
）
 

道
徳
教
育
の
重
点
目
標

1年
の
重
点
目
標

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
04
挑
戦
す
る
こ
と
に
、生
き
る
̶

̶
羽
生
結
弦【
希
望
と
勇
気
、克
己

と
強
い
意
志
】
A・
(4
)

07
魚
の
涙【
よ
り
よ
く
生
き
る
喜

び
】
D
・
(2
2)

11
自
分
の
番
い
の
ち
の
バ
トン

【
生
命
の
尊
さ
】
D
・
(1
9)

13
言
葉
の
向
こ
う
に【
相
互
理

解
、
寛
容
】
B・
(9
)

14
ラ
イ
オ
ン
が
逃
げ
た【
遵
法
精

神
、
公
徳
心
】
C
・
(1
0)

18
パ
ラ
リン
ピ
ッ
ク
を
駆
け
抜
け

た「
き
ず
な
」̶
̶
道
下
美
里

【
友
情
、
信
頼
】
B・
(8
)

22
町
内
会
デ
ビ
ュ
ー【
社
会
参

画
、
公
共
の
精
神
】
C
・
(1
2)

26
日
本
探
し
の
旅【
我
が
国
の
伝

統
と
文
化
の
尊
重
、国
を
愛
す
る
態

度
】
C
・
(1
7)

】
・

【
、

B
思
い
や
り
感
謝

(6
)

2
9
旗

31
あ
の
ハ
チ
ド
リ
の
よ
う
に
̶̶

ワ
ン
ガ
リ・
マ
ー
タ
イ【
自
然
愛
護
】

D
・
(2
0)

34
【
よ

り
よ
く
生
き
る
喜
び
】
D・
(2
2)

05
ヨ
シ
ト【
公
正
、公
平
、社
会

正
義
】
C
・
(1
1)

1
2
ネ
ット
将
棋【
自
主
、自
律
、

15
二
人
の
通
学
路【
友
情
、信

頼
】
B・
(8
)

19
島
耕
作
あ
る
朝
の
出
来
事

【
遵
法
精
神
、
公
徳
心
】

C
・
(1
0)

23
初
め
て
の
実
験
̶̶
山
中
伸

弥
【
真
理
の
探
究
、
創
造
】

A・
(5
)

2
7
夜
の
く
だ
も
の
屋【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・(
6
)

30
国
際
協
力
っ
て
ど
うい
うこ
と？

【
国
際
理
解
、国
際
貢
献
】
C・

(1
8)

32
感
動
、畏

敬
の
念
】
D
・
(2
1)

二
35

枚
の
写
真

03
お
か
し
な
礼
儀
【
礼
儀
】
B・

(7
)

06
あ
る
日
の
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

【
公
正
、公
平
、社
会
正
義
】
C・

(1
1)

16
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
作
戦【
郷
土

の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を

愛
す
る
態
度
】
C
・
(1
6)

20
銀
色
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

【
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
】

D
・
(2
2)

24
木
箱
の
中
の
鉛
筆
た
ち【
向
上

心
、
個
性
の
伸
長
】
A・
(3
)

2
8
語
り
か
け
る
目【
生
命
の
尊

さ
】D
・(
1
9
)

33
美
し
い
母
の
顔

家
族
愛
、

家
庭
生
活
の
充
実
】
C
・
(1
4)

10
釣
り
ざ
お
の
思
い
出【
節
度
、

節
制
】
A・
(2
)

17
三
六
五
×
十
四
回
分
の
あ
り

が
と
う【
家
族
愛
、家
庭
生
活
の
充

実
】
C
・
(1
4)

21
時
速
二
八
五
キ
ロ
、千
三
百
人

を
乗
せ
て
。【
勤
労
】
C
・
(1
3)

2
5
ふ
た
り
の
子
ど
も
た
ち
へ

【
生
命
の
尊
さ
】D
・(
1
9
)

入
学
式
 /
 B
・
(7
)

交
通
安
全
・
防
犯
教
室

中
体
連
他
大
会
/
A・
(1
)A
・

(4
)

大
掃
除

始
業
式

槻
の
木
祭
 /
 B
・
(8
)

三
者
面
談
 /
 A
・
(3
)

終
業
式

始
業
式

球
技
大
会

卒
業
式
 /
 C
・
(1
5)
　
D・
(2
2)

健
康
診
断

中
体
連
他
　
大
会
 /
 A
・
(4
)

終
業
式

避
難
訓
練
 /
 C
・
(1
0)

大
掃
除

大
掃
除

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
 /
 B
・
(8
)

修
了
式
 /
 C
・
(1
5)

離
任
式
 /
 C
・
(1
5)

道
徳
別
葉
（
学
校
行
事
・
教
科
等
と
の
関
連
）

中
学
校
１
学
年

①
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
生
徒
を
育
て
る
。
A 
－
 (4
) 希
望
と
勇
気
　
克
己
と
強
い
意
志

②
教
師
と
生
徒
及
び
生
徒
相
互
の
人
間
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
ま
わ
り
の
人
々
に
対
し
て
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
の

で
き
る
生
徒
を
育
て
る
。
 B
 －
 (
6)
  思
い
や
り
　
感
謝

③
生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
、
美
し
い
も
の
に
素
直
に
感
動
す
る
心
豊
か
な
生
徒
を
育
て
る
。
  D
 －
 (
19
) 
 生
命
の
尊
さ

④
集
団
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
己
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
協
力
し
合
っ
て
集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
生
徒
を
育
て
る
。

C
 －
(1
5)
  集
団
生
活
の
充
実

⑤
い
じ
め
に
つ
い
て
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
気
持
ち
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
。

C
 －
 (
11
) 
 公
正
、
公
平
　
社
会
正
義

①
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
　
生
徒
を
育
て
る
。
A 
- 
(4
)

②
教
師
と
生
徒
及
び
生
徒
相
互
の
人
間
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
ま
わ
り
の
人
々
に
対
し
て
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒

を
育
て
る
。
B 
- 
(6
)

③
生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
、
美
し
い
も
の
に
素
直
に
感
動
す
る
心
豊
か
な
生
徒
を
育
て
る
。
D
 -
 (
19
)

④
集
団
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
己
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
協
力
し
合
っ
て
集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
生
徒
を
育
て
る
。
C
 -

(1
5)

⑤
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
覚
し
，
自
ら
を
律
し
、
生
活
を
正
す
態
度
を
育
て
る
。
 A
 -
 (
1)

中
２
２
　
大
槻
中
学
校

道
徳

学
校
行
事

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
04
挑
戦
す
る
こ
と
に
、生
き
る
̶

̶
羽
生
結
弦【
希
望
と
勇
気
、克
己

と
強
い
意
志
】
A・
(4
)

07
魚
の
涙【
よ
り
よ
く
生
き
る
喜

び
】
D
・
(2
2)

11
自
分
の
番
い
の
ち
の
バ
ト
ン

【
生
命
の
尊
さ
】
D
・
(1
9)

23
初
め
て
の
実
験
̶̶
山
中
伸

弥
【
真
理
の
探
究
、
創
造
】

A・
(5
)

13
言
葉
の
向
こ
う
に【
相
互
理

解
、
寛
容
】
B・
(9
)

22
町
内
会
デ
ビ
ュ
ー【
社
会
参

画
、
公
共
の
精
神
】
C
・
(1
2)

26
日
本
探
し
の
旅【
我
が
国
の
伝

統
と
文
化
の
尊
重
、国
を
愛
す
る
態

度
】
C
・
(1
7)

31
あ
の
ハ
チ
ド
リ
の
よ
う
に
̶̶

ワ
ン
ガ
リ・
マ
ー
タ
イ【
自
然
愛
護
】

D
・
(2
0)

34
い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン【
よ
り

よ
く
生
き
る
喜
び
】
D
・
(2
2)

05
ヨ
シ
ト【
公
正
、公
平
、社
会
正

義
】
C
・
(1
1)

24
木
箱
の
中
の
鉛
筆
た
ち【
向
上

心
、
個
性
の
伸
長
】
A・
(3
)

1
2
ネ
ッ
ト
将
棋
【
自
主
、自
律
、

自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

0
14
ラ
イ
オ
ン
が
逃
げ
た【
遵
法
精

神
、
公
徳
心
】
C
・
(1
0)

15
二
人
の
通
学
路【
友
情
、信

頼
】
B・
(8
)

19
島
耕
作
あ
る
朝
の
出
来
事

30
国
際
協
力
っ
て
ど
うい
うこ
と
？

【
国
際
理
解
、国
際
貢
献
】
C・

(1
8)

32
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木【
感
動
、畏

敬
の
念
】
D
・
(2
1)

03
お
か
し
な
礼
儀
【礼
儀
】
B・

(7
)

06
あ
る
日
の
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

【
公
正
、公
平
、社
会
正
義
】
C・

(1
1)

0
9
目
標
は
小
刻
み
に【
希
望
と

勇
気
、克
己
と
強
い
意
志
】
A・

( 4
)

0
0

16
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
作
戦【
郷
土

の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を

愛
す
る
態
度
】
C
・
(1
6)

20
銀
色
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
18
パ
ラ
リン
ピ
ック
を
駆
け
抜
け
た

「
き
ず
な
」̶
̶
道
下
美
里【
友
情
、

信
頼
】
B・
(8
)

21
時
速
二
八
五
キ
ロ
、千
三
百
人

0
0

10
釣
り
ざ
お
の
思
い
出【
節
度
、

節
制
】
A・
(2
)

0
0

33
美
し
い
母
の
顔【
家
族
愛
、家

庭
生
活
の
充
実
】
C
・
(1
4)

17
三
六
五
×
十
四
回
分
の
あ
り

が
と
う【
家
族
愛
、家
庭
生
活
の
充

実
】
C
・
(1
4)

入
学
式
 /
 B
(7
)

交
通
安
全
防
犯
教
室

大
掃
除

始
業
式

0
槻
の
木
祭
 /
 B
(8
)

三
者
面
談
 /
 A
(3
)

終
業
式

始
業
式

球
技
大
会

卒
業
式
 /
 C
(1
5)
　
D
(2
2)

道
徳

・ 
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
道
徳
の
計
画
作
成
に
あ
た
り
、
年
間
指
導
計
画
を
変
更
し
た
。
 

・ 
年
２
回
の
実
施
の
た
め
、
９
月
と
１
１
月
を
実
施
月
と
考
え
、
そ
の
月
の
道
徳
科
の
授
業
は
、
授
業
者
優
先

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
道
徳
を
実
施
し
て
い
る
。
 

よ
り
よ
い
学

校
生
活
、集
団
生
活
の
充
実
】

C
・
(1
5
)

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン

【

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
【

自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

0
8
裏
庭
で
の
出
来
事
【
自
主
、

自
律
、自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

0
9
目
標
は
小
刻
み
に【
希
望
と

勇
気
、克
己
と
強
い
意
志
】
A
・

( 4
)

0
2
バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・
( 6
)

0
1
道
徳
は
じ
ま
り
の
時
間
小

さ
な
勇
気
【
自
主
、自
律
、自
由

と
責
任
】A
・
( 1
)

0
1
道
徳
は
じ
ま
り
の
時
間
小

さ
な
勇
気
【
自
主
、自
律
、自
由

と
責
任
】
A・
( 1
)

0
2
バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・
( 6
)

2
5
ふ
た
り
の
子
ど
も
た
ち
へ

【
生
命
の
尊
さ
】D
・
( 1
9
)

0
8
裏
庭
で
の
出
来
事
【
自
主
、

自
律
、自
由
と
責
任
】A
・
( 1
)

2
7
夜
の
く
だ
も
の
屋
【
思
い
や

り
、感
謝
】B
・
( 6
)

2
9
旗【
思
い
や
り
、感
謝
】
B
・

( 6
)

3
5
二
枚
の
写
真
【
よ
り
よ
い
学

校
生
活
、集
団
生
活
の
充
実
】

C・
( 1
5
)

2
8
語
り
か
け
る
目【
生
命
の
尊

さ
】D
・
( 1
9
)

【
遵
法
精
神
、
公
徳
心
】

【
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
】

C
・
(1
0)

D
・
(2
2)

を
乗
せ
て
。

【
勤
労
】
C
・
(1
3)

本 校 の 教 育 目 標

明るく ねばり強く 深く考える

≪目指す生徒の姿≫
明るい生徒 ねばり強い生徒 深く考える生徒

○楽しく前向きに物事
を捉える生徒

○良好な人間関係の構築に努
力する生徒

○相手の立場で物事を考える生徒
○感謝、敬意を表出できる生徒

・素直に話を聞くことができる。 
・友達の話や発表をよく聞き、友達の考え
に共感し前向きに取り組む。
・より高い目標を目指し、努力できる。

本校卒業の保護者や祖父母の割合が多
く、幼少から地域愛が育まれている。
・

・

地域の協力が得られやすい。
・新興住宅地や市営アパートへの転居者
も多く、多様な生活環境で育っている。

・「職場体験学習」による地域貢献
・学校だよりへの記載
・学校運営協議会での話題提供
・地域における小中学校の連携と協力
（授業参観の互見）

道徳科の授業づくり
道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的
に考え、人間としての生き方についての考えを深められるよう、次のことを大切にする。
① 目の前の生徒の実態に合わせた授業構想・・・ねらい（テーマ）の熟考
② 自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫
③ 多様な思いを生み、考えを深めるための対話のさせかたの工夫
④ 学びの自覚化を生む十分な振り返り（記載）の時間の提供

道徳教育の重点目標 
A 希望と勇気、克己と強い意志

基本的生活習慣を身につけ、より高い目標に向かって努力する生徒を育てる。
B 思いやり、感謝

教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深めながら、まわりの人々に対して感謝と思
いやりの心を持って接することのできる生徒を育てる。     

D 生命の尊さ
生命の尊さを理解し、美しいものに素直に感動する心豊かな生徒を育てる。

C よりよい学校生活、集団生活の充実 
集団の意義についての理解を深め、自己の役割と責任を自覚し、協力し合って集団
生活の向上に努める生徒を育てる。

C 公正、公平、社会正義
いじめについて自分自身のこととして捉え、いじめを許さない気持ちを持って行動
することのできる生徒を育てる。   

＋
各学年の指導の重点

第 一 学 年 第 二 学 年 第 三 学 年
A
自主、自律、自由と責任 
望ましい生活習慣を身に
つけることの大切さを自覚
し、自らを律し、生活を正す
態度を育てる。   

B
相互理解、寛容 
相手の立場に立ってお互
いのよさを認め、励まし合い
高め合おうとする態度を育
てる。   

C 
 社会参画、公共の精神
人間としての最低限の規範
意識を身につけ、積極的な社会
参画の自覚を深めようとする
心情を育てる。

日本国憲法 教育基本法
学校教育法 教育関係法規

学習指導要領
いじめ防止対策推進法

郡山市いじめ防止基本方針

道 徳 教 育 全 体 計 画

道 徳 的 実 践 へ 

各 教 科
国
語

他者の心情を理解し、思いやりある
表現を身につける

社
会

公共心を養い、社会の一員として責
任を果たす態度を養う

数
学

論理的に考え、誠実に課題へ取り組
む姿勢を培う

理
科

自然や生命の尊さを理解し、環境を
大切にする心を育てる

音
楽

協調性を育み、互いの感性を尊重す
る態度を養う

美
術

活動を通じて自己を表現し、他者の
多様な表現を尊重する心を育てる

保
体

スポーツを通じて規律やフェアプレ
ー精神を身につける

技
・ 家

生活に必要な知識や技能を学び、勤
労や協力の大切さを理解する

英
語

異文化理解を深め、国際社会で共生
する姿勢を育てる

特別活動

学級の一員として互いを尊重し、協力して
よりよい集団を築く態度を育てる
〈生徒会活動〉

〈学級活動〉

自治的活動を通じて公共心を養い、学校全
体のために責任ある行動を取る姿勢を培う
〈学校行事〉
行事への参加を通じて協調性や連帯感を深
め、思い出を共有する喜びを大切にする

生徒指導
自分を大切にする力
・自己理解を深め、自己肯定感を育てる
・健康や生命を尊重し、主体的に生活する
他者を思いやる力
・相手の立場や気持ちを尊重し、協力する
・いじめや差別を許さず、互いに尊重し合う
社会の一員としての責任 
・ルールやきまりを守って行動する 
・地域に貢献する 
正しく判断し行動する力 
・考えなくても正しい判断のもとに行動する
・自律的に考え、実践する姿勢を身につける

・生徒が考え、議論し、自己の生き
方を深める過程をみとり累積する
・学習状況や成長の様子を認め励ま
す表現を工夫する

・教師の授業改善に役立てる

郡山市立大槻中学校 

地 域 の 実 態 

生 徒 の 実 態

総合的な学習の時間

家庭の協力・地域社会との連携

評価計画

自己理解と自己実現
・自ら課題を設定し、主体的に探究する
ことで、自分の可能性を認識し、自己
を尊重する態度を育てる。
他者理解と協働の心  
・調査や体験活動を通じて多様な人々と
関わり、協力し合いながら課題を解決
する姿勢を養う。

す
す
め
る

２
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【資料】 ≪チーム大槻の取組≫

 

 

 

 

 

 

「道徳の根っこ」『いいね で いい根』の仕掛け 

「強みを生かすローテーション道徳」を軌道に乗せるための研修会を『作戦会議』
と称して、全職員で行ったことで、職員が「強み」を自覚する機会となった。重点目標
も鑑みて計画を練り、「できることに無理をせず取り組んだ」ことで実践が深まった。

 
「教材のどこに着目し、子どもに何を考えさ

せるか」をテーマに、プレ授業と示範授業を実
施した。参観授業と講義から、授業のテーマや
キーワードをイメージしながら構想を練るこ
と、生徒が自分ごととして受け止め、対話を生
み出す時間の設定について特に深い学びを得
た。また、教材研究の視点が広がり、子どもと
の主体的な関わりを促す手立てを確認できた。 

※「プレ授業」とは、授業者が参観者に向けて授  

業の見どころや構想を簡易な模擬授業形式で
示す時間である。この方法は、参観者の視点を
育て、授業の理解を深めることができるため、
効果的だった。

 

 
校内６カ所に掲示し、校

内放送や学校だよりで内
容を紹介したことで生徒
の、楽しみ・励みとなって
いる。また、文化祭で来場
者に呼びかけたことで地
域の方々との協働が生ま
れた。

道徳的行為の可視化に
よって、生徒相互の関心が
高まり、日常にちりばめら
れた道徳への気づきが増
えた。誰かからのありがと
うを他の誰かに返す「恩送
り」の効果も見え始めてい
る。

 

「強みを生かすローテーション」道徳

授業構想と「問い」の精選
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県南地区道徳教育推進校｢矢吹町立三神小学校｣実施報告書

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

思いやりの心をもち、よりよく生きていこうとする子どもの育成 

～多様な考えを交流しながら、自己を見つめ、考えを深める授業を通して～

３ 研究テーマ設定の理由

本校は「豊かな人間性を備え  心も体も健康で  共に伸びようとする子ども」の育成を

教育目標とし「(徳)思いやりのある子(知)考える子(体)たくましい子」の３つを柱として、

日々教育活動に取り組んでいる。徳に関する「思いやりのある子ども」については、あい

さつや返事の励行、温かい言葉（ぽかぽか言葉）があふれる人間関係の育成に力を入れて

取り組んでいる。この取組と道徳教育を関連付けながら推進していきたい。 

本校児童は、全体的に素直で明るく、学年を超えて仲がよく、自分の思いや考えをもち、

その思いを伝えることができる。また、係活動や委員会活動等については、進んでアイデ

アを出し合い、創意工夫した活動を企画し、実施することができる。しかし、自分の思い

は主張するが、相手の気持ちを考えた行動ができず、正しくないと分かっていても、「これ

くらいならいいだろう」と場の雰囲気に流されてしまう傾向がある。道徳科の授業につい

ては、道徳的価値の大切さが分かり、よりよい意見は出せるが、それを自分の生活の場面

に結び付けて考えられず、日常生活に生かせない児童もいる。 

そこで、道徳科の授業を要とし、話合い活動を通して、多様な考えに触れ、自己を見つ

めることで、一人一人がよりよく生きようとする道徳性を養い、さらに、教育活動全体を

通して、児童の様々な姿を価値付けていくことで、道徳的判断力・実践意欲と態度が育成

されていくものと考え、研究テーマを設定した。

４ 研究計画 

学校名 矢吹町立三神小学校  

所在地 西白河郡矢吹町神田西  １３０－２
 

校長名 菊池 呂之 

教育目標
「豊かな人間性を備え  心も体

も健康で  共に伸びようとす
る子ども」の育成

学級及び児童

生徒数

学 級 数    ６ 

児童（生徒）数   ９６名 

月日（曜日） 主な研究内容 備考

４月 ３日（木） 

６月１３日（金）

 

 
 

 
    

第１回校内研究全体会
校内授業研究会 ２年 木村 美和子 教諭
指導助言 県南教育事務所 指導主事 榊 邦宏
校内授業研究会 ５年 後藤 太成 教諭
指導助言 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花 洋介

県南教育事務所 指導主事 榊 邦宏
講師 秋田公立美術大学  副学長 毛内 嘉威 様 
校内授業研究会 １年 渡部 美佳 教諭
指導助言 県南教育事務所 指導主事 榊 邦宏
講演会 講師 いわき伝承みらい館  石塚 洋悦 様 
道徳教育地区別推進協議会  
公開授業 ２年 木村 美和子 教諭

６年 米倉 紘之 教諭

県南教育事務所  指導主事 榊  邦宏
指導助言 指導主事矢吹町教育委員会 中井 雅之 様

講 師 秋田公立美術大学 副学長 毛内 嘉威 様
講演会 講師 矢吹町教育委員会 副主査 千葉 麻美 様
第２回校内研究全体会（研究のまとめ）

９月１２日（金）

７月１５日（火）

９月２６日（金）
１０月２１日（火）

１１月２７日（木）
２月 ９日（月）

す
す
め
る
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【資料】 ≪チーム大槻の取組≫

 

 

 

 

 

 

「道徳の根っこ」『いいね で いい根』の仕掛け 

「強みを生かすローテーション道徳」を軌道に乗せるための研修会を『作戦会議』
と称して、全職員で行ったことで、職員が「強み」を自覚する機会となった。重点目標
も鑑みて計画を練り、「できることに無理をせず取り組んだ」ことで実践が深まった。

 
「教材のどこに着目し、子どもに何を考えさ

せるか」をテーマに、プレ授業と示範授業を実
施した。参観授業と講義から、授業のテーマや
キーワードをイメージしながら構想を練るこ
と、生徒が自分ごととして受け止め、対話を生
み出す時間の設定について特に深い学びを得
た。また、教材研究の視点が広がり、子どもと
の主体的な関わりを促す手立てを確認できた。 

※「プレ授業」とは、授業者が参観者に向けて授  

業の見どころや構想を簡易な模擬授業形式で
示す時間である。この方法は、参観者の視点を
育て、授業の理解を深めることができるため、
効果的だった。

 

 
校内６カ所に掲示し、校

内放送や学校だよりで内
容を紹介したことで生徒
の、楽しみ・励みとなって
いる。また、文化祭で来場
者に呼びかけたことで地
域の方々との協働が生ま
れた。

道徳的行為の可視化に
よって、生徒相互の関心が
高まり、日常にちりばめら
れた道徳への気づきが増
えた。誰かからのありがと
うを他の誰かに返す「恩送
り」の効果も見え始めてい
る。

 

「強みを生かすローテーション」道徳

授業構想と「問い」の精選
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県南地区道徳教育推進校｢矢吹町立三神小学校｣実施報告書

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

思いやりの心をもち、よりよく生きていこうとする子どもの育成 

～多様な考えを交流しながら、自己を見つめ、考えを深める授業を通して～

３ 研究テーマ設定の理由

本校は「豊かな人間性を備え  心も体も健康で  共に伸びようとする子ども」の育成を

教育目標とし「(徳)思いやりのある子(知)考える子(体)たくましい子」の３つを柱として、

日々教育活動に取り組んでいる。徳に関する「思いやりのある子ども」については、あい

さつや返事の励行、温かい言葉（ぽかぽか言葉）があふれる人間関係の育成に力を入れて

取り組んでいる。この取組と道徳教育を関連付けながら推進していきたい。 

本校児童は、全体的に素直で明るく、学年を超えて仲がよく、自分の思いや考えをもち、

その思いを伝えることができる。また、係活動や委員会活動等については、進んでアイデ

アを出し合い、創意工夫した活動を企画し、実施することができる。しかし、自分の思い

は主張するが、相手の気持ちを考えた行動ができず、正しくないと分かっていても、「これ

くらいならいいだろう」と場の雰囲気に流されてしまう傾向がある。道徳科の授業につい

ては、道徳的価値の大切さが分かり、よりよい意見は出せるが、それを自分の生活の場面

に結び付けて考えられず、日常生活に生かせない児童もいる。 

そこで、道徳科の授業を要とし、話合い活動を通して、多様な考えに触れ、自己を見つ

めることで、一人一人がよりよく生きようとする道徳性を養い、さらに、教育活動全体を

通して、児童の様々な姿を価値付けていくことで、道徳的判断力・実践意欲と態度が育成

されていくものと考え、研究テーマを設定した。

４ 研究計画 

学校名 矢吹町立三神小学校  

所在地 西白河郡矢吹町神田西  １３０－２
 

校長名 菊池 呂之 

教育目標
「豊かな人間性を備え  心も体

も健康で  共に伸びようとす
る子ども」の育成

学級及び児童

生徒数

学 級 数    ６ 

児童（生徒）数   ９６名 

月日（曜日） 主な研究内容 備考

４月 ３日（木） 

６月１３日（金）

 

 
 

 
    

第１回校内研究全体会
校内授業研究会 ２年 木村 美和子 教諭
指導助言 県南教育事務所 指導主事 榊 邦宏
校内授業研究会 ５年 後藤 太成 教諭
指導助言 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花 洋介

県南教育事務所 指導主事 榊 邦宏
講師 秋田公立美術大学  副学長 毛内 嘉威 様 
校内授業研究会 １年 渡部 美佳 教諭
指導助言 県南教育事務所 指導主事 榊 邦宏
講演会 講師 いわき伝承みらい館  石塚 洋悦 様 
道徳教育地区別推進協議会  
公開授業 ２年 木村 美和子 教諭

６年 米倉 紘之 教諭

県南教育事務所  指導主事 榊  邦宏
指導助言 指導主事矢吹町教育委員会 中井 雅之 様

講 師 秋田公立美術大学 副学長 毛内 嘉威 様
講演会 講師 矢吹町教育委員会 副主査 千葉 麻美 様
第２回校内研究全体会（研究のまとめ）

９月１２日（金）

７月１５日（火）

９月２６日（金）
１０月２１日（火）

１１月２７日（木）
２月 ９日（月）

す
す
め
る

２

― 39 ―



〈トリオトークの様子〉

【ねらい】

学校、家庭、地域が一体となって共通理解を図り、相互の連携を 児童の主体深めながら、

的な姿につなげたり、保護者や地域住民の理解が深まったりする道徳教育の実現を目指す。

【概要】

・ 年１回授業参観において、道徳科の授業を保護者に見て

いただく機会を設定した。  

・ 個別懇談や通知表を通して、道徳科の学習の様子を伝え

た。道徳科のノートやワークシートも保護者に見ていただ

き、児童の学習の取組を伝え、保護者から自分のお子さん

にメッセージを書いてもらった。

・ 年４回の学校運営協議会において、授業参観していただ

き、道徳科の取組について伝え、保護者だけでなく、地域

の方々にもホームページや学校便りで取組を発信してきた。

・ １年生の道徳科の授業においては、見守り隊でお世話に

なっている方をゲストティーチャーとしてお招きし、授業を実施した。

・ いわき震災伝承みらい館の語り部の会の方をお招きし、４，５，６年生を対象とし、

震災講話を聞く会を開いた。震災についての学習と「ふくしま道徳教育資料集」での授

業を関連付けて実施した。

【成果と課題】

○ 児童の道徳の学習の様子を保護者へ伝えることで、保護者の道徳教育への関心が高ま

ると共に、家庭教育でも考えていただきたい道徳的価値を理解していただくことができ

た。また、保護者からのメッセージにより、児童の道徳科の学習への励みとなった。

○ 講話や授業の参加等によるゲストティーチャーの活用を図ったことで、より学習効果

が高まり、子どもたちの道徳的価値についての理解を深めることができた。

● 学校、家庭、地域が一体となった道徳教育の更なる充実を図るべく、様々な取組を模

索していきたい。

○ 今年度、道徳教育推進校となり、本校の道徳教育の重

点目標が達成できるように全職員で道徳教育のあり方を

考え、一丸となって取り組むことができた。「短時間で」

「どんなことでも」をキーワードに、道徳科についてい

つでも気軽に話すことができる環境（場所や時間）づく

りを心がけたことで、道徳科の授業の発問について考え

たり、授業の感想を伝え合ったりすることができ、道徳

科の授業づくりへ生かすことができた。

○ 道徳コーナー「ぽかぽかの木」の設置により、「友達のよい行い」を全校で共有するこ

とで、友達や自分のよい行いを再確認することができ、よい行いを学校全体に広めるこ

とができた。

○ 導入で、本時の主題に関わるアンケートを事前に実施し、その結果を導入で確認する

ことで、児童が本時の学習課題を自分事として捉え、課題把握へつなげることができた。

○ トリオトークを取り入れて話合い活動をすることで、ペアで話すよりも、話しやすく

なり、活発な話し合いを行うことができた。更にトリオトーク後、全体で話し合うこと

で、より深い話し合いとなった。

● 教師が教材や発問の吟味・精選をすることにより、児童の発言や反応に対して、児童

に考えを深めさせることのできる問い返しができることを学んだ。今後も教材と発問の

両輪で研究をしていきたい。

● 思考ツールやＩＣＴの活用においては、活用することが目的とならないように、ねら

いを達成するための手段として活用していきたい。

〈ゲストティーチャーの活用〉

６「家庭・地域との連携」について

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

①  道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

○ 全体計画では、学校の教育目標を受け道徳教育での重点目標 や児童の実態を考慮

し、「Ｂ親切、思いやり」の内容項目を学校の重点とする。

○ 別葉では、行事との関連を図り、地域・家庭との連携も分かる形式とする。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

○ 別葉を月案に綴じ込み、重点項目と 学校・学年行事との関連を見直したり、重点項

目の授業の反省を記入したりするなど、教育活動全体をとおし、道徳教育を捉える。

②  道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

○ 道徳教育推進教師は、道徳主任が担い、本校の道徳教育の重点目標が達成できるよ

う、全学年で研究実践を進める。

③ 学校全体で道徳性を養う取組としての道徳コーナーの設置

○ 全校生が「親切、思いやり」の友達のよい行いに対する思いを可視化できるように、

「ぽかぽかの木」を設置し、「友達からのぽかぽか言葉で嬉しかったこと」や「友達の

よい行いの感想」等を伝え合う掲示板を設置し、学校全体で共有できるようにする。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫について

① 自己を見つめるための工夫

○ 自分事として捉え､主体的な学びへつながるような導入や登場人物に自分を重ねら

れるように発問を工夫する。また、多様な考えに触れ、自分の考えの深まりを実感で

きる振り返りとなるように工夫する。

② 多面的、多角的に考えることができる話合い活動の工夫

○ 話合い活動の形態（ペア・トリオトーク）を工夫することで多様な考えに触れさせ、

教師が考えを深めさせるための問い返しや切り返しをすることで、多面的・多角的な

見方につながるよう話合いのコーディネートをする。また、ＩＣＴを活用することに

より、視覚的に多様な考えに触れさせることができるようにする。

③ 考えを深めることができる発問の工夫

○ 多様な考えに触れられるような中心発問、補助発問の精選 及び考えを深めさせるた

めの問い返しを行う。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 道徳科の授業の評価に当たっては、「より多面的・多角的な見方に発展して考えること

ができたか」（思考ツール等の活用により児童の考えの変化を「見える化」する工夫）、

「道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているか」（自分事として考える発問の

工夫や振り返りの工夫）の二つの視点を重視していく。

② 一人一人の学びや成長を認め、受容的・共感的な姿勢で受け止めるようにする。また、

授業の中での児童の道徳的価値の高まりを 教育活動全体へ生かしたり、他教科の取り組

みや実生活へ生かしたりできるようにする。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

① 年間指導計画に「ふくしま道徳教育資料集」を教材として扱う時間をそれぞれの教材

に合った時期に設定し、全学年で年１回位置付ける。

② 道徳科の授業に限らず、防災教育や放射線教育など、東日本大震災に触れる学習の際

に活用を図り、震災当時の人々の心情を考えるようにする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① 学校便りや学校のＨＰを通して、本校の道徳教育推進の取り組みを発信し、本校が目

指す道徳教育に対する関心を高める。

② 授業参観で年１回は道徳科の授業を実施したり、通知表や個別懇談などで、道徳科の

授業の様子を家庭へ伝えたりすることで、保護者の関心を高める。

③ 道徳科の授業で活用したワークシートや道徳ノートへの家庭からの返信をお願いし、

家庭との連携を図る。

④ ゲストティーチャー（地域人材）を招いたり、学校運営協議会で本校の取組を話題に

して頂いたりすることで、本校の道徳教育の取組を地域へ発信していく。

５ 研究推進にあたって

す
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〈トリオトークの様子〉

【ねらい】

学校、家庭、地域が一体となって共通理解を図り、相互の連携を 児童の主体深めながら、

的な姿につなげたり、保護者や地域住民の理解が深まったりする道徳教育の実現を目指す。

【概要】

・ 年１回授業参観において、道徳科の授業を保護者に見て

いただく機会を設定した。  

・ 個別懇談や通知表を通して、道徳科の学習の様子を伝え

た。道徳科のノートやワークシートも保護者に見ていただ

き、児童の学習の取組を伝え、保護者から自分のお子さん

にメッセージを書いてもらった。

・ 年４回の学校運営協議会において、授業参観していただ

き、道徳科の取組について伝え、保護者だけでなく、地域

の方々にもホームページや学校便りで取組を発信してきた。

・ １年生の道徳科の授業においては、見守り隊でお世話に

なっている方をゲストティーチャーとしてお招きし、授業を実施した。

・ いわき震災伝承みらい館の語り部の会の方をお招きし、４，５，６年生を対象とし、

震災講話を聞く会を開いた。震災についての学習と「ふくしま道徳教育資料集」での授

業を関連付けて実施した。

【成果と課題】

○ 児童の道徳の学習の様子を保護者へ伝えることで、保護者の道徳教育への関心が高ま

ると共に、家庭教育でも考えていただきたい道徳的価値を理解していただくことができ

た。また、保護者からのメッセージにより、児童の道徳科の学習への励みとなった。

○ 講話や授業の参加等によるゲストティーチャーの活用を図ったことで、より学習効果

が高まり、子どもたちの道徳的価値についての理解を深めることができた。

● 学校、家庭、地域が一体となった道徳教育の更なる充実を図るべく、様々な取組を模

索していきたい。

○ 今年度、道徳教育推進校となり、本校の道徳教育の重

点目標が達成できるように全職員で道徳教育のあり方を

考え、一丸となって取り組むことができた。「短時間で」

「どんなことでも」をキーワードに、道徳科についてい

つでも気軽に話すことができる環境（場所や時間）づく

りを心がけたことで、道徳科の授業の発問について考え

たり、授業の感想を伝え合ったりすることができ、道徳

科の授業づくりへ生かすことができた。

○ 道徳コーナー「ぽかぽかの木」の設置により、「友達のよい行い」を全校で共有するこ

とで、友達や自分のよい行いを再確認することができ、よい行いを学校全体に広めるこ

とができた。

○ 導入で、本時の主題に関わるアンケートを事前に実施し、その結果を導入で確認する

ことで、児童が本時の学習課題を自分事として捉え、課題把握へつなげることができた。

○ トリオトークを取り入れて話合い活動をすることで、ペアで話すよりも、話しやすく

なり、活発な話し合いを行うことができた。更にトリオトーク後、全体で話し合うこと

で、より深い話し合いとなった。

● 教師が教材や発問の吟味・精選をすることにより、児童の発言や反応に対して、児童

に考えを深めさせることのできる問い返しができることを学んだ。今後も教材と発問の

両輪で研究をしていきたい。

● 思考ツールやＩＣＴの活用においては、活用することが目的とならないように、ねら

いを達成するための手段として活用していきたい。

〈ゲストティーチャーの活用〉

６「家庭・地域との連携」について

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

①  道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

○ 全体計画では、学校の教育目標を受け道徳教育での重点目標 や児童の実態を考慮

し、「Ｂ親切、思いやり」の内容項目を学校の重点とする。

○ 別葉では、行事との関連を図り、地域・家庭との連携も分かる形式とする。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

○ 別葉を月案に綴じ込み、重点項目と 学校・学年行事との関連を見直したり、重点項

目の授業の反省を記入したりするなど、教育活動全体をとおし、道徳教育を捉える。

②  道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

○ 道徳教育推進教師は、道徳主任が担い、本校の道徳教育の重点目標が達成できるよ

う、全学年で研究実践を進める。

③ 学校全体で道徳性を養う取組としての道徳コーナーの設置

○ 全校生が「親切、思いやり」の友達のよい行いに対する思いを可視化できるように、

「ぽかぽかの木」を設置し、「友達からのぽかぽか言葉で嬉しかったこと」や「友達の

よい行いの感想」等を伝え合う掲示板を設置し、学校全体で共有できるようにする。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫について

① 自己を見つめるための工夫

○ 自分事として捉え､主体的な学びへつながるような導入や登場人物に自分を重ねら

れるように発問を工夫する。また、多様な考えに触れ、自分の考えの深まりを実感で

きる振り返りとなるように工夫する。

② 多面的、多角的に考えることができる話合い活動の工夫

○ 話合い活動の形態（ペア・トリオトーク）を工夫することで多様な考えに触れさせ、

教師が考えを深めさせるための問い返しや切り返しをすることで、多面的・多角的な

見方につながるよう話合いのコーディネートをする。また、ＩＣＴを活用することに

より、視覚的に多様な考えに触れさせることができるようにする。

③ 考えを深めることができる発問の工夫

○ 多様な考えに触れられるような中心発問、補助発問の精選 及び考えを深めさせるた

めの問い返しを行う。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 道徳科の授業の評価に当たっては、「より多面的・多角的な見方に発展して考えること

ができたか」（思考ツール等の活用により児童の考えの変化を「見える化」する工夫）、

「道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているか」（自分事として考える発問の

工夫や振り返りの工夫）の二つの視点を重視していく。

② 一人一人の学びや成長を認め、受容的・共感的な姿勢で受け止めるようにする。また、

授業の中での児童の道徳的価値の高まりを 教育活動全体へ生かしたり、他教科の取り組

みや実生活へ生かしたりできるようにする。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

① 年間指導計画に「ふくしま道徳教育資料集」を教材として扱う時間をそれぞれの教材

に合った時期に設定し、全学年で年１回位置付ける。

② 道徳科の授業に限らず、防災教育や放射線教育など、東日本大震災に触れる学習の際

に活用を図り、震災当時の人々の心情を考えるようにする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① 学校便りや学校のＨＰを通して、本校の道徳教育推進の取り組みを発信し、本校が目

指す道徳教育に対する関心を高める。

② 授業参観で年１回は道徳科の授業を実施したり、通知表や個別懇談などで、道徳科の

授業の様子を家庭へ伝えたりすることで、保護者の関心を高める。

③ 道徳科の授業で活用したワークシートや道徳ノートへの家庭からの返信をお願いし、

家庭との連携を図る。

④ ゲストティーチャー（地域人材）を招いたり、学校運営協議会で本校の取組を話題に

して頂いたりすることで、本校の道徳教育の取組を地域へ発信していく。

５ 研究推進にあたって

す
す
め
る
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規

則
の

尊
重

●
長

さ
の

 
た

ん
い

C
 
規

則
の

尊
重

●
3
け

た
の

 数
C
 
規

則
の

尊
重

●
水

の
 
か

さ
の

 
た

ん
い

C
 
規

則
の

尊
重

●
時

こ
く

と
 
時

間
A
 
節

度
、

節
制

●
計

算
の

 
く

ふ
う

C
 
規

則
の

尊
重

●
た

し
算

と
 
ひ

き
算

の
 
ひ

っ
算

C
 
規

則
の

尊
重

●
長

方
形

と
 
正

方
形

C
 
規

則
の

尊
重

●
か

け
算

(
1
)

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
規

則
の

尊
重

●
か

け
算

(
2
)

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
規

則
の

尊
重

●
4
け

た
の

 
数

C
 
規

則
の

尊
重

●
長

い
 も

の
の

 長
さ

の
 た

ん
い

C
 
規

則
の

尊
重

●
た

し
算

と
 
ひ

き
算

C
 
規

則
の

尊
重

●
分

数
C
 
規

則
の

尊
重

●
は

こ
の

 
形

A
 
個

性
の

伸
長

C
 
規

則
の

尊
重

●
計

算
 
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

C
 
規

則
の

尊
重

●
2
年

の
 
ふ

く
し

ゅ
う

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

生
活

東
京

書
籍

●
春

だ
　

今
日

か
ら

２
年

生
A
 
節

度
、

節
制

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

ぐ
ん

ぐ
ん

　
そ

だ
て

　
わ

た
し

の
野

さ
い

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
D
 
自

然
愛

護

●
ど

き
ど

き
わ

く
わ

く
ま

ち
た

ん
け

ん
C
 
規

則
の

尊
重

C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

●
生

き
も

の
　

な
か

よ
し

　
大

作
せ

ん C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

D
 
自

然
愛

護

●
う

ご
く

う
ご

く
　

わ
た

し
の

　
お

も
ち

ゃ
A
 
節

度
、

節
制

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
み

ん
な

で
　

つ
か

う
　

ま
ち

の
し

せ
つ

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
●

も
っ

と
　

な
か

よ
し

　
ま

ち
た

ん
け

ん
C
 
規

則
の

尊
重

C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

●
つ

な
が

る
　

広
が

る
　

わ
た

し
の

生
活

B
 
感

謝
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神

●
あ

し
た

へ
　

ジ
ャ

ン
プ

A
 
正

直
、

誠
実

A
 
個

性
の

伸
長

B
 
感

謝

音
楽

教
育

出
版

●
強

さ
と

 
は

や
さ

A
個

性
の

伸
長

B
友

情
、

信
頼

●
は

く
や

 
ド

レ
ミ

と
 
な

か
よ

し
B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活
の

充
実

●
<
音

>
音

の
 
か

さ
な

り
や

 
リ

ズ
ム
を

 
え

ら
ん

で
 
合

わ
せ

よ
う

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活
の

充
実

●
き

ょ
く

に
 
合

っ
た

 
歌

い
方

A
 
個

性
の

伸
長

●
音

色
と

 
リ

ズ
ム

A
 
個

性
の

伸
長

B
 
友

情
、

信
頼

A
 
希

望
と

勇
気
、

努
力

と
強

い
意

志

●
お

ま
つ

り
の

 
音

楽
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度

●
<
音

> お
ま

つ
り

の
音

楽
を

つ
く

ろ
う

C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
A
 
個

性
の

伸
長

●
み

ん
な

の
 
音

楽
B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

●
<
に

っ
ぽ

ん
>
春

が
き

た
（

共
）

C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土
を

愛
す

 る
態

度
D
 
自

然
愛

護

●
<
音

>
み

ん
な

の
 
音

楽
時

計
を

 
つ
く

ろ
う

D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

図
画

工
作

日
本

文
教

出
版

●
ひ

か
り

の
 
プ

レ
ゼ

ン
ト

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
と

ろ
と

ろ
え

の
ぐ

で
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
B
 
友

情
、

信
頼

●
と

も
だ

ち
ハ

ウ
ス

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
し

ん
ぶ

ん
し

と
な

か
よ

し
A
 
個

性
の

伸
長

C 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
く

し
ゃ

く
し

ゃ
ぎ

ゅ
っ

A
 
個

性
の

伸
長

D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
音

づ
く

り
 
フ

レ
ン

ズ
D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
つ

な
い

で
 
つ

る
し

て
B
 
友

情
、

信
頼

●
ふ

し
ぎ

な
た

ま
ご

A
 
個

性
の

伸
長

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
ま

ど
を

あ
け

た
ら

A
 
個

性
の

伸
長

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
だ

ん
ボ

ー
ル

に
 
入

っ
て

 
み

る
と

！
？

A
 
個

性
の

伸
長

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
と

び
だ

せ
ぴ

ょ
ー

ん
A
 
個

性
の

伸
長

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
た

の
し

く
 
う

つ
し

て
A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

体
育

光
文

書
院

●
体

ほ
ぐ

し
の

運
動

遊
び

Ｂ
友

情
、

信
頼

●
固

定
施

設
を

使
っ

た
運

動
遊

び
Ａ

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志

●
走

の
運

動
遊

び
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

投
げ

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
体

力
づ

く
り

運
動

遊
び
（

体
力

テ
ス
ト

へ
向

け
て

）
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
鉄

棒
を

使
っ

た
運

動
遊

び
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
水

の
中

を
移

動
す

る
遊

び
／

も

ぐ
る

／
浮

く
運

動
遊

び
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

投
げ

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
マ

ッ
ト

を
使

っ
た

運
動

遊
び

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
鉄

棒
を

使
っ

た
運

動
遊

び
Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
走

の
運

動
遊

び
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
走

の
運

動
遊

び
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
鬼

遊
び

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
跳

び
箱

を
使

っ
た

運
動

遊
び

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

運
び

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
多

様
な

動
き

を
つ

く
る

運
動

遊
び （

な
わ

と
び

）
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
走

の
運

動
遊

び
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
跳

の
運

動
遊

び
（

ゴ
ム

跳
び

遊
び

）
Ａ

 
個

性
の

伸
長

Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

け
り

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

授
業

参
観

運
動

会
　

Ｐ
Ｔ

Ａ
奉

仕
作

業
交

通
安

全
鼓

笛
パ

レ
ー

ド
授

業
参

観
　

教
育

講
演

会
教

育
相

談
Ｐ

Ｔ
Ａ

奉
仕

作
業

学
習

発
表

会
ふ

く
し

ま
教

育
週

間
伝

承
遊

び
の

会
た

こ
あ

げ
大

会
授

業
参

観
Ｐ

Ｔ
Ａ

奉
仕

作
業

各 教 科

家
庭

・
地

域
と

の
連

携

道
徳

特 別 活 動

学
級

活
動

矢
吹

町
立

三
神

小
学

校

を
き

め
よ

う

【教育法規】・日本国憲法  

・教育基本法・学校教育法  

・学習指導要領・教育機関諸法  

規・いじめ防止対策推進法

社会の要請、教師の願い

保護者の願い

学校・地域の実態 

児童の実態
めざす児童（低学年）

・ともだちと
なかよくできる子

めざす児童（中学年）

・友だちと
助け合える子

めざす児童（高学年）

・規範意識を持ち
他を思いやり

協力できる子

道 徳 教 育 目 標【道徳教育全学年に共通した重点事項】

心身共に健康で 思いやりの心をもつ  児童の育成

学 年 重 点 目 標

低学年 中学年 高学年

○友だちの気持ちを考えてあたたかい言葉を使ったり、あいさ

つや返事をしたりする態度を育てる。 

○友だちと仲よくし、進んで係活動をしようとする態度を育て

る。

○友だちの立場に立って考え、あたたかい言葉を使ったり、自

らあいさつや返事をしたりする態度を育てる。 

○みんなのために進んで当番や係活動をしようとする態度を

育てる。

○場に応じたあいさつや返事をしたり、あたたかい言葉

を使ったりする態度を育てる。 

○創意を生かし,協力して係活動や児童会活動を行う態度

を育てる。

 

各教科指導 道 徳 科

国

語

・思考力や想像力を養い、言語感覚を豊かするこ

とで道徳的心情や道徳的判断力を育てる。
豊かな心を持ち、道徳的実践力のある児童の育成 

重点化に対応した指導内容 

B-主として人との関わりに関すること 

 Ｂ親切、思いやり 

発達段階に応じた重点内容 

《低学年》Ａ節度，節制

《中学年》Ａ節度，節制

《高学年》Ｂ礼儀 Ｃよりよい学校生活，集団生活の充実 

指導方針 

○全教育活動が示された別葉を活用し、道徳教育の補充・深

化・統合し、要としての役割を果たす。 

○道徳的価値の自覚・自己の生き方についての考えを深め、

道徳的実践力を育成する。

指導の工夫 

【自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫】

・自己を見つめるための工夫

・多面的、多角的に考えることができる話し合い活動の工夫

 

・考えを深めることができる発問の工夫

【一人一人を受け止めて認め、励ます評価】

社

会

・郷土愛や愛国心、歴史への理解を通して、国家

や社会の形成者としての自覚を高める。

算

数

・見通しをもち、筋道を立てて考察する力を育て

ることを通して道徳的判断力を高める。

理

科

・体験活動を通して自然を愛する心情を育てるこ

とで生命尊重や自然環境保全に寄与する態度の

育成と道徳的判断力を育てる。

生

活

・体験活動を通して、生活上必要な習慣を身に付

け、生活を豊かにする資質・能力を育成する。

音

楽

・音楽を愛好する心情や音楽に対する感性や音楽

科の学習を通して培われる情操により、道徳性を

養う。

図

工

・つくり出す喜びを味わうことで美的情操や崇高

なものを尊重する心を育て、道徳性を養う。

家

庭

・家庭生活を愛する大切にする心情を育むこと

で、家族を敬愛する態度を育てる。

体

育

・集団の運動を通した忍耐力・礼儀・協力性・規

律を育てながら、生活習慣の大切さを知り、自己

の生活を見直そうとする態度を育てる。

その他の教育活動

生命尊重・規則・責任・助け合い・思いやり・親切・礼儀・集団行動・礼儀・責任・向上心（休み時間）・生命尊重・友情・反省・

節度節約・創意・進取・自由・責任・体力作り（愛校作業）・愛校心・勤労（給食指導）・礼儀・健康・正しい食事・責任・協力

（清掃指導）・整理整頓・愛校心・責任・勤労・奉仕・助け合い・協力・係活動・異年齢集団活動（児童会活動、清掃、縦割り班

清掃活動、集団登校）・特別な配慮を必要とする児童に対する理解

特色のある教育《読書活動の充実》

読書活動を通して、様々な本に親しみなが

ら、筆者の考えなど様々な思いを知り、日々

の生活に役立てていこうとする心情や態度

を育てる。

生 徒 指 導

・基本的生活習慣 

・道徳的実践・判断力 

・相互理解・信頼感 

・正しい価値観 

家庭・地域との連携

・家庭教育力の向上

・道徳的意識の向上

・礼儀・一貫した道徳教育

・基本的生活習慣

（早寝 早起き 朝ご飯）

推 進 体 制

学校長の方針の下、道徳推進教師を

中心とした全職員が参画する。道徳科

の完全実施のための各教科における関

連を考慮した取組や授業の工夫改善に

取り組む。家庭や地域との連携、協力の

もと道徳教育を機能的に推進する。

環 境 整 備

○ 勤労の尊さを知り、愛校心を持って

環境美化に努める態度を育てる。

・学級花壇・観察園・愛校作業 

○ 掲示板および掲示資料の充実に努め、

環境を通して道徳性を養う。

・作品コーナー・多目的ホールの活用。

○児童相互、児童と教師との望ましい人

間関係の形成に務める。

・縦割班活動・教育相談

外国語活動

外国語を話したり聞いたりしながら異文化
に触れ、世界の人々とコミュニケーションを
図りながら生活しようとする態度を育てる。

外国語

外国語による言語や文化を体験的に理解す
ることを通して、日本人としての自覚をもっ
て世界の人々と親善に努めようとする態度を
育てる。

総合的な学習

 児童の実態に合った課題に対する積極的、
総合的な学習を通して、自己の生き方、他者と
の協調を通しながら問題解決に取り組もうと
する心情・態度を育てる。

特別活動

学級活動

・協力性・協調性・個性伸長・思慮反省・話し合いの仕方・

自立心・明朗

・実践的態度・愛校心・勤労奉仕・計画性・上級生の自覚・

規則尊重・創意工夫・公平公正

・個性伸長・協力性・誠実明朗・努力・創意工夫・自立心

・豊かな体験活動・規律・協力性・責任・主体的参加態度 

・礼儀・尊敬感謝

・社会的役割

道 徳 教 育 全 体 計 画 矢吹町立三神小学校

学 校 教 育 目 標

「豊かな人間性を備え 心も体も健康で 共に伸びようとする子ども」の育成

・思いやりのある子     ・考える子 ・たくましい子

ICT 活用 ゲストティーチャー活用

学校行事

児童会活動

クラブ活動

す
す
め
る

２
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令
和
７
年

度
　
第
２
学

年
　
道

徳
指

導
全

体
計

画
別

葉（
道

徳
と
教

科
等

と
の

関
連

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
・

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

付
録

光
文

書
院

●
で

き
る

よ
　

ポ
ン

タ
く

ん

A
 
節

度
、

節
制

●
学

校
た

ん
け

ん

B
 
親

切
、

思
い

や
り

●
ど

う
し

よ
う

…
…

A
 
善

悪
の

判
断

、
自

律
、

自
由

と

責
任

●
お

よ
げ

な
い

　
り

す
さ

ん

B
 友

情
、

信
頼

●
わ

た
し

た
ち

の
　

学
校

C
 よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生

活
の

充
実

●
ろ

う
か

を
　

あ
る

い
た

だ
け

な

の
に

C
 規

則
の

尊
重

●
あ

い
さ

つ
が

　
き

ら
い

な
　

王
さ

ま

B
 礼

儀

●
お

と
う

と
の

　
た

ん
じ

ょ
う

D
 生

命
の

尊
さ

●
め

だ
か

の
　

学
校

D
 自

然
愛

護

●
す

っ
き

り
し

た
よ

A
 節

度
、

節
制

●
お

か
あ

さ
ん

と
の

　
や

く
そ

く

A
 
善

悪
の

判
断

、
自

律
、

自
由

と

責
任

●
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

　
パ

ラ
リ

ン

ピ
ッ

ク
の

　
は

た

C
 
国

際
理

解
、

国
際

親
善

●
ピ

ー
マ

ン
マ

ン
と

　
よ

ふ
か

し

大
ま

お
う

A
 節

度
、

節
制

●
ぼ

く
の

　
ま

ち
も

、
ひ

か
っ

て

る
!

C
 伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷

土
を

愛
す

る
態

度

●
お

と
す

　
人

、
ひ

ろ
う

　
人

C
 規

則
の

尊
重

●
ぼ

く
の

　
ゆ

め
 ─

大
前

光
市

さ

ん
と

　
い

っ
し

ょ
に

─

A
 希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
き

れ
い

に
　

な
っ

た
　

ず
こ

う

し
つ

C
 勤

労
、

公
共

の
精

神

●
の

こ
ぎ

り
山

の
　

大
ぶ

つ

C
 公

正
、

公
平

、
社

会
正

義

●
ふ

る
さ

と
き

ゅ
う

し
ょ

く

A
 節

度
、

節
制

●
は

た
け

の
　

先
生

B
 感

謝

●
と

く
べ

つ
な

　
た

か
ら

も
の

B
 親

切
、

思
い

や
り

●
ミ

ー
ボ

ー
し

ん
ぶ

ん

A
 個

性
の

伸
長

●
な

か
よ

し
で

　
い

た
い

B 
友

情
、

信
頼

●
ね

こ
が

　
わ

ら
っ

た

A
 正

直
、

誠
実

●
う

つ
く

し
い

　
も

の
、

う
つ

く

し
い

　
こ

こ
ろ

D
 感

動
、

畏
敬

の
念

●
小

さ
な

　
で

き
ご

と

B
 礼

儀

●
ぼ

く
は

　
ま

っ
て

　
い

る

C
 伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

●
お

り
が

み
名

人

A
 希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
モ

ム
ン

と
　

ヘ
ー

テ

B
 友

情
、

信
頼

●
ぐ

み
の

木
と

　
小

鳥

B
 親

切
、

思
い

や
り

●
ジ

ョ
ゼ

く
ん

と
　

お
り

が
み

C
 国

際
理

解
、

国
際

親
善

●
一

ま
い

の
　

し
ゃ

し
ん

D
 生

命
の

尊
さ

●
わ

た
し

の
　

も
の

が
た

り

D
 生

命
の

尊
さ

◇
お

む
か

え
【

県
Ⅱ

】

Ｃ
家

族
愛

、
家

族
生

活
の

充
実

●
さ

く
ら

の
木

と
　

い
っ

し
ょ

に

D
 自

然
愛

護

●
小

さ
な

　
ゆ

き
う

さ
ぎ

B
-1
_
親

切
、

思
い

や
り

●
あ

か
り

を
　

か
こ

ん
で

C
-4
_
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

●
花

　
い

っ
ぱ

い
、

え
が

お

い
っ

ぱ
い

C
-3
_
勤

労
、

公
共

の
精

神

●
ほ

か
ほ

か
の

　
お

み
そ

し
る

C
-6
_
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

●
し

あ
わ

せ
の

　
王

子

D
-3
_
感

動
、

畏
敬

の
念

●
２

ね
ん

せ
い

の
め

あ
て

を
き

め
よ
う

Ｃ
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

新
し

い
か

か
り

Ｃ
 
勤

労
、

公
共

の
精

神

●
じ

ょ
う

ず
に

そ
う

じ
を

し
よ

う
Ｃ

 
勤

労
、

公
共

の
精

神
●

楽
し

い
う

ん
ど

う
会

Ａ
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
　

情
報

モ
ラ

ル
Ａ

 
節

度
、

節
制

●
1
学

き
を

ふ
り

か
え

ろ
う

Ａ
 
節

度
、

節
制

●
夏

休
み

の
す

ご
し

方
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
2
学

き
の

め
あ

て
を

き
め

よ
う

を
き

め
よ

う

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 ●

２
学

き
の

か
か

り
Ｃ

 
勤

労
、

公
共

の
精

神

●
学

し
ゅ

う
は

っ
ぴ

ょ
う

会
を

が

ん
ば

ろ
う

Ｃ
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
お

楽
し

み
会

の
計

画
を

立
て

よ
う

Ｃ
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
２

学
き

を
ふ

り
か

え
ろ

う
Ａ

 
節

度
、

節
制

●
冬

休
み

の
す

ご
し

方
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
３

学
き

の
め

あ
て

を
き

め
よ

う

を
き

め
よ

う

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
３

学
き

の
か

か
り

Ｃ
 
勤

労
、

公
共

の
精

神

●
6
年

生
に

お
せ

わ
に

な
っ

た
こ

と
を

思
い

だ
そ

う
Ｂ

 
感

謝

●
も

う
す

ぐ
３

年
生

Ａ
 
節

度
、

節
制

国
語

光
村

図
書

●
じ

ゅ
ん

ば
ん

に
　

な
ら

ぼ
う

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

ふ
き

の
と

う
D
 
自

然
愛

護
●

図
書

館
た

ん
け

ん
C
 
規

則
の

尊
重

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

春
が

　
い

っ
ぱ

い
D
 
自

然
愛

護

●
た

ん
ぽ

ぽ
の

ち
え

／
じ

ょ
う

ほ
う

じ
ゅ

ん
じ

ょ
D
 
自

然
愛

護
●

か
ん

さ
つ

名
人

に
　

な
ろ

う
D
 
自

然
愛

護

●
い

な
ば

の
　

白
う

さ
ぎ

A
 
正

直
、

誠
実

B
 
感

謝
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

●
ス

イ
ミ

ー
A
 
個

性
の

伸
長

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
●

こ
ん

な
　

も
の

、
見

つ
け

た
よ

A
 
善

悪
の

判
断

、
自

律
、

自
由

と
責

任

●
あ

っ
た

ら
い

い
な

、
こ

ん
な

も
の

B
 
友

情
、

信
頼

●
夏

が
い

っ
ぱ

い
D
 
自

然
愛

護
●

お
気

に
入

り
の

…
／

ミ
リ

ー
の

す
て

き
な

…
B
 
友

情
、

信
頼

A
 
正

直
、

誠
実

B
 
親

切
、

思
い

や
り

●
雨

の
う

た
D
 
自

然
愛

護
●

こ
と

ば
で

み
ち

あ
ん

な
い

B
 
親

切
、

思
い

や
り

B
 
友

情
、

信
頼

●
み

の
回

り
の

も
の

を
読

も
う

C
 
規

則
の

尊
重

●
書

い
た

ら
、

見
直

そ
う

C
 
規

則
の

尊
重

●
ど

う
ぶ

つ
園

の
じ

ゅ
う

い
C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
D
 
自

然
愛

護
●

こ
と

ば
あ

そ
び

を
し

よ
う

C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

●
な

か
ま

の
こ

と
ば

と
か

ん
字

C
 
規

則
の

尊
重

●
お

手
紙

B
 
友

情
、

信
頼

●
秋

が
い

っ
ぱ

い
D
 
自

然
愛

護
●

そ
う

だ
ん

に
の

っ
て

く
だ

さ
い

B
 
友

情
、

信
頼

●
に

た
い

み
の

こ
と

ば
…

C
 
規

則
の

尊
重

A
 
善

悪
の

判
断

、
自

律
、

自
由

と
責

任
●

せ
か

い
一

の
話

C
 
規

則
の

尊
重

●
み

き
の

た
か

ら
も

の
A
 
個

性
の

伸
長

B
 
友

情
、

信
頼

●
お

話
の

さ
く

し
ゃ

に
な

ろ
う

A
 
個

性
の

伸
長

●
冬

が
い

っ
ぱ

い
D
 
自

然
愛

護

●
ね

こ
の

こ
／

…
は

ん
た

い
こ

と
ば

D
 
自

然
愛

護
D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

A
 
正

直
、

誠
実

●
ロ

ボ
ッ

ト
A
 
個

性
の

伸
長

B
 
友

情
、

信
頼

●
よ

う
す

を
あ

ら
わ

す
こ

と
ば

C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

●
見

た
こ

と
、

か
ん

じ
た

こ
と

A
 
正

直
、

誠
実

●
す

て
き

な
と

こ
ろ

を
つ

た
え

よ
う

C 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

ス
ー

ホ
の

白
い

馬
A 
善

悪
の

判
断

、
自

律
、

自
由

と
責

任 C 
国

際
理

解
、

国
際

親
善

D 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
楽

し
か

っ
た

よ
、

二
年

生
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

二
年

生
を

ふ
り

か
え

っ
て

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

算
数

東
京

書
籍

●
グ

ラ
フ

と
 
ひ

ょ
う

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

た
し

算
の

 ひ
っ

算
C
 
規

則
の

尊
重

●
ひ

き
算

の
 
ひ

っ
算

C
 
規

則
の

尊
重

●
ど

ん
な

 
計

算
に

 
な

る
の

か
な

？
B
 
友

情
、

信
頼

C
 
規

則
の

尊
重

●
長

さ
の

 
た

ん
い

C
 
規

則
の

尊
重

●
3
け

た
の

 数
C
 
規

則
の

尊
重

●
水

の
 
か

さ
の

 
た

ん
い

C
 
規

則
の

尊
重

●
時

こ
く

と
 
時

間
A
 
節

度
、

節
制

●
計

算
の

 
く

ふ
う

C
 
規

則
の

尊
重

●
た

し
算

と
 
ひ

き
算

の
 
ひ

っ
算

C
 
規

則
の

尊
重

●
長

方
形

と
 
正

方
形

C
 
規

則
の

尊
重

●
か

け
算

(
1
)

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
規

則
の

尊
重

●
か

け
算

(
2
)

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
規

則
の

尊
重

●
4
け

た
の

 
数

C
 
規

則
の

尊
重

●
長

い
 も

の
の

 長
さ

の
 た

ん
い

C
 
規

則
の

尊
重

●
た

し
算

と
 
ひ

き
算

C
 
規

則
の

尊
重

●
分

数
C
 
規

則
の

尊
重

●
は

こ
の

 
形

A
 
個

性
の

伸
長

C
 
規

則
の

尊
重

●
計

算
 
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

C
 
規

則
の

尊
重

●
2
年

の
 
ふ

く
し

ゅ
う

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

生
活

東
京

書
籍

●
春

だ
　

今
日

か
ら

２
年

生
A
 
節

度
、

節
制

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
●

ぐ
ん

ぐ
ん

　
そ

だ
て

　
わ

た
し

の
野

さ
い

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
D
 
自

然
愛

護

●
ど

き
ど

き
わ

く
わ

く
ま

ち
た

ん
け

ん
C
 
規

則
の

尊
重

C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

●
生

き
も

の
　

な
か

よ
し

　
大

作
せ

ん C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

D
 
自

然
愛

護

●
う

ご
く

う
ご

く
　

わ
た

し
の

　
お

も
ち

ゃ
A
 
節

度
、

節
制

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
み

ん
な

で
　

つ
か

う
　

ま
ち

の
し

せ
つ

C
 
規

則
の

尊
重

C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
●

も
っ

と
　

な
か

よ
し

　
ま

ち
た

ん
け

ん
C
 
規

則
の

尊
重

C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

●
つ

な
が

る
　

広
が

る
　

わ
た

し
の

生
活

B
 
感

謝
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
C
 
勤

労
、

公
共

の
精

神

●
あ

し
た

へ
　

ジ
ャ

ン
プ

A
 
正

直
、

誠
実

A
 
個

性
の

伸
長

B
 
感

謝

音
楽

教
育

出
版

●
強

さ
と

 
は

や
さ

A
個

性
の

伸
長

B
友

情
、

信
頼

●
は

く
や

 
ド

レ
ミ

と
 
な

か
よ

し
B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活
の

充
実

●
<
音

>
音

の
 
か

さ
な

り
や

 
リ

ズ
ム
を

 
え

ら
ん

で
 
合

わ
せ

よ
う

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活
の

充
実

●
き

ょ
く

に
 
合

っ
た

 
歌

い
方

A
 
個

性
の

伸
長

●
音

色
と

 
リ

ズ
ム

A
 
個

性
の

伸
長

B
 
友

情
、

信
頼

A
 
希

望
と

勇
気
、

努
力

と
強

い
意

志

●
お

ま
つ

り
の

 
音

楽
C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度

●
<
音

> お
ま

つ
り

の
音

楽
を

つ
く

ろ
う

C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
A
 
個

性
の

伸
長

●
み

ん
な

の
 
音

楽
B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

●
<
に

っ
ぽ

ん
>
春

が
き

た
（

共
）

C
 
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土
を

愛
す

 る
態

度
D
 
自

然
愛

護

●
<
音

>
み

ん
な

の
 
音

楽
時

計
を

 
つ
く

ろ
う

D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

図
画

工
作

日
本

文
教

出
版

●
ひ

か
り

の
 
プ

レ
ゼ

ン
ト

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
と

ろ
と

ろ
え

の
ぐ

で
C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実
B
 
友

情
、

信
頼

●
と

も
だ

ち
ハ

ウ
ス

B
 
友

情
、

信
頼

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
し

ん
ぶ

ん
し

と
な

か
よ

し
A
 
個

性
の

伸
長

C 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
く

し
ゃ

く
し

ゃ
ぎ

ゅ
っ

A
 
個

性
の

伸
長

D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
音

づ
く

り
 
フ

レ
ン

ズ
D
 
感

動
、

畏
敬

の
念

●
つ

な
い

で
 
つ

る
し

て
B
 
友

情
、

信
頼

●
ふ

し
ぎ

な
た

ま
ご

A
 
個

性
の

伸
長

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
ま

ど
を

あ
け

た
ら

A
 
個

性
の

伸
長

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
だ

ん
ボ

ー
ル

に
 
入

っ
て

 
み

る
と

！
？

A
 
個

性
の

伸
長

C
 
よ

り
よ

い
学

校
生

活
、

集
団

生
活

の
充

実

●
と

び
だ

せ
ぴ

ょ
ー

ん
A
 
個

性
の

伸
長

A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

●
た

の
し

く
 
う

つ
し

て
A
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

体
育

光
文

書
院

●
体

ほ
ぐ

し
の

運
動

遊
び

Ｂ
友

情
、

信
頼

●
固

定
施

設
を

使
っ

た
運

動
遊

び
Ａ

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志

●
走

の
運

動
遊

び
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

投
げ

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
体

力
づ

く
り

運
動

遊
び
（

体
力

テ
ス
ト

へ
向

け
て

）
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
鉄

棒
を

使
っ

た
運

動
遊

び
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
水

の
中

を
移

動
す

る
遊

び
／

も

ぐ
る

／
浮

く
運

動
遊

び
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

投
げ

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
マ

ッ
ト

を
使

っ
た

運
動

遊
び

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
鉄

棒
を

使
っ

た
運

動
遊

び
Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
走

の
運

動
遊

び
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
走

の
運

動
遊

び
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
鬼

遊
び

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
跳

び
箱

を
使

っ
た

運
動

遊
び

Ａ
 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志 Ｂ

 
友

情
、

信
頼

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

運
び

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
多

様
な

動
き

を
つ

く
る

運
動

遊
び （

な
わ

と
び

）
Ａ

 
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
走

の
運

動
遊

び
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

●
跳

の
運

動
遊

び
（

ゴ
ム

跳
び

遊
び

）
Ａ

 
個

性
の

伸
長

Ｂ
 
友

情
、

信
頼

●
ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

け
り

）
Ｂ

 
友

情
、

信
頼

Ｃ
 
規

則
の

尊
重

授
業

参
観

運
動

会
　

Ｐ
Ｔ

Ａ
奉

仕
作

業
交

通
安

全
鼓

笛
パ

レ
ー

ド
授

業
参

観
　

教
育

講
演

会
教

育
相

談
Ｐ

Ｔ
Ａ

奉
仕

作
業

学
習

発
表

会
ふ

く
し

ま
教

育
週

間
伝

承
遊

び
の

会
た

こ
あ

げ
大

会
授

業
参

観
Ｐ

Ｔ
Ａ

奉
仕

作
業

各 教 科

家
庭

・
地

域
と

の
連

携

道
徳

特 別 活 動

学
級

活
動

矢
吹

町
立

三
神

小
学

校

を
き

め
よ

う

【教育法規】・日本国憲法  

・教育基本法・学校教育法  

・学習指導要領・教育機関諸法  

規・いじめ防止対策推進法

社会の要請、教師の願い

保護者の願い

学校・地域の実態 

児童の実態
めざす児童（低学年）

・ともだちと
なかよくできる子

めざす児童（中学年）

・友だちと
助け合える子

めざす児童（高学年）

・規範意識を持ち
他を思いやり

協力できる子

道 徳 教 育 目 標【道徳教育全学年に共通した重点事項】

心身共に健康で 思いやりの心をもつ  児童の育成

学 年 重 点 目 標

低学年 中学年 高学年

○友だちの気持ちを考えてあたたかい言葉を使ったり、あいさ

つや返事をしたりする態度を育てる。 

○友だちと仲よくし、進んで係活動をしようとする態度を育て

る。

○友だちの立場に立って考え、あたたかい言葉を使ったり、自

らあいさつや返事をしたりする態度を育てる。 

○みんなのために進んで当番や係活動をしようとする態度を

育てる。

○場に応じたあいさつや返事をしたり、あたたかい言葉

を使ったりする態度を育てる。 

○創意を生かし,協力して係活動や児童会活動を行う態度

を育てる。

 

各教科指導 道 徳 科

国

語

・思考力や想像力を養い、言語感覚を豊かするこ

とで道徳的心情や道徳的判断力を育てる。
豊かな心を持ち、道徳的実践力のある児童の育成 

重点化に対応した指導内容 

B-主として人との関わりに関すること 

 Ｂ親切、思いやり 

発達段階に応じた重点内容 

《低学年》Ａ節度，節制

《中学年》Ａ節度，節制

《高学年》Ｂ礼儀 Ｃよりよい学校生活，集団生活の充実 

指導方針 

○全教育活動が示された別葉を活用し、道徳教育の補充・深

化・統合し、要としての役割を果たす。 

○道徳的価値の自覚・自己の生き方についての考えを深め、

道徳的実践力を育成する。

指導の工夫 

【自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫】

・自己を見つめるための工夫

・多面的、多角的に考えることができる話し合い活動の工夫

 

・考えを深めることができる発問の工夫

【一人一人を受け止めて認め、励ます評価】

社

会

・郷土愛や愛国心、歴史への理解を通して、国家

や社会の形成者としての自覚を高める。

算

数

・見通しをもち、筋道を立てて考察する力を育て

ることを通して道徳的判断力を高める。

理

科

・体験活動を通して自然を愛する心情を育てるこ

とで生命尊重や自然環境保全に寄与する態度の

育成と道徳的判断力を育てる。

生

活

・体験活動を通して、生活上必要な習慣を身に付

け、生活を豊かにする資質・能力を育成する。

音

楽

・音楽を愛好する心情や音楽に対する感性や音楽

科の学習を通して培われる情操により、道徳性を

養う。

図

工

・つくり出す喜びを味わうことで美的情操や崇高

なものを尊重する心を育て、道徳性を養う。

家

庭

・家庭生活を愛する大切にする心情を育むこと

で、家族を敬愛する態度を育てる。

体

育

・集団の運動を通した忍耐力・礼儀・協力性・規

律を育てながら、生活習慣の大切さを知り、自己

の生活を見直そうとする態度を育てる。

その他の教育活動

生命尊重・規則・責任・助け合い・思いやり・親切・礼儀・集団行動・礼儀・責任・向上心（休み時間）・生命尊重・友情・反省・

節度節約・創意・進取・自由・責任・体力作り（愛校作業）・愛校心・勤労（給食指導）・礼儀・健康・正しい食事・責任・協力

（清掃指導）・整理整頓・愛校心・責任・勤労・奉仕・助け合い・協力・係活動・異年齢集団活動（児童会活動、清掃、縦割り班

清掃活動、集団登校）・特別な配慮を必要とする児童に対する理解

特色のある教育《読書活動の充実》

読書活動を通して、様々な本に親しみなが

ら、筆者の考えなど様々な思いを知り、日々

の生活に役立てていこうとする心情や態度

を育てる。

生 徒 指 導

・基本的生活習慣 

・道徳的実践・判断力 

・相互理解・信頼感 

・正しい価値観 

家庭・地域との連携

・家庭教育力の向上

・道徳的意識の向上

・礼儀・一貫した道徳教育

・基本的生活習慣

（早寝 早起き 朝ご飯）

推 進 体 制

学校長の方針の下、道徳推進教師を

中心とした全職員が参画する。道徳科

の完全実施のための各教科における関

連を考慮した取組や授業の工夫改善に

取り組む。家庭や地域との連携、協力の

もと道徳教育を機能的に推進する。

環 境 整 備

○ 勤労の尊さを知り、愛校心を持って

環境美化に努める態度を育てる。

・学級花壇・観察園・愛校作業 

○ 掲示板および掲示資料の充実に努め、

環境を通して道徳性を養う。

・作品コーナー・多目的ホールの活用。

○児童相互、児童と教師との望ましい人

間関係の形成に務める。

・縦割班活動・教育相談

外国語活動

外国語を話したり聞いたりしながら異文化
に触れ、世界の人々とコミュニケーションを
図りながら生活しようとする態度を育てる。

外国語

外国語による言語や文化を体験的に理解す
ることを通して、日本人としての自覚をもっ
て世界の人々と親善に努めようとする態度を
育てる。

総合的な学習

 児童の実態に合った課題に対する積極的、
総合的な学習を通して、自己の生き方、他者と
の協調を通しながら問題解決に取り組もうと
する心情・態度を育てる。

特別活動

学級活動

・協力性・協調性・個性伸長・思慮反省・話し合いの仕方・

自立心・明朗

・実践的態度・愛校心・勤労奉仕・計画性・上級生の自覚・

規則尊重・創意工夫・公平公正

・個性伸長・協力性・誠実明朗・努力・創意工夫・自立心

・豊かな体験活動・規律・協力性・責任・主体的参加態度 

・礼儀・尊敬感謝

・社会的役割

道 徳 教 育 全 体 計 画 矢吹町立三神小学校

学 校 教 育 目 標

「豊かな人間性を備え 心も体も健康で 共に伸びようとする子ども」の育成

・思いやりのある子     ・考える子 ・たくましい子

ICT 活用 ゲストティーチャー活用

学校行事

児童会活動

クラブ活動

す
す
め
る
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指導案検討会

どんなことでも

語り部の会の方のお話

ゲストティチャーの活用  

月案に別葉を綴じて活用 校内授業研究会の実施

事後研究協議会

道徳コーナー「ぽかぽかの木」の設置

げん木・やる木・こん木・ゆう木・ほん木の５つの木

事前アンケートによる導入

思考ツールの活用  

考えを深める振り返り  

「ふくしま道徳教育資料集」等の活用

資料集を活用した授業

家庭・地域との連携を生かした取組

【資料】

ホームページや学校便りでの発信

ぼくたちのためにありがとう年１回の道徳の授業参観

多面的・多角的に考える
ことができるトリオトーク

道徳科の授業の工夫

日々研修

短時間で

〈今年度の主な取組〉

― 44 ―

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

多様な価値観に触れ、多面的・多角的に考える生徒の育成
～自己を見つめ、他者との関わりを通じて、考えを深める道徳教育を通して～

３ 研究テーマ設定の理由

本校は、会津地区に位置し、生徒は学区内の４校以上の小学校から進学してくる。本
校の生徒は、「さわやか塩中生」の学校目標の下、自分のもてる力を発揮するために努力
を続けている。

本校では、一昨年度まで、道徳教育を現職教育のテーマとして、道徳科の授業に力を
いれてきた。生徒のアンケートの結果から、生徒は自分の考えを発表できることから道
徳科の授業が好きで、楽しいと答える生徒が多くいた。

そこで、今までの自分の考えや価値観を見つめ直し、さらに他者と関わりをもつ機会
を意図的に設け、認め合うことの重要性を理解することができるようにするために、本
テーマを設定した。生徒一人一人が自分の考えをもって相手に伝える。そして、相手の
話を聴いて自分の考えを深めることで他者との関わりを深められるようにしていきたい。
授業だけでなく、教育活動全体を通して、互いを認め合える関係性を構築し、より充実
した学校生活を送れるように取り組んでいく。

４ 研究計画

学校名 喜多方市立塩川中学校
所在地 喜多方市塩川町字高道 1551
校長名 五十嵐 清人

教育目標
地域と連携し、地域に貢献する
さわやか塩中生の育成

学級及び児童
生徒数

学 級 数   １１
児童（生徒）数  ２８０名

月日（曜日） 主な研究内容

４月 30 日（水） 
５月 22 日（木） 
６月 12 日（木） 
６月 20 日（金） 
６月 27 日（金） 

７月 16 日（水） 

７月 18 日（金） 
８月 ９日（土） 
９月 19 日（金） 

10 月 ８日（水）
10 月 24 日（金）

11 月 ４日（火）

11 月 14 日（金）
11 月 26 日（水)

12 月 11 日（木）

○研究テーマ、研究内容、実態調査等の検討
○第１回校内研修全体協議会・教員アンケート実施
○研修委員会 

指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様
○第２回校内研修全体協議会
○第１回校内授業研究会（第１学年 菊地 康 教諭）

指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様
福島県教育庁義務教育課 指 導 主 事 江花洋介

○授業参観・校内授業研究会
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

福島県教育庁義務教育課 指 導 主 事 江花洋介
○第３回校内研修全体協議会
○東京学芸大学 上廣道徳教育アカデミー参加（３名）
○第２回校内授業研究会（第３学年 鈴木貴之 教諭）

講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○第３回校内授業研究会（第１学年 菊地 康 教諭） 
○第４回校内授業研究会（第２学年 山崎隆史 教諭）  

講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○第５回校内授業研究会（第２学年 山崎隆史 教諭 第３学年 鈴木貴之  教諭）
講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○道徳講演会 講 師：日本大学工学部  授教 渡邉真魚 様
○道徳地区別推進協議会【会津・南会津】

講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○第４回校内研修全体協議会

会津・南会津地区道徳教育推進校｢喜多方市立塩川中学校｣実施報告書

す
す
め
る
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指導案検討会

どんなことでも

語り部の会の方のお話

ゲストティチャーの活用  

月案に別葉を綴じて活用 校内授業研究会の実施

事後研究協議会

道徳コーナー「ぽかぽかの木」の設置

げん木・やる木・こん木・ゆう木・ほん木の５つの木

事前アンケートによる導入

思考ツールの活用  

考えを深める振り返り  

「ふくしま道徳教育資料集」等の活用

資料集を活用した授業

家庭・地域との連携を生かした取組

【資料】

ホームページや学校便りでの発信

ぼくたちのためにありがとう年１回の道徳の授業参観

多面的・多角的に考える
ことができるトリオトーク

道徳科の授業の工夫

日々研修

短時間で

〈今年度の主な取組〉

― 44 ―

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

多様な価値観に触れ、多面的・多角的に考える生徒の育成
～自己を見つめ、他者との関わりを通じて、考えを深める道徳教育を通して～

３ 研究テーマ設定の理由

本校は、会津地区に位置し、生徒は学区内の４校以上の小学校から進学してくる。本
校の生徒は、「さわやか塩中生」の学校目標の下、自分のもてる力を発揮するために努力
を続けている。

本校では、一昨年度まで、道徳教育を現職教育のテーマとして、道徳科の授業に力を
いれてきた。生徒のアンケートの結果から、生徒は自分の考えを発表できることから道
徳科の授業が好きで、楽しいと答える生徒が多くいた。

そこで、今までの自分の考えや価値観を見つめ直し、さらに他者と関わりをもつ機会
を意図的に設け、認め合うことの重要性を理解することができるようにするために、本
テーマを設定した。生徒一人一人が自分の考えをもって相手に伝える。そして、相手の
話を聴いて自分の考えを深めることで他者との関わりを深められるようにしていきたい。
授業だけでなく、教育活動全体を通して、互いを認め合える関係性を構築し、より充実
した学校生活を送れるように取り組んでいく。

４ 研究計画

学校名 喜多方市立塩川中学校
所在地 喜多方市塩川町字高道 1551
校長名 五十嵐 清人

教育目標
地域と連携し、地域に貢献する
さわやか塩中生の育成

学級及び児童
生徒数

学 級 数   １１
児童（生徒）数  ２８０名

月日（曜日） 主な研究内容

４月 30 日（水） 
５月 22 日（木） 
６月 12 日（木） 
６月 20 日（金） 
６月 27 日（金） 

７月 16 日（水） 

７月 18 日（金） 
８月 ９日（土） 
９月 19 日（金） 

10 月 ８日（水）
10 月 24 日（金）

11 月 ４日（火）

11 月 14 日（金）
11 月 26 日（水)

12 月 11 日（木）

○研究テーマ、研究内容、実態調査等の検討
○第１回校内研修全体協議会・教員アンケート実施
○研修委員会  

指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様
○第２回校内研修全体協議会
○第１回校内授業研究会（第１学年 菊地 康 教諭）

指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様
福島県教育庁義務教育課 指 導 主 事 江花洋介

○授業参観・校内授業研究会
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

福島県教育庁義務教育課 指 導 主 事 江花洋介
○第３回校内研修全体協議会
○東京学芸大学 上廣道徳教育アカデミー参加（３名）
○第２回校内授業研究会（第３学年 鈴木貴之 教諭）

講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○第３回校内授業研究会（第１学年 菊地 康 教諭） 
○第４回校内授業研究会（第２学年 山崎隆史 教諭） 

講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○第５回校内授業研究会（第２学年 山崎隆史 教諭 第３学年 鈴木貴之  教諭）
講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○道徳講演会  講 師：日本大学工学部  授教 渡邉真魚 様
○道徳地区別推進協議会【会津・南会津】

講 師：日 本 大 学 工 学 部 教 授 渡邉真魚 様
指導助言：喜多方市教育委員会学校教育課 学校経営アドバイザー 山岸 実 様

○第４回校内研修全体協議会

会津・南会津地区道徳教育推進校｢喜多方市立塩川中学校｣実施報告書

す
す
め
る
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家庭・地域とのつながりを通して、地域のために活躍できる生徒を育成するとともに、

道徳教育を通して、地域に貢献していきたいと思う道徳性の育成を図る。 

【概要】

・ 授業参観で保護者にも参観してもらう道徳科の授業をすべての学級で実施した。学

校だよりやホームページ等で道徳科の授業の様子を発信し、学校と家庭・地域のつな

がりを深めていく。  

・ ＰＴＡ主催の教育講演会で道徳教育についての講演会を行い、生徒だけでなく、保

護者にも道徳教育の大切さを知る機会を設けた。  

・ 地域の人材を生かし、対話型鑑賞教室を行ったり、道徳科の授業でゲストティーチ

ャーとして来校していただいたりして、地域との関わりを意図的に設けた。  

【成果と課題】

○ 授業参観の際、全クラスで道徳科の授業を実施したことで、保護者にも道徳科の授

業の大切さについて、理解していただくことができた。

○ ゲストティーチャー、対話型芸術鑑賞、地域ボランティアなど、地域との関わる機

会を多く設定したことにより、地域への感謝の気持ちや地域に貢献しようという思い

をもつことができ、郷土をさらに大切にしたいという心情を育むことができた。  

●  道徳科の授業参観は、今年度は１回しか実施できなかったため、来年度以降は、複

数回または、多くの教員で実施していきたい。

● 家庭・地域とのつながりを明記した別葉を生かしながら、ゲストティーチャーの活

用や保護者との連携を計画的に進めていきたい。

○ 教員全体で道徳教育についての研究を進め、事後研究などにも多くの教員が参加し

たことで、教師の道徳科の授業に対する意識が高まり、授業における指導方法の幅が

広がった。

○ ローテーション道徳を実施したことで、他の教師の指導方法を学ぶことができた。

また、違った視点で教師と生徒の対話、生徒同士の対話をじっくり見ることができた。

○ ３～４人のグループ活動を積極的に行ったことで、生徒たちがより意見交換を行う

ようになり、自分の考えとの共通点や相違点に気付くことができ、多面的・多角的な

考えを引き出すことができた。 

● 授業の振り返りができないときがあったため、振り返りの時間を十分に確保できる

よう、発問の精選をさらにしていく必要がある。また、振り返りの仕方についても、

全教員で「これまで」「この授業を通して」「これから」を統一していく必要がある。

〈授業参観〉 〈ゲストティーチャーによる

道徳科の授業〉

〈教育講演会〉

６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用  

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉 

○ 生徒や地域の実態、保護者・教師の願いを受け止めた道徳教育全体計画を作成

する。重点目標を達成するために、指導の重点を明確にし、各教科や特別活動等で

生徒が意欲的に取り組めるように配慮する。

○ 別葉の作成は、道徳教育と各教科等との関連が明確になるように位置付ける。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉 

○ 教育計画や別葉の拡大版を職員室に掲示し、全職員がいつでも確認できるよう

にする。

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

○ 道徳教育推進教師がローテーション道徳や互見授業を提案し、教職員全員で授

業を実践する。

○ 校外で行われる研修会に参加し、得られた情報を全職員で共有し、授業の改善

や指導力の向上に生かす。

③ ローテーション道徳を核とした授業改善

  ○ 教師の専門性を高めるとともに、生徒の主体的な学びを引き出すため、全教職

員がローテーションで道徳科の授業を行う。

○ 研修委員会を活用して、道徳科の授業検討会を行う。

○ 道徳ノートに生徒が書いた考えに授業担当教師がコメントを書く。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

① 自己を見つめるための工夫  

○ 導入で生徒の興味・関心を高めるような発問や調査結果を提示し、自分事とし

て捉えられるようにする。

○ 自分の考えを可視化させ、より自分の考えを明確にさせる。

② 他者の考えに触れさせる活動の工夫  

 ○ 生徒の考えを可視化することで、他者の考えに触れやすくする。

  ○ 道徳科の授業において、３～４人の小グループをつくり、他者の考えに触れや

すくする。

③ 考えを深めるための発問の工夫 

  ○ 発問に対しての生徒の考えに問い返しやゆさぶりをかけ、より考えを深めさせ

る。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① ローテーション授業を行うにあたり、評価の視点と見取り方について確認する。

② 全学年共通の「道徳ノート」を用い、生徒の学びを累積することで、生徒の学習状

況や道徳性に係る成長の様子を見取る。

③ 道徳ノートに生徒が書いた考えに授業担当教師が生徒の学びや成長を認め、励ま

すようなコメントを書く。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

① 「ふくしま道徳教育資料集」を道徳科の年間指導計画に位置付け、教材を年間１

回実践する。

② 各クラスに「ふくしま道徳教育資料集」を学級文庫として配置し、生徒自身が授業

以外の場でも積極的に活用できるようにする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① 授業参観で、道徳科の授業を全クラスで実施する。

② ホームページ等で道徳科の授業の様子や取組を発信する。

③ 地域の人材を生かし、対話型教育を実施する。

５ 研究推進にあたって

す
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家庭・地域とのつながりを通して、地域のために活躍できる生徒を育成するとともに、

道徳教育を通して、地域に貢献していきたいと思う道徳性の育成を図る。 

【概要】

・ 授業参観で保護者にも参観してもらう道徳科の授業をすべての学級で実施した。学

校だよりやホームページ等で道徳科の授業の様子を発信し、学校と家庭・地域のつな

がりを深めていく。  

・ ＰＴＡ主催の教育講演会で道徳教育についての講演会を行い、生徒だけでなく、保

護者にも道徳教育の大切さを知る機会を設けた。  

・ 地域の人材を生かし、対話型鑑賞教室を行ったり、道徳科の授業でゲストティーチ

ャーとして来校していただいたりして、地域との関わりを意図的に設けた。 

【成果と課題】

○ 授業参観の際、全クラスで道徳科の授業を実施したことで、保護者にも道徳科の授

業の大切さについて、理解していただくことができた。

○ ゲストティーチャー、対話型芸術鑑賞、地域ボランティアなど、地域との関わる機

会を多く設定したことにより、地域への感謝の気持ちや地域に貢献しようという思い

をもつことができ、郷土をさらに大切にしたいという心情を育むことができた。  

●  道徳科の授業参観は、今年度は１回しか実施できなかったため、来年度以降は、複

数回または、多くの教員で実施していきたい。

● 家庭・地域とのつながりを明記した別葉を生かしながら、ゲストティーチャーの活

用や保護者との連携を計画的に進めていきたい。

○ 教員全体で道徳教育についての研究を進め、事後研究などにも多くの教員が参加し

たことで、教師の道徳科の授業に対する意識が高まり、授業における指導方法の幅が

広がった。

○ ローテーション道徳を実施したことで、他の教師の指導方法を学ぶことができた。

また、違った視点で教師と生徒の対話、生徒同士の対話をじっくり見ることができた。

○ ３～４人のグループ活動を積極的に行ったことで、生徒たちがより意見交換を行う

ようになり、自分の考えとの共通点や相違点に気付くことができ、多面的・多角的な

考えを引き出すことができた。  

● 授業の振り返りができないときがあったため、振り返りの時間を十分に確保できる

よう、発問の精選をさらにしていく必要がある。また、振り返りの仕方についても、

全教員で「これまで」「この授業を通して」「これから」を統一していく必要がある。

〈授業参観〉 〈ゲストティーチャーによる

道徳科の授業〉

〈教育講演会〉

６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用  

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉 

○ 生徒や地域の実態、保護者・教師の願いを受け止めた道徳教育全体計画を作成

する。重点目標を達成するために、指導の重点を明確にし、各教科や特別活動等で

生徒が意欲的に取り組めるように配慮する。

○ 別葉の作成は、道徳教育と各教科等との関連が明確になるように位置付ける。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉 

○ 教育計画や別葉の拡大版を職員室に掲示し、全職員がいつでも確認できるよう

にする。

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

○ 道徳教育推進教師がローテーション道徳や互見授業を提案し、教職員全員で授

業を実践する。

○ 校外で行われる研修会に参加し、得られた情報を全職員で共有し、授業の改善

や指導力の向上に生かす。

③ ローテーション道徳を核とした授業改善

  ○ 教師の専門性を高めるとともに、生徒の主体的な学びを引き出すため、全教職

員がローテーションで道徳科の授業を行う。

○ 研修委員会を活用して、道徳科の授業検討会を行う。

○ 道徳ノートに生徒が書いた考えに授業担当教師がコメントを書く。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

① 自己を見つめるための工夫  

○ 導入で生徒の興味・関心を高めるような発問や調査結果を提示し、自分事とし

て捉えられるようにする。

○ 自分の考えを可視化させ、より自分の考えを明確にさせる。

② 他者の考えに触れさせる活動の工夫  

 ○ 生徒の考えを可視化することで、他者の考えに触れやすくする。

  ○ 道徳科の授業において、３～４人の小グループをつくり、他者の考えに触れや

すくする。

③ 考えを深めるための発問の工夫 

  ○ 発問に対しての生徒の考えに問い返しやゆさぶりをかけ、より考えを深めさせ

る。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① ローテーション授業を行うにあたり、評価の視点と見取り方について確認する。

② 全学年共通の「道徳ノート」を用い、生徒の学びを累積することで、生徒の学習状

況や道徳性に係る成長の様子を見取る。

③ 道徳ノートに生徒が書いた考えに授業担当教師が生徒の学びや成長を認め、励ま

すようなコメントを書く。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

① 「ふくしま道徳教育資料集」を道徳科の年間指導計画に位置付け、教材を年間１

回実践する。

② 各クラスに「ふくしま道徳教育資料集」を学級文庫として配置し、生徒自身が授業

以外の場でも積極的に活用できるようにする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① 授業参観で、道徳科の授業を全クラスで実施する。

② ホームページ等で道徳科の授業の様子や取組を発信する。

③ 地域の人材を生かし、対話型教育を実施する。

５ 研究推進にあたって

す
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令和７年度 道徳教育全体計画 

 
【各学年の重点目標】 

【意識化・意欲付けの場と実践の場】 

道徳科の時間
 

 
道徳教育の要とし

て、生徒の感じ方・考

え方・ふるまい方を育

てる。 

教科
 

 各教科の目標を達

成するとともに、もの

の見方・考え方・感じ

方を育てる。 

家庭・地域
 

 地域ボランティア活

動などをとおして、道徳

的実践意欲を育てる。地

域に開かれた学校を目

指し、連携を深める。
 

特別活動等
 

 

 
 

国語 人生について自分なりの考えや感想を持ち、相手を大切にする話し方

ができるようにする。 

社会 社会生活の基本を学び、社会の一員としてのあり方を養う。また世界

の進展に尽くす態度を育てる。 
数学 創造的な知性と技能を育て、合理的に物事を処理する力を育てる。  
理科 科学的な考察・処理能力を養い、正しい自然観を育てる。      
音楽 人間性豊かな生徒・個性の伸長の育成をはかる。 
美術 美的情操・豊かな心を養う。       

保体 強健な身体と強い意志を養い、協力する態度を育て、健康安全に努め

るようにする。 
技家 働く喜びを育て、ものを大切にする態度を育てる。 

英語 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、世界の中の日本人とし

ての自覚をもたせることで、国際的視野に立って、世界の平和と人類

の幸福に貢献する態度を涵養し、また、コミュニケーションの実践を

学ぶことで、他者を配慮し受け入れる寛容の精神や平和・国際貢献な

どの精神を獲得させる。 

【第１学年】
 

・助け合い励まし合う態度を

養う。
 

・ものごとに積極的に参加す

る意欲を養う。
 

・自然と親しむ心情を養う。
 

【第２学年】
 

・生徒相互が理解し信頼し

合う態度を養う。
 

・責任をもってやり抜こう

とする実践意欲を養う。
 

・自他の生命を大切にする

心情を養う。
 

【第３学年】
 

・他者に学ぶ謙虚な態度を養

う。 
・自ら進んで奉仕しようとす

る実践意欲を養う。
 

・いたわり励まし合う人間愛

の精神を培う。 

 
第１章総則の第１の２の (2)

に示す道徳教育の目標に基づ

き、よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため、道徳

的諸価値についての理解を基

に、自己を見つめ、物事を広い

視野から多面的・多角的に考え、

人間としての生き方についての

考えを深める学習を通して、道

徳的な判断力、心情、実践意欲

と態度を育てる

（平成２９年改訂学習指導要領）

【 教育目標 】 
地域と連携し、地域に貢献する

さわやか塩中生の育成
学力の向上

社会性の伸長

向上心の育成

【生徒の実態】 
 
○基本的な生活習慣は身につい

ているが、携帯電話の使用依
存による生活リズムの乱れや
自律心の乏しさが見られる。 

 
○明るく前向きで活動的な生徒

が多いが、相手を思いやった
言動に欠けるときがある。 

 
○ボランティア活動等、指示さ

れたことには熱心に取り組む
が、自ら行動を起こすことは
できない。 

 
 
・社会のルールを守り、正しい

判断ができる生徒 
・相手の立場に立って考えられ

る生徒           
・節度ある行動のとれる生徒 
・奉仕の心をもった実行力のあ

る生徒 

【 めざす生徒像 】 
 

・自ら考え、ともに学ぶ生徒   
・地域に貢献する心豊かな生徒   

・健康でたくましく自立できる生徒
  

 

・自ら考え進んで行動する。

・互いに理解し助け合う。

・よく学び美しい心を養う。

【道徳教育の方針】 

1.教育活動全体を通して道徳教
育を行う。

2.全職員の共通理解、共通行動
のもとに実践する。

3.生徒・学校・地域の実態に根
ざした教育をする。

4.指導の重点化を図る。

5.環境を整備しその浄化に努め
る。

6.家庭や地域に協力を求め、連
携をはかる。

7.学級・学年・学校・生徒会等
の諸行事活動を実践の場とし
て十分に生かす。

8.教師は全生徒に目を向け、心
の通った指導に努める。

9.よりよい校風の樹立に生徒と
教師が一体となって取り組む。

【道徳科の授業に
おける指導の重点】 

1.ねらいを明確にして授業

を組み立て、生徒の実態

に応じた展開を工夫す

る。 
2.基本発問を十分に吟味

し、思考する時間を確保

することで主体的対話的

で深い学びとなるように

する。 
3.ローテーション授業で多

様な人格とのふれあいの

中で人間的な成長を期す

る。 
4.他教科、他領域との関係

を意識して資料に奥行き

を持たせる工夫で授業の

充実を図る。 
5.生徒理解の基盤に立ち、

望ましい人間関係を育成

する。 
6.「ふくしま道徳資料集」

を活用して、郷土愛を育

てる。

学校行事・学級活動

・生徒会活動・各委

員会・集会・学年・

部活動・日常生活

【学校、学級環境の
充実・整備】 

 
 

生徒の道徳的な意識

を高めるために、掲示

物や展示等を工夫し

て、道徳的実践意欲を

育む。

喜多方市立塩川中学校 

みんなで考え・行い・充

実感を味わう。

生徒の自主性を育て、

様々な活動をする中で、

【各教科との関連】 

【道徳教育の目標】

【 道徳教育重点目標 】【教師・保護者の願い】
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法

A
-
(5

)

乗
法
と
除
法

A
-
(5

)

「
春
」
第
１
楽
章

D
-
(2

0
)

D
-
(2

1
)

食
事
の
役
割
と
中
学
生
の

栄
養
の
特
徴

A
-
(2

)
D

-
(1

9
)

U
n
it
 2
　

O
u
r 

N
e
w

T
e
ac

h
e
r

B
-
(7

)
C

-
(1

5
)

◇
学
習
課
題
の
調
査
･
見

学
･
体
験
･
情
報
収
集
の
仕

方 ◇
学
習
課
題
の
解
決
の
仕

方 A
-
(1

)

地
域
清
掃
活
動

C
-
(1

6
)

６
月

7
葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道

A
-
(3

)向
上
心
、
個
性
の
伸
長

8
 ば
あ
ば

D
-
(1

9
)生
命
の
尊
さ

9
 木
の
声
を
聞
く

D
-
(2

0
)自
然
愛
護

1
0
 疾
走
、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー

A
-
(2

)節
度
、
節
制

放
射
線
学
習

A
-
(2

)
定
期
考
査
の
受
け
方

A
-
(4

)

全
校
集
会

A
-
(1

)
定
期
考
査

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

日
本
語
の
抑
揚
を
生
か
し

た
旋
律
を
つ
く
ろ
う

A
-
(3

)
A

-
(5

)
C

-
(1

7
)

中
学
生
に
必
要
な
栄
養
を

満
た
す
食
事

A
-
(2

)
B

-
(6

)

U
n
it
 3
　

O
u
r 

S
c
h
o
o
l

A
-
(3

)
C

-
(1

5
)

U
n
it
 4
　

F
ri
e
n
ds

 i
n
 N

e
w

Z
e
al

an
d

C
-
(1

8
)

【
地
域
に
目
を
向
け
よ
う
】

・
地
域
の
伝
統
や
文
化

C
-
(1

6
)

吹
奏
楽
地
域
演
奏
会

C
-
(1

2
)

７
月

1
1
 門
掃
き

C
-
(1

2
)社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

1
2
 使
っ
て
も
大
丈
夫
？

C
-
(1

0
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

１
学
期
の
反
省

A
-
(2

)
安
全
な
生
活

A
-
(2

)
有
意
義
な
夏
休
み
の
た
め

に A
-
(4

)

全
校
集
会
・
蒼
煌
祭
係
打
ち

合
わ
せ

A
-
(1

)

全
校
美
化

(各
学
期
末

)
C

-
(1

5
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
終
業
式

A
-
(3

)
夏
季
休
業

気
体
の
性
質

A
-
(5

)

リ
ズ
ム

 d
e
 ゴ
ー

し
り
と
り
歌

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ダ
ン
ス

喜
び
の
歌

家
路

A
-
(3

)
C

-
(1

5
)

S
ta

ge
 A

c
ti
vi

ty
 1
　

“
A

ll
ab

o
u
t 

M
e
”
 P

o
st

e
r

A
-
(3

)
B

-
(7

)

・
地
域
の
防
災
と
安
全

D
-
(1

9
)

C
-
(1

6
)

地
域
の
夏
祭
り
，
盆
踊
り

C
-
(1

6
)

９
月

1
3
 ソ
ウ
タ
と
ミ
オ

B
-
(8

)友
情
、
信
頼

1
4
 私
ら
し
さ
っ
て
？

A
-
(1

)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

1
5
 震
災
を
乗
り
越
え
て
―
復
活
し

た
郷
土
芸
能
―

C
-
(1

6
)郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊

重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

1
6
 ど
う
し
て
？

C
-
(1

1
)公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

２
学
期
を
迎
え
て
　

A
-
(3

)
立
会
演
説
会
に
向
け
て

C
-
(1

5
)

学
習
の
必
要
性
と
心
構
え

A
-
(3

)
学
級
の
係
活
動
を
見
直
そ
う

C
-
(1

5
)

私
た
ち
の
将
来
の
希
望

A
-
(1

)

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
集
会
Ⅰ

A
-
(1

)
生
徒
会
役
員
選
挙

A
-
(1

)
生
徒
会
専
門
委
員
会
前
期

反
省
･生
徒
会
専
門
委
員
会

後
期
組
織

A
-
(1

)
地
域
清
掃

C
-
(1

3
)

始
業
式

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た

ち
に

…
…

C
-
(1

4
)　

C
-
(1

8
)　

D
-
(1

9
)

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に

B
-
(8

)

項
目
を
立
て
て
書
こ
う

B
-
(7

)
C

-
(1

5
)

読
み
や
す
く
速
く
書
く
た
め

の
行
書

A
-
(3

)
C

-
(1

7
)

水
溶
液
の
性
質

A
-
(5

)

物
質
の
姿
と
状
態
変
化

A
-
(5

)

夏
の
思
い
出

赤
と
ん
ぼ

C
-
(1

6
)　

C
-
(1

7
)　

D
-
(2

1
)

魔
王

D
-
(2

1
)

全
体
の
構
成
を
考
え
な
が

ら
音
楽
を
つ
く
ろ
う

A
-
(5

)

器
械
運
動

A
-
(4

)

心
身
の
機
能
の
発
達
と
心

の
健
康

A
-
(2

)
A

-
(3

)
B

-
(8

)

U
n
it
 5
　

M
y 

B
ro

th
e
r 

in
H

aw
ai

i
C

-
(1

4
)

C
-
(1

8
)

【
環
境
に
目
を
向
け
よ
う
】

・
身
近
な
環
境
問
題

大
気
汚
染
・
水
の
汚
れ
･
ゴ

ミ
問
題
な
ど

A
-
(2

)

防
災
訓
練

C
-
(1

2
)

1
0
月

1
7
 さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

C
-
(1

7
)我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の

尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

1
8
 違
い
を
乗
り
越
え
て

C
-
(1

8
)国
際
理
解
、
国
際
貢
献

1
9
 バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん

B
-
(6

)思
い
や
り
、
感
謝

2
0
 三
人
の
乗
客

B
-
(9

)相
互
理
解
、
寛
容

蒼
煌
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う

蒼
煌
祭
に
向
け
て

蒼
煌
祭
で
学
ん
だ
こ
と

C
-
(1

5
)

悩
み
や
不
安
へ
の
対
応

D
-
(2

2
)

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
集
会
Ⅱ

A
-
(1

)
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

D
-
(2

1
)

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

D
-
(2

1
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

B
-
(9

)
「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ

A
-
(5

)　
D

-
(2

0
)

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う

A
-
(1

)
A

-
(5

)

地
域
の
歴
史
を
調
べ
よ
う

A
-
(2

)
C

-
(1

6
)

関
数
と
比
例
・
反
比
例

A
-
(5

)

比
例
の
性
質
と
調
べ
方

A
-
(5

)

反
比
例
の
性
質
と
調
べ
方

A
-
(5

)

光
の
世
界

A
-
(5

)

う
み
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

凱
旋
の
行
進
曲

ソ
ナ
タ

 K
.3

3
1

A
-
(3

)

夢
の
翼

あ
の
丘
の
向
こ
う
か
ら

A
-
(4

)　
C

-
(1

5
)

球
技
（
ネ
ッ
ト
型
）

C
-
(1

5
)

U
n
it
 6
　

A
 R

ak
u
go

P
e
rf

o
rm

e
r 

fr
o
m

 t
h
e
 U

.K
.

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

・
自
然
環
境
問
題

自
然
と
生
き
物

気
象
と
環
境
変
化
な
ど

D
-
(2

0
)

地
域
の
運
動
会

C
-
(1

6
)

1
1
月

2
1
 あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て

い
る

D
-
(2

0
)自
然
愛
護

2
2
 あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？

C
-
(1

2
)社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

2
3
 ふ
れ
あ
い
直
売
所

C
-
(1

0
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

2
4
 あ
ふ
れ
る
愛

D
-
( 1

9
)生
命
の
尊
さ

自
分
の
性
格
と
適
性

A
-
(1

)
食
べ
方
・
暮
ら
し
方
で
健
康

に A
-
(2

)
学
習
上
の
反
省
と
計
画
検

討 A
-
(2

)
働
く
人
々

C
-
(1

6
)

定
期
考
査

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
防
災
教
育

A
-
(2

)
三
者
面
談
　

C
-
(1

4
)

世
界
の
諸
地
域

C
-
(1

1
)

C
-
(1

2
)

C
-
(1

8
)

D
-
(2

0
)

音
の
世
界

A
-
(5

)

力
の
世
界

A
-
(5

)

筝
曲
「
六
段
の
調
」

C
-
(1

7
)

D
-
(2

1
)

練
習
曲
１
、
２

さ
く
ら
さ
く
ら

A
-
(3

)
C

-
(1

7
)

武
道

B
-
(7

)
社
会
の
発
展
と
材
料
と
加

工
の
技
術

C
-
(1

2
)

C
-
(1

3
)

◇
学
習
課
題
の
発
表

発
表
用
の
資
料
の
準
備

レ
ポ
ー
ト
作
り
･
新
聞
作
り
･

掲
示
物
作
り
な
ど

A
-
(1

)

町
会
敬
老
会

C
-
(1

6
)

1
2
月

2
5
 i
P
S
細
胞
で
難
病
を
治
し
た
い

A
-
(5

)真
理
の
探
究
、
創
造

2
6
 そ
の
声
は

C
-
(1

4
)家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充

実

あ
り
が
と
う
の
川

B
-
(6

)
２
学
期
の
反
省
と
冬
休
み
の

計
画

A
-
(4

)

あ
り
が
と
う
の
川

B
-
(6

)
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

B
-
(9

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
終
業
式
　

A
-
(3

)
冬
季
休
業

尺
八
曲
「
鹿
の
遠
音
」

C
-
(1

7
)

D
-
(2

1
)

明
日
を
信
じ
て

飛
び
立
と
う
君
の
空
へ

A
-
(4

)
C

-
(1

5
)

陸
上
競
技
（
長
距
離
走
）

A
-
(4

)

生
活
や
社
会
を
支
え
る
情

報
の
技
術

A
-
(1

)
A

-
(2

)
C

-
(1

0
)

・
学
習
課
題
の
発
表

A
-
(1

)
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

B
-
(9

)
落
ち
葉
清
掃

C
-
(1

2
)

C
-
(1

6
)

１
月

2
7
 ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
―

D
-
(1

9
)生
命
の
尊
さ

2
8
 旗

B
-
(8

)友
情
、
信
頼

2
9
 裏
庭
で
の
出
来
事

A
-
(1

)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

新
年
を
迎
え
て

D
-
(2

1
)

わ
た
し
の
進
路
計
画

A
-
(4

)
学
習
上
の
反
省
と
検
討

A
-
(2

)

始
業
式

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

少
年
の
日
の
思
い
出

A
-
(1

)
D

-
(2

2
)

二
十
歳
に
な
っ
た
日

A
-
(1

)　
A

-
(3

)　
D

-
(2

1
)

火
を
ふ
く
大
地

A
-
(2

)
A

-
(5

)
D

-
(2

0
)

郷
土
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
謡

C
-
(1

6
)

D
-
(2

1
)

ソ
ー
ラ
ン
節

か
り
ぼ
し
切
り
歌

C
-
(1

3
)

C
-
(1

6
)

双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る

問
題
解
決

B
-
(6

)
C

-
(1

2
)

C
-
(1

5
)

【
福
祉
に
目
を
向
け
よ
う
】

･福
祉
の
現
状
と
課
題

D
-
(1

9
)

２
月

3
0
 お
じ
い
さ
ん
の

1
0
0
ド
ル

C
-
(1

8
)国
際
理
解
、
国
際
貢
献

3
1
 オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
―

D
-
(2

1
)感
動
、
畏
敬
の
念

3
2
 オ
ア
シ
ス
の
老
人

A
-
(3

)向
上
心
、
個
性
の
伸
長

3
3
 私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

C
-
(1

3
)勤
労

生
徒
会
活
動
を
振
り
返
っ
て

学
年
レ
ク
に
向
け
て

C
-
(1

5
)

自
主
的
な
行
動
と
心
構
え

C
-
(1

5
)

生
徒
会
専
門
委
員
会
後
期

反
省

A
-
(1

)
第
２
回
生
徒
会
総
会

A
-
(1

)　
C

-
(1

5
)

定
期
考
査

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て

書
こ
う

A
-
(1

)　
C

-
(1

4
)　

D
-
(2

1
)

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ

う A
-
(1

)
C

-
(1

5
)

中
世
の
日
本

C
-
(1

0
)

C
-
(1

6
)

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

デ
ー
タ
の
整
理
と
分
析

A
-
(4

)　
A

-
(5

)　
C

-
(1

5
)

デ
ー
タ
の
活
用

A
-
(4

)　
A

-
(5

)　
C

-
(1

5
)

こ
と
が
ら
の
起
こ
り
や
す
さ

A
-
(5

)

た
こ
た
こ
あ
が
れ

ひ
ら
い
た
ひ
ら
い
た

さ
く
ら
さ
く
ら

A
-
(3

)
C

-
(1

7
)

U
n
it
 1

0
　

T
h
is

 Y
e
ar

’
s

M
e
m

o
ri
e
s

A
-
(4

)
C

-
(1

5
)

・
介
護
士
の
講
話

D
-
(1

9
)

・
車
椅
子
体
験

B
-
(9

)

３
月

3
4
 「
肝
心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド

C
-
(1

6
)郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊

重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

3
5
 い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン

D
-
(2

2
)よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

学
級
の
記
録
を
残
そ
う

C
-
(1

5
)

１
年
を
振
り
返
っ
て

A
-
(2

)

卒
業
式

B
-
(6

)
卒
業
式

B
-
(6

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
修
了
式
　

A
-
(3

)
離
任
式
　

B
-
(6

)
春
季
休
業

ぼ
く
が
　
こ
こ
に

A
-
(3

)
D

-
(1

9
)

日
本
と
ア
ジ
ア
の
声
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
表
現

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

D
-
(2

1
)

生
活
の
課
題
と
実
践

C
-
(1

2
)

D
-
(2

0
)

S
ta

ge
 A

c
ti
vi

ty
 3
　

M
y

F
av

o
ri
te

 E
ve

n
t 

T
h
is

Y
e
ar

C
-
(1

5
)

L
e
t’

s 
R

e
ad
　

G
o
n
, 
th

e
F
o
x

B
-
(6

)

◇
学
習
の
成
果
を
振
り
返
っ

て
、
新
し
い
学
習
課
題
の
発

見 A
-
(3

)

月

教
　
　
科

総
合
的
な

学
習
の
時
間

地
域
・
家
庭

と
の
連
携

道
徳

『
中
学
道
徳

あ
す
を
生
き
る
１
』

学
級
活
動

生
徒
会

活
動

学
校
行
事

特
別
活
動

話
の
構
成
を
工
夫
し
よ
う

A
-
(3

)

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？

A
-
(5

)　
D

-
(2

0
)

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

A
-
(5

)

情
報
を
整
理
し
て
説
明
し
よ

う A
-
(5

)

空
の
詩

D
-
(2

0
)　

D
-
(2

1
)

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世

界 A
-
(5

)

語
彙
を
豊
か
に

A
-
(3

)　
A

-
(5

)
情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う

A
-
(1

)　
A

-
(5

)
C

-
(1

2
)　

D
-
(2

0
)

読
書
を
楽
し
む

A
-
(3

)
本
の
中
の
中
学
生

A
-
(3

)　
C

-
(1

4
)　

C
-
(1

5
)

大
阿
蘇

D
-
(2

0
)　

D
-
(2

1
)

古
典
の
世
界
　

C
-
(1

7
)

い
ろ
は
歌
　

C
-
(1

7
)　

D
-

(2
2
)

蓬
莱
の
玉
の
枝
―
「
竹
取

物
語
」
か
ら

C
-
(1

4
)　

C
-
(1

7
)

今
に
生
き
る
言
葉

A
-
(1

)　
C

-
(1

7
)　

C
-
(1

8
)

「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め

直
す

A
-
(1

)　
A

-
(2

)　
A

-
(5

)

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し

合
お
う

A
-
(1

)　
B

-
(9

)

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て

C
-
(1

2
)　

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)　

D
-
(2

0
)

世
界
の
姿

C
-
(1

8
)

日
本
の
姿

C
-
(1

6
)

C
-
(1

7
)

人
々
の
生
活
と
環
境

C
-
(1

8
)

D
-
(2

0
)

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て

C
-
(1

2
)　

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)　

D
-
(2

0
)

歴
史
へ
の
と
び
ら

A
-
(5

)　
C

-
(1

6
)　

C
-
(1

7
)

古
代
ま
で
の
日
本

C
-
(1

0
)

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

D
-
(1

9
)

正
負
の
数
の
利
用

A
-
(5

)
B

-
(9

)

文
字
を
使
っ
た
式

A
-
(5

)　
B

-
(9

)

文
字
式
の
計
算

A
-
(5

)
B

-
(9

)

文
字
式
の
利
用

A
-
(5

)
B

-
(9

)

方
程
式
と
そ
の
解
き
方

A
-
(5

)
B

-
(9

)
D

-
(2

0
)

１
次
方
程
式
の
利
用

A
-
(5

)
B

-
(9

)

比
例
と
反
比
例
の
利
用

A
-
(5

)　
B

-
(9

)

図
形
の
移
動

A
-
(5

)　
B

-
(9

)

基
本
の
作
図

A
-
(5

)　
B

-
(9

)

お
う
ぎ
形

A
-
(5

)

い
ろ
い
ろ
な
立
体

A
-
(5

)　
B

-
(9

)

立
体
の
見
方
と
調
べ
方

A
-
(5

)

立
体
の
体
積
と
表
面
積

A
-
(5

)
B

-
(9

)

植
物
の
分
類

A
-
(5

)
D

-
(1

9
)

D
-
(2

0
)

動
物
の
分
類

A
-
(5

)
D

-
(1

9
)

身
の
ま
わ
り
の
物
質
と
そ
の

性
質

A
-
(5

)
C

-
(1

2
)

動
き
続
け
る
大
地

A
-
(2

)　
A

-
(5

)　
D

-
(2

0
)

地
層
か
ら
読
み
と
る
大
地
の

変
化

A
-
(5

)
D

-
(2

0
)

美
術
と
の
出
会
い

D
-
(2

0
)

D
-
(2

1
)

絵
や
彫
刻
と
の
出
会
い

A
-
(1

)
A

-
(3

)

見
つ
め
て
、
感
じ
て
、
描
い

て A
-
(3

)
A

-
(4

)

な
ぜ
か
気
に
な
る
情
景

C
-
(1

6
)

D
-
(2

0
)

鑑
賞
と
の
出
会
い

絵
の
中
に
あ
る
物
語

B
-
(9

)
C

-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

D
-
(2

1
)

デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
と
の
出
会

い C
-
(1

2
)

自
然
の
美
し
さ
か
ら
生
ま
れ

た D
-
(2

0
)　

D
-
(2

1
)

つ
な
げ
て
広
が
る
模
様
の

世
界

A
-
(3

)

原
始
の
美
に
出
会
う
旅

C
-
(1

7
)

文
字
が
生
み
出
す
イ
メ
ー
ジ

C
-
(1

2
)

C
-
(1

6
)

暮
ら
し
を
彩
る
土
の
造
形

A
-
( 5

)
D

-
(2

0
)

屏
風
、
美
の
し
か
け

C
-
(1

7
)

D
-
(2

1
)

見
る
ひ
と
へ
楽
し
く
伝
え
よ
う

A
-
(5

)
D

-
(2

0
)

材
料
に
命
を
吹
き
込
む

A
-
(3

)

U
n
it
 7
　

A
n
 O

n
lin

e
 T

o
u
r

o
f 
th

e
 U

.K
.

B
-
(8

)
C

-
(1

8
)

U
n
it
 8
　

T
h
in

k 
G

lo
ba

lly
,

A
c
t 

L
o
c
al

ly
A

-
(4

)
C

-
(1

8
)

D
-
(2

0
)

S
ta

ge
 A

c
ti
vi

ty
 2
　

M
y

H
e
ro

A
-
(4

)

U
n
it
 9
　

W
in

te
r 

V
ac

at
io

n
C

-
(1

8
)

陸
上
競
技

A
-
(4

)

健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予

防
①

A
-
(2

)
D

-
(1

9
)

水
泳

A
-
(4

)

球
技
（
ゴ
ー
ル
型
）

C
-
(1

5
)

ダ
ン
ス

A
-
(3

)
C

-
(1

5
)

技
術
分
野
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

A
-
(4

)
A

-
(5

)

生
活
や
社
会
を
支
え
る
材

料
と
加
工
の
技
術

A
-
(5

)
C

-
(1

5
)

材
料
と
加
工
の
技
術
に
よ
る

問
題
解
決

A
-
(1

)
A

-
(5

)

調
理
の
た
め
の
食
品
の
選

択
と
購
入

A
-
(1

)　
A

-
(2

)　
C

-
(1

5
)

日
常
食
の
調
理
と
地
域
の

食
文
化

A
-
(1

)　
A

-
(2

)
C

-
(1

6
)　

C
-
(1

7
)

持
続
可
能
な
食
生
活

A
-
(1

)
A

-
(2

)
D

-
(2

0
)

光
村

光
村

東
書

東
書

東
書

東
書

教
出

日
文

東
書

東
書

東
書

東
書

す
す
め
る

２

― 49 ―― 48 ―



令和７年度 道徳教育全体計画 

 
【各学年の重点目標】 

【意識化・意欲付けの場と実践の場】 

道徳科の時間
 

 
道徳教育の要とし

て、生徒の感じ方・考

え方・ふるまい方を育

てる。 

教科
 

 各教科の目標を達

成するとともに、もの

の見方・考え方・感じ

方を育てる。 

家庭・地域
 

 地域ボランティア活

動などをとおして、道徳

的実践意欲を育てる。地

域に開かれた学校を目

指し、連携を深める。
 

特別活動等
 

 

 
 

国語 人生について自分なりの考えや感想を持ち、相手を大切にする話し方

ができるようにする。 

社会 社会生活の基本を学び、社会の一員としてのあり方を養う。また世界

の進展に尽くす態度を育てる。 
数学 創造的な知性と技能を育て、合理的に物事を処理する力を育てる。  
理科 科学的な考察・処理能力を養い、正しい自然観を育てる。      
音楽 人間性豊かな生徒・個性の伸長の育成をはかる。 
美術 美的情操・豊かな心を養う。       

保体 強健な身体と強い意志を養い、協力する態度を育て、健康安全に努め

るようにする。 
技家 働く喜びを育て、ものを大切にする態度を育てる。 

英語 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、世界の中の日本人とし

ての自覚をもたせることで、国際的視野に立って、世界の平和と人類

の幸福に貢献する態度を涵養し、また、コミュニケーションの実践を

学ぶことで、他者を配慮し受け入れる寛容の精神や平和・国際貢献な

どの精神を獲得させる。 

【第１学年】
 

・助け合い励まし合う態度を

養う。
 

・ものごとに積極的に参加す

る意欲を養う。
 

・自然と親しむ心情を養う。
 

【第２学年】
 

・生徒相互が理解し信頼し

合う態度を養う。
 

・責任をもってやり抜こう

とする実践意欲を養う。
 

・自他の生命を大切にする

心情を養う。
 

【第３学年】
 

・他者に学ぶ謙虚な態度を養

う。 
・自ら進んで奉仕しようとす

る実践意欲を養う。
 

・いたわり励まし合う人間愛

の精神を培う。 

 
第１章総則の第１の２の (2)

に示す道徳教育の目標に基づ

き、よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため、道徳

的諸価値についての理解を基

に、自己を見つめ、物事を広い

視野から多面的・多角的に考え、

人間としての生き方についての

考えを深める学習を通して、道

徳的な判断力、心情、実践意欲

と態度を育てる

（平成２９年改訂学習指導要領）

【 教育目標 】 
地域と連携し、地域に貢献する

さわやか塩中生の育成
学力の向上

社会性の伸長

向上心の育成

【生徒の実態】 
 
○基本的な生活習慣は身につい

ているが、携帯電話の使用依
存による生活リズムの乱れや
自律心の乏しさが見られる。 

 
○明るく前向きで活動的な生徒

が多いが、相手を思いやった
言動に欠けるときがある。 

 
○ボランティア活動等、指示さ

れたことには熱心に取り組む
が、自ら行動を起こすことは
できない。 

 
 
・社会のルールを守り、正しい

判断ができる生徒 
・相手の立場に立って考えられ

る生徒           
・節度ある行動のとれる生徒 
・奉仕の心をもった実行力のあ

る生徒 

【 めざす生徒像 】 
 

・自ら考え、ともに学ぶ生徒   
・地域に貢献する心豊かな生徒   

・健康でたくましく自立できる生徒
  

 

・自ら考え進んで行動する。

・互いに理解し助け合う。

・よく学び美しい心を養う。

【道徳教育の方針】 

1.教育活動全体を通して道徳教
育を行う。

2.全職員の共通理解、共通行動
のもとに実践する。

3.生徒・学校・地域の実態に根
ざした教育をする。

4.指導の重点化を図る。

5.環境を整備しその浄化に努め
る。

6.家庭や地域に協力を求め、連
携をはかる。

7.学級・学年・学校・生徒会等
の諸行事活動を実践の場とし
て十分に生かす。

8.教師は全生徒に目を向け、心
の通った指導に努める。

9.よりよい校風の樹立に生徒と
教師が一体となって取り組む。

【道徳科の授業に
おける指導の重点】 

1.ねらいを明確にして授業

を組み立て、生徒の実態

に応じた展開を工夫す

る。 
2.基本発問を十分に吟味

し、思考する時間を確保

することで主体的対話的

で深い学びとなるように

する。 
3.ローテーション授業で多

様な人格とのふれあいの

中で人間的な成長を期す

る。 
4.他教科、他領域との関係

を意識して資料に奥行き

を持たせる工夫で授業の

充実を図る。 
5.生徒理解の基盤に立ち、

望ましい人間関係を育成

する。 
6.「ふくしま道徳資料集」

を活用して、郷土愛を育

てる。

学校行事・学級活動

・生徒会活動・各委

員会・集会・学年・

部活動・日常生活

【学校、学級環境の
充実・整備】 

 
 

生徒の道徳的な意識

を高めるために、掲示

物や展示等を工夫し

て、道徳的実践意欲を

育む。

喜多方市立塩川中学校 

みんなで考え・行い・充

実感を味わう。

生徒の自主性を育て、

様々な活動をする中で、

【各教科との関連】 

【道徳教育の目標】

【 道徳教育重点目標 】【教師・保護者の願い】

　
『
中
学
道
徳

 
あ
す
を
生
き
る
』
全
体
計
画
別
葉
（
各
教
科
等
と
の
関
連
表
）
　
第
１
学
年
（

R
0
7
～
）

喜
多
方
市
立
塩
川
中
学
校
っ
こ
う

　
　
内
容

国
語

書
写

社
会
（
地
理
）

社
会
（
歴
史
）

数
学

理
科

音
楽

美
術

保
健
体
育

技
術

家
庭

英
語

『
国
語

 1
』

『
中
学
書
写
』

『
新
編

 新
し
い
社
会

 地
理
』
『
新
編

 新
し
い
社
会

 歴
史
』
『
新
編

 新
し
い
数
学

 1
』
『
新
編

 新
し
い
科
学

 1
』
『
中
学
音
楽

 1
/
器
楽
』

『
美
術

 1
』

『
新
編

 新
し
い
保
健
体
育
』

『
新
編

 新
し
い
技
術
・
家
庭

 技
術
分
野
』
『
新
編

 新
し
い
技
術
・
家
庭

 家
庭
分
野
』
『
N

E
W

 H
O

R
IZ

O
N

 1
』

(光
村

)
(光
村

)
(東
書

)
(東
書

)
(東
書

)
(東
書

)
（
教
出
）

(日
文

)
（
東
書
）

（
東
書
）

（
東
書
）

（
東
書
）

４
月

1
 サ
ッ
カ
ー
の
漫
画
を
描
き
た
い

A
-
(4

)希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い

意
志

2
人
の
フ
リ
み
て

B
-
(6

)思
い
や
り
、
感
謝

3
 〝
村
人

B
〟
に
は

…
…

C
-
(1

5
)よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団

生
活
の
充
実

自
信
に
満
ち
た
中
学
生
に

な
ろ
う

(オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
)

A
-
(4

)
私
た
ち
の
学
級
づ
く
り

C
-
(1

5
)

行
事
の
計
画

C
-
(1

5
)

よ
り
よ
い
生
徒
会
を
つ
く
ろ
う

C
-
(1

5
)

生
徒
会
入
会
式

C
-
(1

5
)

生
徒
会
専
門
委
員
会
前
期

組
織

全
校
集
会
・
応
援
練
習

A
-
(1

)

始
業
式
　

A
-
(4

)
入
学
式
　

C
-
(1

5
)

健
康
診
断
　

A
-
(2

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
交
通
教
室

A
-
(2

)
遠
足

(１
年

)D
-
(2

0
)

朝
の
リ
レ
ー

C
-
(1

8
)　

D
-
(2

1
)

野
原
は
う
た
う

D
-
(2

0
)

は
じ
ま
り
の
風

A
-
(3

)
D

-
(2

1
)

読
み
や
す
く
書
く
た
め
の
楷

書 A
-
(3

)
C

-
(1

7
)

整
数
の
性
質

A
-
(5

)
B

-
(9

)

正
負
の
数

A
-
(5

)

生
物
の
観
察
と
分
類
の
し

か
た

A
-
(5

)
D

-
(1

9
)

D
-
(2

0
)

光
の
道

A
-
(3

)　
A

-
(4

)

「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
か
ら

D
O

-
R

E
-
M

I
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

A
-
(4

)　
D

-
(2

0
)　

D
-
(2

1
)

体
つ
く
り
運
動

A
-
(2

)
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様

性 C
-
(1

2
)

C
-
(1

5
)

D
-
(2

2
)

家
庭
分
野
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

A
-
(1

)　
A

-
(2

)

私
た
ち
の
家
族
と
家
庭
生

活 A
-
(1

)
A

-
(2

)
C

-
(1

4
)

U
n
it
 0
　

N
ic

e
 t

o
 M

e
e
t

Y
o
u

B
-
(7

)　
C

-
(1

5
)

U
n
it
 1
　

H
e
llo

, 
E
ve

ry
o
n
e
!

A
-
(3

)
B

-
(7

)
B

-
(8

)

◇
学
習
課
題
の
設
定
･選
択

◇
独
自
の
学
習
課
題
の
設

定 A
-
(1

)

５
月

4
 「
愛
情
貯
金
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん

か B
-
(7

)礼
儀

5
 さ
か
な
の
な
み
だ

C
-
(1

1
)公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

6
 言
葉
の
向
こ
う
に

B
-
(9

) 
相
互
理
解
、
寛
容

行
事
を
振
り
返
る

C
-
(1

5
)

集
団
と
の
関
わ
り
を
振
り
返

る C
-
(1

5
)

進
路
の
学
習

A
-
(3

)
働
く
人
々

C
-
(1

3
)

校
内
陸
上
大
会

A
-
(1

)
C

-
(1

5
)

第
１
回
生
徒
会
総
会

A
-
(1

)　
C

-
(1

5
)

全
校
集
会

A
-
(1

)

校
内
陸
上
大
会

C
-
(1

5
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
加
法
と
減
法

A
-
(5

)

乗
法
と
除
法

A
-
(5

)

「
春
」
第
１
楽
章

D
-
(2

0
)

D
-
(2

1
)

食
事
の
役
割
と
中
学
生
の

栄
養
の
特
徴

A
-
(2

)
D

-
(1

9
)

U
n
it
 2
　

O
u
r 

N
e
w

T
e
ac

h
e
r

B
-
(7

)
C

-
(1

5
)

◇
学
習
課
題
の
調
査
･
見

学
･
体
験
･
情
報
収
集
の
仕

方 ◇
学
習
課
題
の
解
決
の
仕

方 A
-
(1

)

地
域
清
掃
活
動

C
-
(1

6
)

６
月

7
葉
っ
ぱ
切
り
絵
で
見
え
た
道

A
-
(3

)向
上
心
、
個
性
の
伸
長

8
 ば
あ
ば

D
-
(1

9
)生
命
の
尊
さ

9
 木
の
声
を
聞
く

D
-
(2

0
)自
然
愛
護

1
0
 疾
走
、
自
転
車
ラ
イ
ダ
ー

A
-
(2

)節
度
、
節
制

放
射
線
学
習

A
-
(2

)
定
期
考
査
の
受
け
方

A
-
(4

)

全
校
集
会

A
-
(1

)
定
期
考
査

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

日
本
語
の
抑
揚
を
生
か
し

た
旋
律
を
つ
く
ろ
う

A
-
(3

)
A

-
(5

)
C

-
(1

7
)

中
学
生
に
必
要
な
栄
養
を

満
た
す
食
事

A
-
(2

)
B

-
(6

)

U
n
it
 3
　

O
u
r 

S
c
h
o
o
l

A
-
(3

)
C

-
(1

5
)

U
n
it
 4
　

F
ri
e
n
ds

 i
n
 N

e
w

Z
e
al

an
d

C
-
(1

8
)

【
地
域
に
目
を
向
け
よ
う
】

・
地
域
の
伝
統
や
文
化

C
-
(1

6
)

吹
奏
楽
地
域
演
奏
会

C
-
(1

2
)

７
月

1
1
 門
掃
き

C
-
(1

2
)社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

1
2
 使
っ
て
も
大
丈
夫
？

C
-
(1

0
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

１
学
期
の
反
省

A
-
(2

)
安
全
な
生
活

A
-
(2

)
有
意
義
な
夏
休
み
の
た
め

に A
-
(4

)

全
校
集
会
・
蒼
煌
祭
係
打
ち

合
わ
せ

A
-
(1

)

全
校
美
化

(各
学
期
末

)
C

-
(1

5
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
終
業
式

A
-
(3

)
夏
季
休
業

気
体
の
性
質

A
-
(5

)

リ
ズ
ム

 d
e
 ゴ
ー

し
り
と
り
歌

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ダ
ン
ス

喜
び
の
歌

家
路

A
-
(3

)
C

-
(1

5
)

S
ta

ge
 A

c
ti
vi

ty
 1
　

“
A

ll
ab

o
u
t 

M
e
”
 P

o
st

e
r

A
-
(3

)
B

-
(7

)

・
地
域
の
防
災
と
安
全

D
-
(1

9
)

C
-
(1

6
)

地
域
の
夏
祭
り
，
盆
踊
り

C
-
(1

6
)

９
月

1
3
 ソ
ウ
タ
と
ミ
オ

B
-
(8

)友
情
、
信
頼

1
4
 私
ら
し
さ
っ
て
？

A
-
(1

)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

1
5
 震
災
を
乗
り
越
え
て
―
復
活
し

た
郷
土
芸
能
―

C
-
(1

6
)郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊

重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

1
6
 ど
う
し
て
？

C
-
(1

1
)公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

２
学
期
を
迎
え
て
　

A
-
(3

)
立
会
演
説
会
に
向
け
て

C
-
(1

5
)

学
習
の
必
要
性
と
心
構
え

A
-
(3

)
学
級
の
係
活
動
を
見
直
そ
う

C
-
(1

5
)

私
た
ち
の
将
来
の
希
望

A
-
(1

)

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
集
会
Ⅰ

A
-
(1

)
生
徒
会
役
員
選
挙

A
-
(1

)
生
徒
会
専
門
委
員
会
前
期

反
省
･生
徒
会
専
門
委
員
会

後
期
組
織

A
-
(1

)
地
域
清
掃

C
-
(1

3
)

始
業
式

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た

ち
に

…
…

C
-
(1

4
)　

C
-
(1

8
)　

D
-
(1

9
)

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に

B
-
(8

)

項
目
を
立
て
て
書
こ
う

B
-
(7

)
C

-
(1

5
)

読
み
や
す
く
速
く
書
く
た
め

の
行
書

A
-
(3

)
C

-
(1

7
)

水
溶
液
の
性
質

A
-
(5

)

物
質
の
姿
と
状
態
変
化

A
-
(5

)

夏
の
思
い
出

赤
と
ん
ぼ

C
-
(1

6
)　

C
-
(1

7
)　

D
-
(2

1
)

魔
王

D
-
(2

1
)

全
体
の
構
成
を
考
え
な
が

ら
音
楽
を
つ
く
ろ
う

A
-
(5

)

器
械
運
動

A
-
(4

)

心
身
の
機
能
の
発
達
と
心

の
健
康

A
-
(2

)
A

-
(3

)
B

-
(8

)

U
n
it
 5
　

M
y 

B
ro

th
e
r 

in
H

aw
ai

i
C

-
(1

4
)

C
-
(1

8
)

【
環
境
に
目
を
向
け
よ
う
】

・
身
近
な
環
境
問
題

大
気
汚
染
・
水
の
汚
れ
･
ゴ

ミ
問
題
な
ど

A
-
(2

)

防
災
訓
練

C
-
(1

2
)

1
0
月

1
7
 さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

C
-
(1

7
)我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の

尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

1
8
 違
い
を
乗
り
越
え
て

C
-
(1

8
)国
際
理
解
、
国
際
貢
献

1
9
 バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん

B
-
(6

)思
い
や
り
、
感
謝

2
0
 三
人
の
乗
客

B
-
(9

)相
互
理
解
、
寛
容

蒼
煌
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う

蒼
煌
祭
に
向
け
て

蒼
煌
祭
で
学
ん
だ
こ
と

C
-
(1

5
)

悩
み
や
不
安
へ
の
対
応

D
-
(2

2
)

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
集
会
Ⅱ

A
-
(1

)
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

D
-
(2

1
)

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

D
-
(2

1
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

B
-
(9

)
「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ

A
-
(5

)　
D

-
(2

0
)

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う

A
-
(1

)
A

-
(5

)

地
域
の
歴
史
を
調
べ
よ
う

A
-
(2

)
C

-
(1

6
)

関
数
と
比
例
・
反
比
例

A
-
(5

)

比
例
の
性
質
と
調
べ
方

A
-
(5

)

反
比
例
の
性
質
と
調
べ
方

A
-
(5

)

光
の
世
界

A
-
(5

)

う
み
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

凱
旋
の
行
進
曲

ソ
ナ
タ

 K
.3

3
1

A
-
(3

)

夢
の
翼

あ
の
丘
の
向
こ
う
か
ら

A
-
(4

)　
C

-
(1

5
)

球
技
（
ネ
ッ
ト
型
）

C
-
(1

5
)

U
n
it
 6
　

A
 R

ak
u
go

P
e
rf

o
rm

e
r 

fr
o
m

 t
h
e
 U

.K
.

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

・
自
然
環
境
問
題

自
然
と
生
き
物

気
象
と
環
境
変
化
な
ど

D
-
(2

0
)

地
域
の
運
動
会

C
-
(1

6
)

1
1
月

2
1
 あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て

い
る

D
-
(2

0
)自
然
愛
護

2
2
 あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？

C
-
(1

2
)社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

2
3
 ふ
れ
あ
い
直
売
所

C
-
(1

0
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

2
4
 あ
ふ
れ
る
愛

D
-
( 1

9
)生
命
の
尊
さ

自
分
の
性
格
と
適
性

A
-
(1

)
食
べ
方
・
暮
ら
し
方
で
健
康

に A
-
(2

)
学
習
上
の
反
省
と
計
画
検

討 A
-
(2

)
働
く
人
々

C
-
(1

6
)

定
期
考
査

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
防
災
教
育

A
-
(2

)
三
者
面
談
　

C
-
(1

4
)

世
界
の
諸
地
域

C
-
(1

1
)

C
-
(1

2
)

C
-
(1

8
)

D
-
(2

0
)

音
の
世
界

A
-
(5

)

力
の
世
界

A
-
(5

)

筝
曲
「
六
段
の
調
」

C
-
(1

7
)

D
-
(2

1
)

練
習
曲
１
、
２

さ
く
ら
さ
く
ら

A
-
(3

)
C

-
(1

7
)

武
道

B
-
(7

)
社
会
の
発
展
と
材
料
と
加

工
の
技
術

C
-
(1

2
)

C
-
(1

3
)

◇
学
習
課
題
の
発
表

発
表
用
の
資
料
の
準
備

レ
ポ
ー
ト
作
り
･
新
聞
作
り
･

掲
示
物
作
り
な
ど

A
-
(1

)

町
会
敬
老
会

C
-
(1

6
)

1
2
月

2
5
 i
P
S
細
胞
で
難
病
を
治
し
た
い

A
-
(5

)真
理
の
探
究
、
創
造

2
6
 そ
の
声
は

C
-
(1

4
)家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充

実

あ
り
が
と
う
の
川

B
-
(6

)
２
学
期
の
反
省
と
冬
休
み
の

計
画

A
-
(4

)

あ
り
が
と
う
の
川

B
-
(6

)
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

B
-
(9

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)
終
業
式
　

A
-
(3

)
冬
季
休
業

尺
八
曲
「
鹿
の
遠
音
」

C
-
(1

7
)

D
-
(2

1
)

明
日
を
信
じ
て

飛
び
立
と
う
君
の
空
へ

A
-
(4

)
C

-
(1

5
)

陸
上
競
技
（
長
距
離
走
）

A
-
(4

)

生
活
や
社
会
を
支
え
る
情

報
の
技
術

A
-
(1

)
A

-
(2

)
C

-
(1

0
)

・
学
習
課
題
の
発
表

A
-
(1

)
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

B
-
(9

)
落
ち
葉
清
掃

C
-
(1

2
)

C
-
(1

6
)

１
月

2
7
 ゆ
う
へ
―
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
―

D
-
(1

9
)生
命
の
尊
さ

2
8
 旗

B
-
(8

)友
情
、
信
頼

2
9
 裏
庭
で
の
出
来
事

A
-
(1

)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

新
年
を
迎
え
て

D
-
(2

1
)

わ
た
し
の
進
路
計
画

A
-
(4

)
学
習
上
の
反
省
と
検
討

A
-
(2

)

始
業
式

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

少
年
の
日
の
思
い
出

A
-
(1

)
D

-
(2

2
)

二
十
歳
に
な
っ
た
日

A
-
(1

)　
A

-
(3

)　
D

-
(2

1
)

火
を
ふ
く
大
地

A
-
(2

)
A

-
(5

)
D

-
(2

0
)

郷
土
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
謡

C
-
(1

6
)

D
-
(2

1
)

ソ
ー
ラ
ン
節

か
り
ぼ
し
切
り
歌

C
-
(1

3
)

C
-
(1

6
)

双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る

問
題
解
決

B
-
(6

)
C

-
(1

2
)

C
-
(1

5
)

【
福
祉
に
目
を
向
け
よ
う
】

･福
祉
の
現
状
と
課
題

D
-
(1

9
)

２
月

3
0
 お
じ
い
さ
ん
の

1
0
0
ド
ル

C
-
(1

8
)国
際
理
解
、
国
際
貢
献

3
1
 オ
ー
ロ
ラ
―
光
の
カ
ー
テ
ン
―

D
-
(2

1
)感
動
、
畏
敬
の
念

3
2
 オ
ア
シ
ス
の
老
人

A
-
(3

)向
上
心
、
個
性
の
伸
長

3
3
 私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

C
-
(1

3
)勤
労

生
徒
会
活
動
を
振
り
返
っ
て

学
年
レ
ク
に
向
け
て

C
-
(1

5
)

自
主
的
な
行
動
と
心
構
え

C
-
(1

5
)

生
徒
会
専
門
委
員
会
後
期

反
省

A
-
(1

)
第
２
回
生
徒
会
総
会

A
-
(1

)　
C

-
(1

5
)

定
期
考
査

A
-
(4

)
安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-
(2

)

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て

書
こ
う

A
-
(1

)　
C

-
(1

4
)　

D
-
(2

1
)

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ

う A
-
(1

)
C

-
(1

5
)

中
世
の
日
本

C
-
(1

0
)

C
-
(1

6
)

C
-
(1

7
)

C
-
(1

8
)

デ
ー
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【地域清掃ボランティア】 

クラスごとに清掃の場所を決め、地域を巡

回し、ゴミを集めた。生徒の中には、側溝に

まで目を向け、空き缶や牛乳パックなどのゴ

ミを積極的に拾う姿が見られた。  

また、これ以外にも、塩川町の「川の祭典」

の翌日には、朝６時に集まり、祭りで出たゴ

ミなどを拾う活動なども行っており、生徒自

らの意思で参加し、自分たちの住む地域を少

しでもきれいにしていこうという思いが高

まっていた。 

 

 

【資料】

教育目標 
地域と連携し、地域に貢献する

 

 

【ハイタッチあいさつ運動】  

 今年度より、生徒会主体で普段のあ

いさつ運動に加え、ハイタッチをして

あいさつをするという活動を行った。

普段あいさつをするだけの生徒も笑顔

で元気よくあいさつをすることができ

た。教育目標でもある「さわやかに」学

校生活を送れるよう気持ちの良い１日

をスタートしていた。  

【ありがとうの川】 

 毎年１２月に全校生で取り組んでお

り、全生徒が学校生活での感謝の気持ち

を書き、昇降口に掲示している。日常の感

謝や特別な感謝など、生徒によって様々

な感謝があり、見た人たちも心が温まり、

温かい人間関係が培われている。  
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（曜日）

相双・いわき地区教育推進校｢福島県立相馬総合高等学校｣実施報告書

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

思いやりをもち、自己の在り方を見つめ、地域や社会の未来のために自ら考え、

よりよく生きる生徒を求めて

３ 研究テーマ設定の理由

 本校は相馬東高校と新地高校が統合し、開校４年目を迎えている。探究活動を中心に、
自ら問いを立て、地域課題解決学習に取り組んでいる。  
 総合学科の特長を生かし様々な学習活動に取り組む中、「思いやりをもち、他人の気持ち
を尊重し、どのようにして自分の考えを伝えるか、相手の意見を受け取るか」が本校生徒
の大きな課題であることを教職員一同が強く認識している。相馬市は地域と学校が連携し
た教育活動を推進しており、子どもの育成に加え、地域全体の活性化を目指している。  

この度道徳教育推進校に指定されたことをきっかけに、道徳教育推進プロジェクトチー

ムを立ち上げ、３年間で育てたい生徒像について検討を重ねた結果、上記の研究テーマを

掲げるに至った。１年次の「産業社会と人間」において社会との関わりの中で人間として

の生き方を見つめ、２・３年次の「総合的な探究の時間」では人間としての在り方生き方

についての自覚を一層深める」ことへとつながる授業を展開し 、方え考、識知つ持が徒生「、

行動、価値観、なりたい大人像等」が変化していく姿を見ていきたい。また、学習による

自己の変容を意識させ、生徒自身が自己成長を実感するために、学習前後での知識や考え

方を比較したり、話合いや発表の機会を設けたりすることが重要だと考える。  

４ 研究計画

学校名 福島県立相馬総合高等学校  

所在地 相馬市北飯渕字阿弥陀堂２００  

校長名 櫻田  渉  

教育目標

〇 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え 、 判 断 し 、 取 り

組 む 人 間 の 育 成  

○ 思 い や り の 心 を 持 ち 、 社 会 形 成 に 参

画 す る 人 間 の 育 成  

○ 心 身 と も に 健 康 で 、 新 し い 社 会 を 共

創 す る 活 力 に 満 ち た 人 間 の 育 成

学級及び生徒数 学級数   １４  
生徒数 ４９５名  

月 日 主な研究内容 備考

４月１６日 (水 )

５月 ８日 (木 )

５月１３日 (火 )
７月１０日 (木 )
 
７月１８日 (金 )
 
７月２８日 (月 )
８月 ５日 (火 )
 
８月 ９日 (土 )
８月２９日 (金 )
９月 ３日 (水 )

９月 ８日 (月 )

１０月１７日 (金）

ＳＮＳ講習会  
講 師 ： 福 島 県 警 本 部 生 活 安 全 部 少 年 女 性 安 全 対 策 課 今 野 桂 子 様
「スムーズなコミュニケーションのために」
講   師：ライセンスアカデミー  山村  悦夫 様
道徳教育の全体計画の教職員への提示と共有
校内研修１（指導案検討会）
指導助言：福島県教育庁 義務教育課 指導主事 江花  洋介
薬物乱用防止教室
講   師：相馬警察署  生活安全課長  飯野  真 様
先進校視察 福島県立湖南高等学校（１名）
校内研修２（指導案検討会）
指導助言：相双教育事務所  指導主事 星  克 石橋 亮宏
校外研修１ 東京学芸大学（１名）
校外研修２ 郡山市立大槻中学校（４名）  
初任研地区別研修会（ふくしま道徳教育資料集の活用）
授 業 者：古川叶梧  １年２組  (ホームルーム活動【２】 ) 
指導助言：相双教育事務所 指導主事 石橋 亮宏
道徳教育に関する校内研修
講演「高等学校における道徳授業の在り方」
講  師：秋田公立美術大学  副学長 毛内  嘉威  様
道徳教育地区別推進協議会
１年３組授業公開 「大人インタビューの振り返り」
授 業 者：白川大智 １年３組（産業社会と人間）
講 師：秋田公立美術大学 副学長 毛内 嘉威 様
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【地域清掃ボランティア】 

クラスごとに清掃の場所を決め、地域を巡

回し、ゴミを集めた。生徒の中には、側溝に

まで目を向け、空き缶や牛乳パックなどのゴ

ミを積極的に拾う姿が見られた。  

また、これ以外にも、塩川町の「川の祭典」

の翌日には、朝６時に集まり、祭りで出たゴ

ミなどを拾う活動なども行っており、生徒自

らの意思で参加し、自分たちの住む地域を少

しでもきれいにしていこうという思いが高

まっていた。 

 

 

【資料】

教育目標 
地域と連携し、地域に貢献する

 

 

【ハイタッチあいさつ運動】  

 今年度より、生徒会主体で普段のあ

いさつ運動に加え、ハイタッチをして

あいさつをするという活動を行った。

普段あいさつをするだけの生徒も笑顔

で元気よくあいさつをすることができ

た。教育目標でもある「さわやかに」学

校生活を送れるよう気持ちの良い１日

をスタートしていた。  

【ありがとうの川】 

 毎年１２月に全校生で取り組んでお

り、全生徒が学校生活での感謝の気持ち

を書き、昇降口に掲示している。日常の感

謝や特別な感謝など、生徒によって様々

な感謝があり、見た人たちも心が温まり、

温かい人間関係が培われている。  
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相双・いわき地区教育推進校｢福島県立相馬総合高等学校｣実施報告書

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

思いやりをもち、自己の在り方を見つめ、地域や社会の未来のために自ら考え、

よりよく生きる生徒を求めて

３ 研究テーマ設定の理由

 本校は相馬東高校と新地高校が統合し、開校４年目を迎えている。探究活動を中心に、
自ら問いを立て、地域課題解決学習に取り組んでいる。  
 総合学科の特長を生かし様々な学習活動に取り組む中、「思いやりをもち、他人の気持ち
を尊重し、どのようにして自分の考えを伝えるか、相手の意見を受け取るか」が本校生徒
の大きな課題であることを教職員一同が強く認識している。相馬市は地域と学校が連携し
た教育活動を推進しており、子どもの育成に加え、地域全体の活性化を目指している。  

この度道徳教育推進校に指定されたことをきっかけに、道徳教育推進プロジェクトチー

ムを立ち上げ、３年間で育てたい生徒像について検討を重ねた結果、上記の研究テーマを

掲げるに至った。１年次の「産業社会と人間」において社会との関わりの中で人間として

の生き方を見つめ、２・３年次の「総合的な探究の時間」では人間としての在り方生き方

についての自覚を一層深める」ことへとつながる授業を展開し 、方え考、識知つ持が徒生「、

行動、価値観、なりたい大人像等」が変化していく姿を見ていきたい。また、学習による

自己の変容を意識させ、生徒自身が自己成長を実感するために、学習前後での知識や考え

方を比較したり、話合いや発表の機会を設けたりすることが重要だと考える。  

４ 研究計画

学校名 福島県立相馬総合高等学校  

所在地 相馬市北飯渕字阿弥陀堂２００  

校長名 櫻田  渉  

教育目標

〇 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え 、 判 断 し 、 取 り

組 む 人 間 の 育 成  

○ 思 い や り の 心 を 持 ち 、 社 会 形 成 に 参

画 す る 人 間 の 育 成  

○ 心 身 と も に 健 康 で 、 新 し い 社 会 を 共

創 す る 活 力 に 満 ち た 人 間 の 育 成

学級及び生徒数 学級数   １４  
生徒数 ４９５名  

月 日 主な研究内容 備考

４月１６日 (水 )

５月 ８日 (木 )

５月１３日 (火 )
７月１０日 (木 )
 
７月１８日 (金 )
 
７月２８日 (月 )
８月 ５日 (火 )
 
８月 ９日 (土 )
８月２９日 (金 )
９月 ３日 (水 )

９月 ８日 (月 )

１０月１７日 (金）

ＳＮＳ講習会  
講 師 ： 福 島 県 警 本 部 生 活 安 全 部 少 年 女 性 安 全 対 策 課 今 野 桂 子 様
「スムーズなコミュニケーションのために」
講   師：ライセンスアカデミー  山村  悦夫 様
道徳教育の全体計画の教職員への提示と共有
校内研修１（指導案検討会）
指導助言：福島県教育庁 義務教育課 指導主事 江花  洋介
薬物乱用防止教室
講   師：相馬警察署  生活安全課長  飯野  真 様
先進校視察 福島県立湖南高等学校（１名）
校内研修２（指導案検討会）
指導助言：相双教育事務所  指導主事 星  克 石橋 亮宏
校外研修１ 東京学芸大学（１名）
校外研修２ 郡山市立大槻中学校（４名）  
初任研地区別研修会（ふくしま道徳教育資料集の活用）
授 業 者：古川叶梧  １年２組  (ホームルーム活動【２】 ) 
指導助言：相双教育事務所 指導主事 石橋 亮宏
道徳教育に関する校内研修
講演「高等学校における道徳授業の在り方」
講  師：秋田公立美術大学  副学長 毛内  嘉威  様
道徳教育地区別推進協議会
１年３組授業公開 「大人インタビューの振り返り」
授 業 者：白川大智 １年３組（産業社会と人間）
講 師：秋田公立美術大学 副学長 毛内 嘉威 様
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①  将来社会の一員となる自覚をもち、他者と共生することについて考える機会を通し

て、地域に生きる様々な人々の人間性や人としての在り方を知り、人生をいかに生き

るべきかを深く考える。

②  地域社会の人々との交流を通して、多様な考え方や感じ方と出会い、自分との関わ

りの中で主体的に考え、議論する。

①  保護者や教師等身近な大人や、地域の方々などへの「大人インタビュー」を通して、

地域における探究学習の視野を広げる一助とするとともに、様々な課題について周囲

の人々と共に考え、共有しながら自己を見つめることで考えを深める。

②  中高連携による課題研究発表会は、中学生と高校生が互いの学習内容を知ることや、

教育委員会、連携中学校、地元企業、学校評議員等の外部の方々に評価していただく

ことを通して、自己を見つめ直し、道徳性を主体的に養う機会とする。

〇  多様な世代・職業・価値観をもつ地域の人々との直接的な交流を通し、人生観や倫

理観を深めることができた。特に「大人インタビュー」では、人々の具体的な生き方

から学んだことを共有し、自分なりの価値観を形成できた。地域社会の課題や大人の

考え方に触れることで、学習内容を自分事として捉え、多様な考え方に対する理解と、

議論を通じた主体的な思考力を養うことができた。

〇  専門家からの助言を受け、生徒が自己の探究活動や道徳的判断を客観的に見つめ直

すことで、より社会性の高い視点や道徳性を主体的に身に付けることができた。

〇  中学生と高校生が互いの学習内容を知ることは、中高の学びの連続性（接続性）を

高め、将来の進路選択や高校での探究活動への動機付けとなった。

●  「大人インタビュー」が職業的な質疑応答に留まり「人間としての在り方生き方」を

深く考えるまでには至らなかった。大人の価値観や苦労、社会貢献意識に迫るための

「問い」の 設定を見直し、生徒が内省を深める振り返りの時間を確保していきたい。

●  インタビューや発表会で得た学びが、その後の学校生活や人間としての在り方生き

方 に持続的に反映されたかということについては疑念が残る。学習直後だけでなく、

数週間後、数ヶ月後にも、学んだこと（特に道徳性に関わる行為や価値観）を振り返

る機会を設けることで、得られた学びを「自分事」として深く捉え直し具体的な行動

目標に落とし込み、その実行度を自己評価させる機会を作っていきたい。

〇 育成すべき生徒像を明確にし、総合学科必修の探究活動

と道徳教育を関連させたことで、人間としての在り方・生

き方の自覚を深める授業を実践することができた。

〇 生徒の多面的・多角的な思考と自己の価値観への気付き

を促すとともに、学習前後のアンケートで生徒の価値観を

把握しながら発問を作ることで、生徒が課題を「自分事」

として捉えることができた。

〇 変容を生徒自身が実感できるように、学習前後の自分の

考えを比較する場を設定することで、内面的な変容を捉えさせることができた。  

〇 中高合同探究発表会の実施を通して、生徒が地域社会の一員としての自覚や貢献意

欲を高め、道徳的判断力を養うことができた。

●　「産業社会と人間」と「総合的な探究の時間」、さらに各教科等と相互に関連付け、道

徳的な資質・能力が系統的に育成されるためのカリキュラムデザインの検証と深化が

必要である。

● 道徳教育が、教科のみならず各教師の具体的な指導計画や実践にどの程度反映され

ているかを確かめ、そのための仕組みをより強化する必要がある。

〈 各教科等でも価値観の形成を意識 〉

６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

【概要】

【成果と課題】

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用
〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

〇 学校運営・経営ビジョンに示された重点目標にある「生徒一人一人が活躍で
きる教育の実践、地域と連携した学びの展開、防災・復興教育の推進」を念頭
に置き、研究テーマにある生徒像を目指して研究を推進する。

〇 生徒の実態や課題を踏まえ、「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」の授
業を中心に、対話を通じて協働的かつ主体的に学習活動に取り組む態度を育成
する。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉
 〇 職員会議において道徳教育全体計画を共有し、道徳教育の重点目標及び各教

科の教育内容を意識した上で全教師が計画的に授業を実践する。
〇 道徳教育が、教科のみならず特別活動、学校行事、課外活動、部活動等にも

通じることを全教師に周知する。

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組
〇 道徳教育推進プロジェクトチームを中心に、組織的に道徳教育を推進してい

る。道徳教育推進教師のリーダーシップのもと、打ち合わせを定期的に行って
いる。教頭が総括を担当している。

③ 「産業社会と人間」を軸にした、自己指導能力の育成
〇 １年次の「産業社会と人間」の授業では、自己指導能力を育成することを目

指している。道徳教育推進プロジェクトチーム、１年次担任・副担任・年次付、
教科担任等、多数の教師が関わっている。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

① ペアやグループで考えを交える活動を意図的に設定したり、生徒の発言を他の
生徒につながる発問をしたりすることを通して、自分の価値観に気付き、物事を
多面的・多角的に考えることができるようにする。

② 本時の内容に関わるアンケートから生徒の価値観を把握し、その結果を発問づ
くりに生かすことで、問題を自分事として捉えることができるようにする。

③ 振り返りの時間を確保し、「今までの自分」と「これからの自分」という視点
を与えることで、自己を見つめ、考えを深めることができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

①  自己指導能力の育成を図る評価の工夫
・ 授業の振り返り及び自己評価を継続して実施し、生徒が自分自身を俯瞰でき

るようにすることで、自己の在り方や生き方について考えさせる。
・ 活動や教材を通して生徒が自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようと

しているか、現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直しているか
どうかを指導者側の自己評価の指標とする。

②  自己評価シート（振り返り）の活用と評価の工夫
・ 自己評価シートの内容を精査し、どのように授業で見取っていくかを校内で

検討した上で、授業者は適宜生徒の考えやその変容を取り上げる。
・ 授業者は、発言や記述以外にも、表情やつぶやきから子どもの内面を見取り

評価できる根拠を集める。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

①  ホームルーム活動の時間に教材・資料として活用し、自分の住む地域のために
どのように貢献できるかを考える機会とする。

②  教材を通して学習したことを、日常生活と結びつけて考えさせることで、問題
意識をもつことができるように配慮する。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

①  １２月に行われる中高合同探究発表会では、保護者や地域の方々はもとより、
町内の幼稚園・小中学校の教員が参観することとなっている。この成果を発表す
ることで、生徒が自ら考え主体的に行動する姿を地域の方々に発信する。

② 地域・社会との関わりの中で、対話を通じて協働しながら課題を解決していく
力を身に付けるために、また、地域社会の一員としての自覚を持ち地域に貢献で
きるように、保護者との連携、地元企業との交流を通じて、コミュニケーション
能力の育成や、道徳性を養うことにつなげる。

５ 研究推進にあたって

す
す
め
る

２

― 53 ―― 52 ―



①  将来社会の一員となる自覚をもち、他者と共生することについて考える機会を通し

て、地域に生きる様々な人々の人間性や人としての在り方を知り、人生をいかに生き

るべきかを深く考える。

②  地域社会の人々との交流を通して、多様な考え方や感じ方と出会い、自分との関わ

りの中で主体的に考え、議論する。

①  保護者や教師等身近な大人や、地域の方々などへの「大人インタビュー」を通して、

地域における探究学習の視野を広げる一助とするとともに、様々な課題について周囲

の人々と共に考え、共有しながら自己を見つめることで考えを深める。

②  中高連携による課題研究発表会は、中学生と高校生が互いの学習内容を知ることや、

教育委員会、連携中学校、地元企業、学校評議員等の外部の方々に評価していただく

ことを通して、自己を見つめ直し、道徳性を主体的に養う機会とする。

〇  多様な世代・職業・価値観をもつ地域の人々との直接的な交流を通し、人生観や倫

理観を深めることができた。特に「大人インタビュー」では、人々の具体的な生き方

から学んだことを共有し、自分なりの価値観を形成できた。地域社会の課題や大人の

考え方に触れることで、学習内容を自分事として捉え、多様な考え方に対する理解と、

議論を通じた主体的な思考力を養うことができた。

〇  専門家からの助言を受け、生徒が自己の探究活動や道徳的判断を客観的に見つめ直

すことで、より社会性の高い視点や道徳性を主体的に身に付けることができた。

〇  中学生と高校生が互いの学習内容を知ることは、中高の学びの連続性（接続性）を

高め、将来の進路選択や高校での探究活動への動機付けとなった。

●  「大人インタビュー」が職業的な質疑応答に留まり「人間としての在り方生き方」を

深く考えるまでには至らなかった。大人の価値観や苦労、社会貢献意識に迫るための

「問い」の 設定を見直し、生徒が内省を深める振り返りの時間を確保していきたい。

●  インタビューや発表会で得た学びが、その後の学校生活や人間としての在り方生き

方 に持続的に反映されたかということについては疑念が残る。学習直後だけでなく、

数週間後、数ヶ月後にも、学んだこと（特に道徳性に関わる行為や価値観）を振り返

る機会を設けることで、得られた学びを「自分事」として深く捉え直し具体的な行動

目標に落とし込み、その実行度を自己評価させる機会を作っていきたい。

〇 育成すべき生徒像を明確にし、総合学科必修の探究活動

と道徳教育を関連させたことで、人間としての在り方・生

き方の自覚を深める授業を実践することができた。

〇 生徒の多面的・多角的な思考と自己の価値観への気付き

を促すとともに、学習前後のアンケートで生徒の価値観を

把握しながら発問を作ることで、生徒が課題を「自分事」

として捉えることができた。

〇 変容を生徒自身が実感できるように、学習前後の自分の

考えを比較する場を設定することで、内面的な変容を捉えさせることができた。  

〇 中高合同探究発表会の実施を通して、生徒が地域社会の一員としての自覚や貢献意

欲を高め、道徳的判断力を養うことができた。

●　「産業社会と人間」と「総合的な探究の時間」、さらに各教科等と相互に関連付け、道

徳的な資質・能力が系統的に育成されるためのカリキュラムデザインの検証と深化が

必要である。

● 道徳教育が、教科のみならず各教師の具体的な指導計画や実践にどの程度反映され

ているかを確かめ、そのための仕組みをより強化する必要がある。

〈 各教科等でも価値観の形成を意識 〉

６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

【概要】

【成果と課題】

７ 成果と課題

【視点１】道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用
〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

〇 学校運営・経営ビジョンに示された重点目標にある「生徒一人一人が活躍で
きる教育の実践、地域と連携した学びの展開、防災・復興教育の推進」を念頭
に置き、研究テーマにある生徒像を目指して研究を推進する。

〇 生徒の実態や課題を踏まえ、「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」の授
業を中心に、対話を通じて協働的かつ主体的に学習活動に取り組む態度を育成
する。

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉
 〇 職員会議において道徳教育全体計画を共有し、道徳教育の重点目標及び各教

科の教育内容を意識した上で全教師が計画的に授業を実践する。
〇 道徳教育が、教科のみならず特別活動、学校行事、課外活動、部活動等にも

通じることを全教師に周知する。

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組
〇 道徳教育推進プロジェクトチームを中心に、組織的に道徳教育を推進してい

る。道徳教育推進教師のリーダーシップのもと、打ち合わせを定期的に行って
いる。教頭が総括を担当している。

③ 「産業社会と人間」を軸にした、自己指導能力の育成
〇 １年次の「産業社会と人間」の授業では、自己指導能力を育成することを目

指している。道徳教育推進プロジェクトチーム、１年次担任・副担任・年次付、
教科担任等、多数の教師が関わっている。

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫

① ペアやグループで考えを交える活動を意図的に設定したり、生徒の発言を他の
生徒につながる発問をしたりすることを通して、自分の価値観に気付き、物事を
多面的・多角的に考えることができるようにする。

② 本時の内容に関わるアンケートから生徒の価値観を把握し、その結果を発問づ
くりに生かすことで、問題を自分事として捉えることができるようにする。

③ 振り返りの時間を確保し、「今までの自分」と「これからの自分」という視点
を与えることで、自己を見つめ、考えを深めることができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

①  自己指導能力の育成を図る評価の工夫
・ 授業の振り返り及び自己評価を継続して実施し、生徒が自分自身を俯瞰でき

るようにすることで、自己の在り方や生き方について考えさせる。
・ 活動や教材を通して生徒が自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようと

しているか、現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直しているか
どうかを指導者側の自己評価の指標とする。

②  自己評価シート（振り返り）の活用と評価の工夫
・ 自己評価シートの内容を精査し、どのように授業で見取っていくかを校内で

検討した上で、授業者は適宜生徒の考えやその変容を取り上げる。
・ 授業者は、発言や記述以外にも、表情やつぶやきから子どもの内面を見取り

評価できる根拠を集める。

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について

①  ホームルーム活動の時間に教材・資料として活用し、自分の住む地域のために
どのように貢献できるかを考える機会とする。

②  教材を通して学習したことを、日常生活と結びつけて考えさせることで、問題
意識をもつことができるように配慮する。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

①  １２月に行われる中高合同探究発表会では、保護者や地域の方々はもとより、
町内の幼稚園・小中学校の教員が参観することとなっている。この成果を発表す
ることで、生徒が自ら考え主体的に行動する姿を地域の方々に発信する。

② 地域・社会との関わりの中で、対話を通じて協働しながら課題を解決していく
力を身に付けるために、また、地域社会の一員としての自覚を持ち地域に貢献で
きるように、保護者との連携、地元企業との交流を通じて、コミュニケーション
能力の育成や、道徳性を養うことにつなげる。

５ 研究推進にあたって
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 ２０２２年に相馬市の相馬東高校と新地町の新地高校が統合し「相馬総合高校」が誕生した。両校と

もに２０１１年に発生した東日本大震災において犠牲者が出ている。犠牲者を追悼するために、相馬東

高校では「祈りの石」が設置されていた。同じく新地高校では、中庭に沙羅の木を植え「おもひの木」

と名付けていた。毎月１１日の月命日に「おもひの木」の前で追悼のろうそくをともして黙とうをささ

げ、「おもひの木」プロジェクトとして新地駅前や地下道の清掃ボランティアを行ってきた。新地校の

校舎閉校の際に、「おもひの木」を本校舎に移植することが検討されたが、土壌の問題で移植は叶わな

かった。 

相馬総合高校では毎年3月に「東日本大震災 追悼祈念行事」を行っている。昨年度は「おもひをつ

なぎ、未来へ祈る～過去から学び、考え、今動き出す～」をテーマに、卒業生と在校生が共に発表を行

った。「震災を経験していない世代にどのように震災の記憶を継承して

いくか」「震災の記憶を途絶えさせてはいけない。そのために自分たち

にできることは何か」を発表した。 

発表した卒業生から「自分たちでおもひの木をつくれないか。講演・

発表を聞いて、震災や防災、地域に対して思ったことを書いてもらうの

はどうか」との提案があった。震災を経験していなくとも「おもひ」を

つなげたいという願いからである。この願いから新たに生まれ変わった

「おもひの木」は本校玄関前に掲示し、生徒たちを見守っている。 

今回の「大人インタビュー」の単元構想時に「おもひの木」のことが

頭に浮かんだ。インタビューをさせて頂く地域の「かっこよい大人」た

ちは、東日本大震災というとても大きな困難に直面しながらも、あきら

めず、地域のために一生懸命尽くしている方々である。「これから大人

として生きていく生徒たちが、インタビューを通して、困難に直面して

も、軸をもって頑張っている大人の姿勢を学んでほしい。」その思いか

ら「おもひの木」を授業で活用した。 

震災から１４年が経過したが、相双地区はまだまだ復興の途上にあ

る。震災を経験していない世代が地域の復興の担い手となる時代が間も

なくやってくる。命の大切さを考えるとともに、一人ひとりが「おも

ひ」を伝え、次代へ繋いでいってほしいと心から願う。 

〈受け継がれた「おもひの木」〉

【資料】

相双地区で働く大人のかっこよさを色鮮やかな「葉」に

かっこいいと感じた根拠となるエピソードを「枝」に 

それらを支える人々の目には見えないおもひを「根」に

そこから感じたことを、自分の生き方の「軸」として記述した。

〇 相馬総合高校の「おもひの木」について

〇 「おもひの木」に見立てたワークシート

・自律の精神を重んじ、自分で考え、判断し、実行した結果に責任を持つ生徒の育成
・思いやりを持ち、多様な人々と協力・協働しながら物事に取り組む生徒の育成
・勤労と生命の尊さ、人権の意義を理解し、社会に貢献しようとする生徒の育成

令和７年度 道徳教育全体計画
福島県立相馬総合高等学校

各教科・科目、産業社会と人間、総合的な探究の時間、特別活動における教育内容

生徒指導との関連 家庭・地域との連携

スクールミッション 推進体制
生徒の実態

地域・保護者の要望

【国語科】
○国語教育で養った理解力と表現力によって他者との良好な関係を構築するとともに、文学作品を通して養った思考力と想像
力によって道徳的心情を育み、豊かな人生に寄与する。
【地理歴史科・公民科】
○現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする
力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を身につける。
【数学科】
○数学で学んだことを生かし、世の中の様々な事象を数学的な見方・思考で処理する良さを知り、より良い人生につなげられ
るようにする。
【理科】
〇自然の事物・現象について理解を深めることを通して、生命の尊重や自然との関わり方について考察を深めさせる。
【保健体育科】
○運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の
違いを大切にしようとするとともに、健康・安全を確保する力を身につける。
【芸術科】
〇芸術を愛好する心情を育て、感性を高め、美しいものや崇高なものを尊重することで、芸術文化についての理解を深め、豊
かな情操を養うことで道徳性の基盤の育成に繋げる。
【外国語科】
〇英語による言語活動や読解活動を通して、コミュニケーション能力を高めさせる。
【家庭科】
〇家庭福祉に関する学習を通して、生命の尊厳・異性の尊重・他者との共生・SDGSなどについて考察を深めさせる。
【商業科・情報科】
〇職業人として必要な知識と倫理観を育て、他者との関わりをとおして自己の役割を認識し、ビジネスの創造と発展に責任を
もって取り組む態度を養わせる。
情報モラルを身に付け、情報機器や情報通信ネットワークの正しい活用法について考察を深めさせる。
【産業社会と人間、総合的な探究の時間】
〇「自分を見つめること」「社会に目を向けること」「将来の目標を叶えるための科目を選択すること」「将来像を描くこ
と」「より良い将来設計をするためのコミュニケーション能力を育てること」「防災に対する意識を高め知識を深めること」
の６つの目標をもち、諸活動に取り組んでいく。
○産業社会と人間で得たスキルを基に、総合的な探究の時間でよりよく課題を解決する力（自分で学ぶ力）を身に付け、自己
の在り方や生き方をより良くし、社会に貢献できる人間を育成する。
【特別活動】
○ホームルーム活動を通して、自他の個性や立場を尊重する態度、よりよい人間関係を深めようする態度、自己のよさや可能
性を大切にして集団行動を行おうとする態度の育成を図る。
○生徒会活動や学校行事を通して、課題を見いだし、これを自主的に取り上げ、他と協力して課題解決していく自発的、自治
的な姿勢を身に付けさせる。

道徳教育の重点目標

○道徳教育を充実させることで、生徒一人一人が自己を見つ
め直し、よりよい自己の在り方生き方について考え、豊かな
高校生活を送ることが期待できる。
○校外生活において、本校生の自覚及び高校生としての責任
を持った行動ができる生徒の育成につなげる。

○ＨＰや一斉メール、配付文書などにより、本校の取組を家
庭や地域に発信する。
○保護者の学校評価アンケートのうち、道徳教育につながる
評価・コメントを抽出し、具体的な課題の設定や教育方法の
改善に活用する。

・校訓「誠実」「自律」「共生」「創造」のもと、
相双地区のキャリア指導推進校として文理教養、ス
ポーツ、芸術、生活福祉、産業ビジネスの５つの系
列を持つ総合学科の高校
・防災教育や震災の伝承活動を通して、地域で活躍
できる力や思いやりの心をもった、新しい社会を共
創する活力に満ちた人材を育成する学校
・専門性を高める５つの系列の学びに加え、防災・
復興や未来のまちづくりに関わる地域の方々や専門
家と連携し、地域を学びのフィールドとした学習を
推進し、地域社会の新たな発展を地域と共に創造す
る学校

・道徳教育推進プロジェクト
チームを結成し、企画・立
案・運営等に当たる。
・教務部および探究図書部が
教科・学年・各部と連携をと
りながら年間計画及び目標を
作成する。具体的な活動内容
は教科担当者・ＨＲ担任及び
各部担当者が立案する。
・調査・広報は教務部が担当
する。

・一人一台端末の学習環境や
総合学科の特色を活かし、一
人ひとりが自己の成長に努め
ている。
・学力差の拡大、多様化が進
んでおり、個に合った指導が
必要とされている。
・ＳＮＳの普及により自己表
現や友人とのやりとり、望ま
しい人間関係の構築に苦慮す
る生徒が見受けられる。
・保護者は学力向上と安心安
全な学習環境を求めている。
・地域は様々な機会で生徒を
支援してくれており、地域活
性化を望んでいる。

す
す
め
る

２

― 55 ―― 54 ―



 ２０２２年に相馬市の相馬東高校と新地町の新地高校が統合し「相馬総合高校」が誕生した。両校と

もに２０１１年に発生した東日本大震災において犠牲者が出ている。犠牲者を追悼するために、相馬東

高校では「祈りの石」が設置されていた。同じく新地高校では、中庭に沙羅の木を植え「おもひの木」

と名付けていた。毎月１１日の月命日に「おもひの木」の前で追悼のろうそくをともして黙とうをささ

げ、「おもひの木」プロジェクトとして新地駅前や地下道の清掃ボランティアを行ってきた。新地校の

校舎閉校の際に、「おもひの木」を本校舎に移植することが検討されたが、土壌の問題で移植は叶わな

かった。 

相馬総合高校では毎年3月に「東日本大震災 追悼祈念行事」を行っている。昨年度は「おもひをつ

なぎ、未来へ祈る～過去から学び、考え、今動き出す～」をテーマに、卒業生と在校生が共に発表を行

った。「震災を経験していない世代にどのように震災の記憶を継承して

いくか」「震災の記憶を途絶えさせてはいけない。そのために自分たち

にできることは何か」を発表した。 

発表した卒業生から「自分たちでおもひの木をつくれないか。講演・

発表を聞いて、震災や防災、地域に対して思ったことを書いてもらうの

はどうか」との提案があった。震災を経験していなくとも「おもひ」を

つなげたいという願いからである。この願いから新たに生まれ変わった

「おもひの木」は本校玄関前に掲示し、生徒たちを見守っている。 

今回の「大人インタビュー」の単元構想時に「おもひの木」のことが

頭に浮かんだ。インタビューをさせて頂く地域の「かっこよい大人」た

ちは、東日本大震災というとても大きな困難に直面しながらも、あきら

めず、地域のために一生懸命尽くしている方々である。「これから大人

として生きていく生徒たちが、インタビューを通して、困難に直面して

も、軸をもって頑張っている大人の姿勢を学んでほしい。」その思いか

ら「おもひの木」を授業で活用した。 

震災から１４年が経過したが、相双地区はまだまだ復興の途上にあ

る。震災を経験していない世代が地域の復興の担い手となる時代が間も

なくやってくる。命の大切さを考えるとともに、一人ひとりが「おも

ひ」を伝え、次代へ繋いでいってほしいと心から願う。 

〈受け継がれた「おもひの木」〉

【資料】

相双地区で働く大人のかっこよさを色鮮やかな「葉」に

かっこいいと感じた根拠となるエピソードを「枝」に 

それらを支える人々の目には見えないおもひを「根」に

そこから感じたことを、自分の生き方の「軸」として記述した。

〇 相馬総合高校の「おもひの木」について

〇 「おもひの木」に見立てたワークシート

・自律の精神を重んじ、自分で考え、判断し、実行した結果に責任を持つ生徒の育成
・思いやりを持ち、多様な人々と協力・協働しながら物事に取り組む生徒の育成
・勤労と生命の尊さ、人権の意義を理解し、社会に貢献しようとする生徒の育成

令和７年度 道徳教育全体計画
福島県立相馬総合高等学校

各教科・科目、産業社会と人間、総合的な探究の時間、特別活動における教育内容

生徒指導との関連 家庭・地域との連携

スクールミッション 推進体制
生徒の実態

地域・保護者の要望

【国語科】
○国語教育で養った理解力と表現力によって他者との良好な関係を構築するとともに、文学作品を通して養った思考力と想像
力によって道徳的心情を育み、豊かな人生に寄与する。
【地理歴史科・公民科】
○現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする
力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を身につける。
【数学科】
○数学で学んだことを生かし、世の中の様々な事象を数学的な見方・思考で処理する良さを知り、より良い人生につなげられ
るようにする。
【理科】
〇自然の事物・現象について理解を深めることを通して、生命の尊重や自然との関わり方について考察を深めさせる。
【保健体育科】
○運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の
違いを大切にしようとするとともに、健康・安全を確保する力を身につける。
【芸術科】
〇芸術を愛好する心情を育て、感性を高め、美しいものや崇高なものを尊重することで、芸術文化についての理解を深め、豊
かな情操を養うことで道徳性の基盤の育成に繋げる。
【外国語科】
〇英語による言語活動や読解活動を通して、コミュニケーション能力を高めさせる。
【家庭科】
〇家庭福祉に関する学習を通して、生命の尊厳・異性の尊重・他者との共生・SDGSなどについて考察を深めさせる。
【商業科・情報科】
〇職業人として必要な知識と倫理観を育て、他者との関わりをとおして自己の役割を認識し、ビジネスの創造と発展に責任を
もって取り組む態度を養わせる。
情報モラルを身に付け、情報機器や情報通信ネットワークの正しい活用法について考察を深めさせる。
【産業社会と人間、総合的な探究の時間】
〇「自分を見つめること」「社会に目を向けること」「将来の目標を叶えるための科目を選択すること」「将来像を描くこ
と」「より良い将来設計をするためのコミュニケーション能力を育てること」「防災に対する意識を高め知識を深めること」
の６つの目標をもち、諸活動に取り組んでいく。
○産業社会と人間で得たスキルを基に、総合的な探究の時間でよりよく課題を解決する力（自分で学ぶ力）を身に付け、自己
の在り方や生き方をより良くし、社会に貢献できる人間を育成する。
【特別活動】
○ホームルーム活動を通して、自他の個性や立場を尊重する態度、よりよい人間関係を深めようする態度、自己のよさや可能
性を大切にして集団行動を行おうとする態度の育成を図る。
○生徒会活動や学校行事を通して、課題を見いだし、これを自主的に取り上げ、他と協力して課題解決していく自発的、自治
的な姿勢を身に付けさせる。

道徳教育の重点目標

○道徳教育を充実させることで、生徒一人一人が自己を見つ
め直し、よりよい自己の在り方生き方について考え、豊かな
高校生活を送ることが期待できる。
○校外生活において、本校生の自覚及び高校生としての責任
を持った行動ができる生徒の育成につなげる。

○ＨＰや一斉メール、配付文書などにより、本校の取組を家
庭や地域に発信する。
○保護者の学校評価アンケートのうち、道徳教育につながる
評価・コメントを抽出し、具体的な課題の設定や教育方法の
改善に活用する。

・校訓「誠実」「自律」「共生」「創造」のもと、
相双地区のキャリア指導推進校として文理教養、ス
ポーツ、芸術、生活福祉、産業ビジネスの５つの系
列を持つ総合学科の高校
・防災教育や震災の伝承活動を通して、地域で活躍
できる力や思いやりの心をもった、新しい社会を共
創する活力に満ちた人材を育成する学校
・専門性を高める５つの系列の学びに加え、防災・
復興や未来のまちづくりに関わる地域の方々や専門
家と連携し、地域を学びのフィールドとした学習を
推進し、地域社会の新たな発展を地域と共に創造す
る学校

・道徳教育推進プロジェクト
チームを結成し、企画・立
案・運営等に当たる。
・教務部および探究図書部が
教科・学年・各部と連携をと
りながら年間計画及び目標を
作成する。具体的な活動内容
は教科担当者・ＨＲ担任及び
各部担当者が立案する。
・調査・広報は教務部が担当
する。

・一人一台端末の学習環境や
総合学科の特色を活かし、一
人ひとりが自己の成長に努め
ている。
・学力差の拡大、多様化が進
んでおり、個に合った指導が
必要とされている。
・ＳＮＳの普及により自己表
現や友人とのやりとり、望ま
しい人間関係の構築に苦慮す
る生徒が見受けられる。
・保護者は学力向上と安心安
全な学習環境を求めている。
・地域は様々な機会で生徒を
支援してくれており、地域活
性化を望んでいる。

す
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学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童の反応）

時間 ○ 指導上の留意点  ※ 評価の視点

１ 本時の学習テーマをつかむ。 
（１）学校生活の様子（写真）から問題

意識をもつ。 
・ 教科書を落としたときに拾って

あげた。 
・ 水をこぼしたときに、一緒に床

をふいてくれた。 
（２）学習テーマをつかむ。  

５ 〇 普段の学校生活の中で親切と思え

る行動をとっている児童の写真を提

示することで、本時の学習への方向

付けを図る。
 
〇 児 童 の親 切 に した 経 験 につ い て
「どうして」と問い返すことで、無意
識に親切にしている自分に気付き、親
切にすることについて問題意識をも
つことができるようにする。

２ 教材文を読んで考える。 
〇  モイラがお花をとっていたこと

に気付いたとき、トトはどう思って
いたかな。
・ 悲しい。悔しい。  
・ 怒っている。

◎ トトは「一つのこしておくよ」と
言ったけど、みんながトトだったら
どうするかな。

残す（赤）  
・ お母さんにも喜んでほしいけど、
モイラにも喜んでほしい。

・ 二つあるから、一つずつ分ければ
いい。

・ モイラもかわいそう。
迷う（黄）  

・  お母さんに一つだけになるのは
いやだな。

・  お母さん一つだけでは喜んでく
れないよね。

残さない（青）  
・ お母さんのために育てた花だか

ら、モイラにあげたくない。
・ お母さんにあげる花が一つだけ

はかわいそう。二つあげたい。
・ お母さんに喜んでほしい。

〇  お母さんは何が嬉しかったのか
な。 
・ トトが育てた花をくれたこと。 
・ お母さんだけではなく、トトが

周りの人を喜ばせてあげたこと。 
・ トトが相手の気持ちを考えられ

る優しい子に育ってくれたこと。 

２５ 〇 教材文を読む前に登場人物を紹介

するとともに、あらすじを簡単に説

明することで、話の内容を理解しや

すくする。
〇 教材提示を紙芝居で行い、児童が

理解しやすいよう、ゆっくりと読み
聞かせる。

〇 三色カードを使うことで、自分の
立場を明確にして話し合うことがで
きるようにする。

（赤…残す 黄…迷う 青…残さない）  
〇 「迷う」「残さない」という思いに

触れることで、人間の心の弱さにつ
い て 考 え る こ と が で き る よ う に す
る。

〇 児童の考えを共有する際、理由を
聞いたり、板書をしたりすることで、
いろいろな考えに触れ、考え方は多
様であるという他者理解につなげら
れるようにする。

※ トトがお花を１つ残した行動につ
いて、自分の考えと友達の考えを比
べ多面的・多角的に考えているか。

（発言）

〇 トトがあげたお花のおかげでモイ
ラとモイラのお母さんが喜んでくれ
たことを知って嬉しくなったトトの
お母さんの気持ちを考えることで、
相手の気持ちを考えて行動すること
の大切さに気付くことができるよう
にする。

３ 学習を振り返り、自己を見つめる。 
（１）これまでの自分を振り返る。

・ 親切なことはしていたけど、相
手の気持ちを考えていなかった。 

・ 相手のことを考えた行動は、相
手を幸せな気持ちにさせると思
う。

（２）教師の説話を聞く。

１５ 〇 これまでの自分を振り返り、ワー

クシートに書いたり、書いたことを

発表したりすることで、思いやりに

ついて考えられるようにする。
※ これまでの自分の生活を見つめ、

振り返りながら本当の思いやりにつ
いて考えているか。 （記述・発言）

〇 親切にされて嬉しかったことにつ
いて話し、本当の思いやりについて
考えを深められるようにする。

ありがとうといわれなくても、ど
うしてみんなは人にやさしくできる
のかな。

６ 学習指導過程伊達小学校第１学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月２８日（金） 第３校時

授業者：伊達市立伊達小学校 教諭 佐藤志帆

授業テーマ

登場人物がとった行動について自分との関わりで考えることを通して、

親切な行為のよさに気付き、身近にいる人たちに温かい心で接し、相手の

気持ちを考えて親切にしようとする道徳的心情を育てる授業

１ 主題名 ほんとうのおもいやり Ｂ親切、思いやり

２ 教材名 ぼくの はな さいたけど（出典：新編 あたらしいどうとく 1 東京書籍）

３ 主題設定の理由

（１）ねらいとする道徳的価値について（価値観）

低学年の内容項目「親切、思いやり」には、「身近にいる人に温かい心で接し、親切
にすること」と示されている。相手の気持ちや立場を自分のことに置き換えて考え、
相手に対してよかれと思う気持ちを相手に向けることが、思いやりである。親切とは、
相手の立場を考えたり、相手の気持ちを想像したりすることを通して励ましや援助と
いった具体的な行為をすることである。また、単に手を差し伸べることだけでなく、
時には相手のことを考えて温かく見守ることも親切な行為としての表れである。身近
にいる人に広く目を向けて、温かい心で接し、親切にすることの大切さについて考え
を深められるようにすることが必要である。また、相手の喜びを自分の喜びとして受
け入れられるようにすることが大切である。

（２）児童の実態（子ども観）

本学級の児童は、友達に対して優しく接することが大切だと考えている。友達が転
んだり怪我をしたりすると、そばに寄り添い声をかけ、友達がお茶や牛乳などをこぼ
した時にはティッシュを出して片付けを進んで手伝うなど、友達を気遣う姿や助け合
う姿が見られる。しかし、発達的特質から自分中心の考え方をすることが多く、強い
口調や言葉で自分がしたことを相手に伝えて傷つけてしまう姿や、「ありがとう」と言
われなかったと教師に伝えに来るなど、見返りを求めたりする姿が見られる。また相
手を思いやった行動をおせっかいととらてしまうことがある。このような児童に、親
切にすることのよさを感じさせたい。

（３）教材及び指導について（教材観及び指導観）

母の誕生祝いにと子ぐまのトトが育てていた花を、もぐらのモイラが病気の母親の
ために摘んでしまう。トトはモイラとモイラの母親のことを思って、残っていた２本
の花のうち、１本だけ取り、もう１本はモイラに残してあげることにしたという内容
である。お母さんにあげるはずの花をモイラのために「一つのこしておくよ」と言っ
たトトに自我関与し考えていく かるすうどらたっだ分自「、はに的体具。 」を考えさせ、
三色カードを使って、「残す」「迷う」「残さない」の三つの中から自分の考えを明らか
にし、花を一本残す行動をとったトトへ自我関与ができるようにする。温かい心で人
に接することの気持ちよさや、相手のことを考えて行動することの大切さ、相手の喜
びが自分の喜びになることについて考えさせ、価値にせまれるようにコーディネート
をしていきたい。

４ 本時のねらい

お母さんのために育てた花をモイラのために一つ残したトトの行動について自分
との関わりで考える活動を通して、親切な行為のよさに気付き、身近にいる人たちに
温かい心で接し、相手の気持ちを考えて親切にしようとする道徳的心情を育てる。

５ 実際の板書
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学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童の反応）

時間 ○ 指導上の留意点  ※ 評価の視点

１ 本時の学習テーマをつかむ。 
（１）学校生活の様子（写真）から問題

意識をもつ。 
・ 教科書を落としたときに拾って

あげた。 
・ 水をこぼしたときに、一緒に床

をふいてくれた。 
（２）学習テーマをつかむ。  

５ 〇 普段の学校生活の中で親切と思え

る行動をとっている児童の写真を提

示することで、本時の学習への方向

付けを図る。
 
〇 児 童 の親 切 に した 経 験 につ い て
「どうして」と問い返すことで、無意
識に親切にしている自分に気付き、親
切にすることについて問題意識をも
つことができるようにする。

２ 教材文を読んで考える。 
〇  モイラがお花をとっていたこと

に気付いたとき、トトはどう思って
いたかな。
・ 悲しい。悔しい。  
・ 怒っている。

◎ トトは「一つのこしておくよ」と
言ったけど、みんながトトだったら
どうするかな。

残す（赤）  
・ お母さんにも喜んでほしいけど、
モイラにも喜んでほしい。

・ 二つあるから、一つずつ分ければ
いい。

・ モイラもかわいそう。
迷う（黄）  

・  お母さんに一つだけになるのは
いやだな。

・  お母さん一つだけでは喜んでく
れないよね。

残さない（青）  
・ お母さんのために育てた花だか

ら、モイラにあげたくない。
・ お母さんにあげる花が一つだけ

はかわいそう。二つあげたい。
・ お母さんに喜んでほしい。

〇  お母さんは何が嬉しかったのか
な。 
・ トトが育てた花をくれたこと。 
・ お母さんだけではなく、トトが

周りの人を喜ばせてあげたこと。 
・ トトが相手の気持ちを考えられ

る優しい子に育ってくれたこと。 

２５ 〇 教材文を読む前に登場人物を紹介

するとともに、あらすじを簡単に説

明することで、話の内容を理解しや

すくする。
〇 教材提示を紙芝居で行い、児童が

理解しやすいよう、ゆっくりと読み
聞かせる。

〇 三色カードを使うことで、自分の
立場を明確にして話し合うことがで
きるようにする。

（赤…残す 黄…迷う 青…残さない） 
〇 「迷う」「残さない」という思いに

触れることで、人間の心の弱さにつ
い て 考 え る こ と が で き る よ う に す
る。

〇 児童の考えを共有する際、理由を
聞いたり、板書をしたりすることで、
いろいろな考えに触れ、考え方は多
様であるという他者理解につなげら
れるようにする。

※ トトがお花を１つ残した行動につ
いて、自分の考えと友達の考えを比
べ多面的・多角的に考えているか。

（発言）

〇 トトがあげたお花のおかげでモイ
ラとモイラのお母さんが喜んでくれ
たことを知って嬉しくなったトトの
お母さんの気持ちを考えることで、
相手の気持ちを考えて行動すること
の大切さに気付くことができるよう
にする。

３ 学習を振り返り、自己を見つめる。 
（１）これまでの自分を振り返る。

・ 親切なことはしていたけど、相
手の気持ちを考えていなかった。 

・ 相手のことを考えた行動は、相
手を幸せな気持ちにさせると思
う。

（２）教師の説話を聞く。

１５ 〇 これまでの自分を振り返り、ワー

クシートに書いたり、書いたことを

発表したりすることで、思いやりに

ついて考えられるようにする。
※ これまでの自分の生活を見つめ、

振り返りながら本当の思いやりにつ
いて考えているか。 （記述・発言）

〇 親切にされて嬉しかったことにつ
いて話し、本当の思いやりについて
考えを深められるようにする。

ありがとうといわれなくても、ど
うしてみんなは人にやさしくできる
のかな。

６ 学習指導過程伊達小学校第１学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月２８日（金） 第３校時

授業者：伊達市立伊達小学校 教諭 佐藤志帆

授業テーマ

登場人物がとった行動について自分との関わりで考えることを通して、

親切な行為のよさに気付き、身近にいる人たちに温かい心で接し、相手の

気持ちを考えて親切にしようとする道徳的心情を育てる授業

１ 主題名 ほんとうのおもいやり Ｂ親切、思いやり

２ 教材名 ぼくの はな さいたけど（出典：新編 あたらしいどうとく 1 東京書籍）

３ 主題設定の理由

（１）ねらいとする道徳的価値について（価値観）

低学年の内容項目「親切、思いやり」には、「身近にいる人に温かい心で接し、親切
にすること」と示されている。相手の気持ちや立場を自分のことに置き換えて考え、
相手に対してよかれと思う気持ちを相手に向けることが、思いやりである。親切とは、
相手の立場を考えたり、相手の気持ちを想像したりすることを通して励ましや援助と
いった具体的な行為をすることである。また、単に手を差し伸べることだけでなく、
時には相手のことを考えて温かく見守ることも親切な行為としての表れである。身近
にいる人に広く目を向けて、温かい心で接し、親切にすることの大切さについて考え
を深められるようにすることが必要である。また、相手の喜びを自分の喜びとして受
け入れられるようにすることが大切である。

（２）児童の実態（子ども観）

本学級の児童は、友達に対して優しく接することが大切だと考えている。友達が転
んだり怪我をしたりすると、そばに寄り添い声をかけ、友達がお茶や牛乳などをこぼ
した時にはティッシュを出して片付けを進んで手伝うなど、友達を気遣う姿や助け合
う姿が見られる。しかし、発達的特質から自分中心の考え方をすることが多く、強い
口調や言葉で自分がしたことを相手に伝えて傷つけてしまう姿や、「ありがとう」と言
われなかったと教師に伝えに来るなど、見返りを求めたりする姿が見られる。また相
手を思いやった行動をおせっかいととらてしまうことがある。このような児童に、親
切にすることのよさを感じさせたい。

（３）教材及び指導について（教材観及び指導観）

母の誕生祝いにと子ぐまのトトが育てていた花を、もぐらのモイラが病気の母親の
ために摘んでしまう。トトはモイラとモイラの母親のことを思って、残っていた２本
の花のうち、１本だけ取り、もう１本はモイラに残してあげることにしたという内容
である。お母さんにあげるはずの花をモイラのために「一つのこしておくよ」と言っ
たトトに自我関与し考えていく かるすうどらたっだ分自「、はに的体具。 」を考えさせ、
三色カードを使って、「残す」「迷う」「残さない」の三つの中から自分の考えを明らか
にし、花を一本残す行動をとったトトへ自我関与ができるようにする。温かい心で人
に接することの気持ちよさや、相手のことを考えて行動することの大切さ、相手の喜
びが自分の喜びになることについて考えさせ、価値にせまれるようにコーディネート
をしていきたい。

４ 本時のねらい

お母さんのために育てた花をモイラのために一つ残したトトの行動について自分
との関わりで考える活動を通して、親切な行為のよさに気付き、身近にいる人たちに
温かい心で接し、相手の気持ちを考えて親切にしようとする道徳的心情を育てる。

５ 実際の板書

は
ぐ
く
む
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７ 考察

（１）「主題の重視と中心発問の吟味」について

○ 児童は、思いやることや親切にすることが大事であることは理解している。今回の

授業では、「ありがとう」と言ってもらわなくても、褒められなくても、相手の気持ち

を考えた行動をしようという心情を育てたいと考え、教科書に示されていた「あたた

かいこころ」ではなく、「ほんとうのおもいやり」という主題名に変更した。どのよう

な授業にしていくか考え、授業者の思いを込めて主題名を決めたことで、指導の意図

を明確にすることができた。

○ 中心発問は「みんながトトくんだったらどうするかな」という登場人物への自我関

与の形で行った。登場人物と自分を重ねて考えることで、他人事ではなく自分事とし

て相手を思いやることについて考えを深めることができた。

● 主題名にこだわって授業を組み立てたことで指導の意図は明確になったが、児童の

話合いを教師の目指すところまでもっていくことは難しかった。深い学びにつながる

児童の考えを見取るところまで考えていきたい。

（２）「教師のコーディネートの工夫」について

○ 道徳科の授業で中心発問をする際、「三色カード」を活用してき

た。本時では、三色の意味を「（赤）残す」「（黄）迷う」「（青）残

さない」とした。毎回「三色カード」で自分の立ち位置を決めて

から話し合ってきたことで、児童は話合いの仕方に慣れ、友達の

考えを聞き、考えが変わって色を変える時には理由を話すことも

できるようになってきた。時には教師自身も参加しながら、道徳

的価値について多面的・多角的に考えられるようにコーディネー

トしてきた。

● 「青の人が～と言っているけど、赤の人はどうかな」など児童の発言を聞いて、そ

れをつなげようとしたが、揺さぶりや問い返しが少なかった。児童の葛藤や迷いを引

き出せるような、心揺さぶる発問や問い返しは、どのようなにすればよいか考えてい

きたい。

（３）「自己を見つめることができる発問の工夫」について

○ 振り返りでは「今までの自分は、相手に対して思いやりの気

持ちをもって生活できていましたか」と投げかけ、「心のものさ

し」を活用して振り返ることで、児童は自己をしっかりと見つ

め、自分の考えを示すことができていた。

○ できたこと、できなかったこと、その時の気持ちなど、具体

的な体験と結び付けて考えることで、これまでの自分の生活を

見つめ、考えを深めることができていた。

○ 毎回、同じワークシートを活用して自己の振り返りを行った。初めはできなかった

ことを書くことに戸惑う児童も見られたが、教師の説話や学級の雰囲気づくりにより、

できなかったことも素直に振り返る児童が増えてきた。ワークシートには、担任がコ

メントを書き、それを累積することで評価の材料としている。

● 内容項目によっては、振り返りを書くことができない児童もいる。振り返りの時に

声を掛け、やりとりを通して、文章にまとめたり文章にできない思いを汲み取ったり

することで評価につなげていきたい。また書き始めるヒントとして、「この間こんなこ

とあったね」など教師が見取った学校生活における児童の様子を伝えることも有効で

あると考える。教育活動全体を通して、普段の児童の様子を見取ることを意識してい

きたい。

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

〈振り返りの様子〉

〈三色カード〉
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大槻中学校第１学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月１８日（火）第４校時

授業者：郡山市立大槻中学校  教諭 吉田和枝

授業テーマ
人間は生き方を変えられるのか、変えられるならば、生き方を変えるも

のは何か、について、真剣に自分事として考える道徳的態度を育てる授業

１ 主題名 生き方を変えるものって何だろう Ｄ よりよく生きる喜び

２ 教材名 銀色のシャープペンシル（出典：中学生の道徳１ あかつき教育図書）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

中学生の時期は、人間が、悪いことはわかっていてもそれを認めずに人のせいにして

自分を正当化しようとする弱さや醜さをもつと同時に、「このままではいけない」と自分

と戦おうとする強さや気高さを併せもつことを理解できるようになってくる。自分のこ

れまでの振る舞いに現れる弱さや醜さに気づいたときに、目をそらさずに向き合うこと

が、弱さを乗り越えるチャンスとなる。このままの自分ではいたくない、本当はよりよ

く生きたいと願う良心の声に耳を傾け、自分を奮い立たせられるかがわかることが、よ

りよく生きる喜びへのターニングポイントとなる。

(２)生徒の実態（子ども観）

中学校生活に慣れ、学習や部活にしっかりと取り組み、多くの活動にもクラスメート
と協力できる学級である。しかし、普段の生活で、言い訳をしてごまかそうとしたり、
他人のせいにして自分の間違いに気づいても向き合おうとしなかったりしてしまうこと
がある。また、自分の弱さや醜さに向き合った経験は少ないと思われる。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

拾ったシャープペンシルを勝手に自分のものにしてしまった「僕」は、自己を正当化
させるために次々と嘘を重ねていく。何も知らない卓也が誠実に非を認め、謝罪の電話
をくれたことをきっかけに、僕が自らの「ずるさ」に向き合い、葛藤を経た後に正直に
謝ろうとする姿に、生徒個々が自分事として深く考え共感できる尊さを感じる。僕の心
の変化の場面に焦点を当て、僕の今までとこれからの変化を想像させる過程での気づき
について学びを共有させることで、きっかけを生かすことができるか否かの自分自身の
在り方、生き方の重要さについて深く考える工夫をした。

交流等での考える時間を十分にとるために、教材は朝の読書タイムにて黙読させてお
き、導入時にはあらすじのみの確認とする。そして、考えの焦点化を図るために、「僕は
思いっきり深呼吸した。そして、ゆっくり向きを変えると、卓也の家に向かって歩き出
した。」という部分から展開を図る。

４ 本時のねらい

自分をごまかしたり、言い訳やずるい行動をしたりしてきた「僕」の変化に思いを留
め、その理由や要因を考えることを通して、自分の弱さや醜さから目を背けずに向き合
うことで、それらを乗り越えてよりよく生きたいという思いが生まれていることに気づ
き、今の自分自身を見つめ、よりよい生き方をしていこうとする道徳的態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

は
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７ 考察

（１）「主題の重視と中心発問の吟味」について

○ 児童は、思いやることや親切にすることが大事であることは理解している。今回の

授業では、「ありがとう」と言ってもらわなくても、褒められなくても、相手の気持ち

を考えた行動をしようという心情を育てたいと考え、教科書に示されていた「あたた

かいこころ」ではなく、「ほんとうのおもいやり」という主題名に変更した。どのよう

な授業にしていくか考え、授業者の思いを込めて主題名を決めたことで、指導の意図

を明確にすることができた。

○ 中心発問は「みんながトトくんだったらどうするかな」という登場人物への自我関

与の形で行った。登場人物と自分を重ねて考えることで、他人事ではなく自分事とし

て相手を思いやることについて考えを深めることができた。

● 主題名にこだわって授業を組み立てたことで指導の意図は明確になったが、児童の

話合いを教師の目指すところまでもっていくことは難しかった。深い学びにつながる

児童の考えを見取るところまで考えていきたい。

（２）「教師のコーディネートの工夫」について

○ 道徳科の授業で中心発問をする際、「三色カード」を活用してき

た。本時では、三色の意味を「（赤）残す」「（黄）迷う」「（青）残

さない」とした。毎回「三色カード」で自分の立ち位置を決めて

から話し合ってきたことで、児童は話合いの仕方に慣れ、友達の

考えを聞き、考えが変わって色を変える時には理由を話すことも

できるようになってきた。時には教師自身も参加しながら、道徳

的価値について多面的・多角的に考えられるようにコーディネー

トしてきた。

● 「青の人が～と言っているけど、赤の人はどうかな」など児童の発言を聞いて、そ

れをつなげようとしたが、揺さぶりや問い返しが少なかった。児童の葛藤や迷いを引

き出せるような、心揺さぶる発問や問い返しは、どのようなにすればよいか考えてい

きたい。

（３）「自己を見つめることができる発問の工夫」について

○ 振り返りでは「今までの自分は、相手に対して思いやりの気

持ちをもって生活できていましたか」と投げかけ、「心のものさ

し」を活用して振り返ることで、児童は自己をしっかりと見つ

め、自分の考えを示すことができていた。

○ できたこと、できなかったこと、その時の気持ちなど、具体

的な体験と結び付けて考えることで、これまでの自分の生活を

見つめ、考えを深めることができていた。

○ 毎回、同じワークシートを活用して自己の振り返りを行った。初めはできなかった

ことを書くことに戸惑う児童も見られたが、教師の説話や学級の雰囲気づくりにより、

できなかったことも素直に振り返る児童が増えてきた。ワークシートには、担任がコ

メントを書き、それを累積することで評価の材料としている。

● 内容項目によっては、振り返りを書くことができない児童もいる。振り返りの時に

声を掛け、やりとりを通して、文章にまとめたり文章にできない思いを汲み取ったり

することで評価につなげていきたい。また書き始めるヒントとして、「この間こんなこ

とあったね」など教師が見取った学校生活における児童の様子を伝えることも有効で

あると考える。教育活動全体を通して、普段の児童の様子を見取ることを意識してい

きたい。

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

〈振り返りの様子〉

〈三色カード〉
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大槻中学校第１学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月１８日（火）第４校時

授業者：郡山市立大槻中学校 教諭 吉田和枝

授業テーマ
人間は生き方を変えられるのか、変えられるならば、生き方を変えるも

のは何か、について、真剣に自分事として考える道徳的態度を育てる授業

１ 主題名 生き方を変えるものって何だろう Ｄ よりよく生きる喜び

２ 教材名 銀色のシャープペンシル（出典：中学生の道徳１ あかつき教育図書）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

中学生の時期は、人間が、悪いことはわかっていてもそれを認めずに人のせいにして

自分を正当化しようとする弱さや醜さをもつと同時に、「このままではいけない」と自分

と戦おうとする強さや気高さを併せもつことを理解できるようになってくる。自分のこ

れまでの振る舞いに現れる弱さや醜さに気づいたときに、目をそらさずに向き合うこと

が、弱さを乗り越えるチャンスとなる。このままの自分ではいたくない、本当はよりよ

く生きたいと願う良心の声に耳を傾け、自分を奮い立たせられるかがわかることが、よ

りよく生きる喜びへのターニングポイントとなる。

(２)生徒の実態（子ども観）

中学校生活に慣れ、学習や部活にしっかりと取り組み、多くの活動にもクラスメート
と協力できる学級である。しかし、普段の生活で、言い訳をしてごまかそうとしたり、
他人のせいにして自分の間違いに気づいても向き合おうとしなかったりしてしまうこと
がある。また、自分の弱さや醜さに向き合った経験は少ないと思われる。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

拾ったシャープペンシルを勝手に自分のものにしてしまった「僕」は、自己を正当化
させるために次々と嘘を重ねていく。何も知らない卓也が誠実に非を認め、謝罪の電話
をくれたことをきっかけに、僕が自らの「ずるさ」に向き合い、葛藤を経た後に正直に
謝ろうとする姿に、生徒個々が自分事として深く考え共感できる尊さを感じる。僕の心
の変化の場面に焦点を当て、僕の今までとこれからの変化を想像させる過程での気づき
について学びを共有させることで、きっかけを生かすことができるか否かの自分自身の
在り方、生き方の重要さについて深く考える工夫をした。

交流等での考える時間を十分にとるために、教材は朝の読書タイムにて黙読させてお
き、導入時にはあらすじのみの確認とする。そして、考えの焦点化を図るために、「僕は
思いっきり深呼吸した。そして、ゆっくり向きを変えると、卓也の家に向かって歩き出
した。」という部分から展開を図る。

４ 本時のねらい

自分をごまかしたり、言い訳やずるい行動をしたりしてきた「僕」の変化に思いを留
め、その理由や要因を考えることを通して、自分の弱さや醜さから目を背けずに向き合
うことで、それらを乗り越えてよりよく生きたいという思いが生まれていることに気づ
き、今の自分自身を見つめ、よりよい生き方をしていこうとする道徳的態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

は
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〇  「今日の授業を通して、誰のどんな発言のおかげで、どのようなことを学べたのか。」

をワークシートに記入したことで、次の観点で評価に生かすことができた。

・　「自己評価 として」：ワークシートを累積し、生徒自身が自分の成長を振り返る。

・　「生徒同士で」：相互承認活動として、記入を読み合い、互いにコメントを伝える。

・　「教師から生徒へ」：生徒の学びを肯定的に受け止め、具体的な言葉でフィードバック

する。

・　　「教師間で」：ワークシートを読み合い、生徒理解と自身の指導力向上の気づきとする。

● 長期的な蓄積を見越しての成長カード（ポートフォリオ）など、１年を通して累積

できる仕組みづくりが必要である。

● 課題解決的な内容、感動的な内容など、教材の特徴に応じた評価方法の研究・研鑽

を積む必要がある。

７ 考察

（１）　「自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫」について

○ 教材のどこに着目し生徒に何を考えさせるかに主眼を置き、テーマ（ねらい）を熟

考した。教材文の初めから順を追って「僕」の心の動きについて考えるより、葛藤を

乗り越える前と後の心の変化に着目した方が「僕」の生き方の変化を印象づけられる

との考えから、テーマを「人間は生き方を変えられるか。（変えられるならば）生き方

を変えるものは何か」とした。授業ではワークシートを用いて「今までの僕」の姿と

「これからの僕」の姿を考えさせたことで対比の効果が生まれ、「これからの僕」につ

いて、「正直に生きる」「うそはつかない」「人のせいにしないで素直に反省できる」な

ど、理想の姿が多く語られた。

○　「あなたの今は、『今までの僕』と『これか

らの僕』のどのあたりか」と問い、タブレッ

ト端末上の思考ツールを使って考えさせた。

教師のみが思考ツールの記入結果を見るこ

とができるようにしたことで、安心して今の

自分自身を見つめる姿が見られた。  

●  「これからの僕」について、どうしてそう  

 思ったかの意見を振り返りの助けとするため  

に板書したが、次々と意見が多く出たため、  

時間を費やしすぎてしまった。 

（２）授業の終末の振り返りについて 

〇 「テーマについて、今日の授業を通して、誰

のどんな発言のおかげで、どのようなことを

学べたのか。」と問い、ワークシートに記入す

ることを積み重ねてきたことで、気になる発

言をうなずきながら聴いたり、メモをしたり

する生徒が増えた。  

また、記入の時間を十分に確保したことで、生徒は１時間の授業を振り返り、言葉

を選んで記述するようになった。じっくりと自分と向き合い、多面的・多角的な考え

に発展させることで自己の生き方を深める一助となった。

●   振り返りとして、記入と発表の時間を１５分設定していたが、思いの外、挙手発表

が多く、時間が確保できなかった。教材を事前に読ませておくなど、タイムマネジメ

ントの工夫が必要である。

＜思考ツールの数直線＞

＜交流の様子＞

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から時間 ○ 指導上の留意点  ※  評価の視点

１ 資料のあらすじを確認し、学習テ
ーマをつかむ。 
○ 「僕」は、拾ったシャープペンシ

ルを自分のものとうそをついて
しまいます。しかし、「僕」は、今
までの自分を改め、謝罪に向かい
ます。そして、その「僕」のエピ
ソードから、どうすれば人間は生
き方を変えられるのか、について
考えてみましょう。  

３

〇 あらすじを簡単に確認する。

〇 課題意識をもたせるために、本時のテ
ーマを提示する。

２ 資料をもとに考える。
（1）「僕」の生き方に思いを巡らせる。
○　今までの僕はどのような生き方

だったのでしょう。そして、これ
からの僕はどのように生きてい
こうとしているのかを考えて書
いてみましょう。

（今までの僕）
・ うそをつく
・ ずるい
・ 人のせいにしている
・ 悪いことを認めることができない
（これからの僕）
・ 正直に生きる
・ 自分のまちがいを認める
・ うそをつかない
・ 人のせいにしない
 
○　今の自分はどちらに近いだろう。

タブレット端末の数直線上に表し
てみよう。

◎　なぜ僕は生き方を変えようと思っ
たのでしょうね。（何が僕を変えた
のでしょう。）

・ うそをついた自分が嫌だった 
・ 自分の気持ちにうそはつけない 
・ 卓也が悪くないのに謝ってきた 

から
・ 合唱練習でずるい自分を思い出

したから、このままではいけないと
思った

・ 人のせいにしている自分が恥ず
かしい

（2）テーマにせまる。
○　自分も生き方を変えられると思
いますか。

７

３

１２

１０

〇 考えの焦点化を図るために、「僕は思
いっきり深呼吸した。そして、ゆっくり
向きを変えると、卓也の家に向かって歩
き出した。」という場面をクローズアッ
プした後に発問する。

〇 「今までの僕」と「これからの僕」を
同時進行で考えさせるためにワークシ
ートを用いる。

〇 同じような考えが多いことが予想さ
れる。机間指導をしながら、計画指名の
見当をつけたい。

〇 相互の学びを体験させたいことから、
教師が誘導することは控える。

〇  これからの僕の意見については、適
宜、どうしてそう思ったかを聴く。

〇 振り返りの助けとするために、並べて
板書する。

〇 今の自分と向き合う時間をとること
がねらいなので、ここでの深追いはしな
い。

〇 卓也の電話はきっかけにすぎず、卓也
の誠実な心や素直な心に触れたことで
自分を見つめ直すことができたことを
おさえさせたい。そのために、単語のつ
ぶやきを拾い、なぜそう思ったかを丁寧
に聴いていく。

※ 他の意見を聞くことで、なぜ変えよう
と思ったのかについて、多面的多角的に
考えているか。（発表）

〇 生き方を変えたきっかけを考えさせ
たうえで、自分の生き方に引きよせて考
えさせる。

〇 単語のつぶやきを拾い、なぜそう思っ
たかを丁寧に聴くことで、自分の生き方
に引き寄せられるように言葉を選ぶ。

３ 本時の学びを振り返る  
 〇　今日は誰のどんな意見のおかげ

で、どんなことが学べたかをゆっく
り思い出して書いてみましょう。そ
の後に何人かに発表してもらいま
す。

１５ 〇 友達のおかげで学びが広がることを
実感できるように「誰のどんな意見のお
かげで」を意識して発表させる。

〇 机間指導を通して、テーマにふれて書
いている生徒を２～３名発表させる。

〇 発表者の生徒などへの拍手を促す。
※ 授業を振り返りながら、他から学んだ

ことについて考えているか。（記述、発

人間は生き方を変えられるのか。
生き方を変えるものって何だろう。

６ 学習指導過程

言）

学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）
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〇  「今日の授業を通して、誰のどんな発言のおかげで、どのようなことを学べたのか。」

をワークシートに記入したことで、次の観点で評価に生かすことができた。

・　「自己評価 として」：ワークシートを累積し、生徒自身が自分の成長を振り返る。

・　「生徒同士で」：相互承認活動として、記入を読み合い、互いにコメントを伝える。

・　「教師から生徒へ」：生徒の学びを肯定的に受け止め、具体的な言葉でフィードバック

する。

・　　「教師間で」：ワークシートを読み合い、生徒理解と自身の指導力向上の気づきとする。

● 長期的な蓄積を見越しての成長カード（ポートフォリオ）など、１年を通して累積

できる仕組みづくりが必要である。

● 課題解決的な内容、感動的な内容など、教材の特徴に応じた評価方法の研究・研鑽

を積む必要がある。

７ 考察

（１）　「自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫」について

○ 教材のどこに着目し生徒に何を考えさせるかに主眼を置き、テーマ（ねらい）を熟

考した。教材文の初めから順を追って「僕」の心の動きについて考えるより、葛藤を

乗り越える前と後の心の変化に着目した方が「僕」の生き方の変化を印象づけられる

との考えから、テーマを「人間は生き方を変えられるか。（変えられるならば）生き方

を変えるものは何か」とした。授業ではワークシートを用いて「今までの僕」の姿と

「これからの僕」の姿を考えさせたことで対比の効果が生まれ、「これからの僕」につ

いて、「正直に生きる」「うそはつかない」「人のせいにしないで素直に反省できる」な

ど、理想の姿が多く語られた。

○　「あなたの今は、『今までの僕』と『これか

らの僕』のどのあたりか」と問い、タブレッ

ト端末上の思考ツールを使って考えさせた。

教師のみが思考ツールの記入結果を見るこ

とができるようにしたことで、安心して今の

自分自身を見つめる姿が見られた。  

●  「これからの僕」について、どうしてそう  

 思ったかの意見を振り返りの助けとするため  

に板書したが、次々と意見が多く出たため、  

時間を費やしすぎてしまった。  

（２）授業の終末の振り返りについて 

〇 「テーマについて、今日の授業を通して、誰

のどんな発言のおかげで、どのようなことを

学べたのか。」と問い、ワークシートに記入す

ることを積み重ねてきたことで、気になる発

言をうなずきながら聴いたり、メモをしたり

する生徒が増えた。  

また、記入の時間を十分に確保したことで、生徒は１時間の授業を振り返り、言葉

を選んで記述するようになった。じっくりと自分と向き合い、多面的・多角的な考え

に発展させることで自己の生き方を深める一助となった。

●   振り返りとして、記入と発表の時間を１５分設定していたが、思いの外、挙手発表

が多く、時間が確保できなかった。教材を事前に読ませておくなど、タイムマネジメ

ントの工夫が必要である。

＜思考ツールの数直線＞

＜交流の様子＞

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から時間 ○ 指導上の留意点  ※  評価の視点

１ 資料のあらすじを確認し、学習テ
ーマをつかむ。 
○ 「僕」は、拾ったシャープペンシ

ルを自分のものとうそをついて
しまいます。しかし、「僕」は、今
までの自分を改め、謝罪に向かい
ます。そして、その「僕」のエピ
ソードから、どうすれば人間は生
き方を変えられるのか、について
考えてみましょう。  

３

〇 あらすじを簡単に確認する。

〇 課題意識をもたせるために、本時のテ
ーマを提示する。

２ 資料をもとに考える。
（1）「僕」の生き方に思いを巡らせる。
○　今までの僕はどのような生き方

だったのでしょう。そして、これ
からの僕はどのように生きてい
こうとしているのかを考えて書
いてみましょう。

（今までの僕）
・ うそをつく
・ ずるい
・ 人のせいにしている
・ 悪いことを認めることができない
（これからの僕）
・ 正直に生きる
・ 自分のまちがいを認める
・ うそをつかない
・ 人のせいにしない
 
○　今の自分はどちらに近いだろう。

タブレット端末の数直線上に表し
てみよう。

◎　なぜ僕は生き方を変えようと思っ
たのでしょうね。（何が僕を変えた
のでしょう。）

・ うそをついた自分が嫌だった 
・ 自分の気持ちにうそはつけない 
・ 卓也が悪くないのに謝ってきた 

から
・ 合唱練習でずるい自分を思い出

したから、このままではいけないと
思った

・ 人のせいにしている自分が恥ず
かしい

（2）テーマにせまる。
○　自分も生き方を変えられると思
いますか。

７

３

１２

１０

〇 考えの焦点化を図るために、「僕は思
いっきり深呼吸した。そして、ゆっくり
向きを変えると、卓也の家に向かって歩
き出した。」という場面をクローズアッ
プした後に発問する。

〇 「今までの僕」と「これからの僕」を
同時進行で考えさせるためにワークシ
ートを用いる。

〇 同じような考えが多いことが予想さ
れる。机間指導をしながら、計画指名の
見当をつけたい。

〇 相互の学びを体験させたいことから、
教師が誘導することは控える。

〇  これからの僕の意見については、適
宜、どうしてそう思ったかを聴く。

〇 振り返りの助けとするために、並べて
板書する。

〇 今の自分と向き合う時間をとること
がねらいなので、ここでの深追いはしな
い。

〇 卓也の電話はきっかけにすぎず、卓也
の誠実な心や素直な心に触れたことで
自分を見つめ直すことができたことを
おさえさせたい。そのために、単語のつ
ぶやきを拾い、なぜそう思ったかを丁寧
に聴いていく。

※ 他の意見を聞くことで、なぜ変えよう
と思ったのかについて、多面的多角的に
考えているか。（発表）

〇 生き方を変えたきっかけを考えさせ
たうえで、自分の生き方に引きよせて考
えさせる。

〇 単語のつぶやきを拾い、なぜそう思っ
たかを丁寧に聴くことで、自分の生き方
に引き寄せられるように言葉を選ぶ。

３ 本時の学びを振り返る  
 〇　今日は誰のどんな意見のおかげ

で、どんなことが学べたかをゆっく
り思い出して書いてみましょう。そ
の後に何人かに発表してもらいま
す。

１５ 〇 友達のおかげで学びが広がることを
実感できるように「誰のどんな意見のお
かげで」を意識して発表させる。

〇 机間指導を通して、テーマにふれて書
いている生徒を２～３名発表させる。

〇 発表者の生徒などへの拍手を促す。
※ 授業を振り返りながら、他から学んだ

ことについて考えているか。（記述、発

人間は生き方を変えられるのか。
生き方を変えるものって何だろう。

６ 学習指導過程

言）

学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）
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学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応） 時間 ○ 指導上の留意点 ※評価の視点

１ 事前アンケートの結果から、本時
の課題をつかむ。 
○ 周りの人に優しくしている人
を見たことがありますか。

○ 優しくする人はどんな気持ち
になって優しくするのだろうか。

・ 困っているから助けてあげよう。
・ 助けないとかわいそう。
やさしくする人は、どんな気もちなのかな。

５ ○ 児童が回答した事前アンケートの結
果を視覚的に分かりやすく表すことで、
学級全体の傾向を児童が捉えることが
できるようにする。

○ 「優しくする人はどんな気持ちになっ
て優しくしているのか」を共有し、問題
意識を高めることができるようにする。 

２ 教材文を読んで考える。
（１）「とくべつなたからもの」の話を

聞く。
（２）くまの気持ちについて考える。
〇 ママに作ってもらったかばん
がぴかぴかのどんぐりでいっぱ
いになっているのを見たくまは、
どんな気持ちだったのかな。
・　ママにかばんを作ってもらっ
てうれしい。

・　たくさんどんぐりが集められ
てよかった。

◎ くまは、どんな気持ちになって
「ええい。」と宝物を捨てたのか
な。
・ 宝物も捨てたくないけど、ね
ずみくんを助けたい。

・ 助けなくちゃ、かわいそう。 
・ ねずみを助けるには宝物を
捨てるしかない。

○ くまは、どうして「一つでもこ
れはとくべつなたからものなん
だ。」と思えたのかな。

・ ねずみくんが持ってきてくれた
たった１つの宝物だから。

・ ねずみくんのありがとうの気
持ちがこもったどんぐりだから。 

・ ねずみくんのごめんねという気
持ちがこもっているから。

３０
(５)

(５)

( 1 0 )

( 1 0 )

○ 範読に入る前に、登場人物を確認し、
２枚目までの挿絵を提示することで内
容に関心を持たせる。

〇 ママに作ってもらったかばんにどん
ぐりが入っていることに対するくまの
喜びに共感させられるように、教師が作
ったかばんを提示し、くまの気持ちを引
き出すようにする。

○ くまが助けたときの状況を確認し、ね
ずみをどんなふうに助けたか押さえる。

○ くまが「ええい。」と宝物を捨てる前
に、どんな気持ちになったのか役割演技
をしながら考える。その際、教科書にな
い心の声を付け足して話してもよいこ
とを伝える。

○ 全体の話し合いでは、自分の宝物も大
事だということに共感しつつ、宝物を捨
ててまで、ねずみを何とかしたいという
くまの思いやりの心に気付かせる。

〇 助けた後のくまの気持ちについても
押さえる。

※ 親切にすることのよさが分かり、友達
の考えと比べ、多面的・多角的に考えて
いるか。 （発言・表情）

○ １つのどんぐりは、ねずみが持ってき
たどんぐりであることを確認する。

○ １つのどんぐりは初めの宝物と何が
違うのか考えさせることで、特別の意味
について考えられるようにする。

○ １つのどんぐりをそっと握り、くまに
差し出したねずみの気持ちやそれをも
らったくまの気持ちを考え、ノートにま
とめさせ、親切にすると相手だけではな
く、自分もいい気持ちになることに気付
くことができるようにする。

３ 自分の生活を振り返る。
（１）これまでの自分を振り返り、自

分の生活を見つめ直す。
○ 迷ったけど、優しくできたこと
はあったかな。その時どんな気持
ちになったかな。

○ 優しくしようと思い、できなか
ったことはあったかな。

１０ ○ これまでの経験を振り返り、親切な行
為の後の心情に気付き、ノートにまと
め、生活の中で実践しようとする意欲に
つなげることができるようにする。

※ 自分の生活を見つめ､振り返り、親切
にすることの心地よさに気付き、考えを
深めているか。 （記述・発言)

６ 学習指導過程

（

矢吹町立三神小学校第２学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１０月２１日（火）第４校時

授業者：矢吹町三神小学校 教諭 木村 美和子

授業テーマ

１ 主題名 やさしい心 Ｂ親切、思いやり

２ 教材名 とくべつなたからもの 出典：小学どうとくゆたかなこころ２年 光文書院）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

 本主題は、低学年の内容項目Ｂ（７）「身近にいる人に温かい心で接し、親切にする
こと」をねらいとしている。困っている人を見ると、「何とかしたい」「助けたい」と
いう心がわいてくる。この相手の気持ちを自分のことに置き換えて推し量り、相手に
よかれと思う気持ちが思いやりであり、この心が様々な行動となって表れるのが親切
である。このような相手のことを親身に考えようとする心情を育てたい。

(２)児童の実態（子ども観）

本学級は、児童数１９名の学級である。学校生活において、同学年や異学年の友達
との関わりの中で、相手の考えや気持ちに気付くことができるようになっており、相
手に対して思いやりの心を持ち、親切にすることが大切であることは理解している。
また、道徳科の授業においても、思いやりや親切な行動のよさについて指導しており、
学校生活においても困っている友達がいると、助けようとする姿が多く見られる。し
かし、相手が困っていることに気付かなかったり、自己中心的な部分も多く、相手の
気持ちまで考えずに行動したりすることも多々ある。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、くまが困っているねずみの子に出会い、自分のできることを一生懸命に
考えて実行するという話である。自分が拾い集めた宝物を捨て、そのかばんにねずみ
の子を入れて助け出すくまの姿。くまが自分のために捨てた宝物の中から一つのどん
ぐりを拾い、ねずみの子がお礼を言ってそのどんぐりをくまに差し出す場面。そして、
「これはとくべつなたからもの」と喜ぶくまの姿などから、親切、思いやりのよさを
十分に感じることができる教材である。

指導にあたっては、導入で、「周りの人に優しくしている人を見たことはあります
か。」「優しくする人は、どんな気持ちになって優しくするのだろうか。」の事前アンケ
ートの結果を提示し、問題意識を持たせる。ねずみの子を助ける時のくまの気持ちに
ついて役割演技を通して考えることで、困っているねずみの子を放っておけなかった
くまの心に気付かせる。また、助けた後のくまの気持ちを考えることで、親切にする
ことで得る心地よさや清々しい気持ちに共感させたい。更に、なぜ「特別な宝物」に
なったのかを考えさせることで、親切な行為がもたらす互いの喜びや温かい関係につ
いても気付かせ、相手の立場に立って親切にしようとする道徳的心情を育てたい。

４ 本時のねらい

困っているねずみを助けるくまの気持ちを考える活動を通して、困っている人を「何
とかしたい」と思う気持ちに共感し、相手の喜びが自分の喜びにつながることに気付
き、身近な人に親切にしようとする道徳的心情を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

主人公の気持ちを役割演技で考える活動を通して、困っている人を「何

とかしたい」と思う気持ちに共感し、相手の喜びが自分の喜びにつながる

ことに気付き、身近な人に親切にしようとする道徳的心情を育てる授業  
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学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応） 時間 ○ 指導上の留意点 ※評価の視点

１ 事前アンケートの結果から、本時
の課題をつかむ。 
○ 周りの人に優しくしている人
を見たことがありますか。

○ 優しくする人はどんな気持ち
になって優しくするのだろうか。

・ 困っているから助けてあげよう。
・ 助けないとかわいそう。
やさしくする人は、どんな気もちなのかな。

５ ○ 児童が回答した事前アンケートの結
果を視覚的に分かりやすく表すことで、
学級全体の傾向を児童が捉えることが
できるようにする。

○ 「優しくする人はどんな気持ちになっ
て優しくしているのか」を共有し、問題
意識を高めることができるようにする。 

２ 教材文を読んで考える。
（１）「とくべつなたからもの」の話を

聞く。
（２）くまの気持ちについて考える。
〇 ママに作ってもらったかばん
がぴかぴかのどんぐりでいっぱ
いになっているのを見たくまは、
どんな気持ちだったのかな。
・　ママにかばんを作ってもらっ
てうれしい。

・　たくさんどんぐりが集められ
てよかった。

◎ くまは、どんな気持ちになって
「ええい。」と宝物を捨てたのか
な。
・ 宝物も捨てたくないけど、ね
ずみくんを助けたい。

・ 助けなくちゃ、かわいそう。 
・ ねずみを助けるには宝物を
捨てるしかない。

○ くまは、どうして「一つでもこ
れはとくべつなたからものなん
だ。」と思えたのかな。

・ ねずみくんが持ってきてくれた
たった１つの宝物だから。

・ ねずみくんのありがとうの気
持ちがこもったどんぐりだから。 

・ ねずみくんのごめんねという気
持ちがこもっているから。

３０
(５)

(５)

( 1 0 )

( 1 0 )

○ 範読に入る前に、登場人物を確認し、
２枚目までの挿絵を提示することで内
容に関心を持たせる。

〇 ママに作ってもらったかばんにどん
ぐりが入っていることに対するくまの
喜びに共感させられるように、教師が作
ったかばんを提示し、くまの気持ちを引
き出すようにする。

○ くまが助けたときの状況を確認し、ね
ずみをどんなふうに助けたか押さえる。

○ くまが「ええい。」と宝物を捨てる前
に、どんな気持ちになったのか役割演技
をしながら考える。その際、教科書にな
い心の声を付け足して話してもよいこ
とを伝える。

○ 全体の話し合いでは、自分の宝物も大
事だということに共感しつつ、宝物を捨
ててまで、ねずみを何とかしたいという
くまの思いやりの心に気付かせる。

〇 助けた後のくまの気持ちについても
押さえる。

※ 親切にすることのよさが分かり、友達
の考えと比べ、多面的・多角的に考えて
いるか。 （発言・表情）

○ １つのどんぐりは、ねずみが持ってき
たどんぐりであることを確認する。

○ １つのどんぐりは初めの宝物と何が
違うのか考えさせることで、特別の意味
について考えられるようにする。

○ １つのどんぐりをそっと握り、くまに
差し出したねずみの気持ちやそれをも
らったくまの気持ちを考え、ノートにま
とめさせ、親切にすると相手だけではな
く、自分もいい気持ちになることに気付
くことができるようにする。

３ 自分の生活を振り返る。
（１）これまでの自分を振り返り、自

分の生活を見つめ直す。
○ 迷ったけど、優しくできたこと
はあったかな。その時どんな気持
ちになったかな。

○ 優しくしようと思い、できなか
ったことはあったかな。

１０ ○ これまでの経験を振り返り、親切な行
為の後の心情に気付き、ノートにまと
め、生活の中で実践しようとする意欲に
つなげることができるようにする。

※ 自分の生活を見つめ､振り返り、親切
にすることの心地よさに気付き、考えを
深めているか。 （記述・発言)

６ 学習指導過程

（

矢吹町立三神小学校第２学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１０月２１日（火）第４校時

授業者：矢吹町三神小学校 教諭 木村 美和子

授業テーマ

１ 主題名 やさしい心 Ｂ親切、思いやり

２ 教材名 とくべつなたからもの 出典：小学どうとくゆたかなこころ２年 光文書院）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

 本主題は、低学年の内容項目Ｂ（７）「身近にいる人に温かい心で接し、親切にする
こと」をねらいとしている。困っている人を見ると、「何とかしたい」「助けたい」と
いう心がわいてくる。この相手の気持ちを自分のことに置き換えて推し量り、相手に
よかれと思う気持ちが思いやりであり、この心が様々な行動となって表れるのが親切
である。このような相手のことを親身に考えようとする心情を育てたい。

(２)児童の実態（子ども観）

本学級は、児童数１９名の学級である。学校生活において、同学年や異学年の友達
との関わりの中で、相手の考えや気持ちに気付くことができるようになっており、相
手に対して思いやりの心を持ち、親切にすることが大切であることは理解している。
また、道徳科の授業においても、思いやりや親切な行動のよさについて指導しており、
学校生活においても困っている友達がいると、助けようとする姿が多く見られる。し
かし、相手が困っていることに気付かなかったり、自己中心的な部分も多く、相手の
気持ちまで考えずに行動したりすることも多々ある。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、くまが困っているねずみの子に出会い、自分のできることを一生懸命に
考えて実行するという話である。自分が拾い集めた宝物を捨て、そのかばんにねずみ
の子を入れて助け出すくまの姿。くまが自分のために捨てた宝物の中から一つのどん
ぐりを拾い、ねずみの子がお礼を言ってそのどんぐりをくまに差し出す場面。そして、
「これはとくべつなたからもの」と喜ぶくまの姿などから、親切、思いやりのよさを
十分に感じることができる教材である。

指導にあたっては、導入で、「周りの人に優しくしている人を見たことはあります
か。」「優しくする人は、どんな気持ちになって優しくするのだろうか。」の事前アンケ
ートの結果を提示し、問題意識を持たせる。ねずみの子を助ける時のくまの気持ちに
ついて役割演技を通して考えることで、困っているねずみの子を放っておけなかった
くまの心に気付かせる。また、助けた後のくまの気持ちを考えることで、親切にする
ことで得る心地よさや清々しい気持ちに共感させたい。更に、なぜ「特別な宝物」に
なったのかを考えさせることで、親切な行為がもたらす互いの喜びや温かい関係につ
いても気付かせ、相手の立場に立って親切にしようとする道徳的心情を育てたい。

４ 本時のねらい

困っているねずみを助けるくまの気持ちを考える活動を通して、困っている人を「何
とかしたい」と思う気持ちに共感し、相手の喜びが自分の喜びにつながることに気付
き、身近な人に親切にしようとする道徳的心情を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

主人公の気持ちを役割演技で考える活動を通して、困っている人を「何

とかしたい」と思う気持ちに共感し、相手の喜びが自分の喜びにつながる

ことに気付き、身近な人に親切にしようとする道徳的心情を育てる授業  
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○ 導入において、事前アンケートの結果を提示することで、

本時の学習内容と自己を重ねて考えさせ、課題把握へとス

ムーズにつなげることができた。  

○ 教材文に入る前に、話の内容を挿絵で簡単に確認し、視

点を与えることにより、登場人物の気持ちを考えることに

焦点化することができた。  

● 役割演技でくまの気持ちに焦点を当てて考えさせること

はできたが、展開に時間がかかってしまい、振り返りの時間を十分に取ることができ

なかった。学習活動をより精選すると共に、自己を振り返る時間を確保していきたい。

（３）「考えを深めることができる発問の工夫」について 

○ 児童の発言に対し、「それはどういうことかな」「○○君の言っていること分かるか

な」等の問い返しを行い、更なる発言を促したことで、考えを深めたり、一人の考え

を多くの児童へ広げたりすることができた。

● 」。うましでん死、らたいてしにままのそをみずねるいてち落に穴「、で中のい合し話

と捉えてしまう児童が多かった。そのため、「『宝物を捨てる』か『ねずみを助けるか』」

の心の葛藤で、くまの思いやりの気持ちを引き出したかった。しかし、児童は、「『も

の』よりも『１つの命』が大切だからねずみを助ける」という考えになってしまい、

「生命の尊さ」について深く考え始める子どもの姿が見られた。「じゃあ、命が関わっ

ていなかったら、助けないのかな」等と教師が問い返しをし、子どもの考えを大切に

しながら話合いの軌道修正を図ることができればよかった。

○ 授業の中での発言やノート、ワークシートへの記述を中心に評価をしてきた。その

中で、児童一人一人の学びや成長を認めながら、受容的、共感的な姿勢で受け止める

ようにすることを大切にしてきた。他教科ではなかなか発言できなかった児童も、道

徳の時間は自信を持って自分の考えを発言できるようになってきた。また、授業で学

んだ道徳的価値の高まりが日常生活において見られたときは、必ず称賛するようにし、

道徳性の高まりを児童自身が実感できるようにしてきた。 

● 毎時間、振り返りの時間が短くなってしまうという反省がある。振り返りの時間の

確保を意識していきたい。  

７ 考察

（１）「自己を見つめるための工夫」について

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

〈役割演技で気持ちを考える〉

（２）「多面的、多角的に考えることができる話合い活動の工夫」について  

○ 全員がくまの役割演技を行い、くまの気持ちをトリオトークで考えさせたことで、

発表することが難しい児童も発言することができた。さらにその後、全体で話し合う

ことで、くまが大切な宝物を捨ててまでもねずみを助けたい気持ちに気付くことがで

きた。

○ 役割演技によって、ねずみを助けたくまの気持ちを考え

させた。ママに作ってもらったかばん、お面、ねずみが落

ちた穴などの具体物を実際に用意し、その時の状況や気持

ちをイメージしやすくしたことで、くまの気持ちを考えさ

せるのに効果的であった。  

● トリオトークの際に、役割演技をした児童の様子から児

童同士が考えたことについて自由に話をさせてもよかった。

教師が関わりすぎてしまい、児童の自由な発言を妨げてし

まった。

〈トリオトークで考える〉

― 64 ―

喜多方市立塩川中学校第３学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月２６日（水）第３校時

授業者：喜多方市立塩川中学校 教諭 鈴木 貴之

授業テーマ

級友と法やきまりの意義を話し合うことを通して、それらを進んで守る

とともに、そのよりよい在り方について考え、主体的に判断し、社会の秩

序と規律を自ら高めていこうとする意欲や態度を育てる授業

１ 主題名 法やきまりの意義 Ｃ 遵法精神、公徳心

２ 教材名 二通の手紙（出典：中学道徳 あすを生きる３ 日本文教出版）

３ 主題設定の理由

４ 本時のねらい

思いやりの心と法やきまりを守ることの大切さについて多面的多角的に考え、どち

らも大切にしようとしながらも、社会のきまりを守ることが自らの幸せや権利を守る

ことにつながることを自覚し、今後もきまりを遵守しようとする道徳的態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）
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(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、動物園の入園係だった「元さん」の、同情心から動物園のきまりを破り、

幼い姉弟の願いを聞き入れるが、結果として大騒動に発展してしまう。その「元さん」

に、お礼の手紙と懲戒処分の手紙が届く。２通の手紙から「元さん」の思いやりとき

まりの大切さとを対比して考えることでゆさぶりをかけ、多面的・多角的な見方、考

え方へとつなげていきたい。また、最終的にはきまりを守らなかったことで命の危険

にさらさせてしまったことに気づき、法やきまりを守ることの大切さ、今後社会に出

て行く中できまりとどのように向き合っていくのかを考えさせたい。

(２)生徒の実態（生徒観）

３年２組の生徒は、学校や社会のきまりに対して自分の考えをもち始めている。校

則などに対して、縛られている、厳しすぎるなどと反発し、既存の法やきまりを軽ん

じる傾向も見られる。なぜ社会のきまりがあるのかを理解するとともに、中学校卒業

後も自ら判断し守ろうとする態度を育てたい。

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

集団や社会は，社会のルールや秩序を守ることによって維持される。生徒にとって

は自分の行動を規制するものと意識されがちな社会のきまりや秩序であるが，集団や

社会の一員としての自覚をもち、遵守することによって望ましい社会生活が営まれて

いることを理解させたい。また、法やきまりの意義、それらを遵守することの意味を

理解し、主体的に判断し、自ら社会生活の中で守るべき法やきまりを大切にしようと

する態度を育てたい。



 

○ 導入において、事前アンケートの結果を提示することで、

本時の学習内容と自己を重ねて考えさせ、課題把握へとス

ムーズにつなげることができた。  

○ 教材文に入る前に、話の内容を挿絵で簡単に確認し、視

点を与えることにより、登場人物の気持ちを考えることに

焦点化することができた。  

● 役割演技でくまの気持ちに焦点を当てて考えさせること

はできたが、展開に時間がかかってしまい、振り返りの時間を十分に取ることができ

なかった。学習活動をより精選すると共に、自己を振り返る時間を確保していきたい。

（３）「考えを深めることができる発問の工夫」について 

○ 児童の発言に対し、「それはどういうことかな」「○○君の言っていること分かるか

な」等の問い返しを行い、更なる発言を促したことで、考えを深めたり、一人の考え

を多くの児童へ広げたりすることができた。

● 」。うましでん死、らたいてしにままのそをみずねるいてち落に穴「、で中のい合し話

と捉えてしまう児童が多かった。そのため、「『宝物を捨てる』か『ねずみを助けるか』」

の心の葛藤で、くまの思いやりの気持ちを引き出したかった。しかし、児童は、「『も

の』よりも『１つの命』が大切だからねずみを助ける」という考えになってしまい、

「生命の尊さ」について深く考え始める子どもの姿が見られた。「じゃあ、命が関わっ

ていなかったら、助けないのかな」等と教師が問い返しをし、子どもの考えを大切に

しながら話合いの軌道修正を図ることができればよかった。

○ 授業の中での発言やノート、ワークシートへの記述を中心に評価をしてきた。その

中で、児童一人一人の学びや成長を認めながら、受容的、共感的な姿勢で受け止める

ようにすることを大切にしてきた。他教科ではなかなか発言できなかった児童も、道

徳の時間は自信を持って自分の考えを発言できるようになってきた。また、授業で学

んだ道徳的価値の高まりが日常生活において見られたときは、必ず称賛するようにし、

道徳性の高まりを児童自身が実感できるようにしてきた。 

● 毎時間、振り返りの時間が短くなってしまうという反省がある。振り返りの時間の

確保を意識していきたい。  

７ 考察

（１）「自己を見つめるための工夫」について

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

〈役割演技で気持ちを考える〉

（２）「多面的、多角的に考えることができる話合い活動の工夫」について  

○ 全員がくまの役割演技を行い、くまの気持ちをトリオトークで考えさせたことで、

発表することが難しい児童も発言することができた。さらにその後、全体で話し合う

ことで、くまが大切な宝物を捨ててまでもねずみを助けたい気持ちに気付くことがで

きた。

○ 役割演技によって、ねずみを助けたくまの気持ちを考え

させた。ママに作ってもらったかばん、お面、ねずみが落

ちた穴などの具体物を実際に用意し、その時の状況や気持

ちをイメージしやすくしたことで、くまの気持ちを考えさ

せるのに効果的であった。  

● トリオトークの際に、役割演技をした児童の様子から児

童同士が考えたことについて自由に話をさせてもよかった。

教師が関わりすぎてしまい、児童の自由な発言を妨げてし

まった。

〈トリオトークで考える〉
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喜多方市立塩川中学校第３学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月２６日（水）第３校時

授業者：喜多方市立塩川中学校 教諭 鈴木 貴之

授業テーマ

級友と法やきまりの意義を話し合うことを通して、それらを進んで守る

とともに、そのよりよい在り方について考え、主体的に判断し、社会の秩

序と規律を自ら高めていこうとする意欲や態度を育てる授業

１ 主題名 法やきまりの意義 Ｃ 遵法精神、公徳心

２ 教材名 二通の手紙（出典：中学道徳 あすを生きる３ 日本文教出版）

３ 主題設定の理由

４ 本時のねらい

思いやりの心と法やきまりを守ることの大切さについて多面的多角的に考え、どち

らも大切にしようとしながらも、社会のきまりを守ることが自らの幸せや権利を守る

ことにつながることを自覚し、今後もきまりを遵守しようとする道徳的態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）
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(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、動物園の入園係だった「元さん」の、同情心から動物園のきまりを破り、

幼い姉弟の願いを聞き入れるが、結果として大騒動に発展してしまう。その「元さん」

に、お礼の手紙と懲戒処分の手紙が届く。２通の手紙から「元さん」の思いやりとき

まりの大切さとを対比して考えることでゆさぶりをかけ、多面的・多角的な見方、考

え方へとつなげていきたい。また、最終的にはきまりを守らなかったことで命の危険

にさらさせてしまったことに気づき、法やきまりを守ることの大切さ、今後社会に出

て行く中できまりとどのように向き合っていくのかを考えさせたい。

(２)生徒の実態（生徒観）

３年２組の生徒は、学校や社会のきまりに対して自分の考えをもち始めている。校

則などに対して、縛られている、厳しすぎるなどと反発し、既存の法やきまりを軽ん

じる傾向も見られる。なぜ社会のきまりがあるのかを理解するとともに、中学校卒業

後も自ら判断し守ろうとする態度を育てたい。

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

集団や社会は，社会のルールや秩序を守ることによって維持される。生徒にとって

は自分の行動を規制するものと意識されがちな社会のきまりや秩序であるが，集団や

社会の一員としての自覚をもち、遵守することによって望ましい社会生活が営まれて

いることを理解させたい。また、法やきまりの意義、それらを遵守することの意味を

理解し、主体的に判断し、自ら社会生活の中で守るべき法やきまりを大切にしようと

する態度を育てたい。



（１）「自己を見つめるための工夫」について 

 ○  はじめに法やきまりの意義について考えさせるこ

とで、本時の内容について、テーマや「元さん」の行

いをもとにしながら、道徳的価値の理解につなげる

ことができた。 

○  ペアで役割演技を行うことで、自分の考えをより

明確にし、「元さん」の思いについて、考えさせるこ

とができた。 

● カードを使って自分の考えを提示する場面では、

机の上に置いたままではなく、頭上に上げさせるこ

とで、自分の意思表示を全体に共有することができ

た。

（２）「他者の考えに触れさせる活動の工夫」について

○ カードを用いて、考えを可視化させたことで、自分と他者との考えに気付き、他者

理解につなげることができた。

○ ペアでの活動の後に全体でホットシーティングを用い、体験的な活動を行うことで、

自分の考えを明確にするだけでなく、多様な考えに触れ、さらに自分の考えを深める

ことにつなげることができた。

○ １人の生徒だけがホットシートに座るのではなく、複数の生徒がホットシーティン

グを行い、他者の考えに触れる機会を意図的に設けることで、多面的・多角的に考え

ることができた。

● 時間があるのであれば、複数の生徒が「元さん」の役を行うと、多くの考えに触れ  

ることができたと考える。

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について

○ 「元さん」の思いやりときまりの大切さを対比し考え

させることで、多面的・多角的な考えにつながり、生徒

の考えが深まった。はじめは、「自分が責任をとれば、き

まりを破っても仕方ない」「姉弟が喜んでくれたなら良

かった」と考えていた生徒も、発問による揺さぶりによ

って、やはり「どんなことがあってもきまりを守らなけ

ればならない」という考えをもち、道徳的価値を深めて

いくことができた。

● 問い返しの内容が道徳的価値を自分事として捉える

ことにつながらなかった。さらに発問による問い返しの精選が必要である。

○ ノートの記述のみの評価ではなく、ペアや集団での生徒の関わりを教師が見取り、

ひとりひとりのよさを価値づけられるように意識してきた。

○ まとめとして、ノートに記述させた後、教師が励ますコメントを残すことで、生徒

自身がこれからの生活をよりよくしていこうという気持ちを高めることにつながった。 

● 授業の中で、振り返りの時間を十分に確保できないことがあった。一人一人が十分

に振り返りできるよう、発問の仕方やグループ活動などでの時間の配分を工夫してい

く必要がある。全教員で道徳科の授業をローテーションで行っていくからこその課題

であると感じた。

● 蓄積された振り返りを今後どのように活用し、どう評価していくかが大きな課題と

なる。来年度以降、評価の視点について、全体でのさらなる共有が必要である。

７ 考察

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から

〈ペアインタビュー

（ホットシーティング）〉

〈ホットシーティング〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

学習活動・内容

（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１  法やきまりについての意義を考
える。
○ きまりは何のためにあるか。

・ 自分の身をまもるもの。
・ トラブルが起きないため。
・ みんなが気持ちよく生活す

るため。

３

○ 人によって法やきまりに関する考え

方が違うことを捉えられるようにする。 

２ 教材「二通の手紙」を読み、簡単
に内容を振り返る。

３ 教師の話を聞き、自分だったらど
うするかを考える。
○ 入園時間が数分過ぎて入場門

が閉まった後に来た客に対し、自
分ならどのように対応するか色
カードで意思表示する。

４ 「元さん」はどんな人だろうか。 
ペアインタビュー（ホットシーティ
ング）を用いて体験的な活動をす
る。
○ ペアで役割を決め架空のイン

タビューをする。 
○ 全体で行って意見を共有する。 

・ なぜ動物園にいれたのか。  
・ 子どもが見つからず、事務所

の中で待っている時はどんな
ことを思っていた？  

・ 動物園のきまりはなんのため
にあるの？

○ 役割演技をしてみてどうだっ
たか答える。

５ ◎ 二通の手紙を見比べた元さ
んが、この年になって初めて考
えさせられたこととは、どんな
ことだろうか。道徳ノートへ自
分の考えを記入する。

・ 自分がルールを破ったせい
で子ども達を危険な目に遭わ
せてしまったから。

８

 ３

１５

１４ 

○ 一人一人が主体的に考えるように青
色と赤色のカードを利用する。開ける人
は青色カード、開けない人は赤色カード
とする。（人間理解）

○ なぜそのように選択したのかを理由
を聞き、多角的な考えに触れることがで
きるようにする。

○ 教師が役割演技の模範をし、ねらいか
ら外れた発問を生徒がしないよう事前
に説明する。

○ 元さんのその時の思いや人柄が伝わ
ってくるようなインタビューをする。

○ 自分の考えをふりかえることができ
るように、生徒へ揺さぶりをかける。

（他者理解）
○ 多角的に考えるために、子ども達が無

事発見された後の元さんと２通の手紙
をもらった後の元さんとを比較する。

○ より物語を自分事として深く考える
ことができるように、ペア→全体で共有
し、元さんの立場や背景を明確にする。 

※ ２つの場面の元さんの思いを比較す
ることで、きまりについて、多面的・多
角的に考えているか。（観察・発言）

○ 班で共有し、その後、教師が意図的に
班を選び、全体で意見交換する。その後、
その意見を聴き改めてどのように考え
たのか発表することができるようにす
る。

○ 適宜問い返しをする。
「結果が良ければきまりを破ってもよい

のか」「きまりはなぜ厳しくつくられて
いるのか」

６ 本時の学習を振り返る。
○ この教材を通してきまりにつ

いてどのようなことを感じたか
道徳ノートに記入する。

○ ノートに書いたことを発表す
る。

７ ○ 子どもの笑顔や夢、幸福こそ元さんが
大切にしたかったことであり、それを守
るためにきまりがある二通の手紙がつ
ながったものであることに気付くこと
ができるようにする。 （価値理解） 

※  思いやりの心ときまりを守ることの
大切さについて自分自身を見つめ考え
ているか。（記述）

６ 学習指導過程

は
ぐ
く
む

３

― 67 ―― 66 ―



（１）「自己を見つめるための工夫」について 

 ○  はじめに法やきまりの意義について考えさせるこ

とで、本時の内容について、テーマや「元さん」の行

いをもとにしながら、道徳的価値の理解につなげる

ことができた。 

○  ペアで役割演技を行うことで、自分の考えをより

明確にし、「元さん」の思いについて、考えさせるこ

とができた。  

● カードを使って自分の考えを提示する場面では、

机の上に置いたままではなく、頭上に上げさせるこ

とで、自分の意思表示を全体に共有することができ

た。

（２）「他者の考えに触れさせる活動の工夫」について

○ カードを用いて、考えを可視化させたことで、自分と他者との考えに気付き、他者

理解につなげることができた。

○ ペアでの活動の後に全体でホットシーティングを用い、体験的な活動を行うことで、

自分の考えを明確にするだけでなく、多様な考えに触れ、さらに自分の考えを深める

ことにつなげることができた。

○ １人の生徒だけがホットシートに座るのではなく、複数の生徒がホットシーティン

グを行い、他者の考えに触れる機会を意図的に設けることで、多面的・多角的に考え

ることができた。

● 時間があるのであれば、複数の生徒が「元さん」の役を行うと、多くの考えに触れ  

ることができたと考える。

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について

○ 「元さん」の思いやりときまりの大切さを対比し考え

させることで、多面的・多角的な考えにつながり、生徒

の考えが深まった。はじめは、「自分が責任をとれば、き

まりを破っても仕方ない」「姉弟が喜んでくれたなら良

かった」と考えていた生徒も、発問による揺さぶりによ

って、やはり「どんなことがあってもきまりを守らなけ

ればならない」という考えをもち、道徳的価値を深めて

いくことができた。

● 問い返しの内容が道徳的価値を自分事として捉える

ことにつながらなかった。さらに発問による問い返しの精選が必要である。

○ ノートの記述のみの評価ではなく、ペアや集団での生徒の関わりを教師が見取り、

ひとりひとりのよさを価値づけられるように意識してきた。

○ まとめとして、ノートに記述させた後、教師が励ますコメントを残すことで、生徒

自身がこれからの生活をよりよくしていこうという気持ちを高めることにつながった。 

● 授業の中で、振り返りの時間を十分に確保できないことがあった。一人一人が十分

に振り返りできるよう、発問の仕方やグループ活動などでの時間の配分を工夫してい

く必要がある。全教員で道徳科の授業をローテーションで行っていくからこその課題

であると感じた。

● 蓄積された振り返りを今後どのように活用し、どう評価していくかが大きな課題と

なる。来年度以降、評価の視点について、全体でのさらなる共有が必要である。

７ 考察

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から

〈ペアインタビュー

（ホットシーティング）〉

〈ホットシーティング〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

学習活動・内容

（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１  法やきまりについての意義を考
える。
○ きまりは何のためにあるか。

・ 自分の身をまもるもの。
・ トラブルが起きないため。
・ みんなが気持ちよく生活す

るため。

３

○ 人によって法やきまりに関する考え

方が違うことを捉えられるようにする。 

２ 教材「二通の手紙」を読み、簡単
に内容を振り返る。

３ 教師の話を聞き、自分だったらど
うするかを考える。
○ 入園時間が数分過ぎて入場門

が閉まった後に来た客に対し、自
分ならどのように対応するか色
カードで意思表示する。

４ 「元さん」はどんな人だろうか。 
ペアインタビュー（ホットシーティ
ング）を用いて体験的な活動をす
る。
○ ペアで役割を決め架空のイン

タビューをする。 
○ 全体で行って意見を共有する。 

・ なぜ動物園にいれたのか。  
・ 子どもが見つからず、事務所

の中で待っている時はどんな
ことを思っていた？  

・ 動物園のきまりはなんのため
にあるの？

○ 役割演技をしてみてどうだっ
たか答える。

５ ◎ 二通の手紙を見比べた元さ
んが、この年になって初めて考
えさせられたこととは、どんな
ことだろうか。道徳ノートへ自
分の考えを記入する。

・ 自分がルールを破ったせい
で子ども達を危険な目に遭わ
せてしまったから。

８

 ３

１５

１４ 

○ 一人一人が主体的に考えるように青
色と赤色のカードを利用する。開ける人
は青色カード、開けない人は赤色カード
とする。（人間理解）

○ なぜそのように選択したのかを理由
を聞き、多角的な考えに触れることがで
きるようにする。

○ 教師が役割演技の模範をし、ねらいか
ら外れた発問を生徒がしないよう事前
に説明する。

○ 元さんのその時の思いや人柄が伝わ
ってくるようなインタビューをする。

○ 自分の考えをふりかえることができ
るように、生徒へ揺さぶりをかける。

（他者理解）
○ 多角的に考えるために、子ども達が無

事発見された後の元さんと２通の手紙
をもらった後の元さんとを比較する。

○ より物語を自分事として深く考える
ことができるように、ペア→全体で共有
し、元さんの立場や背景を明確にする。 

※ ２つの場面の元さんの思いを比較す
ることで、きまりについて、多面的・多
角的に考えているか。（観察・発言）

○ 班で共有し、その後、教師が意図的に
班を選び、全体で意見交換する。その後、
その意見を聴き改めてどのように考え
たのか発表することができるようにす
る。

○ 適宜問い返しをする。
「結果が良ければきまりを破ってもよい

のか」「きまりはなぜ厳しくつくられて
いるのか」

６ 本時の学習を振り返る。
○ この教材を通してきまりにつ

いてどのようなことを感じたか
道徳ノートに記入する。

○ ノートに書いたことを発表す
る。

７ ○ 子どもの笑顔や夢、幸福こそ元さんが
大切にしたかったことであり、それを守
るためにきまりがある二通の手紙がつ
ながったものであることに気付くこと
ができるようにする。 （価値理解） 

※  思いやりの心ときまりを守ることの
大切さについて自分自身を見つめ考え
ているか。（記述）

６ 学習指導過程

は
ぐ
く
む

３
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５ 本時のねらい

地域の職業人にインタビューを行い、内容を振り返ることで、自身の職業選択に役立てるとともに、

他者の生き方を見つめ、人間としての在り方生き方について考えることができる。 

６ 学習指導過程（４５分×２コマ）

学習活動・内容（・予想される生徒の反応） 時間 〇  指導上の留意点   ※ 評価  

１ 本時の学習テーマをつかむ。 ７ ○ 単元の目的に立ち返りながら大人インタ

ビューを振り返ることで、相双地区で働く

人々の思いや魅力に焦点化し、本時の問い

を見いだすことができるようにする。 

２ 職業ごとに情報を共有・整理する。 

〇「なぜそこがかっこよいと思ったのか」を

考える。 

  ・震災等の困難に立ち向かっているから 

  ・失敗しても成長しているから   等 

２０ ○ 生徒が取り上げたエピソードに対し、な

ぜそこに魅力を感じたのか問い返すこと

で、インタビューでは表面化しなかった内

面的な魅力まで考察できるようにする。 

３ 異業種間で、情報を共有・整理する。 

（１）異なる業種間で情報を共有する。 

（２）他班の情報を持ち帰り、共有する。 

１８ 

 

○ 表面的なキーワードだけでなく、根拠と

なる具体的なエピソードを踏まえて共有す

るよう助言する。 

４ 相双地域で働く大人のかっこいいところ

について話し合う。 

  を」いがりや「・ 感じている人は多いけれ

ど、どこにやりがいを感じているかは職

業によって違う 

  難困・ に立ち向かう、という点では共通し

ているね             等 

１５ ○ 共通するキーワードについて、他班の挙

げた理由やエピソードにも触れ、そのキー

ワードを多面的・多角的な視点から捉えら

れるようにする。 

※ 自分の班と他班の比較をとおして、自分

たちなりに考えた「相双地域で働く大人か

っこよいところ」をまとめているか。 

（ワークシート記述） 

５ 他学級と情報を共有する。 

（１）各クラス１班程度、相双地域で働く大人

のかっこいいところを発表し合う。 

 

（２）探究図書部主任より「おもひの木」につ

いて紹介し、問いかける。 

 〇 相双地域で働く大人たちの「思い」の

根っこには何があると思うか。

・あきらめない心 

・みんなのために働く 

・困難があってもチャレンジ 

〇 あなた自身が大切にしたい軸は何

か。

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 教室により業種の偏りがあることに配慮

し、より多様な業種のかっこよさについて

視野を広げることができるようにする。 

（オンラインで他教室とつなぐ） 

○ 教室を超えて共有された大人の「かっこ

よさ」について、それらの背景にある共通

性に着目できるようにする。また、学年内

における少数意見に焦点化し、新たな価値

観を見いだすことができるよう配慮する。 

※ これまでの体験を踏まえながら、自分の

言葉で大切にしたい軸が語られているか。 

（発言・発表） 

６ 本時の内容を振り返る。 

〇 班内で書いたことを共有する。 

５ 

 

〇 自分を再び見つめ直し、自己の在り方生

き方を探究し続けたいという意欲が喚起さ

れるよう配慮する。 

相双地域で働く大人のかっこよい
ところは？

 

日  時 令和７年１０月１７日（金）第３・４校時

授業者 第１学年 白川大智 太田和花 鈴木智恵 渡邉陸 

古川叶梧 関根真穂 菊池あかね 佐々木実優 
倉戸公大 永岡久里子 石山博恵

授業テーマ 

地域の職業人にインタビューを行い、内容を振り返ることで、自身の職業選択に役

立てるとともに、他者の生き方を見つめ、人間としての在り方生き方について考える

ことができる授業 

１ 単元名 大人インタビュー 

２ 単元の目標

（１） 職業に関する知識や勤労の意義について理解するとともに、社会と関わる概念を形成し、将来

を見据えた選択や行動ができる。【知識及び技能】

（２） インタビューを通して情報を集め、回答を整理・分析し、自分と比較しながら在り方生き方  

を考察し、それらをまとめ、表現することができる。【思考力・判断力・表現力等】

（３） 自分の価値観の変容を捉え、生涯にわたって在り方生き方を探究し続ける態度や、社会に積極

的に寄与しようとする。【学びに向かう力・人間性等】

３  単元設定の理由

(１) 教科及び単元について 

「産業社会と人間」は総合学科の必履修科目として１年次に実施され、１学期は「自分を知る」「他

者を知る」をテーマに、自分を紹介する「自分のトリセツ」や「ノートテイク」「アサーティブトレ

ーニング」などを通して、相互理解やコミュニケーション能力を育成した。また、「プレ大人インタ

ビュー」で身近な大人の職業選択や人生の経験を学んだ。２学期の「大人インタビュー」では、職業

選択の理由、心構え、困難への対処、東日本大震災の経験などを聞き、地域で働く大人の生き方を知

ることで、自分の将来像や地域で生きる意味を考えられるようにしている。３学期はその学びを基

に人生設計を行う「ライフプラン」につなげ、人間としての在り方・生き方について考えを深める。 

(２) 生徒の実態について 

本校の生徒は自ら科目を選択しているが、将来を見据えた選択や興味・関心による選択など多様

である。地域貢献活動に積極的な生徒がいる一方、職業理解が不十分で進路に迷う生徒も少なくな

い。２学年の探究活動では地域課題に取り組む生徒もいるが、多くは校内の同世代との関わりにと

どまっている。卒業後は他県進学が多いものの「将来は地元に戻りたい」という思いも見られる。１

学年には明るく素直で積極的にコミュニケーションをとる生徒が多く、「産業社会と人間」や探究の

授業を通して、地域の大人との交流や震災・復興の学びを深めることで、職業観だけでなく人として

の生き方や地域で生きる意味を考えられるようにしていきたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

まず情報共有を行い、その後に改めて地域の大人の生き方について考えていく。東日本大震災の

被害を乗り越え、復興を目指してきた大人たちが働く上や生きていく上で大切にしていることを考

えることで、自分の生き方の軸となるものは何か、改めて考えることができるようにする。なお、振

り返りを共有したいため、１学年全体で同時に授業を行い、IＣＴ機器を活用してオンライン形式を

取り入れる。 

「 Ｄ よりよく生きる喜び 」

人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間と

して生きることに喜びを見いだすこと。 

相馬総合高等学校 第１学年「産業社会と人間」指導の実際と考察
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５ 本時のねらい

地域の職業人にインタビューを行い、内容を振り返ることで、自身の職業選択に役立てるとともに、

他者の生き方を見つめ、人間としての在り方生き方について考えることができる。 

６ 学習指導過程（４５分×２コマ）

学習活動・内容（・予想される生徒の反応） 時間 〇  指導上の留意点   ※ 評価  

１ 本時の学習テーマをつかむ。 ７ ○ 単元の目的に立ち返りながら大人インタ

ビューを振り返ることで、相双地区で働く

人々の思いや魅力に焦点化し、本時の問い

を見いだすことができるようにする。 

２ 職業ごとに情報を共有・整理する。 

〇「なぜそこがかっこよいと思ったのか」を

考える。 

  ・震災等の困難に立ち向かっているから 

  ・失敗しても成長しているから   等 

２０ ○ 生徒が取り上げたエピソードに対し、な

ぜそこに魅力を感じたのか問い返すこと

で、インタビューでは表面化しなかった内

面的な魅力まで考察できるようにする。 

３ 異業種間で、情報を共有・整理する。 

（１）異なる業種間で情報を共有する。 

（２）他班の情報を持ち帰り、共有する。 

１８ 

 

○ 表面的なキーワードだけでなく、根拠と

なる具体的なエピソードを踏まえて共有す

るよう助言する。 

４ 相双地域で働く大人のかっこいいところ

について話し合う。 

  を」いがりや「・ 感じている人は多いけれ

ど、どこにやりがいを感じているかは職

業によって違う 

  難困・ に立ち向かう、という点では共通し

ているね             等 

１５ ○ 共通するキーワードについて、他班の挙

げた理由やエピソードにも触れ、そのキー

ワードを多面的・多角的な視点から捉えら

れるようにする。 

※ 自分の班と他班の比較をとおして、自分

たちなりに考えた「相双地域で働く大人か

っこよいところ」をまとめているか。 

（ワークシート記述） 

５ 他学級と情報を共有する。 

（１）各クラス１班程度、相双地域で働く大人

のかっこいいところを発表し合う。 

 

（２）探究図書部主任より「おもひの木」につ

いて紹介し、問いかける。 

 〇 相双地域で働く大人たちの「思い」の

根っこには何があると思うか。

・あきらめない心 

・みんなのために働く 

・困難があってもチャレンジ 

〇 あなた自身が大切にしたい軸は何

か。

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 教室により業種の偏りがあることに配慮

し、より多様な業種のかっこよさについて

視野を広げることができるようにする。 

（オンラインで他教室とつなぐ） 

○ 教室を超えて共有された大人の「かっこ

よさ」について、それらの背景にある共通

性に着目できるようにする。また、学年内

における少数意見に焦点化し、新たな価値

観を見いだすことができるよう配慮する。 

※ これまでの体験を踏まえながら、自分の

言葉で大切にしたい軸が語られているか。 

（発言・発表） 

６ 本時の内容を振り返る。 

〇 班内で書いたことを共有する。 

５ 

 

〇 自分を再び見つめ直し、自己の在り方生

き方を探究し続けたいという意欲が喚起さ

れるよう配慮する。 

相双地域で働く大人のかっこよい
ところは？

 

日  時 令和７年１０月１７日（金）第３・４校時

授業者 第１学年 白川大智 太田和花 鈴木智恵 渡邉陸 

古川叶梧 関根真穂 菊池あかね 佐々木実優 
倉戸公大 永岡久里子 石山博恵

授業テーマ 

地域の職業人にインタビューを行い、内容を振り返ることで、自身の職業選択に役

立てるとともに、他者の生き方を見つめ、人間としての在り方生き方について考える

ことができる授業 

１ 単元名 大人インタビュー 

２ 単元の目標

（１） 職業に関する知識や勤労の意義について理解するとともに、社会と関わる概念を形成し、将来

を見据えた選択や行動ができる。【知識及び技能】

（２） インタビューを通して情報を集め、回答を整理・分析し、自分と比較しながら在り方生き方  

を考察し、それらをまとめ、表現することができる。【思考力・判断力・表現力等】

（３） 自分の価値観の変容を捉え、生涯にわたって在り方生き方を探究し続ける態度や、社会に積極

的に寄与しようとする。【学びに向かう力・人間性等】

３  単元設定の理由

(１) 教科及び単元について 

「産業社会と人間」は総合学科の必履修科目として１年次に実施され、１学期は「自分を知る」「他

者を知る」をテーマに、自分を紹介する「自分のトリセツ」や「ノートテイク」「アサーティブトレ

ーニング」などを通して、相互理解やコミュニケーション能力を育成した。また、「プレ大人インタ

ビュー」で身近な大人の職業選択や人生の経験を学んだ。２学期の「大人インタビュー」では、職業

選択の理由、心構え、困難への対処、東日本大震災の経験などを聞き、地域で働く大人の生き方を知

ることで、自分の将来像や地域で生きる意味を考えられるようにしている。３学期はその学びを基

に人生設計を行う「ライフプラン」につなげ、人間としての在り方・生き方について考えを深める。 

(２) 生徒の実態について 

本校の生徒は自ら科目を選択しているが、将来を見据えた選択や興味・関心による選択など多様

である。地域貢献活動に積極的な生徒がいる一方、職業理解が不十分で進路に迷う生徒も少なくな

い。２学年の探究活動では地域課題に取り組む生徒もいるが、多くは校内の同世代との関わりにと

どまっている。卒業後は他県進学が多いものの「将来は地元に戻りたい」という思いも見られる。１

学年には明るく素直で積極的にコミュニケーションをとる生徒が多く、「産業社会と人間」や探究の

授業を通して、地域の大人との交流や震災・復興の学びを深めることで、職業観だけでなく人として

の生き方や地域で生きる意味を考えられるようにしていきたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

まず情報共有を行い、その後に改めて地域の大人の生き方について考えていく。東日本大震災の

被害を乗り越え、復興を目指してきた大人たちが働く上や生きていく上で大切にしていることを考

えることで、自分の生き方の軸となるものは何か、改めて考えることができるようにする。なお、振

り返りを共有したいため、１学年全体で同時に授業を行い、IＣＴ機器を活用してオンライン形式を

取り入れる。 

「 Ｄ よりよく生きる喜び 」

人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間と

して生きることに喜びを見いだすこと。 

相馬総合高等学校 第１学年「産業社会と人間」指導の実際と考察
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８ 考察

自己を見つめ、深い学びを実践する視点から

（１）「自己を見つめる場の設定」について

◯ 相双地区で働く大人の「かっこよさ」を探るという学習課題に対

し、マンダラチャートを活用することで、具体的かつ、多様な捉え

方につなげることができた。

● インタビューの振り返りの部分に時間がかかり、これから自分

自身が大切にしていきたい「軸」について考える時間を十分に確保

することができなかった。

（２）「深い学びを実践する場の設定」について

○ 教員がグループワークにおいて「深める・まとめる・広げる」の三つを意識しながら話合いのフ

ァシリテーションをすることによって内面のよさに着目して思考の深化を図ることができた。また、

同時にインタビューした生徒にしかわからないその人自身のオリジナリティに着目するよう言葉

かけをすることによってより多様な意見が形成された。

○ まず実際の人間と自分の中の既存の価値観を結び付け、次に自

分自身のこれからの生き方について考える活動を段階的に設定し

た。授業の後半ではワールドカフェ形式で他の班の意見を聞いた

り業種の異なる他クラスの意見を聞いたりする過程で多面的・多

角的な意見に触れることができた。視野を広げたうえで内省する

時間を設けることで「相双地域で働く大人のかっこよいところ」と

自分自身が大切にしていきたい「軸」の有機的なつながりを感じな

がら考えを深めることができた。

●「大人インタビュー」において失敗したエピソードを質問していた班があったが、そこからかっこ

よさを見いだす班が少なかった。より多様な意見の形成という観点で教員がもっと失敗した中にあ

るかっこよさにも着目するように言葉かけをするべきであった。

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

○ 他者との意見交換はあくまで自分の思考を深めるための材料であることを強調した上で自分自

身が大切にしていきたい「軸」について考えるように指導した。このことによってどの価値観に重

きを置くかは生徒個人に委ねることができたと考える。生徒は「周りの人から支えてもらっている

ことを忘れず、感謝の気持ちを大切にしたい」や「他人に優しく、自分にちょっと厳しくしたい」

など様々な観点から「軸」を考え出していた。

◯ 振り返りの際に「今までの自分」と「これからの自分」という視点を与え、今後の自分の生き方

の軸になる部分を考える時間を設けたことで、子どもたちは相双地区の働く大人たちの生き方から、

明日からの生活に生かせる学びへとつなげることができた。

● 時間の都合上全ての生徒が考えた「軸」についてファシリテーションをすることができなかった。

教員の生徒に対する言葉かけをさらに工夫しながら思考の整理や価値の再解釈を行い、生徒自身が

学んだことに価値を見いだせるようにしていきたい。

〈マンダラチャート作成の様子〉 

〈ワールドカフェの様子〉

７ 板書計画（スクリーンに表示）
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伊達小学校第５学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月１０日（月）第３校時
 授業者：伊達市立伊達小学校  教諭 門馬経宏
 

授業テーマ

辛い状況を乗り越えたときの気持ちを考え、自己の振り返りをするこ

とで、仲間と協力し合い、よりよい学校をつくろうとする道徳的心情を

育てる授業

主題名 学校の一員として Ｃよりよい学校生活、集団生活の充実 

教材名 ぼくたちの学校 (出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集)

主題設定の理由

（１）  ねらいとする道徳的価値について（価値観）

高学年の「よりよい学校生活・集団生活」の内容項目は、「先生や学校の人々を敬
愛し、みんなで協力し合ってよりよい学級や学校をつくるとともに、様々な集団の中
での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努めること」である。高学年の一員とし
て係活動や児童会、クラブ、異年齢集団といった下級生のために取り組んでいる活動
が、学校を支える大切な活動だということを自覚し、さらに仲間と協力し合って、よ
りよい学校をつくりたいという思いを高めることが重要である。

（２）児童の実態（子ども観）

    ４月に高学年となった児童は、係活動の他に委員会活動も行うようになり、１０月
になった現在も、気持ちを新たに活動している。２学期に入ってからの委員会活動で
は、活動に慣れ、がんばっているという振り返りがある反面、３７％の児童から「うっ
かり当番日を忘れてしまったことがある」「遅れていったら活動が終わっていたこと
があった」などの反省があげられていた。集団の一員としての自覚や学校生活をより
豊かなものにしていこうとする意欲は高まっているものの、その具 現に向けて一歩を
踏み出せないもどかしさや迷いを感じていると考えられる。

 
（３）教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、地震や津波によって学校が壊れてしまい、学校に通えなくなってしまっ
た不安や、友達と会えない寂しさを抱えた子ども達の姿が描かれている。様々な人々
の助けを受けて間借りした学校に通えるようになったものの、慣れない環境での生活
に泣き出す下級生を目の前にして、６年生の自分にできることをひたむきに考え、校
歌を歌うことや学校を思う意味に気付いていく話である。登場人物の思いや迷いを考
えることで、仲間の存在や助け合うことの大切さ、高学年だからこその役割、一人一
人がよりよい学校をつくっていこうという思いをもつことのよさに気付くことができ
る教材である。

本時では、導入で提示する事前アンケートの結果をきっかけにして、仮設校舎の生
活を振り返ることで、ねらいとする価値への方向付けを図る。展開では、震災により
一変してしまった生活で、常にストレスを抱えている主人公が、始業式での校長先生
の話やバスの中で校歌を歌った時に感じた気持ちを考えることで、みんなで励まし、
協力し合って母校と呼ばれるよりよい学校をつくっていこうとする思いをもつことが
できるようにする。

４ 本時のねらい

学校や居住地が被災し、しずんだ雰囲気の中、励まし合い、協力して乗り越えてい
く主人公の気持ちを考える活動を通して、仲間と協力し合って自分達でよりよい学校
をつくろうとする道徳的心情を育てる。

５ 実際の板書

１

２

３

い
か
す

４
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８ 考察

自己を見つめ、深い学びを実践する視点から

（１）「自己を見つめる場の設定」について

◯ 相双地区で働く大人の「かっこよさ」を探るという学習課題に対

し、マンダラチャートを活用することで、具体的かつ、多様な捉え

方につなげることができた。

● インタビューの振り返りの部分に時間がかかり、これから自分

自身が大切にしていきたい「軸」について考える時間を十分に確保

することができなかった。

（２）「深い学びを実践する場の設定」について

○ 教員がグループワークにおいて「深める・まとめる・広げる」の三つを意識しながら話合いのフ

ァシリテーションをすることによって内面のよさに着目して思考の深化を図ることができた。また、

同時にインタビューした生徒にしかわからないその人自身のオリジナリティに着目するよう言葉

かけをすることによってより多様な意見が形成された。

○ まず実際の人間と自分の中の既存の価値観を結び付け、次に自

分自身のこれからの生き方について考える活動を段階的に設定し

た。授業の後半ではワールドカフェ形式で他の班の意見を聞いた

り業種の異なる他クラスの意見を聞いたりする過程で多面的・多

角的な意見に触れることができた。視野を広げたうえで内省する

時間を設けることで「相双地域で働く大人のかっこよいところ」と

自分自身が大切にしていきたい「軸」の有機的なつながりを感じな

がら考えを深めることができた。

●「大人インタビュー」において失敗したエピソードを質問していた班があったが、そこからかっこ

よさを見いだす班が少なかった。より多様な意見の形成という観点で教員がもっと失敗した中にあ

るかっこよさにも着目するように言葉かけをするべきであった。

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

○ 他者との意見交換はあくまで自分の思考を深めるための材料であることを強調した上で自分自

身が大切にしていきたい「軸」について考えるように指導した。このことによってどの価値観に重

きを置くかは生徒個人に委ねることができたと考える。生徒は「周りの人から支えてもらっている

ことを忘れず、感謝の気持ちを大切にしたい」や「他人に優しく、自分にちょっと厳しくしたい」

など様々な観点から「軸」を考え出していた。

◯ 振り返りの際に「今までの自分」と「これからの自分」という視点を与え、今後の自分の生き方

の軸になる部分を考える時間を設けたことで、子どもたちは相双地区の働く大人たちの生き方から、

明日からの生活に生かせる学びへとつなげることができた。

● 時間の都合上全ての生徒が考えた「軸」についてファシリテーションをすることができなかった。

教員の生徒に対する言葉かけをさらに工夫しながら思考の整理や価値の再解釈を行い、生徒自身が

学んだことに価値を見いだせるようにしていきたい。

〈マンダラチャート作成の様子〉 

〈ワールドカフェの様子〉

７ 板書計画（スクリーンに表示）
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伊達小学校第５学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月１０日（月）第３校時
 授業者：伊達市立伊達小学校  教諭 門馬経宏
 

授業テーマ

辛い状況を乗り越えたときの気持ちを考え、自己の振り返りをするこ

とで、仲間と協力し合い、よりよい学校をつくろうとする道徳的心情を

育てる授業

主題名 学校の一員として Ｃよりよい学校生活、集団生活の充実 

教材名 ぼくたちの学校 (出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集)

主題設定の理由

（１）  ねらいとする道徳的価値について（価値観）

高学年の「よりよい学校生活・集団生活」の内容項目は、「先生や学校の人々を敬
愛し、みんなで協力し合ってよりよい学級や学校をつくるとともに、様々な集団の中
での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努めること」である。高学年の一員とし
て係活動や児童会、クラブ、異年齢集団といった下級生のために取り組んでいる活動
が、学校を支える大切な活動だということを自覚し、さらに仲間と協力し合って、よ
りよい学校をつくりたいという思いを高めることが重要である。

（２）児童の実態（子ども観）

    ４月に高学年となった児童は、係活動の他に委員会活動も行うようになり、１０月
になった現在も、気持ちを新たに活動している。２学期に入ってからの委員会活動で
は、活動に慣れ、がんばっているという振り返りがある反面、３７％の児童から「うっ
かり当番日を忘れてしまったことがある」「遅れていったら活動が終わっていたこと
があった」などの反省があげられていた。集団の一員としての自覚や学校生活をより
豊かなものにしていこうとする意欲は高まっているものの、その具 現に向けて一歩を
踏み出せないもどかしさや迷いを感じていると考えられる。

 
（３）教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、地震や津波によって学校が壊れてしまい、学校に通えなくなってしまっ
た不安や、友達と会えない寂しさを抱えた子ども達の姿が描かれている。様々な人々
の助けを受けて間借りした学校に通えるようになったものの、慣れない環境での生活
に泣き出す下級生を目の前にして、６年生の自分にできることをひたむきに考え、校
歌を歌うことや学校を思う意味に気付いていく話である。登場人物の思いや迷いを考
えることで、仲間の存在や助け合うことの大切さ、高学年だからこその役割、一人一
人がよりよい学校をつくっていこうという思いをもつことのよさに気付くことができ
る教材である。

本時では、導入で提示する事前アンケートの結果をきっかけにして、仮設校舎の生
活を振り返ることで、ねらいとする価値への方向付けを図る。展開では、震災により
一変してしまった生活で、常にストレスを抱えている主人公が、始業式での校長先生
の話やバスの中で校歌を歌った時に感じた気持ちを考えることで、みんなで励まし、
協力し合って母校と呼ばれるよりよい学校をつくっていこうとする思いをもつことが
できるようにする。

４ 本時のねらい

学校や居住地が被災し、しずんだ雰囲気の中、励まし合い、協力して乗り越えてい
く主人公の気持ちを考える活動を通して、仲間と協力し合って自分達でよりよい学校
をつくろうとする道徳的心情を育てる。

５ 実際の板書

１

２

３

い
か
す

４
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

（１）「主題の重視と中心発問の吟味」について

○ 高学年として何とか場を収めようと焦る主人公の気持ちと、困っている主人公を

助けようとする友人の気持ちを考えることで、一人一人ができることをやっていこ

うとする気持ちの大切さに気付くことができた。

○ 中心発問で考えることを主題名と関連付けることで、本教材を通して考えること

が明確になり発問の精選につながった。教材について考えていく中で、よりよい学

校をつくるために自分自身の役割を自覚することの大切さに気付く児童の姿が見

られた。また、みんなのために、学校のために自分に何ができるのかを考えて実践

することが、校風（伝統）を引き継いでいくことになるということを実感できたよ

うであった。

● 一読では教材の内容を理解できない児童が多かったため、中心発問で道徳的価値

について一人一人の考えを深めることが難しかった。東日本大震災を扱う教材につ

いては、背景等、丁寧に説明することで、児童が登場人物に共感できるような工夫

が必要であると感じた。

● 協力し合ってよりよい学校をつくることについての考えを深めるために、中心発

問に対する児童の反応を予想し、揺さぶりや問い返しを準備しておく必要があっ

た。

（２）「教師のコーディネートの工夫」について

○ 泣き止まない１年生を前にした主人公の思いについて、ワークシートに書かれた

児童の考えを見取り、多様な考え方に触れさせるために意図的指名を行った。その

際、「自分だって泣きたい」という考えを共有してから、「上級生として自分が何

とかしなければ」という考えを取り上げることで、本時でねらう道徳的価値に迫る

ことができるようにした。  

● 児童の発言を促すための補助発問が誘導的になってしまい、十分に多様な考えを

引き出すことができなかった。友達の考えと自分の考えを客観視できる発問、ペア

や小グループによる話合いの工夫が必要だった。 

（３）「自己を見つめることができる発問の工夫」について

○ 自己を見つめる場面において、導入で提示したアンケ

ート結果にもう一度触れ、これまでの自分がどうだった

かをじっくり振り返ったことで、これからの学校生活で

大切にしたい気持ちを考えることができた。

〈自己の振り返り〉

○ 自己の振り返りをワークシートに記述し累積することで、一人一人の考えや思い

を見取れるようにした。また、振り返りにコメントを書くことで、児童のよりよく

生きようとする思いを支えられるようにした。

● 文章表現の苦手な児童のために、８段階からなる振り返りメーターで視覚的に表

せるようにしたが、児童の思いを見取ることは難しかった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

７ 考察

〈児童の振り返り〉

○ 委員会や係などをなまけるのは上級生としてふさわしくないから、下級生の

お手本となってまねしてほしいことをやる。だからなまけたりしない。

○ 伊達小の子どもはあいさつが上手だと思ってほしいから、これからも登下校

の時、地域の人に自分からあいさつをしたい。

学習活動・内容
(◎中心発問  ・予想される児童の反応)

時 間 ○ 指 導 上 の 留 意 点 ※  評 価 の 視 点

１ 本時の学習テーマをつかむ
（１）高学年として学校のためにしてい

ることを考える。
・ 委員会活動 
・ 下級生と休み時間に遊ぶ
・ 学校行事の係をがんばる
・ あいさつを忘れない

（２）学習テーマをつかむ

１０

１０

○ アンケートの結果を伝え、子どもの
回答を掲示し、理由や経験について問
いかけ、自分や友達の取みについて話
し合う。 

○ 日々の取組を称賛しつつ、「どんな
気持ちを込めているのか」「いつも気
持ちを込めているのか」と問うことで
本時のねらいとする価値への方向付け
を図ることができるようにする。  

学校をよりよくするためには、
どんな気持ちが大切なのだろう。

２ 教材文を読み、話し合う。

○ 校長先生の話を聞いた時の史哉は
どんな気持ちなのか。
・ 自分だって辛い。
・ みんなのために何かしたい。
・ 永崎小のためにできることは。
・ どうすればいいか分からない。

◎ 泣き止まない下級生を前にした時
史哉とゆうはどんな気持ちなのか。
・ 困っている史哉を助けたい。
・ 一年生を泣き止ませたい。
・ 全力で力を合わせるとうれしく

なる。

○ 季節が変わっても、バスの中で校
歌を歌っている史哉はどんな気持ち
なのか。

２５

 

○ 教材文を読む前に、被災した永崎小
学校の状況や登場人物達が置かれてい
る環境を説明し、不安感や孤独感を想
像することができるようにする。  

○ 校長先生の言葉を聞いた史哉は、不
安と期待が入り交じった心境がありな
がらも前向きな気持ちになってきたこ
とに気付くことができるようにする。 

○ 高学年として何とかしたいと必死に
なっている史哉の心情と、史哉を助け
てみんなの気持ちを一つにしようとす
るゆうの気持ちを考えることで、一人
一人ができることをやっていこうと思
う大切さに気付くことができるように
する。

※ よりよい学校生活をつくりあげるた
めに大切な思いについて、友達の考え
をきっかけに、自分の考えを深めてい
るか。(つぶやき・表情・記述・発表) 

○ 季節が変わっても毎日校歌を歌って
登下校する史哉の姿から、学校や子ど
も達の様子、校歌を歌い続ける理由を
話し合う。その中で、よりよい学校を
つくろうとする前向きな思いについて
考えることができるようにする。

３ 学習を振り返り、自己を見つめる。
（１）これまでの自分を振り返る。

○ これまで学校のために取り組ん
できたことと気持ちを振り返りま
しょう。

○ どんな気持ちを大切にしたいで
すか。

（２）教師の説話を聞く。

○ アンケート結果を振り返り、「これ
までの生活で行ってきたことと気持ち
はどうだったか」と問いかけ考える時
間を確保する。

※ これまでの自分の生活や経験を振り
返りながら、これからの学校生活で大
切にしたい気持ちについて考えている
か。 (記述・発表)

○ 教師の説話により、本時の学びをこ
れからの生活につなげることができる
ようにする。

６ 学習指導過程

い
か
す

４
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

（１）「主題の重視と中心発問の吟味」について

○ 高学年として何とか場を収めようと焦る主人公の気持ちと、困っている主人公を

助けようとする友人の気持ちを考えることで、一人一人ができることをやっていこ

うとする気持ちの大切さに気付くことができた。

○ 中心発問で考えることを主題名と関連付けることで、本教材を通して考えること

が明確になり発問の精選につながった。教材について考えていく中で、よりよい学

校をつくるために自分自身の役割を自覚することの大切さに気付く児童の姿が見

られた。また、みんなのために、学校のために自分に何ができるのかを考えて実践

することが、校風（伝統）を引き継いでいくことになるということを実感できたよ

うであった。

● 一読では教材の内容を理解できない児童が多かったため、中心発問で道徳的価値

について一人一人の考えを深めることが難しかった。東日本大震災を扱う教材につ

いては、背景等、丁寧に説明することで、児童が登場人物に共感できるような工夫

が必要であると感じた。

● 協力し合ってよりよい学校をつくることについての考えを深めるために、中心発

問に対する児童の反応を予想し、揺さぶりや問い返しを準備しておく必要があっ

た。

（２）「教師のコーディネートの工夫」について

○ 泣き止まない１年生を前にした主人公の思いについて、ワークシートに書かれた

児童の考えを見取り、多様な考え方に触れさせるために意図的指名を行った。その

際、「自分だって泣きたい」という考えを共有してから、「上級生として自分が何

とかしなければ」という考えを取り上げることで、本時でねらう道徳的価値に迫る

ことができるようにした。  

● 児童の発言を促すための補助発問が誘導的になってしまい、十分に多様な考えを

引き出すことができなかった。友達の考えと自分の考えを客観視できる発問、ペア

や小グループによる話合いの工夫が必要だった。 

（３）「自己を見つめることができる発問の工夫」について

○ 自己を見つめる場面において、導入で提示したアンケ

ート結果にもう一度触れ、これまでの自分がどうだった

かをじっくり振り返ったことで、これからの学校生活で

大切にしたい気持ちを考えることができた。

〈自己の振り返り〉

○ 自己の振り返りをワークシートに記述し累積することで、一人一人の考えや思い

を見取れるようにした。また、振り返りにコメントを書くことで、児童のよりよく

生きようとする思いを支えられるようにした。

● 文章表現の苦手な児童のために、８段階からなる振り返りメーターで視覚的に表

せるようにしたが、児童の思いを見取ることは難しかった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

７ 考察

〈児童の振り返り〉

○ 委員会や係などをなまけるのは上級生としてふさわしくないから、下級生の

お手本となってまねしてほしいことをやる。だからなまけたりしない。

○ 伊達小の子どもはあいさつが上手だと思ってほしいから、これからも登下校

の時、地域の人に自分からあいさつをしたい。

学習活動・内容
(◎中心発問  ・予想される児童の反応)

時 間 ○ 指 導 上 の 留 意 点 ※  評 価 の 視 点

１ 本時の学習テーマをつかむ
（１）高学年として学校のためにしてい

ることを考える。
・ 委員会活動 
・ 下級生と休み時間に遊ぶ
・ 学校行事の係をがんばる
・ あいさつを忘れない

（２）学習テーマをつかむ

１０

１０

○ アンケートの結果を伝え、子どもの
回答を掲示し、理由や経験について問
いかけ、自分や友達の取みについて話
し合う。  

○ 日々の取組を称賛しつつ、「どんな
気持ちを込めているのか」「いつも気
持ちを込めているのか」と問うことで
本時のねらいとする価値への方向付け
を図ることができるようにする。  

学校をよりよくするためには、
どんな気持ちが大切なのだろう。

２ 教材文を読み、話し合う。

○ 校長先生の話を聞いた時の史哉は
どんな気持ちなのか。
・ 自分だって辛い。
・ みんなのために何かしたい。
・ 永崎小のためにできることは。
・ どうすればいいか分からない。

◎ 泣き止まない下級生を前にした時
史哉とゆうはどんな気持ちなのか。
・ 困っている史哉を助けたい。
・ 一年生を泣き止ませたい。
・ 全力で力を合わせるとうれしく

なる。

○ 季節が変わっても、バスの中で校
歌を歌っている史哉はどんな気持ち
なのか。

２５

 

○ 教材文を読む前に、被災した永崎小
学校の状況や登場人物達が置かれてい
る環境を説明し、不安感や孤独感を想
像することができるようにする。  

○ 校長先生の言葉を聞いた史哉は、不
安と期待が入り交じった心境がありな
がらも前向きな気持ちになってきたこ
とに気付くことができるようにする。 

○ 高学年として何とかしたいと必死に
なっている史哉の心情と、史哉を助け
てみんなの気持ちを一つにしようとす
るゆうの気持ちを考えることで、一人
一人ができることをやっていこうと思
う大切さに気付くことができるように
する。

※ よりよい学校生活をつくりあげるた
めに大切な思いについて、友達の考え
をきっかけに、自分の考えを深めてい
るか。(つぶやき・表情・記述・発表) 

○ 季節が変わっても毎日校歌を歌って
登下校する史哉の姿から、学校や子ど
も達の様子、校歌を歌い続ける理由を
話し合う。その中で、よりよい学校を
つくろうとする前向きな思いについて
考えることができるようにする。

３ 学習を振り返り、自己を見つめる。
（１）これまでの自分を振り返る。

○ これまで学校のために取り組ん
できたことと気持ちを振り返りま
しょう。

○ どんな気持ちを大切にしたいで
すか。

（２）教師の説話を聞く。

○ アンケート結果を振り返り、「これ
までの生活で行ってきたことと気持ち
はどうだったか」と問いかけ考える時
間を確保する。

※ これまでの自分の生活や経験を振り
返りながら、これからの学校生活で大
切にしたい気持ちについて考えている
か。 (記述・発表)

○ 教師の説話により、本時の学びをこ
れからの生活につなげることができる
ようにする。

６ 学習指導過程

い
か
す

４
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６ 学習指導過程

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１ 教材の概要を聞き、テーマを共有
する。

(1)「命のおにぎり」の概要と状況を話
す。

5

○ 状況理解の助けとするために、渋滞時
の写真を大型ＴＶで見せながら、概要
だけでなく飯舘村の人々の当時の状況
についても補足説明をする。

○ 思考の分散をさせず、教材へ引き込む
ねらいから、教師が疑問に思った事と
してテーマを提示する。

２ 教材を読んで考える。
(1) 「命のおにぎり」を読む。

(2) 登場人物の思いを想像する。
○「おにぎりを届ける」までにどん

な思いがあったと想像しますか。
友達と意見交換して下さい。

・ ずっと停まっていて、お腹すい
てないかな。

・ 自分が多くの人に助けてもらっ
たから、なにかできることはない
かなと思った。

・ 助けてもらったので恩返しでき
ることはないかと思った。

・ 最初から計画していたわけじゃ
ないんじゃないかな。

・ 数人で始めたことが広がってい
ったのかも。

(3) テーマにせまる
◎　「命のおにぎり」の話は、あなた
にどんな思いを届けてくれたので
しょう。友達と対話して、自分にな
い発見があったら紹介してくださ
い。
 
○　「日本には受けた恩を別の誰か
に渡すという「恩送り」の精神」が
あります。あなたもすでに「恩送
り」をしていませんか。見つけてみ
て下さい。

32
(5)

(14) 

(8)

(5)

○ 内容理解の共有を図るために、生徒の
様子を観察し、場合によって注釈を交え
て範読する。

○ 意見交換をしやすくするため、席を立
っての自由対話とする。

○ 生徒の想像力を刺激するために、状況
について追発問での気づきを促す。そし
て、計画されていたことでなく、誰かの
思いつきに賛同する人々の思いが、大き
な力となったことに思いをめぐらせる。 

○ 対話が進まなそうな場合は、生徒の気
づきを促すために補助発問等で、生徒に
考える視点を与える。

（補助発問） 
「避難当初は、炊き出しをしていた」  
「先生は、渋滞を知っても、おにぎりを作

ろうってすぐに行動できないかも･･･。」 
「恩返しと思っても、自分たちも雪で大変

だったし、  

○ 意見交換をしやすくするため、席を立
っての自由対話とする。

○ 個々の感性を相互に広げるために、理
由も含めて自由に発表させる。

○ 個々の気づきを広げるためにつぶや
きを拾う。

○ 発問の前に、追加の逸話「広島県で紙
芝居が作られた」「道徳の教科書に載っ
た」等を紹介し、納得解へ導く。  

※ 友達の考えを聴くことで、テーマにつ
いて多面的・多角的に考えているか。（発
言）

３ 本時の学びを振り返る。
○　テーマについて、誰のどんな意見

のおかげで、どんなことが学べた
かをゆっくり思い出して書いて
みましょう。時間は 10 分取りま
す。その後に何人かに発表しても
らいます。

13  
○ 考えたことを発表させる。
○ 自分の意見が級友のためになってい

ることを実感し、自己有用感がもてる
ようにするために、発表者と名前の挙
がった生徒の両方への拍手を促す。

※ テーマを自分事として捉え、考えを深
めているか。（ワークシート・発言）

思いを形にすることであなたの周

りはどんな風に変化するでしょう

学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）

300 個作るって大変だよね。」

大槻中学校第２学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月１０日（月） 第３校時   

授業者：郡山市立大槻中学校 教諭 永峯里恵子   

授業テーマ
 思いやりの連鎖が広がっていった実話の登場人物たちに思いを馳せる
ことを通して、思いやりを行動で示すことの素晴らしさを実感し、自らも
その思いを言動に表していこうとする道徳的実践意欲を育てる授業 

１ 主題名 思いを形に Ｂ 思いやり、感謝

２ 教材名 命のおにぎり（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅲ集）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

中学校の段階では、単に思いやりや感謝が大切であることだけではなく、相手の立
場や気持ちに対する配慮、そして、感謝の対象の広がりについても理解を深めること
が求められる。そこで、潤いのある人間関係を築く上で思いやりや感謝の気持ちを言
葉にして素直に伝えることが、自分と友人、家族などの身近な人間関係だけでなく、
見知らぬ人間同士の心の絆をも強くするということを実感するとともに思いを行動
に表すことが、よりよく生きていく上でとても大切である。 

(２)生徒の実態（子ども観）

文化祭など、さまざまな学校行事を通して協力して活動する機会を重ねる中で、生
徒たちは互いの個性や持ち味を理解し合い、学級内における自分の居場所を見いだし
つつある。相手への配慮が足りないがための自分本位な言動がなくなってはいないも
のの、欠席した生徒の代わりに係の仕事を進めるなど、互いに補い合う姿が多く見ら
れるようになってきている。こうした思いやりのある行動に気づいて感謝の気持ちを
伝えることや、人の気持ちは時と場合によって変化することを理解し、互いの心情を
思いやる経験を積むことが今後さらに求められる。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、2014 年 2 月 16 日に発生した大雪による国道の大渋滞の際に、原発事故
の影響で仮設住宅に避難していた飯舘村の住民たちが、立ち往生している車の運転手
たちを見て、約 300 個のおにぎりを手作りし、雪をかき分けながら一つ一つ配って回
ったという実話である。車内に長時間閉じ込められたドライバーの中に、空腹で意識
を失いかけていた糖尿病患者がいて「あのおにぎりで命を救われた」と感謝したこと
から「命のおにぎり」と新聞で報じられた。 
この教材は、困っている他者への思いだけでなく、思いやりの連鎖が社会を温かく

する力を持つことなど、目に見えない思いにも考えを広げられる力を持つ。  
指導にあたっては、「米は富山県からの支援米だった」「広島県で紙芝居が作られた」

「道徳の教科書に載った」などの行動を起こした人物への思いを想像させることで、
思いやりの広がりのすばらしさを実感させたい。その後に『命のおにぎり』の話は、
あなたにどんな思いを届けてくれたのでしょう。」という発問で、生徒の考えを深めさ
せ、「日本には受けた恩を別の誰かに渡すという美徳、『恩送り』の精神がある」こと
を紹介して、生徒自身も「恩送り」に担い手であることの自覚化を図りたい。  

 
４ 本時のねらい

思いやりの連鎖が広がっていった実話の登場人物たちの思いを考える活動を通し
て、思いやりを行動で示すことの素晴らしさを実感し、自らもその思いを言動に表し
ていこうとする道徳的実践意欲を育てる。 

 
５ 板書計画（実際の板書）
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６ 学習指導過程

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１ 教材の概要を聞き、テーマを共有
する。

(1)「命のおにぎり」の概要と状況を話
す。

5

○ 状況理解の助けとするために、渋滞時
の写真を大型ＴＶで見せながら、概要
だけでなく飯舘村の人々の当時の状況
についても補足説明をする。

○ 思考の分散をさせず、教材へ引き込む
ねらいから、教師が疑問に思った事と
してテーマを提示する。

２ 教材を読んで考える。
(1) 「命のおにぎり」を読む。

(2) 登場人物の思いを想像する。
○「おにぎりを届ける」までにどん

な思いがあったと想像しますか。
友達と意見交換して下さい。

・ ずっと停まっていて、お腹すい
てないかな。

・ 自分が多くの人に助けてもらっ
たから、なにかできることはない
かなと思った。

・ 助けてもらったので恩返しでき
ることはないかと思った。

・ 最初から計画していたわけじゃ
ないんじゃないかな。

・ 数人で始めたことが広がってい
ったのかも。

(3) テーマにせまる
◎　「命のおにぎり」の話は、あなた
にどんな思いを届けてくれたので
しょう。友達と対話して、自分にな
い発見があったら紹介してくださ
い。
 
○　「日本には受けた恩を別の誰か
に渡すという「恩送り」の精神」が
あります。あなたもすでに「恩送
り」をしていませんか。見つけてみ
て下さい。

32
(5)

(14) 

(8)

(5)

○ 内容理解の共有を図るために、生徒の
様子を観察し、場合によって注釈を交え
て範読する。

○ 意見交換をしやすくするため、席を立
っての自由対話とする。

○ 生徒の想像力を刺激するために、状況
について追発問での気づきを促す。そし
て、計画されていたことでなく、誰かの
思いつきに賛同する人々の思いが、大き
な力となったことに思いをめぐらせる。 

○ 対話が進まなそうな場合は、生徒の気
づきを促すために補助発問等で、生徒に
考える視点を与える。

（補助発問） 
「避難当初は、炊き出しをしていた」 
「先生は、渋滞を知っても、おにぎりを作

ろうってすぐに行動できないかも･･･。」 
「恩返しと思っても、自分たちも雪で大変

だったし、  

○ 意見交換をしやすくするため、席を立
っての自由対話とする。

○ 個々の感性を相互に広げるために、理
由も含めて自由に発表させる。

○ 個々の気づきを広げるためにつぶや
きを拾う。

○ 発問の前に、追加の逸話「広島県で紙
芝居が作られた」「道徳の教科書に載っ
た」等を紹介し、納得解へ導く。  

※ 友達の考えを聴くことで、テーマにつ
いて多面的・多角的に考えているか。（発
言）

３ 本時の学びを振り返る。
○　テーマについて、誰のどんな意見

のおかげで、どんなことが学べた
かをゆっくり思い出して書いて
みましょう。時間は 10 分取りま
す。その後に何人かに発表しても
らいます。

13  
○ 考えたことを発表させる。
○ 自分の意見が級友のためになってい

ることを実感し、自己有用感がもてる
ようにするために、発表者と名前の挙
がった生徒の両方への拍手を促す。

※ テーマを自分事として捉え、考えを深
めているか。（ワークシート・発言）

思いを形にすることであなたの周

りはどんな風に変化するでしょう

学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）

300 個作るって大変だよね。」

大槻中学校第２学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１１月１０日（月） 第３校時   

授業者：郡山市立大槻中学校 教諭 永峯里恵子   

授業テーマ
 思いやりの連鎖が広がっていった実話の登場人物たちに思いを馳せる
ことを通して、思いやりを行動で示すことの素晴らしさを実感し、自らも
その思いを言動に表していこうとする道徳的実践意欲を育てる授業 

１ 主題名 思いを形に Ｂ 思いやり、感謝

２ 教材名 命のおにぎり（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅲ集）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

中学校の段階では、単に思いやりや感謝が大切であることだけではなく、相手の立
場や気持ちに対する配慮、そして、感謝の対象の広がりについても理解を深めること
が求められる。そこで、潤いのある人間関係を築く上で思いやりや感謝の気持ちを言
葉にして素直に伝えることが、自分と友人、家族などの身近な人間関係だけでなく、
見知らぬ人間同士の心の絆をも強くするということを実感するとともに思いを行動
に表すことが、よりよく生きていく上でとても大切である。 

(２)生徒の実態（子ども観）

文化祭など、さまざまな学校行事を通して協力して活動する機会を重ねる中で、生
徒たちは互いの個性や持ち味を理解し合い、学級内における自分の居場所を見いだし
つつある。相手への配慮が足りないがための自分本位な言動がなくなってはいないも
のの、欠席した生徒の代わりに係の仕事を進めるなど、互いに補い合う姿が多く見ら
れるようになってきている。こうした思いやりのある行動に気づいて感謝の気持ちを
伝えることや、人の気持ちは時と場合によって変化することを理解し、互いの心情を
思いやる経験を積むことが今後さらに求められる。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、2014 年 2 月 16 日に発生した大雪による国道の大渋滞の際に、原発事故
の影響で仮設住宅に避難していた飯舘村の住民たちが、立ち往生している車の運転手
たちを見て、約 300 個のおにぎりを手作りし、雪をかき分けながら一つ一つ配って回
ったという実話である。車内に長時間閉じ込められたドライバーの中に、空腹で意識
を失いかけていた糖尿病患者がいて「あのおにぎりで命を救われた」と感謝したこと
から「命のおにぎり」と新聞で報じられた。 
この教材は、困っている他者への思いだけでなく、思いやりの連鎖が社会を温かく

する力を持つことなど、目に見えない思いにも考えを広げられる力を持つ。  
指導にあたっては、「米は富山県からの支援米だった」「広島県で紙芝居が作られた」

「道徳の教科書に載った」などの行動を起こした人物への思いを想像させることで、
思いやりの広がりのすばらしさを実感させたい。その後に『命のおにぎり』の話は、
あなたにどんな思いを届けてくれたのでしょう。」という発問で、生徒の考えを深めさ
せ、「日本には受けた恩を別の誰かに渡すという美徳、『恩送り』の精神がある」こと
を紹介して、生徒自身も「恩送り」に担い手であることの自覚化を図りたい。  

 
４ 本時のねらい

思いやりの連鎖が広がっていった実話の登場人物たちの思いを考える活動を通し
て、思いやりを行動で示すことの素晴らしさを実感し、自らもその思いを言動に表し
ていこうとする道徳的実践意欲を育てる。 

 
５ 板書計画（実際の板書）
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（１）「自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫」について 

〇 教材のどこに着目し、生徒に何を考えさせるかを主

眼に置き、テーマ（ねらい）を熟考することから授業

を構想した。おにぎりをもらった側の心情に焦点を当

てるのではなく、渋滞に気づいた飯舘村の方々がどの

ような思いを抱き、その思いがどのように行動へとつ

ながったのかに着目することで、生徒自身が自分事と

して学びに向かえるのではないかと考えた。そのため、

テーマは、「思いを形にすることであなたの周りはどん

な風に変化するか」とした。そして、状況理解を深め、

登場人物の思いに寄り添うための方法としてロールプ

レイを取り入れた。活動の初めは言葉に詰まり困惑する様子が見られたが、状況理解

」ねよたっあが米おたっらも、ばえ言うそ「」なかるあとこるきでか何「てれつにむ進が

「恩返ししたい」といった言葉を紡ぐ姿が見られ、登場人物の立場に寄り添いながら

考えを深めていることが伝わってきた。  

● 生徒の活発な話合いが見られた。ワークシートに記入する時間と意見交換の時間で

自分と向き合う時間を十分にとるためにも、生徒が簡潔に状況理解する方法や指示の

出し方を熟考したい。

（２）授業の終末の振り返りについて

〇 「恩送り」を紹介し、身近な例として「いいね」を

集めた学級掲示を示したことで、生徒は、自分たちが

日々あたり前に行っていた行為のよさに気付き、自信

を深めていた。

〇 定着してきた「誰のどんな意見のおかげで、どんな

ことが学べましたか」という振り返りに十分な時間を

確保したことで、生徒は自分と向き合ってじっくりと

考えを整理することができた。その結果、道徳的価値

の理解を自分自身との関わりで深めている姿が見られた。その後の発表では、発表者

だけでなく名前の挙がった生徒も価値付けることで、自分の意見が級友の学びに役立

っていることを実感し、自己有用感の高まりにつながった。

● 一見メモのような短い言葉の板書が、生徒の振り返りに生かされる場面も見られた

ため、今後は生徒のつぶやきも拾って板書していきたい。

〇 自由対話の学習形態を取り入れたことで、生徒は安

心して話し易くなり、活発な意見交換が行われた。友

達の考えに触れる中で、自分の考えを深める姿が見ら

れ、その成果が交流時の発言や振り返りの記述に表れ

ていた。

〇 発表が苦手な生徒であっても、十分な振り返りの時

間を確保したことで、友達の考えを受け入れ、自分の

生き方に生かそうとする記述が多く見られた。 

●  東日本大震災を経験しない生徒たちが、語り継ぐ者とし

ての責任を自覚できるようにするため、３月に「震災 Week」として震災に関する道徳

の授業や集会を絶やさずに行っていく必要がある。

「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

＜学級の掲示物を示す様子＞

７ 考察

＜ロールプレイの様子＞

＜自由対話の様子＞
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矢吹町立三神小学校第６学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１０月２１日（火）第５校時  
授業者：矢吹町立三神小学校 教諭 米倉 紘之

マナーを守る人の思いについて話し合う活動を通して、社会の一員とし

ての自覚をもち、みんなが住みやすいよりよい社会をつくろうという道徳

的実践意欲を育てる授業

 

授業テーマ

１ 主題名 よりよい社会にするためには Ｃ 規則の尊重

２ 教材名 外国からのメッセージ（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

 本主題は、高学年の内容項目Ｃ「法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを

守り、自他の権利を大切にし、義務を果たすこと。」をねらいとしている。規則は人が

集団で生活する上で不可欠なものである。しかし児童の成長段階として、「規則は守る

もの」という意識はあっても、そこに「自他の権利のため」「社会のため」という目的

意識はまだ十分に育っていない。互いの権利を尊重し合い、自らの義務を進んで果た

すことが大切という理解と積極的な行動ができるようにする必要がある。

(２)児童の実態（子ども観）

本学級は児童数１８名の学級である。最高学年となり、学校の規則についてはよく

理解している。ロッカーの整理や整列など、言われなくても自主的に行う姿が見られ、

規則が既に習慣化しているものもある。一方で６年生となり、学校全体のために行動

することも多いが、その場合「これは６年生がやるもの」という意識で行うことが多

く、「学校という社会のため」という思いをもって進んで取り組める児童は多くない。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、被災した日本の人々が冷静に落ち着いて行動していたことが外国でニュ

ースに取り上げられたことから、自分達にとって当たり前となっている道徳性を再認

識することができる。非常時においても人間らしく生きていくために何が大切なのか

を考えさせるのに適した教材である。また、教材の終末には、避難地域での窃盗事件

や福島県への誹謗中傷など、自分のことしか考えていない事例も取り上げられており、

人間の弱さについても考えさせられる内容になっている。

指導に当たっては、これらの教材を通して、自分の権利ばかりを考えるのではなく、

相手のことを考えることによってみんなが気持ちよく生活できるということに気付か

せたい。また、より良い社会が何によって支えられているかについて考えることを通

して、ルールやマナー、公徳を守る原動力となる「みんなのために」という強い意志

に気付かせていきたい。さらに、当たり前のように行っている「よりよい社会にする

ための行動」について、そこにある思いに目を向け、日本人として受け継がれてきた

行動を受け継いでいこうとする意欲を高めていきたい。

４ 本時のねらい

震災後にマナーを守る日本人の思いについて話し合う活動を通して、社会の一員と

しての自覚をもち、みんなが住みやすいよりよい社会をつくろうという道徳的実践意

欲を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

 

い
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（１）「自我関与を促し、生徒が自分事として学びに向かう工夫」について  

〇 教材のどこに着目し、生徒に何を考えさせるかを主

眼に置き、テーマ（ねらい）を熟考することから授業

を構想した。おにぎりをもらった側の心情に焦点を当

てるのではなく、渋滞に気づいた飯舘村の方々がどの

ような思いを抱き、その思いがどのように行動へとつ

ながったのかに着目することで、生徒自身が自分事と

して学びに向かえるのではないかと考えた。そのため、

テーマは、「思いを形にすることであなたの周りはどん

な風に変化するか」とした。そして、状況理解を深め、

登場人物の思いに寄り添うための方法としてロールプ

レイを取り入れた。活動の初めは言葉に詰まり困惑する様子が見られたが、状況理解

」ねよたっあが米おたっらも、ばえ言うそ「」なかるあとこるきでか何「てれつにむ進が

「恩返ししたい」といった言葉を紡ぐ姿が見られ、登場人物の立場に寄り添いながら

考えを深めていることが伝わってきた。  

● 生徒の活発な話合いが見られた。ワークシートに記入する時間と意見交換の時間で

自分と向き合う時間を十分にとるためにも、生徒が簡潔に状況理解する方法や指示の

出し方を熟考したい。

（２）授業の終末の振り返りについて

〇 「恩送り」を紹介し、身近な例として「いいね」を

集めた学級掲示を示したことで、生徒は、自分たちが

日々あたり前に行っていた行為のよさに気付き、自信

を深めていた。

〇 定着してきた「誰のどんな意見のおかげで、どんな

ことが学べましたか」という振り返りに十分な時間を

確保したことで、生徒は自分と向き合ってじっくりと

考えを整理することができた。その結果、道徳的価値

の理解を自分自身との関わりで深めている姿が見られた。その後の発表では、発表者

だけでなく名前の挙がった生徒も価値付けることで、自分の意見が級友の学びに役立

っていることを実感し、自己有用感の高まりにつながった。

● 一見メモのような短い言葉の板書が、生徒の振り返りに生かされる場面も見られた

ため、今後は生徒のつぶやきも拾って板書していきたい。

〇 自由対話の学習形態を取り入れたことで、生徒は安

心して話し易くなり、活発な意見交換が行われた。友

達の考えに触れる中で、自分の考えを深める姿が見ら

れ、その成果が交流時の発言や振り返りの記述に表れ

ていた。

〇 発表が苦手な生徒であっても、十分な振り返りの時

間を確保したことで、友達の考えを受け入れ、自分の

生き方に生かそうとする記述が多く見られた。 

●  東日本大震災を経験しない生徒たちが、語り継ぐ者とし

ての責任を自覚できるようにするため、３月に「震災 Week」として震災に関する道徳

の授業や集会を絶やさずに行っていく必要がある。

「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

＜学級の掲示物を示す様子＞

７ 考察

＜ロールプレイの様子＞

＜自由対話の様子＞
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矢吹町立三神小学校第６学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１０月２１日（火）第５校時  
授業者：矢吹町立三神小学校 教諭 米倉 紘之

マナーを守る人の思いについて話し合う活動を通して、社会の一員とし

ての自覚をもち、みんなが住みやすいよりよい社会をつくろうという道徳

的実践意欲を育てる授業

 

授業テーマ

１ 主題名 よりよい社会にするためには Ｃ 規則の尊重

２ 教材名 外国からのメッセージ（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

 本主題は、高学年の内容項目Ｃ「法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを

守り、自他の権利を大切にし、義務を果たすこと。」をねらいとしている。規則は人が

集団で生活する上で不可欠なものである。しかし児童の成長段階として、「規則は守る

もの」という意識はあっても、そこに「自他の権利のため」「社会のため」という目的

意識はまだ十分に育っていない。互いの権利を尊重し合い、自らの義務を進んで果た

すことが大切という理解と積極的な行動ができるようにする必要がある。

(２)児童の実態（子ども観）

本学級は児童数１８名の学級である。最高学年となり、学校の規則についてはよく

理解している。ロッカーの整理や整列など、言われなくても自主的に行う姿が見られ、

規則が既に習慣化しているものもある。一方で６年生となり、学校全体のために行動

することも多いが、その場合「これは６年生がやるもの」という意識で行うことが多

く、「学校という社会のため」という思いをもって進んで取り組める児童は多くない。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、被災した日本の人々が冷静に落ち着いて行動していたことが外国でニュ

ースに取り上げられたことから、自分達にとって当たり前となっている道徳性を再認

識することができる。非常時においても人間らしく生きていくために何が大切なのか

を考えさせるのに適した教材である。また、教材の終末には、避難地域での窃盗事件

や福島県への誹謗中傷など、自分のことしか考えていない事例も取り上げられており、

人間の弱さについても考えさせられる内容になっている。

指導に当たっては、これらの教材を通して、自分の権利ばかりを考えるのではなく、

相手のことを考えることによってみんなが気持ちよく生活できるということに気付か

せたい。また、より良い社会が何によって支えられているかについて考えることを通

して、ルールやマナー、公徳を守る原動力となる「みんなのために」という強い意志

に気付かせていきたい。さらに、当たり前のように行っている「よりよい社会にする

ための行動」について、そこにある思いに目を向け、日本人として受け継がれてきた

行動を受け継いでいこうとする意欲を高めていきたい。

４ 本時のねらい

震災後にマナーを守る日本人の思いについて話し合う活動を通して、社会の一員と

しての自覚をもち、みんなが住みやすいよりよい社会をつくろうという道徳的実践意

欲を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

７ 考察

（１）「自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫」について

○ 終末の振り返りにおいて、「～の時は○○したい」といった

行為の面ばかりにならないよう、「心がけたいこと」という心

の中の思いについて問いかけた。それにより児童のノートの振

り返りには表面的な行為ではない内面の言葉が多く見られた。

● 教材文についての発問が多く、自分の生活を振り返る時間が

十分に確保できなかった。

● 今回は振り返りをした後に、担任から６年生の『道徳の血』

がながれている姿を紹介したが、その順番を逆にした方が「こ

れから大切にしたい」という心を引き出せたかもしれないと感じた。

（２）「多面的・多角的に考えることができる話合い活動の工夫」について

○ 日本人の心について、自分の考えを書いた後にトリオトーク

を行うことで、複数の意見に触れて考えを深めることができ

た。似ている意見に共感し自信をもてたことが、全体共有の場

での積極的な発言につながった。また、自分と違う意見に触れ

ることで考えを深めることもできた。

○ 日本人の心のよさについて考えたことに加え、泥棒や原発の

誹謗中傷についても触れることで、人間の心の弱さについても

捉えることができた。心の弱さについて、ただ否定するのでは

なく、なぜその行動をしてしまうのかを考えたことで、児童は

道徳的価値を理解し、多面的・多角的に考えることができた。

ふくしま道徳教育資料集の「外国からのメッセージ」が、日本

人の良さだけでなく、問題提起も取り上げていたからこそ、児

童の多様な意見を引き出すことができた。

● 写真資料は、戦争と災害という質の異なる内容であり、比較す

るのであれば災害の様子の写真がよかった。また、読み物教材に

加えて、導入のランキングや写真教材といった複数の教材を用いたことで、児童の視

点が「国際理解」や「生命尊重」、「思いやり」など、様々な価値項目へ広がりすぎて

しまった。

（３）「考えを深めることができる発問の工夫」について

○ 以前の授業で、「マナーを守るのは当たり前」という意見は出ていたため、「なぜ日

本ではマナーを守ることが当たり前という考えが成り立つのか」を主発問にした。そ

れにより、相手のことを大切にする日本人の強い意志に気付くことができた。

○ 教材文に関する最後の発問で、「どうありたいと思っていたか」という発問にするこ

とで、本時のねらいである道徳的実践意欲に焦点化することができた。本学級は自分

の思いを素直に表出することを苦手とする児童もいるが、教材の主人公に自分を重ね

て考えることで、前向きな思いを一人一人がもつことができた。

● 教師が子どもに考えさせたい思いが多く、発問が多くなってしまった。そのため、

一つ一つの発問に対する考える時間も短くなってしまった。何を中心に取り上げるか

を吟味し、発問をより精選できるようにしたい。

○ 机間指導で児童の意見を受け止め励まし自信をもたせ、さらに問い返しながら考え

が深められるよう声をかけてきた。ノートへの記述コメントを返したことで、自分の

思いを詳しく表現できるようになってきた。

● 導入の内容が終末の振り返りとつながっていなかったため、本時の中での児童の変

化を捉えられなかった。終末とつながりのある導入の発問を取り入れるとよかった。

〈トリオトークで考える〉

〈ふくしま道徳資料集の活用〉

〈ノートへのふりかえり〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

学習活動・内容 

（◎中心発問 ・予想される児童の反応） 
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点  

１ 国のランキングから、日本の良さ

を考え、課題をつかむ。 

〇  日本という社会で住みやすいと

感じるところはどこかな。 

・優しい人が多い。  ・安全。 

 

 

 

５ ○ 「世界最高の国ランキング」を紹介し、

日本が２位であることを伝える。 

〇  世界２位になっている日本はどう住

みやすいか意見を出し合う。ただし、海

外に行ったことのある児童はほとんど

いないため、「分からない」という意見

も出てくると思われる。その意見を取り

上げ、めあてにつなげていく。 

２ 教材文を読み、よりよい社会を作

る人々のもつ心について考える。 

〇 『道徳の血』とはどんなものだっ

たかな。 

 ・落ち着いた行動や冷静さ。 

 ・ご飯を受け取る時に整列して笑顔

で「ありがとう」と言っていた。  

〇 「日本人の中には『道徳』という

血が流れているのだと思う。」と言

われて「わたし」がはっとしたのは

どうしてかな。 

 ・当たり前のことだと思ったから。 

 ・驚かれることだと思っていなかっ

たから。 

◎  どうして日本ではそうしたこと

が成り立つのかな。 

 ・自分のことだけでなく相手のこと

を考えているから。  

 ・みんながみんなのことを考えて行

動しているから。 

 

 

 

 

 

○  一年半後の考え込んでしまった

「わたし」は、どうありたいと思っ

ていたのかな。 

 ・ずっと続いてきた道徳の血を大切

にしたい。 

 ・自分も道徳の血が流れる一人とし

て、誇れる行動をしたい。  

２５  

 

(5) 

 

 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 

○ 震災の話題であることをおさえる。  

〇 教材文を読む前に、『道徳の血』とい

う言葉を提示し、それがどのようなもの

か考えながら読むよう声をかける。 

〇 まず『道徳の血』につながる行為を引

き出し、それを支える心について考える

ための足掛かりにする。 

○ 「はっとした」理由を考えることを通

じて、教材文の「わたし」に共感しなが

ら、自分達にとって当たり前のように感

じる行為が、外国からは称賛されるよう

なことだったと気付けるようにする。 

〇  外国で物資に殺到する写真を提示し

て日本と比較し、なぜ日本のような社会

が成立するかを考えることにより、一人

一人が社会の一員として公徳を守って

いることに気付けるようにする。  

○  自分達も震災の被害者で苦しい状況

の中なのに、「マナーを守るのはなぜか」

とゆさぶることで、マナーを守るための

原動力となる強い意志について考え、価

値理解に繋げたい。 

○ 個別に考えを書き、それをもとにトリ

オトークを行うことで多様な意見を出

し合いながら多面的・多角的に考えられ

るようにする。  

※ 当たり前に行っている行為について、

その原動力となる強い意志に気付き、自

分事として考えているか。（発言・記述） 

○ 「どうありたいか」を問うことで、「わ

たし」の思いについて考えることができ

るようにする。 

３ 自己の生活を振り返り、学んだこ

とをまとめる。 

○  これからの自分達の生活でどん

なことを心がけていきたいかな。  

 

 

 

 

○ 教師の説話を聞く。  

１５

(10) 

 

 

 

 

 

(5) 

○  これからの自分に目を向けて考える

ことで実践意欲につなげられるように

する。また、十分に書く時間を確保する。 

※  社会の一員としての自覚をもち、み

んなが住みやすいよりよい社会をつく

ろうという意欲を高めているか。 

（記述・発言） 

〇  今の６年生が当たり前に守っている

ことを紹介し、自分たちにも『道徳』の

血が流れていることを伝える。 

よりよい社会にするために大
切なことは何かな。  

６ 学習指導過程
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

７ 考察

（１）「自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫」について

○ 終末の振り返りにおいて、「～の時は○○したい」といった

行為の面ばかりにならないよう、「心がけたいこと」という心

の中の思いについて問いかけた。それにより児童のノートの振

り返りには表面的な行為ではない内面の言葉が多く見られた。

● 教材文についての発問が多く、自分の生活を振り返る時間が

十分に確保できなかった。

● 今回は振り返りをした後に、担任から６年生の『道徳の血』

がながれている姿を紹介したが、その順番を逆にした方が「こ

れから大切にしたい」という心を引き出せたかもしれないと感じた。

（２）「多面的・多角的に考えることができる話合い活動の工夫」について

○ 日本人の心について、自分の考えを書いた後にトリオトーク

を行うことで、複数の意見に触れて考えを深めることができ

た。似ている意見に共感し自信をもてたことが、全体共有の場

での積極的な発言につながった。また、自分と違う意見に触れ

ることで考えを深めることもできた。

○ 日本人の心のよさについて考えたことに加え、泥棒や原発の

誹謗中傷についても触れることで、人間の心の弱さについても

捉えることができた。心の弱さについて、ただ否定するのでは

なく、なぜその行動をしてしまうのかを考えたことで、児童は

道徳的価値を理解し、多面的・多角的に考えることができた。

ふくしま道徳教育資料集の「外国からのメッセージ」が、日本

人の良さだけでなく、問題提起も取り上げていたからこそ、児

童の多様な意見を引き出すことができた。

● 写真資料は、戦争と災害という質の異なる内容であり、比較す

るのであれば災害の様子の写真がよかった。また、読み物教材に

加えて、導入のランキングや写真教材といった複数の教材を用いたことで、児童の視

点が「国際理解」や「生命尊重」、「思いやり」など、様々な価値項目へ広がりすぎて

しまった。

（３）「考えを深めることができる発問の工夫」について

○ 以前の授業で、「マナーを守るのは当たり前」という意見は出ていたため、「なぜ日

本ではマナーを守ることが当たり前という考えが成り立つのか」を主発問にした。そ

れにより、相手のことを大切にする日本人の強い意志に気付くことができた。

○ 教材文に関する最後の発問で、「どうありたいと思っていたか」という発問にするこ

とで、本時のねらいである道徳的実践意欲に焦点化することができた。本学級は自分

の思いを素直に表出することを苦手とする児童もいるが、教材の主人公に自分を重ね

て考えることで、前向きな思いを一人一人がもつことができた。

● 教師が子どもに考えさせたい思いが多く、発問が多くなってしまった。そのため、

一つ一つの発問に対する考える時間も短くなってしまった。何を中心に取り上げるか

を吟味し、発問をより精選できるようにしたい。

○ 机間指導で児童の意見を受け止め励まし自信をもたせ、さらに問い返しながら考え

が深められるよう声をかけてきた。ノートへの記述コメントを返したことで、自分の

思いを詳しく表現できるようになってきた。

● 導入の内容が終末の振り返りとつながっていなかったため、本時の中での児童の変

化を捉えられなかった。終末とつながりのある導入の発問を取り入れるとよかった。

〈トリオトークで考える〉

〈ふくしま道徳資料集の活用〉

〈ノートへのふりかえり〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

学習活動・内容 

（◎中心発問 ・予想される児童の反応） 
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点  

１ 国のランキングから、日本の良さ

を考え、課題をつかむ。 

〇  日本という社会で住みやすいと

感じるところはどこかな。 

・優しい人が多い。  ・安全。 

 

 

 

５ ○ 「世界最高の国ランキング」を紹介し、

日本が２位であることを伝える。 

〇  世界２位になっている日本はどう住

みやすいか意見を出し合う。ただし、海

外に行ったことのある児童はほとんど

いないため、「分からない」という意見

も出てくると思われる。その意見を取り

上げ、めあてにつなげていく。  

２ 教材文を読み、よりよい社会を作

る人々のもつ心について考える。 

〇 『道徳の血』とはどんなものだっ

たかな。 

 ・落ち着いた行動や冷静さ。 

 ・ご飯を受け取る時に整列して笑顔

で「ありがとう」と言っていた。  

〇 「日本人の中には『道徳』という

血が流れているのだと思う。」と言

われて「わたし」がはっとしたのは

どうしてかな。 

 ・当たり前のことだと思ったから。 

 ・驚かれることだと思っていなかっ

たから。 

◎  どうして日本ではそうしたこと

が成り立つのかな。 

 ・自分のことだけでなく相手のこと

を考えているから。  

 ・みんながみんなのことを考えて行

動しているから。 

 

 

 

 

 

○  一年半後の考え込んでしまった

「わたし」は、どうありたいと思っ

ていたのかな。 

 ・ずっと続いてきた道徳の血を大切

にしたい。 

 ・自分も道徳の血が流れる一人とし

て、誇れる行動をしたい。  

２５  

 

(5) 

 

 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 

○ 震災の話題であることをおさえる。  

〇 教材文を読む前に、『道徳の血』とい

う言葉を提示し、それがどのようなもの

か考えながら読むよう声をかける。 

〇 まず『道徳の血』につながる行為を引

き出し、それを支える心について考える

ための足掛かりにする。 

○ 「はっとした」理由を考えることを通

じて、教材文の「わたし」に共感しなが

ら、自分達にとって当たり前のように感

じる行為が、外国からは称賛されるよう

なことだったと気付けるようにする。 

〇  外国で物資に殺到する写真を提示し

て日本と比較し、なぜ日本のような社会

が成立するかを考えることにより、一人

一人が社会の一員として公徳を守って

いることに気付けるようにする。  

○  自分達も震災の被害者で苦しい状況

の中なのに、「マナーを守るのはなぜか」

とゆさぶることで、マナーを守るための

原動力となる強い意志について考え、価

値理解に繋げたい。  

○ 個別に考えを書き、それをもとにトリ

オトークを行うことで多様な意見を出

し合いながら多面的・多角的に考えられ

るようにする。  

※ 当たり前に行っている行為について、

その原動力となる強い意志に気付き、自

分事として考えているか。（発言・記述） 

○ 「どうありたいか」を問うことで、「わ

たし」の思いについて考えることができ

るようにする。 

３ 自己の生活を振り返り、学んだこ

とをまとめる。 

○  これからの自分達の生活でどん

なことを心がけていきたいかな。  

 

 

 

 

○ 教師の説話を聞く。  

１５

(10) 

 

 

 

 

 

(5) 

○  これからの自分に目を向けて考える

ことで実践意欲につなげられるように

する。また、十分に書く時間を確保する。 

※  社会の一員としての自覚をもち、み

んなが住みやすいよりよい社会をつく

ろうという意欲を高めているか。 

（記述・発言） 

〇  今の６年生が当たり前に守っている

ことを紹介し、自分たちにも『道徳』の

血が流れていることを伝える。  

よりよい社会にするために大
切なことは何かな。 

６ 学習指導過程

い
か
す

４

― 79 ―― 78 ―



学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１ 見ず知らずの人を助けたことが

あるかを想起し、主題への見通しを

もつ。

・ 落とし物を拾ってあげた。

・ バスの中で席を譲ってあげた。 

３ ○ 日常生活における場面を想起させ、本

時のねらいとする価値への方向付けを

図る。

２ 範読を聞いて、教材について話し
合う。

（１）登場人物を整理する。
（２）ホットシーティング（ペアイン

タビュー）を活用して、父親と兄
の思いについて考えさせる。

（３）父親の意見と兄の意見のどちら
に近いかを考える。

〈父の意見〉
・ 浜通りの人がかわいそう
・ 困ったときはお互い様
〈兄の意見〉
・ 旅館がつぶれたら自分たちはど

うすればいいの？
・ どうしてそこまでするの？

（４）私の気持ちを揺り動かしたのは
何か考える。

・ おばあさん
・ 父の考え
・ 父と兄の会話
◎ 兄と目が合ったとき、私はどん

な気持ちになったのだろうか。
・ 私もがんばる
・ お互いがんばろう
・ 兄を見習いたい
・ みんなで乗り切ろう

３０ ○ 実 際 の 津 波 に よ る 被 害 や 避 難 し た
方々を受け入れた旅館の映像を見せ、父
や兄の立場などについて考える。

○ ペアで、被災者を無料で受け入れるこ
とについて、父親と兄の両方の立場から
お互いの思いについて考えることがで
きるようにする。

○ 父の意見と兄の意見のどちらに近い
か黒板の数直線上にネームプレートを
貼り、他の人の考えと自分の考えを比較
して考えることができるようにする。

○ 友達の考えを聞き、自分の考えとの類
似や相違を認めながら自分の考えをま
とめることができるようにする。

○ 兄の行動について、考えを共有するこ
とによって、多面的・多角的に考えるこ
とができるようにする。

○ 意見を共有し合い、多面的・多角的な
考えをもつことができるようにする。

※ 自分と異なる立場や感じ方、考え方か
ら多面的・多角的に考えているか。

（発表、観察） 

３ 自分たちの生活を振り返り、思い
やりをつなぐにはどうしたらいい
かを考える。

（１） 見ず知らずの人に親切にして
どう思ったか話を聞く。

（２） 「つなぐ」とはどういうこと
か話し合う。

１０ ○ 意見を尊重し合いながら、互いの考え
を伝えたり、聞いたりするようにさせ
る。

４ 今日の授業を振り返る。

○ 自分自身の「思いやり」や「感

謝」について考えを深める。

７ ○ 今日の授業を振り返り、自分の考えの

変化について振り返らせる。  

※ 今までの自分の生活を振り返りなが

ら相手の立場や気持ちを考えたり、思い

やりや感謝の大切さについて、自分の考

えを深めたりしているか。

（ワークシート） 

思いやりや感謝をつなぐには。

６ 学習指導過程喜多方市立塩川中学校第１学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１０月８日（水）第５校時  

授業者：喜多方市立塩川中学校  教諭 菊地 康

どんなときでも、人は互いを思いやり、支え合いながら生活していることに

気付き、身の回りの人々を思いやり、行動しようとする態度を育てる授業 

１ 主題名 人の思いやりと感謝 Ｂ 思いやり、感謝

２ 教材名 ５００人の大家族（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

 本指導内容は、思いやりの心をもって人と接すると共に、家族などの支えや多くの

人々の善意により、日々の生活や現在の自分があることに感謝することである。中学

生の時期は、思いやりや感謝は大切だと理解はできるが、支えられることをありがた

いと思いつつも疎ましく感じたり、感謝の気持ちを素直に伝える難しさを感じたりす

る時期でもある。だからこそ、相手の立場や気持ちに対する配慮や感謝の対象の広が

りについて考えを深めていく必要がある。特に、思いやりの心と感謝の気持ちを素直

に伝えようとする心を育てることで、日常生活だけでなく、東日本大震災のような非

常時にも思いやりや感謝が広がると考えられる。

(２)生徒の実態（生徒観）

本学級は、積極性がある生徒は少ないが、穏やかで他者を受け入れることができ、

学習意欲も高い。積極的に発言しない生徒も、指名されれば自分の考えを述べること

ができる。全体としては和やかな雰囲気で道徳科の授業に取り組んでいる。さらに、

友人を思いやる気持ちがあり、授業や係活動も協力して行うことができる。一方で、

相手の気持ちに気付けず、嫌な思いをさせてしまう場面も見られる。思いやりの心と

感謝の気持ちをつなげられるような心情や態度を育んでいきたい。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、被害が少なかった会津の温泉旅館が東日本大震災の翌日から、浜通りの

被災者を無償で受け入れた話である。原発事故もあり、多くの被災者が避難してくる

中、主人公は兄と共に、父親の決断に不安をもっていた。しかし、同じ福島県に住む

者が被災の大小に関わらず、相手を思いやりながら生きていく姿を目の当たりにし、

自分もまた支えられている存在であることに気が付くのである。この教材では、父の

決意を受け入れる主人公や兄の心情の変化から、思いやりの心が感謝の心につながっ

ていくことを意識させたい。

４ 本時のねらい

わたしと兄、父親の心情の変化に触れることで誰かへの思いやりの心が感謝につなが

り、生きる喜びにまでつながっていくことに気づかせ、身の回りの人々を思いやり、行

動しようとする道徳的態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

授業テーマ

い
か
す

４
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学習活動・内容
（◎中心発問・予想される児童生徒の反応）

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１ 見ず知らずの人を助けたことが

あるかを想起し、主題への見通しを

もつ。

・ 落とし物を拾ってあげた。

・ バスの中で席を譲ってあげた。 

３ ○ 日常生活における場面を想起させ、本

時のねらいとする価値への方向付けを

図る。

２ 範読を聞いて、教材について話し
合う。

（１）登場人物を整理する。
（２）ホットシーティング（ペアイン

タビュー）を活用して、父親と兄
の思いについて考えさせる。

（３）父親の意見と兄の意見のどちら
に近いかを考える。

〈父の意見〉
・ 浜通りの人がかわいそう
・ 困ったときはお互い様
〈兄の意見〉
・ 旅館がつぶれたら自分たちはど

うすればいいの？
・ どうしてそこまでするの？

（４）私の気持ちを揺り動かしたのは
何か考える。

・ おばあさん
・ 父の考え
・ 父と兄の会話
◎ 兄と目が合ったとき、私はどん

な気持ちになったのだろうか。
・ 私もがんばる
・ お互いがんばろう
・ 兄を見習いたい
・ みんなで乗り切ろう

３０ ○ 実 際 の 津 波 に よ る 被 害 や 避 難 し た
方々を受け入れた旅館の映像を見せ、父
や兄の立場などについて考える。

○ ペアで、被災者を無料で受け入れるこ
とについて、父親と兄の両方の立場から
お互いの思いについて考えることがで
きるようにする。

○ 父の意見と兄の意見のどちらに近い
か黒板の数直線上にネームプレートを
貼り、他の人の考えと自分の考えを比較
して考えることができるようにする。

○ 友達の考えを聞き、自分の考えとの類
似や相違を認めながら自分の考えをま
とめることができるようにする。

○ 兄の行動について、考えを共有するこ
とによって、多面的・多角的に考えるこ
とができるようにする。

○ 意見を共有し合い、多面的・多角的な
考えをもつことができるようにする。

※ 自分と異なる立場や感じ方、考え方か
ら多面的・多角的に考えているか。

（発表、観察） 

３ 自分たちの生活を振り返り、思い
やりをつなぐにはどうしたらいい
かを考える。

（１） 見ず知らずの人に親切にして
どう思ったか話を聞く。

（２） 「つなぐ」とはどういうこと
か話し合う。

１０ ○ 意見を尊重し合いながら、互いの考え
を伝えたり、聞いたりするようにさせ
る。

４ 今日の授業を振り返る。

○ 自分自身の「思いやり」や「感

謝」について考えを深める。

７ ○ 今日の授業を振り返り、自分の考えの

変化について振り返らせる。  

※ 今までの自分の生活を振り返りなが

ら相手の立場や気持ちを考えたり、思い

やりや感謝の大切さについて、自分の考

えを深めたりしているか。

（ワークシート） 

思いやりや感謝をつなぐには。

６ 学習指導過程喜多方市立塩川中学校第１学年 道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和７年１０月８日（水）第５校時  

授業者：喜多方市立塩川中学校  教諭 菊地 康

どんなときでも、人は互いを思いやり、支え合いながら生活していることに

気付き、身の回りの人々を思いやり、行動しようとする態度を育てる授業 

１ 主題名 人の思いやりと感謝 Ｂ 思いやり、感謝

２ 教材名 ５００人の大家族（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集）

３ 主題設定の理由

(１)ねらいとする道徳的価値について（価値観）

 本指導内容は、思いやりの心をもって人と接すると共に、家族などの支えや多くの

人々の善意により、日々の生活や現在の自分があることに感謝することである。中学

生の時期は、思いやりや感謝は大切だと理解はできるが、支えられることをありがた

いと思いつつも疎ましく感じたり、感謝の気持ちを素直に伝える難しさを感じたりす

る時期でもある。だからこそ、相手の立場や気持ちに対する配慮や感謝の対象の広が

りについて考えを深めていく必要がある。特に、思いやりの心と感謝の気持ちを素直

に伝えようとする心を育てることで、日常生活だけでなく、東日本大震災のような非

常時にも思いやりや感謝が広がると考えられる。

(２)生徒の実態（生徒観）

本学級は、積極性がある生徒は少ないが、穏やかで他者を受け入れることができ、

学習意欲も高い。積極的に発言しない生徒も、指名されれば自分の考えを述べること

ができる。全体としては和やかな雰囲気で道徳科の授業に取り組んでいる。さらに、

友人を思いやる気持ちがあり、授業や係活動も協力して行うことができる。一方で、

相手の気持ちに気付けず、嫌な思いをさせてしまう場面も見られる。思いやりの心と

感謝の気持ちをつなげられるような心情や態度を育んでいきたい。

(３)教材及び指導について（教材観及び指導観）

本教材は、被害が少なかった会津の温泉旅館が東日本大震災の翌日から、浜通りの

被災者を無償で受け入れた話である。原発事故もあり、多くの被災者が避難してくる

中、主人公は兄と共に、父親の決断に不安をもっていた。しかし、同じ福島県に住む

者が被災の大小に関わらず、相手を思いやりながら生きていく姿を目の当たりにし、

自分もまた支えられている存在であることに気が付くのである。この教材では、父の

決意を受け入れる主人公や兄の心情の変化から、思いやりの心が感謝の心につながっ

ていくことを意識させたい。

４ 本時のねらい

わたしと兄、父親の心情の変化に触れることで誰かへの思いやりの心が感謝につなが

り、生きる喜びにまでつながっていくことに気づかせ、身の回りの人々を思いやり、行

動しようとする道徳的態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書）

授業テーマ

い
か
す

４
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

７ 考察

（１）「自己を見つめるための工夫」について 

○ はじめにテーマを決めたことで生徒たちは、テーマに沿って、本時の内容について

考えることができ、「思いやり」と「感謝」がどのようにつながっていくのかを考える

ことができた。

○ ペアインタビュー（ホットシーティング）を行う際に、「父親」だけでなく、「兄」

の思いにも触れることで、それぞれの思いを知り、自分の今までの行動を見つめるよ

うにした。

○ 父親の意見と兄の意見のどちらに近いかネームプレートを使って可視化することで、

自分の考えに理由をもち、多面的・多角的に考えることができた。 

● 自分の考えをもち、話を聞き合うことはできたが、事後研究会では、相手の考えに

対して自分の考えを伝え合うなど、議論する場をもつとよいという意見もあった。今

後は、相手の考えに対する自分の考えを述べられるように、問い返しや揺さぶりなど

のコーディネートをしていきたい。

（２）「他者の考えに触れさせる活動の工夫」について

○ ペアでの活動で役割をお互いに演じることで、自

分との考えの違いに触れ、自分の考えをさらに深め

ることができた。

● 他者の考えに触れさせる機会が少なかった。ペア

インタビュー（ホットシーティング）後に全体での

ホットシーティングを行うなど、全体での意見の交

換の場があってもよかった。

● 父、兄だけでなく、見ている私について考えるこ

とにより、それぞれの立場における気持ちの変化に

も気付き、より多面的・多角的な考えをもつことに

つなげることができると考える。

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について

○ ペアインタビュー（ホットシーティング）をする中で、他者の意見に触れ、多様な

考えを理解する機会を得ることで、私の葛藤や行動の理由などをより深く理解させる

ことができた。さらに、普段の言動についても取り上げることで、自分の行動を振り

返らせることができた。 

○ 振り返りの時間を十分に確保したことで、本時の学びとこれまでの自分についてじ

っくり振り返ることができた。ペアやグループで振り返りを共有することで、さらに

多様な考えにも触れることができた。 

● 父や兄の意見を全体で共有する際に、問い返しを行うことで、本時のテーマをより

深く考えさせることができたと考える。今後は、生徒の意見を予測しながら、テーマ

に向かって、どのように授業をコーディネートしていくかを考えていく必要がある。

○ 考えを可視化させることで、生徒の考えを共有すること以外にも、変容を見取るこ

ともでき、評価に生かすことができた。

● 自分の考えを表現することが苦手な生徒については、授業の中で表出される姿にも

着目して評価していく必要がある。

〈ペアインタビュー
（ホットシーティング）〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から

― 82 ―

（２）指導の実際と考察相馬総合高等学校第１学年 ホームルーム活動

日 時：令和 ７年 ９月 ３日（水）  第４校時

授業者：福島県立相馬総合高等学校 教諭 古川叶梧 

授業テーマ

１ 題材名 災害時の行動の在り方

２ 題材について

（１）生徒の実態

入学から５か月が経過し、生徒たちは学校生活にも慣れ、学級集団としてのまとまりも見られるようになっ

てきた。授業での発言やグループ活動にやや消極的になる場面もあるものの、多くの生徒は日々の課題に主体

的に取り組み、自分なりの解決策を考えようとする姿勢が育っている。一方で、自分の言動が相手に与える影

響を深く考えず、思ったことをそのまま口にしたり、軽率に行動に移してしまったりする姿もみられる。特に、

インターネット上でのコミュニケーションが増えている現在では、相手の表情や気持ちが見えにくい分、誤解

やトラブルにつながりやすいという難しさもある。

（２）題材設定の理由について

学校の重点目標には、「命の尊さを学ばせ防災意識を高め、震災の記憶継承と情報発信を通じて主体的に行動

できる人材を育成する」と掲げられており、震災の記憶を風化させないため、防災訓練など学校全体で取り組

んでいる。しかし、震災から１４年が経過し、現在在籍している生徒は震災当時、幼かったこともあり、当時

の記憶はほぼない世代である。

そこで今回は「ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集 生きぬく・いのち」内の「チェーンメール」を教材とし

て取り扱う。まずは、本教材を活用して震災当時何が起こっていたのかを知ることから始めたい。そして、そ

の知識をもとに、災害発生に生ずるデマなどがなぜ流されてしまうのか、どういう混乱を起こすのかというこ

とを考えることができるようにしたい。一連の活動を通して、生徒が、誠実に行動すること、他者を思いやる

ことについて、深く考えることができるように、中学校道徳の内容項目「Ａ自主、自律、自由と責任」「Ｂ思い

やり、感謝」との関連を図りながら、生徒一人一人の意思決定につなげることをねらいとしている。

また、チェーンメールを送った送信者と、そのメールを受け取った受信者側の両方の立場から考えることで、

多面的・多角的に事象を捉えながら、情報社会の中で自分たちが正しく行動するために、ＳＮＳの利用を自分

事として捉え、判断していけるような姿を求めていく。

３ 題材の評価の観点と評価の規準

観
点 

よりよい生活や人間関係を

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者として 

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

評
価
規
準 

自己の生活上の課題の改

善に向けて主体的に取り組

むことの意義や適切な意思

決定を行い、実践し続けて

いくために必要な知識、行

動の仕方を身に付けようと

する。 

自己の生活や学習への適応及

び自己の成長に関する課題を見

いだし、多様な視点から課題の

解決方法を探ることで、自ら意

思決定する。 

 他者への尊重と思いやりを深

めてお互いのよさを生かす関係

をつくり、他者と協働して自己

の生活上の課題解決に向けて、

見通しをもったり振り返ったり

しながら、悩みや葛藤を乗り越

え取り組もうとしている。 

４ 本時のねらい

災害時の緊迫した状況を想定し、自分事として捉え、自分自身の行動や他者へ働きかける行動について実践

を通して考え、他者を思いやる心と善悪を判断する思考力を基に意思決定することができる。

災害デマをテーマに、災害時の緊迫した状況下において善悪を判断できる思考力、

他者を思いやる心を育み行動できる授業

い
か
す

４

― 83 ―



「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

７ 考察
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の思いにも触れることで、それぞれの思いを知り、自分の今までの行動を見つめるよ

うにした。

○ 父親の意見と兄の意見のどちらに近いかネームプレートを使って可視化することで、

自分の考えに理由をもち、多面的・多角的に考えることができた。 

● 自分の考えをもち、話を聞き合うことはできたが、事後研究会では、相手の考えに

対して自分の考えを伝え合うなど、議論する場をもつとよいという意見もあった。今

後は、相手の考えに対する自分の考えを述べられるように、問い返しや揺さぶりなど

のコーディネートをしていきたい。

（２）「他者の考えに触れさせる活動の工夫」について

○ ペアでの活動で役割をお互いに演じることで、自

分との考えの違いに触れ、自分の考えをさらに深め

ることができた。

● 他者の考えに触れさせる機会が少なかった。ペア

インタビュー（ホットシーティング）後に全体での

ホットシーティングを行うなど、全体での意見の交

換の場があってもよかった。

● 父、兄だけでなく、見ている私について考えるこ

とにより、それぞれの立場における気持ちの変化に

も気付き、より多面的・多角的な考えをもつことに

つなげることができると考える。

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について

○ ペアインタビュー（ホットシーティング）をする中で、他者の意見に触れ、多様な

考えを理解する機会を得ることで、私の葛藤や行動の理由などをより深く理解させる

ことができた。さらに、普段の言動についても取り上げることで、自分の行動を振り

返らせることができた。 

○ 振り返りの時間を十分に確保したことで、本時の学びとこれまでの自分についてじ

っくり振り返ることができた。ペアやグループで振り返りを共有することで、さらに

多様な考えにも触れることができた。 

● 父や兄の意見を全体で共有する際に、問い返しを行うことで、本時のテーマをより

深く考えさせることができたと考える。今後は、生徒の意見を予測しながら、テーマ

に向かって、どのように授業をコーディネートしていくかを考えていく必要がある。

○ 考えを可視化させることで、生徒の考えを共有すること以外にも、変容を見取るこ

ともでき、評価に生かすことができた。

● 自分の考えを表現することが苦手な生徒については、授業の中で表出される姿にも

着目して評価していく必要がある。

〈ペアインタビュー
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子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から
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入学から５か月が経過し、生徒たちは学校生活にも慣れ、学級集団としてのまとまりも見られるようになっ

てきた。授業での発言やグループ活動にやや消極的になる場面もあるものの、多くの生徒は日々の課題に主体

的に取り組み、自分なりの解決策を考えようとする姿勢が育っている。一方で、自分の言動が相手に与える影

響を深く考えず、思ったことをそのまま口にしたり、軽率に行動に移してしまったりする姿もみられる。特に、

インターネット上でのコミュニケーションが増えている現在では、相手の表情や気持ちが見えにくい分、誤解

やトラブルにつながりやすいという難しさもある。

（２）題材設定の理由について

学校の重点目標には、「命の尊さを学ばせ防災意識を高め、震災の記憶継承と情報発信を通じて主体的に行動

できる人材を育成する」と掲げられており、震災の記憶を風化させないため、防災訓練など学校全体で取り組

んでいる。しかし、震災から１４年が経過し、現在在籍している生徒は震災当時、幼かったこともあり、当時

の記憶はほぼない世代である。

そこで今回は「ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集 生きぬく・いのち」内の「チェーンメール」を教材とし

て取り扱う。まずは、本教材を活用して震災当時何が起こっていたのかを知ることから始めたい。そして、そ

の知識をもとに、災害発生に生ずるデマなどがなぜ流されてしまうのか、どういう混乱を起こすのかというこ

とを考えることができるようにしたい。一連の活動を通して、生徒が、誠実に行動すること、他者を思いやる

ことについて、深く考えることができるように、中学校道徳の内容項目「Ａ自主、自律、自由と責任」「Ｂ思い
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また、チェーンメールを送った送信者と、そのメールを受け取った受信者側の両方の立場から考えることで、

多面的・多角的に事象を捉えながら、情報社会の中で自分たちが正しく行動するために、ＳＮＳの利用を自分

事として捉え、判断していけるような姿を求めていく。
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び自己の成長に関する課題を見

いだし、多様な視点から課題の

解決方法を探ることで、自ら意

思決定する。 

 他者への尊重と思いやりを深

めてお互いのよさを生かす関係

をつくり、他者と協働して自己

の生活上の課題解決に向けて、

見通しをもったり振り返ったり

しながら、悩みや葛藤を乗り越

え取り組もうとしている。 

４ 本時のねらい

災害時の緊迫した状況を想定し、自分事として捉え、自分自身の行動や他者へ働きかける行動について実践

を通して考え、他者を思いやる心と善悪を判断する思考力を基に意思決定することができる。
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い
か
す

４
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から

○ 「チェーンメール」を知らない世代ということもあり、生徒が

身近に感じられるように、ＳＮＳでのデマを一つの例として取り

上げた。その結果、生徒は本教材を自分事として捉えることができ

た。また、「心の数直線」という学習ツールを活用することで、生

徒自身が視覚的に善悪を表現することができた。 

○ 生徒は東日本大震災当時、１歳または２歳であり、当時の記憶

が乏しい。そのため、教師が震災当時の経験を語ることで、生徒

が教材の内容を理解するための手助けとなった。 

● 道徳の観点から、生徒自ら意思決定をしていくことが大切であ

る。本時の学習活動では、情報モラルに重点を置き過ぎてしまった

ことで「情報を取り扱う時は確認が必要」という一つの考えに誘導

してしまった。生徒が主体となって、合意形成・意思決定できるよ

うにするために、グループでの意見交流や発表の時間を多く取る

ことが必要である。 

（２）「今後の生活に活かす振り返り」について

○ 「明日から実践できる自分ルール」を考えることで、学んだことをそのままにするのではなく、すぐに行

動に移すことができた。

○ 生徒が考えた自分ルールの内容は、「情報を鵜吞みにしない」や「必ず正しい情報かを確認する」といった

情報モラルの観点からのものが多かった。 

＜生徒の自分ルール＞より 

・あやしいメールや情報が流れてきたら、鵜吞みにせず、しっかりと考えてから行動する。 

・どれだけ緊迫した状況においても、冷静さを失わない。まず、これが必ず正しいと思うのではなく、疑い、

正しいと思うのであれば行動したいと思いました。 

● 本時のねらいとして、「情報モラルの知識定着」と「情報の善悪を適切に判断できる思考力・判断力の育成」

が挙げられる。生徒の自分ルールから「情報モラル」の知識はある程度定着できた一方で、「情報の善悪を適切

に判断できる思考力・判断力の育成」ができていないことが分かった。そのため、「情報の善悪を適切に判断で

きる思考力・判断力の育成」ができるような声かけをしていく必要がある。 

７ 考察

（１）「教材を自分事として捉える工夫」について 

＜心の数直線＞

＜心の数直線を活用している場面＞

子ども一人一人を受け止め、認め励ます評価の視点から

＜グループで意見交流をしている場面＞

〇 話合いの時間では、情報の授業で学習した「ブレインストーミ

ング」を意識して意見交流を行った。「批判禁止」「自由奔放」「結

合便乗」というルールのもと班全員が一つの問いに対して、活発

に意見交流を行うことができた。

● 班によっては、話合いが進まない班も複数存在してしまった。

そのため、机間指導による適切な声かけや、生徒の特性を活かし

た班づくりの工夫をする必要があった。 

５ 板書計画（実際の板書）

※「心の数直線」 熊本市教育センター ＩＣＴ支援室

https://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Heart-meter3/

学習活動・内容 

（◎中心発問 生徒の反応）
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点 

１ 能登半島の「助けてリツイート」を見て、

心情メーターを活用し、考え、発表する。

（１）※「心の数直線」を使用し、班で善意

か悪意かを表現する。

（２）全体で共有する。

（３）「本当の住所だったら」という条件を

踏まえて、もう一度「心の数直線」を

使用し、班で善意か悪意かを表現する。

（４）全体で共有する。

８ 〇 記憶に新しい能登半島での震災時に、実際に拡

散された虚偽の情報を提示し、これが非常変災時

に送られてきたらどう思うか問いかける。そうす

ることで、非常時には冷静な判断が難しい場合が

あることに気付くことができるようにする。

〇 生徒にとって身近なＳＮＳ上での事案を提示す

ることで、自分の身にも起こりうることであると

意識することができるようにする。

２ 本文を通読する。 

３ 親友のヤスシは善意でチェーンメールを

送ったのか、悪意で送ったのか「心の数直線」

を活用し、考え、発表する。 

４ 以下の発問について考え、発表もしく実践

する。

◎ 自分が実際に送られてきたら、どういう

行動をとるか。 

〇 家族や親族に、同じようなチェーンメー

ルが届き、そのメールを拡散しようしてい

たら、どのような声かけをするか。

４

１５ 

１５ 

〇 生徒の善意と判断した理由、悪意と判断した理

由それぞれを板書する。 

〇 「心の数直線」を用いることで、多様な意見を可

視化できるようにする。 

〇 生徒は、チェーンメールを想像することが難し

いため、チェーンメールと本質的に似ている能登

半島地震の「助けてリツイート」を提示する。

〇 「心の数直線」において、なぜ反対意見にも数字

を残したのかを問いかける。そうすることで、反

対の立場からも本事象を捉えることができるよう

にする。

※ 情報の送り手と受け手の両方の立場から行動の

内容を考えているか。 （発言・発表）

５ 本時の内容を振り返り、「他者を思いやる

気持ち」、「情報モラル」を踏まえて、自分ル

ールを１つ考え、発表する。

８ ※ 自分の生活と関わって、自分ルールを決めてい

るか。 （ワークシート記述）

〇 緊迫した状況下で、善悪を判断する難しさを踏

まえ、どの情報でも必ず「確認」することの大切

さを伝える。

６ 学習指導過程

・予想される児童

い
か
す
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「ふくしま道徳教育資料集」等の活用の視点から
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身近に感じられるように、ＳＮＳでのデマを一つの例として取り
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た。また、「心の数直線」という学習ツールを活用することで、生

徒自身が視覚的に善悪を表現することができた。 
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　つまりは、学級担任が授業を行うことを原則としながら、学校、学年としての組織的に
対応することが大切である。

」（中学校に

「小（中）学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 第４章 指導計画の作成と内容

このことにより、「ふくしま道徳教育資料集」

なお、地域教材の開発にあっては、教材の具備すべき条件を備えているか精査するとと

」「小（中）学校道徳読み物資料集（文

」

旨を付記しておく。
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◆ふくしま道徳教育資料集三部作 ◆

生きぬく・いのち

道徳教育リーフレット
「道徳のとびら」

「モラル・エッセイ」コンテスト
優秀作品集

第 Ⅱ 集第 Ⅰ 集
敬愛・つながる思い

第 Ⅲ 集
郷土愛・ふくしまの未来へ

【小学校版】 【中学校版】 【高等学校版】

福島県教育委員会
この冊子の電子版が、福島県版「道徳教育アーカイブ」よりダウンロードできます。

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/gimukyoiku57.html




